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 マニ教壁画：生命の樹，2人の寄進者，10人の守護霊． 9－10世紀．
ベゼクリク第25窟（グリュンヴェーデル編号＝吐魯番文管所最新編号第38窟）奥壁
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 マニ教壁画（Pl．Iの拡大）：三本幹の生命の樹の基部と2羽の孔雀．
ウイグル語銘文①（中央），②（左方），③（右方），④（下方，横一列）．ベゼクリク第25窟．
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 マニ教壁画：チンタマニ，2人の楽人，連珠文，唐草文． 9－10世紀．
ウイグル語銘文⑤（連珠文の中に一字ずつ分ち書き）．ベゼクリク第25窟側壁（西側）．
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仏教・マニ教二重慶．白い奥壁のみが古いマニ教窟のもの．その右下前方に仏教窟奥壁の跡が見える．
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C
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ベゼクリク第1窟，
正面の仏像台座左脇．
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b
仏教壁画1千仏（部分）．
屋根の狼頭形の鴎尾に注目．
同上．
マニ教細密画：マニ高僧とウイグル王（？）の接見の場面．高昌故城，遺跡α出土．所蔵1Museum fOr Indische Kmst Ber1in．
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b マニ教細密画：白衣自冠のマニ僧と生命の樹．
 高昌故城，遺跡K出土．
 所蔵1Museum fuT1ndische Kmst BeTlin．
a マニ教細密画：べ一マ祭の場面（部分）．中央の三足黄金盤上のメロン，
 ブドウ，スイカ並びに赤い机台上の日月型パンに注目．P1，XVの裏面． 勺
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b ソグド語のマニ教徒手紙文に描かれた
 マニを象徴する帽子と2人の守護霊．
 中央に金箔で「慕闇の光り輝く栄光へ」
 （吉田豊訳）と書かれている．
 ベゼクリク出土．所蔵1吐魯番文管所．
a ウイグル貴人奉納帳．高昌故城，遺跡α出土．
 所蔵1Museum fur Indischo K㎜st Ber1in．
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P1．XIX
マニ教文書T H D171r．（ウイグル語） 所蔵：Museum fur Indische K皿皿st Berlin．
P1．XX
T H D171v．（Pl．XlXの裏面）高昌，遺跡K出土．
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は じ め に
                 るつぼ マニ教とは，3世紀前半に宗教の坤塙であった西アジア世界のバビロニア1）に生まれ育った
イラン人マニが，独特の二元論を持つヘレニズム的折衷主義の一つであるグノーシス2〕を中核
とし，それにゾロアスター教・ユダヤ＝キリスト教など3〕から学んだ思想を取り入れて創始レ
た二元論（光と闇，精神と物質，善と悪）的折衷宗教である4）。その教典はマニの母語であるアラ
ム系の言語で書かれたが，シャープール1世を改宗させるために彼に捧げた書物だけは中世ペ
ルシア語で著された。マニは布教開始後まもなく東方に伝道の旅をして，仏教文化圏であった
西北インドでもある程度の成功を収めたという。その後帰国した彼は，既にパルチアに取って
替わっていたササン朝の二代目の皇帝シャープールユ世に働きかけ，その庇護を得ることに成
1）バビロニアは紀元前2世紀後半から紀元後3世紀の第1四半世紀までこの地を支配したパルチア
 帝国ではアスリスタンAsuristan（＞スリスタソSu工istan）とも呼ばれた。それゆえマニの誕生
 を仏陀降臨伝説や老子の西方転生伝説（化期説）と結び付けて伝える漢文史料では，マニの生誕地が
 「蘇隣国」となっている，cf－Chavames／Pe11io土1913，PP．120，131，339。一方，トゥルファン
 出土の中世イラン語で書かれたマニ教会史の断片ではsw正stnと書かれている，cf・Sundemam・
 班τXI，P．36。また玄装は「蘇刺薩鱒那」と伝え，『新唐書』巻221下・西域伝・波漸の条には
 「蘇米国悉軍」の名が見える，cf．Chavames／Pe11iot1913，P・122，n・1．
2） 日本人にはなじみの薄いグノーシスについて簡単に読めるものを紹介しておく：佐藤三千雄「グ
 ノーシス的思考」『（龍谷大学）仏教文化研究所紀要』7．1968，pp．44－54；H。ヨナス（秋山さと子
 ／入江良平記）『グノーシスの宗教』京都，人文書院，1986．
3） ここに仏教が含まれるかどうかは大間題である。我国では一般に原始マニ教（マニ自身のマニ教）
 の教義の中に仏教思想が取り込まれていると考えられてきたが，最近の海外の学者からは否定的見
 解が出されている，cf．BOyce，五〃伽，p．ユO；林悟殊1984a，P．89：Smdemam1986，PP・14－15・
 ユ7。確かに残された文献に照らす限り，マニ教が仏教の強い影響を蒙るのは，マニが東方に派遣し
 た直弟子マールーアソモー（脆正Amm6）の時からであると考えるのが妥当である，cf－Henning
 ユ947，PP，49－50；Sims－Wi11iams1983，P．133；Lieu，Mm舳m｛舳，P．183。とはいえ，マニ自身
 がインド旅行中に仏教と出会い，その教団組織や絵画芸術を見聞し，また輪廻による再生の概念
 とか不殺生の教えなどを知って，これらを参考にしたという可能性まで否定する必要はない，cf．
 Jackson1932，PP．13－14，16；Ort，〃舳缶，P－151；Asmussen！975，P．59；KIimkeit1980a，P．229；
 K1imkei士！980b，pp－247，249；Lieu1983，p．209；Sco竹1985，p－100；Utas1985．p－655；Sun－
 demam1986・pp・15・ユ7。さらに次註4及び第2章の脚註38も参照。他方，マニ教とユダヤ教と
 の関係については，cf・須永1988．
4）生きた宗教ではなくなったマニ教の教義の研究は18世紀のヨーロッパで開始され，20世紀に入り，
 敦煙文書・トゥルファン文書・コプト語マニ教写本・ギリシア語ケルン写本の出現によってめざま
 しい発展をみせた。しかしそれでもなおマニ教とは何かを一義的に定義することは容易ではなく，
 教義の上でも教団組織の上でも未だに不明の点が多々残されている。本稿はその方面でもなにがし
 かの貢献をすることをめざしている。ただしそれらの研究史を包括的にまとめるのは本稿の目的で
 はないので，ここでは我国で容易に参照できるものの中から重要なもの，ないし便利なものをいく
 つか選んで列挙するにとどめる，cf．加藤武「マニ教」『宗教学辞典』東京，東京大学出版会，1973，
 pp，692＿695；G．Gno1i，“Manichaeism”，τ加五伽γc’oクem切。ゾ五ei｛8づ。例，ed．by M．Eliade，Vo1．
 9，New Yo正k1987，PP．161－170；熊本1984，PP．46－56，61，67－69；矢吹1988，PP．ユ3－26．72－89；
 須永1989。本文で使用する敦煙文書やトゥルファン文書については，必要な箇所で適宜先行研究
 の紹介や解説を行なう。
功した。その結果，広大な帝国内を自由に伝道することができるようになった。こうしてマニ
教は暫く我が世の春を謳歌するが，ツヤープール1世の死後まもなく伝統的なペルシアの民族
宗教であるゾロアスター教の勢力からの反撃を蒙り，マニは処刑され，その教徒も過酷な迫害
を受けて四散を余儀なくされた。レかし初めから血統や民族の枠を越え，アジア・アフリカ’
ヨーロッパ三大陸の諸民族に受け容れられる「世界宗教」5）として，マニ生存中より東西に伝道
団を送り込んでいたマニ教は，遂には西は大西洋から東は太平洋にまで達し，各地で相当長期
に亙って生き続けることとなった。そして西方のキリスト教優勢地域ではキリスト教と，東方
の仏教優勢地域では仏教と，時には共存し，時には軋櫟を生じながら，時間と空間を異にする
様々な局面で影響し合ったのであり，その世界史的意義は決して小さくない。例えば地中海地
方では，教父アウグスチヌスの活動に典型的にみられるように，マニ教との激しい教義論争を
通じてキリスト教が自らの教義を確立していったし，他方中央アジアでは仏教と出会い，マニ
教自身が仏教化しただけでなく，北伝仏教が変容・発展する上にも大きな影響を与えたと考え
られる。また天文・暦学・思想・説話・文字・絵画・音楽や書物の形式・製本法などの東西文
化の交流にも多大の貢献をなしたのであ孔ところがマニ教は既に滅び去ってしまい，またも
ともとが折衷的宗教であったため，ともすれば仏教・キリスト教・イスラム教の陰に隠れて，
その歴史的存在意義を過小に評価されてきた。
 さて，私が関心を持っているのは・旬奴やクシャン朝の勃興以後イスラム化以前の中央アジ
アの歴史と言語と文化である。それらの上に最も深い影響を与えた宗教は言うまでもなくイン
ドに起こった仏教であるが，一方で，3世紀のササン朝ペルシア統治下に成立レたマニ教も相
当に重要な役割を果たした。とりわけ8世紀半ば以降に強大となったウイグルはマニ教を「国
教」的地位に置いて尊崇した世界史上唯一つの国であり，中央アジアーマニ教史とウイグル史
は密接不可分の関係にある。ウイグルを抜きにして中央アジア史は語れないが，マニ教抜きで
はウイグル史もまた語れない。従ってマニ教抜きの中央アジア史も成り立たないのである。
 私が中央アジアーマニ教史の研究を始めたのは「東ウィグル帝国の摩尼教に就いて」と題す
  5）マニが民族や言語の枠を越えた世界宗教をめざしていたことは，彼白身が書き残したものの申に
明らかである。即ちトゥルファン出土の中世ペルシア語の断簡M5794（＝T II D126）の中に次
のような言葉がある：「先行の諸宗教は一つの国，一つの言語の中に限られていた。しかるに私の
宗教はあらゆる国で，全ての言語によって表明されるべきものであり，遠くの国々にまで教え広め
られるであろう。」cf．MirMan。，II，p．295（＝p．4）＆n－1；Ort．M舳4．p．71；Boyce，Rm♂〃，
p．29＆n。ユ；Asmussen1975，p．ユ2；Puech1979，p．89．また，ヘニングが復元したマニの『巨
人の書』にも“Bu士God〔Zrw肋～〕．in each epoch，sends apost1es：Sit［i1，Zarathushtra，］
Buddha．Chエist，＿”とある，cf－Hennin91943，P．63。一方，マニがシャープール1世に献じた
書S肋肋〃伽g肋の現存しない箇所には，ピールー二一a1－B而niの引用によれば，これらの先
行諸宗教とはインドにおけるブッダの仏教，ペルシアにおけるゾロアスターのゾロアスター教，西
方におけるイユスのキリスト教を指していることが明記されていたという，cf．Sachau，B榊m，
P．ユ90；矢吹1935，P，16＝矢吹1988，P．33；Browder，8舳m，PP．45．87－88，191；Scott1985，
PP．101一工02。
は じ め に
る卒業論文（東京大学，1971年度）からである。そして1973年には処女論文rウィグルと吐蕃の北
庭争奪戦及びその後の西域情勢について」（r東洋学報』55－4）を発表し6），790年前後における
北庭（ビシュバリク）争奪戦に勝利したのは仏教国吐蕃（チベット）ではなくマニ教国ウイグルであ
ると断定してその後の中央アジアーマニ教史への展望を切り開いた。以来，ウイグルーマニ教
史の再構築を目指し，史料収集に意を用い，また1982年から在職した金沢大学においても，
1984年から配置換えとなった大阪大学においても一貫してr京伝マニ教史の研究」を演習のテ
ーマに掲げてきた。この間，北庭争奪戦の帰趨について私の考えを受け入れつつ「8－9世紀
のトルコ族におけるマニ教弘通に関する諸問題」という論文を発表したマラヅツィ氏の，rモ
ンゴリアのウイグル帝国並びにウイグル族全体にわたってのマニ教史がもう一度書かれるべき
である」との提言（Ma工azzi1979，pp．240－24ユ，n．lO）にも接した。にもかかわらず，1973年
の処女論文以降私が発表した20余篇の論文の申にウイグルーマニ教史を正面から取り上げたも
のはなく，一・二の論文で部分的に言及したのを除けば，ようやくrトルコ仏教の源流と古ト
ルコ語仏典の出現」と題したつい最近の論文中でややまとまった記述をなし得たにすぎないフ）。
この論文は，東ウイグル可汗国時代（744－840年）にウイグルがマニ教を受け入れ「国教」とし
たためトゥルファン地方でも多くのトルコ語マニ経典が作られることとなったが，続く西ウイ
グル王国時代（9世紀後半～13世紀）には国内の非ウイグル人仏教徒の影響を受けてウイグル人間
にも徐々に仏教が浸透し，遂にはウーイグル仏教がウイグルーマニ教を駆逐するに至った，と主
張する方向で書かれたものである。その前後の歴史も踏まえれば8），ウイグル人はその信じる
宗教をシャーマニズムからマニ教，マニ教から仏教，そして仏教からイスラム教へと大きく変
えていったわけである。周知のようにイスラム教徒は偶像教徒を嫌うため，ウイグル仏教に関
わる文献や寺院は徹底的な打撃を受け，残されたものは遺跡や出土文物など僅かにすぎず，そ
れがウイグル仏教史研究の障害となっているが，それより古いウイグルーマニ教史関係の史料
に至っては仏教徒による破壊9）をも被ったためさらに少なく・その研究をいっそう困難なもの
にしている。結局私がこれまでの経過にもかかわらずウイグルーマニ教史に正面から取り組ん
6）但し現時点ではその増補版（森安1979）の方を参照していただきたい。
7）森安1989a，PP．15－20．
8） ウイグルのマニ教以前の宗教が仏教ではなくシャーマニズムであったことについては，cf．森安
 ユ985a，p．32；森安1989a．p．14。ウイグル仏教の興隆と終焉の歴史については，cf．孟凡人1982；
 李泰玉1983；森安1985a．
9）Boyce1983，p－1198では，今世紀初頭に中央アジアで発見されたマニ教写本がほとんど全て断
 片に帰してしまっている原因について次のように言う：「その最初の破壊はおそらく8世紀以後の
 イスラム教の兵隊によってなされたと思われる。彼らはその地方を征服していく過程でマニ教寺院
 を占領し，彼らの目には不信心者どもの邪悪な言葉に満ちでいると映ったマニ教徒の図書室を意識
 的に破壊した。」しかしこの見方は全く事実に反する。ボイスは優れたイラン語学者ではあるが，
 中央アジアの歴史には暗く，このような初歩的な誤解を招いたのであろう。このような誤った考え
 が単なる雑誌論文ではなく『ケムブリッジーイラン史』という権威も影響力もある書物の中で示さ
 れていることを憂慮し，特に注意を喚起する。
だ論文を発表できなかった最大の理由は，実にこうした史料の僅少性にあったのである。
 私が1987年から1988年にかけて三回（一回に約20日間ずっ），三菱財団の助成と大阪大学文学都
教授会の許可を得て，中華人民共和国の北京，甘粛省，新彊ウイグル自治区に赴き，主に古代
ウィグル（廻綻，回鵠）民族史並びにマニ教史関係の文書や遺跡の調査を行なったのは，その
ような状況下においてである10）。そして，中国側関係各位の暖かい御理解と絶大なる御支援を
賜り，予想をはるかに上回る成果を挙げることが出来た。本稿執筆の直接のきっかけはこれに
よって与えられたといっても過言ではない。
 ただこの段階ではまだ，大量の図版（特にカラー図版）を必要とする本稿は，商業べ一スに
乗らない純粋の学術論文として発表するのは困難と考えていた。ところがその矢先にr大阪大
学文学部紀要』を利用する機会を与えられ，前例のないことではあるが大量のカラー図版を使
用する許可もいただいた。そこで早速に執筆を開始したのであるが，1990年9月，かねてより
申請していた「古代ウイグル文契約文書の研究」というテーマに対して与えられた文部省の科
学研究費補助金（国際学術研究）による欧州訪問の際，目的地のロソドソとベルリンにおいて，
契約文書の調査を全うした上に，一部ではあるがウイグルのマニ教写本や絵画資料を実見のう
え写真を入手し，その出版許可まで与えられるという幸運にも恵まれた。
 本稿は私がライフワークとすることを目指しているウイグル＝マニ教史ひいては中央アジア
主マニ教史の研究の後半の主要都分を成すものである。本来ならば卒業論文で扱った前半部か
ら順に出版すべきであろうが，ここに順序が逆転しているのはひとえに史料状況の偶然性，即
ち1950年代以降新たに出現した諸史料と私が実際に調査することを許された諸史料の両方が偶
々そちらに集中していたことによる。それに従来の中央アジアーマニ教史に関する研究のほと
んどは，少ないとはいえ漢文史料も残っておりその大枠を掘みやすい唐代の9世紀前半までを
主対象としたものであり，9世紀後半以降を専門的に扱ったものは皆無に近い。それゆえこの
後半部から先に出すことには大きな学問的意義があるのである。前半部についてはその後も研
究を続けているが，その成果は，シャヴァソヌ／ペリオ，羽田亨，王国維，陳垣，ベスタロッ
ツァ，矢吹慶輝，田坂興道，安部健夫，リュウ，クリムカイトその他多くの先学による研究11〕
によって描かれてきた構図を劇的に変えるものではないレ，従来の見解と異なる主な点につい
  10）第一回（1987．4．1～4．20）：北京→蘭州→武威→張披→酒泉→蘭州→上海。第二回（1987．8．19～
   9，9）：上海→ウルムチ→トゥルファン→ハミ→敦煙→蘭州→北京。第三回（1988．4．29～5．21）：上
   海→ウルムチ（ジムサルを含む）→コルラ（焉着地区を含む）→トゥルファン→ウルムチ→北京。は
   じめの二回は単独行，第三回のみ共同研究老として神戸市外国語大学の吉田豊助教授が同行した。
   この調査は三菱財団人文科学研究助成金（昭和61－62年度）によってなされたものであり，本稿は
   その最終報告書の役割も兼ねている。当財団に深く感謝する。
  11）Chavames／Pelliot19ユ1－1913；羽田1912（＝羽田1958，PP・215－234「新出波新教残経に就
   て」）；王国維「摩尼教流行中国者」『観堂別集』巻一所収；陳垣1923；Pesta1ozza1934；矢吹
   1935；田坂ユ940；田坂1964；安部1955；Lieu1979；Lieu，M舳励m4舳；Klimkeitユ982b；
   K1imkeitユ983．
は じ め に
てはこれまでに発表した論文で折りに触れて言及し，本稿でも必要に応じて言及するので，全
面的に展開するのは将来に期したい。
 最後にもう一言だけ申し添えておかねばならないことがある。それはrウイグルーマニ教史
の研究」と題する本稿が，実は「ウイグル仏教史の研究」としての側面も持っていることであ
る。アジアの仏教全般についても同様のことが言えるのではないかと思うが【補註0】，特にウイ
グルの仏教については決してマニ教と切り離レて考えることはできないからである。
 卒業論文以来続けて来た私のウイグル・マニ教史の研究が，このような形でまがりなりにも
日の目を見ることができたのは，新出史料の調査・収集に多大の便宜を与えられた関係各位，
とりわけ三菱財団，大阪犬学文学部，新彊ウイグル自治区文化庁文物処の韓翔処長，ベルリ
ン（ダーレム）のインド美術博物館のヤルドゥズ（ヤルディヅツ）M，Ya1diz館長とザンダー
L．Sande工博士，そして旧東ドイツーベルリン科学アカデミー古代史考古学中央研究所研究
員のツィーメP・Zieme博士らの御蔭であり，ここに心からの感謝の意を表わすものである。
また，常日頃から学恩を蒙り，本書の原稿にも眼を通していただき貴重な助言を賜った研究会
ヤソトソ（YT S）の吉田 豊，熊本 裕，高田時雄，武内紹人4氏，及び吐魯番出土文物研
究会の白須浄眞氏，さらにウイグル文書解読に役立つ語彙索引作成のためのコンピュータープ
ログラムを組んでいただいた松田孝一氏にもこの場を借りて御礼申し上げる。
第1章 ベゼクリク千仏洞中のマニ教寺院
第1節 小   序
第2節仏教一マニ教二重窟の発見と調査
第3節 クリュソヴェーデル第25窟の構造
第4節 クリュソヴェーデル第25窟＝マニ教窟説の検証
第5節正面壁画の主題に関する従来の説
第6節 ウイグル語銘文よりの検討
第7節生命 の 樹
第8節その他のマニ教窟
第9節歴史的考察（壁画年代論への寄与）
第1節 小   序
 酷熱と極度の乾燥で知られるトゥルファン盆地のほぼ中央部に，現在も人々の暮らしがある
緑のオアシスと並んで，高昌故域とかカラ・ホージャとかイディクートーシャーリとか呼ばれ
る巨大な都市遺跡がある。これが古代高昌国の首都高昌，唐の西域支配時代の西川，ウイグル
国時代のQo6o（コーチョー〈Chi・．高昌）という，中央アジア有数の規模と繁栄を誇ったオア
シス都市の遠地であることは言を侯たない。その北方には，赤茶けた山肌を持つ火焙山（キジ
ル山＝紅山）が壁のように連なっているのが指呼の間に望まれ，天候に恵まれればさらにその向
こうに白銀の万年雪をいただく天山の峰々が顔を見せる。トゥルファン盆地の諸オアシスは悠
久の昔から全てこの天山の雪解け水によって成り立ってきたが，火焙山を貫いてカラ・ホージ
ャ地方に地表から水を運んで来たのはムルトゥク河とその支流である。今でこそカーレーズと
いう独特の地下灌潮水路が発達しているが，それが導入される近代以前においてはこれらの河
こそが高昌地方の重要な水源であったに違いない。高昌故城から北方に自動車で現代の道を迫
ると走行距離8km程でセソギム・アグス（勝金1コ），即ち「センギムの口」と呼ばれる谷口に
着くが，そこからさらにムルトゥク河が見え隠れするくねくねと曲がった道に沿って約7km
遡ったところに有名なベゼクリク千仏洞がある。ムルトゥク河谷の右岸の絶壁に造られたこの
石窟寺院群は，シルクロードの一大都会たる高昌に付随して営まれた宗教的聖地であり，それ
は敦煤における莫高窟，クチャ（亀滋）におけるクムトラ石窟に相当する。
 中国からは西域と呼ばれた中央アジアは，イスラム化以前，特に仏教が栄えたところであり，
各地に石窟寺院群（ミソオイ，千仏洞）が残っている。もちろんクチャ地区のクムトラにせよ，あ
るいは敦娃莫高窟にせよ，これらはいずれも仏教の石窟寺院であって，そこに仏教以外の僧侶
が長期に亙って住んでいたことは，少なくともこれまでのところ知られていない。ところがベ
ゼクリク千仏洞には，ある時期，マニ教が行なわれていたことを示す確実な証拠があるのであ
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                                         あとる。それが本章で取り上げる仏教一マニ教二重慶，即ち本来マニ教窟であった石窟の内側に後
から新たな壁を作り，そこに仏教壁画を描いて仏教窟に改修したものである。中央アジアの仏
教や仏教美術研究の盛んな我国ではベゼクリクと言えばすぐ千仏洞，即ち仏教というイメージ
が強すぎるため，このような事実のあることはほとんど無視されてきた。私が1988年6月30日
の『朝日新聞』文化欄で「シルクロードの千仏洞．一皮むけばマニ教寺院」というセンセーシ
ョナルな見出してこの事実を報じたのはこのためである。ベゼクリク千仏洞の全洞窟のうち，
どれほどがこのような二重窟になっているのかは現時点では知るよしもないが，いくつかのと
    あところでは後にf乍った壁面が崩れ落ち，もとのマニ教窟の壁面が露顕しているのである。
第2節 仏教＝マニ教二重窟の発見と調査
 19世紀末～20世紀初頭に続々と送り込まれた各国の中央アジア探検隊のうち，ベゼクリク千
仏洞を初めて訪れたのはロシアのクレメンツD・KIementzのようであるが（1897年），ここを
本格的に調査したのは，クリュソヴェーデルAlbe工t GrOnwedeI及びルコックAlbert vOn
Le COqの率いたドイツ隊が最初である。主に天山南路の北道地帯で調査したドイツ隊の活動
の全容を伝える正式報告書にはクリュソヴェーデルの，
  ①B〃づ〃肋〃〃C肋0J0845Cゐeルうe伽碗伽”后m∫C尻〃｛舳6し励8eb舳8づmW4m伽
   〃02一〃03．Munchen1905／1906．（以下では肋づ・〃と略称）
  ②〃泌m〃舳桃。ゐeKm∫伽im伽C〃m∫｛∫c乃一rmm8初例・B〃励i肋〃切γc肋。’o紬。ゐe
   ノγろeづiemリ。m 〃0δω5 〃07 あeづκmδα，Qαm5αゐγmm6 伽 6eγ0α5e Tmげ切m． Berlin
   1912．（以下ではノBκと略称）
  ③”i－Km5c肋．Beエ1in1920．
並びにルコックの，
  ④αoi∫c尻。．Fm5切m－W4e3〃8肋m伽クω舳κ8〃m〃m6〃〃舳im為δ〃8’4cゐ〃m8－
   5づ5c乃em五κ力〃棚。m m肌ゐτ〃プαm伽03’一τm7切5切m． Berlin1913．
  ⑤〃eろm〃舳桃。加∫戸棚切m舳e伽M棚a側6m，I－VII．Be工1in1922－1933．（第VI，VII
   巻はヴァルトシュミットE．Waldschmidtとの共編，以下ではB∫ノと略称）
があるが，ベゼクリク千仏洞を直接に取り上げているのは②，④，⑤の三点である。このうち
②においてグリュンヴェーデルは，彼自身が第25窟と名付けた石窟がやや複雑な二重構造にな
っていることを見取図付きで記述し，表側（内側）の仏教壁画のみならず，裏側の最奥部にある
r特異な絵画」にも言及するが（pp・279－280＆丘g・577in p・277），それをマニ教のものである
とまでは言っていない。①～⑤はもちろんイスラム化以前の中央アジアにおける輝かしい仏教
文化の存在を明らかにする上で最大級の貢献をなした大著であるが，そればかりではなく，そ
こにはドイツ隊が高昌故城で発掘した二つのマニ教寺院祉（遺跡K，遺跡α）やそこから得ら
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     ばんれた壁画や幡西，さらにこの両遺跡をはじめとするトゥルファン盆地内の各地で発見された極
彩色の細密画を含む様々のマニ教文書類に関する報告や図版が収載され，かつて仏教やキリス
ト教に多大の影響を及ぼしながらも史上から姿を消したマニ教の研究においてドイツ隊が挙げ
た嚇々たる成果が誇示されている。にもかかわらず，これらの大著の中で，クリュソヴェーデ
ル編号のベゼクリク第25窟が元来はマニ教窟であったことを明示しているのは，意外にもベゼ
クリクを直接の対象としない③のpp．I，76－77の一箇所だけである。そこには，かってグリ
ュンヴェーデルが∠Bκ，p・279でr特異な絵画」と呼んだものの彼自身の手になるスケッチ
（丘g・66）〔害Fig・3〕が，新たにrベゼクリク第25窟のマニ教絵画」という説明を付して掲げ
られている。しかレそこに参照文献として引用されているのは自分自身のノBKとロツアのオ
ルデンブルクC．Φ．O皿靱eH6ypFの中央アジア探検報告書I）だけである。繰り返すがクリュソ
ヴェーデルのノBκにrマニ教」という明確な指摘はない。そこで次にオルデンブルクの報告
書を緩いてみると，その第3章第7節のベゼクリクの項にr恐らくベゼクリクは元来はマニ教
徒の聖地であったのに，後になって仏教徒がここを占拠し，一連の石窟に改修を加えたのであ
ろう。そうした本来はマニ教窟であったものの一つに第23窟（一クリュソヴェーデル第25窟）があ
り，その奥に今では僅かに輪郭のみが残る人物たちを両脇に配した一本の樹木が描かれている。
グリュンヴェーデル教授はこの極めて珍奇な壁画の未発表スケッチを所有しており，そこには
もはや存在しなかったり壁画の状態が悪くて写真に振れない多くの箇所がうまく復元されてい
る。なにとぞ教授がこの貴重なスケッチを公刊されますように。」とある2）。 この貴重なスケ
ッチこそが後に③〃一Km5c伽の丘g・66として発表されたものであることは言うまでもない。
トゥルファンにおけるオルデンブルク隊の活動は1909－910年であり，ドイツ隊のみならずイ
ギリスのスタイン隊やフランスのペリオ隊にさえ遅れをとったが，ベゼクリク千仏洞中にマニ
教窟が存在することを学界に最初に報告した功績は，オルデンブルクにこそ帰されるべきであ
る。
 次にベゼクリクを訪れ（ユ931年），グリュンヴェーデル第25窟奥のマニ教壁画を，彩色のデッ
サン（pl．I）〔＝P1．II〕と三枚の白黒写真（pls．XII－XIII a．b）を付して学界に紹介したのは，
フランスのアッカソJ，Hackinであった。彼は，オルデンブルクやクリュソヴェーデルと違
い，その壁画をマニ教徒のものと判断する理由を示していること，さらにもう一つ別の仏教＝
  1）O九五eH6ypr1914。尚，本稿において晦，P1．は原書の図版であり，Fig一，P1。と頭文字が大文
   字であるのは本書の図版であることを示す。
  2）O皿bムeH6ypr1914．PP，44－46＆P1．XLII．勿論「ベゼクリクは元来はマニ教徒の聖地であった」
   と言うのは不正確である。ベゼクリク千仏洞は遅くとも麹氏高昌国時代には開かれ，唐初には「寧
   戎窟寺」と呼ばれていたのである，cf．Haokin1936，P，9；柳洪亮1986，P．58；本章第9節。尚，
   オルデソプルグの報告書の概要を我国に紹介した瀧精一「おるでんぶるぐ氏の新彊探検（上・下）」
    （『国華』332（28－7）・334（28－9），1918，PP・219－229・306－314）のP・308にはこの壁画の写真
   を転載しているが，そこに付けられた「樹下美人図」という説明（P．306にもあり）は，オルデソ
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マニ教二重慶（クリュソヴェーデル第17窟）が存在することを報告した点で注目される3〕。但し，
第17窟を新たにマニ教窟と判断した根拠はどこにも示されていない。
 その後約半世紀間このマニ教窟が再び詳しく調査された形跡はなく，1980年代になってこれ
に言及したドイツのクリムカイトHans－Joachirn Klimkeit氏やフランスのマイヤールMoni－
que Mai11ard女史も上記の先行報告書の内容を祖述しているにすぎない（巻末の文献目録参照）。
それゆえクリムカイト氏などは，第25窟の壁画の解釈に関してその銘文が読めさえすれば決し
て陥ることのなかった誤りを犯している（後述）。
 文化大革命期以後のベゼクリク千仏洞の現状を最も正確に伝えるのは，吐魯番地区文物管理
所（柳洪亮執筆）「柏孜克里見千仏洞遺祉情理簡記」（r文物』1985－8）および柳洪亮r柏孜村里
見石窟年代試探一根掘回鵠供養人像対洞窟的断代分期」（r敦娃研究』1986－3）の二篇である。
柳洪亮氏はベゼクリク千仏洞を直接管理している吐魯番文管所の副所長を勤める新進の研究者
であり，その報告にはみるべざものが多い。特に前者は，かつて石窟群の下方に堆積していた
大量の土砂〔cf．Pi・XXIV〕を1980年から1981年にかけて除去し，いくつもの新窟や多数の新
文書が出土したことを伝えている（但．し後述するようにこの時点で使用された石窟の番号は再度変わ
ってしまっているので注意）。
 現在ではシルクロード観光の名所となっているベゼクリク（現代ウイグル語でr装飾＝壁画のあ
る所」の意）ではあるが，実際に観光客に開放されている石窟はそのごく一部にすぎない。私は
新彊ウイグル白治区文化庁文物処（韓翔処長），並びにその管轄下にある吐魯番文管所（ハシ
M．Haji所長）の許可と援助を得て，ユ987年8月27日と1988年5月15日の二日間，二重窟を中
心に現存する83窟のうちの約四分の一を調査することができた。韓翔処長ならびにハシ所長の
特別の御配慮に深く感謝する次第である。
 現地で時間を充分にとる余裕がないことは当初から予想されていたので，調査に先だって柳
論文を熟読し，そこに付された吐魯番文管所編号とクリュソヴェーデル編号などとの対照表を
参考にして各篇ごとの調査用ノートを作り，それにルコックやアッカソの書物にある壁画の写
真や図版を複写して貼り付けたものを用意して現地入りした。しかしそれでも実際に現地に赴
いてみると，思わぬところで時間をロスすることになった。またもや石窟の編号が変わってい
たからである。そこで今後の研究者の便をも考え，これまでに使われた主な編号を含んだ一覧
表を新たに準備していたが，本稿執筆中の1990年になって漸く吐魯番文管所の最新編号を持つ
ベゼクリク石窟平面不思図が発表された4〕ので，ここにはそれをF191として転載するにとど
 ブルク報告の主旨を正しく伝えておらず不適当である。
3） Hackin1936，PP．8－g．18－22＆Pls．I，XII－XIII．
4）新彊維吾ホ自治区博物館（編）『新彊石窟 吐魯番伯孜克里見石窟』上海，出版年の記載なし。
 ただしこの平面示意図と、私が1988年5月に現地の陳列室（最新編号の第34窟）で確認した平面示
 意図との間にも微妙な違いがあるので注意を要する。商，村上1984，pp．25－26と付図一に掲げ
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める。そしてそれと対照させる形で，今世紀初頭に作成された同石窟の平面図（アラビア数字は
クリュソヴェーデル編号，ローマ数字はスタイン編号）をFig．2として掲げる。但し本稿では学界
に流布しているグリュンヴェーデルの編号を使い続け，必要な時にのみ他の編号を用いること
にする。
第3節クリュソヴェーデル第25窟の構造
 クリュソヴェーデル編号第25窟（スタイン編号第ix窟，1985－86年の吐魯番文管所編号第52窟，吐
魯番文管所最新編号第38窟）の構造を，グリュンヴェーデル，アッカン及び柳洪亮の記述5），それ
に我々の実地調査の結果をもとに復元してみよう。読者が理解しやすいようにグリュンヴェー
デル作製の平面図〔Figs．4，8〕とスタイン作製の平面図〔Fig．5〕とを同じ向きに並べて転載
する。Fig．4＝Fig．5がFig．8の第25窟に相当する。
 この窟がいつ開襲されたがは不明であるが，一番最初は仏教僧侶が居住する僧房として使わ
れたらしく，長期間煙に煉された痕跡がある（柳氏による）。それほど堅くない岩（柳氏によれば堅
硬的膠結粘性黄土）の断崖に横から穴を穿って作ったこの窟は，奥行約8m，幅2．5～2．8m，床
面からカマボコ型天井の頂上部までの高さが3m強ある。但し表面にかなり凹凸があるので
数値はおおよそである（以下同じ）。この窟の奥に向かって左の壁には隣の第26窟とつながる狭
い廊下があるが，これは第26窟側に作られた壁で塞がれている。この廊下の本篇側の出入口か
ら奥壁にかけてはカギ（「く」の字）型にベンチが掘り出されている。その高さ（床面からの距離）
は0．5m弱，側壁に沿う部分の幅は1m強で，その一部〔Fi9．5の★★印〕には炉が切られ
ている。これは炊事用兼暖房用であったと思われる。もしそうなら，これまでベンチと言われ
てきたものはむしろベッドではなかろうか。奥壁の上半分には，後にここがマニ教窟に改修さ
れた際に描かれた問題のマニ教壁画があるが，その下側はベンチ／ベッドの高さまで掘り凹め
られている（・f．畑κ，丘g．577b）。凹んでいる部分の高さは1m，深さ（奥行き）は0．5m。この
O．5mも含めてその凹みに沿う箇所のベンチ／ベッドの幅は1．8mある。ここに1～2人の僧
侶が横たわることは十分可能である。さらにその凹んだ部分の左方（クリュソヴェーデルの報告
や平面図ではその中央部となっているが誤り）にもっと奥に通じる細い通路がある〔cf・P1・IIIa；
Fig．5〕。通路の幅はO．6m。グリュンヴェーデルはこの中に入ろうとしたが，落磐のため2m
以上は進めなかったという。どうやらこの通路の奥は不規則な形の小部屋二で終わっているらし
 られた「現地番号」は壁面に直接ペンキのようなもので書きつけられたものであるが，その由来は
 不明であり，学問的意味はない。ただし，1980年以降数多く出版されたマスコミ関係者やツルクロ
 ード愛好家の手になる旅行記・概説書・写真集の大部分はこの番号を使用している。これら一般書
 の解説は学問的にはほとんど無意味（無責任）であるが，その写真には往々にして素晴らしいものが
 あるので，それを利用したい時には村上氏の付図一は便利である。
5）ノBK，PP・279－280＆ig・577；Hackin1936，PP・19－20；柳洪亮1986，P・63。第52窟及びP．58。
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い。もし私の考えが正しければ，これは，当窟が僧房であった時代に，居住していた僧侶がベ
ッドに上がっている状態からそのまま身をかがめて入って行ける押入，あるいは物置として使
用されたものであろう。
 マニ教窟はこの生活臭の強い仏教窟の全面に真っ白の漆喰（石灰）を塗って化粧し，奥壁（正
面）と側壁の一部に壁画を描いて出来上がったものである。奥の壁画のすぐ前方，左右の側壁
の最奥部には木材か何かを填め込んだと思しき穴が幾つもあいている〔cf．P1．IIIa〕。この部
分の漆喰は完全に禿げ落ちているから，これはマニ教唐時代に使われたものだろう。あるいは
奥の壁面を覆う幕や絹幡などの荘厳具を吊るす木組みのためのものだったかもしれない。この
マニ教窟の壁面の白さはよく保たれており，たき火の煙の跡もない。
 アッカソによれば一般に僧房以外の仏教窟は泥土，刻んだワラやアシ，馬のたてがみや尾の
毛，ヤギの毛，干し草などを混ぜた壁土で（厚めに）岩壁を覆い，さらに上塗りをして防水し
ているので，そこに描かれた壁画は剥げにくい。ところがこのマニ教窟では，くりぬいたまま
            じかで何の処理も施さず岩壁に直に薄く漆喰を塗った（ただ側壁の壁画部分のみはワラを混ぜたごく薄い
壁土が塗っであるらしい）ため湿気の浸出を防ぎきれず，正面と側壁の一部に描かれた壁画にも，
天井や側壁の漆喰の白壁のままのところにも，あちこちで剥離現象が起きている〔cf．P1s．I，
III－IX〕。
 さらに新しい仏教窟は，このマニ教窟の真ん中よりやや前方から入口まで，奥から入口の方
に向いて右側から天井全体にかけ，日干しレンガで新しい壁をしつらえる形で作られた。ただ
し反対側の壁はもとの壁を薄く上塗りしただけである。この様子は裏（奥）から撮った写真
［P1．IIIb，c1で明らかであろう。新たに造り付けた側壁の下部の最も厚い所はO．8mある。
またこの新仏教窟の床面はマニ教窟のそれより数十Cm上がっている。仏教窟⇒マニ教窟⇒仏
教窟と変わってきた本篇の歴史を考えれば，これを三重窟ということもできようが，構造的に
みればやはり二重窟として差し支えないであろう。この仏教窟もカマボコ型の天井を持つが，
それも含め壁面はいずれもマニ教窟に比べはるかに丁寧に仕上げられている。もとの洞窟の後
方半分を目隠しするようにして作られた中央の隔壁（新仏教窟の奥壁にあたる）は幅0．8mあり，
その前に仏像の台座があったというが，共に今は跡形も無い。この窟は全体としてマニ教窟の
四分の一以下の大きさになっていたと思われる。
第4節 クリュソヴェーデル第25窟＝マニ教窟説の検証
 さてこれまでオルデンブルク以来の通説に従って第25窟をマニ教窟として論を進めてきたが，
ここで一度根本に立ち返って，本当にこれがマニ教窟であるかどうかを検証してみよう。
第25窟正面（奥壁）の三本幹の樹木を中心モチーフとする壁画は〔PL I〕6），中央アジアの仏
6）モノクロではあるがこの壁画の80年前と60年前の写真がそれぞれオルデンブルクの本（pl・XLII）
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教壁画を見慣れた眼には実にあっさりとしたものに写る。それはまず何よりもその配色の少な
さと発掘後の橿色ないし変色のせいであろう。クリュソヴェーデルによれば，使われている色
は下地の白（漆喰）と輪郭線の黒（墨）の他はr紅，緑，くすんだ黄色」のわずかに三色であると
いうη（実際には髪の毛の票もある）。しかし現在では緑はむしろ灰色に近い灰緑色になっている
し，くすんだ黄色はますます見分けにくくなっている8）。紅も鮮やかさを失っている。それに，
仏教壁画のように滑らかに仕上げられた画面ではなく，地の岩壁の凸凹がまだ残っている画面
であるため，細部にまで筆が行き届いていない。これは，中央アジア出土のマニ教文書の細密
画が極彩色であり（例えば。f．P1s．XV，XVI），且つ緻密に描かれているのを知っている我々
にはいささか意外であり，本当にマニ教徒の手になるものかとの疑念さえ抱かしめる。
 第2節でみたように，この壁画をマニ教徒のものとみなしたのは1914年のオルデソプルグの
報告書が最初であったが，彼はその理由を述べていない。しかし彼の執筆時点では既にグリュ
ンヴェーデルのB〃4mもノBκもルコックのα0赦ゐ0も出版されていたのであるから，こ
れらに掲載されていたトゥルファン出土のマニ教壁画や細密画などを判断の基準にしたであろ
うことは想像にかたくない9）。多分，彼はそれらを参照レてもらえれば事足りるとして，一切
の説明を省略したのであろう。この点，アッカンの方は根拠が明白である。彼は三本幹の樹木
とその左右に6人ずつ配されている人物について細かく記述し，幅広い葉，巨大な花，重だ
そうな（ブドウ状の）房，そしてそれぞれが二叉に分岐する幹を持つこの樹の特徴が，BSメ，
Vol．II（＝MM），P1，8b－b〔＝P1．XVIb〕のマニ教細密画とよく似ていること，とくにその
異国風の花と巨大な房はマニ教資料の聖なる樹にしか見られないこと，さらに画面左側の腰巻
きを付けた象頭人身の人物〔cf・Fig・3〕と同じものがやはりB∫ノ，VOL II（＝・〃〃），p1・8a－a
〔＝P1，XV＝Fi9，181のマニ教細密画に見えることを指摘している10）。
 このアッカソの指摘は，第6節にみるように象頭人身の人物がインド起源のガネーシャであ
ると未だ明確に認識していないなど不十分さもあるが，おおむね妥当である。しかしこれだけ
では本篇をマニ教徒のものと断定する根拠として十全ではない。というのも本篇の正面に向か
って右側（二西側）の側壁の，マニ教窟奥壁と後代に仏教窟の奥壁のあった所との間の外寄り
〔Fi9・4，＊印〕にはP1・IX〔＝Figs・9，10〕のような図柄があり，オルデンブルク自身がこの
 とアッガ：ノの本（p1．XII）に掲載されている。いずれも大版であるが鮮明さに欠け，ウイグル文
 字を判読するのは全く不可能である。
7） ノuBK，p．279．
8） アッヵンはグリュンヴェーデルが‘H㏄h正。らGr廿n．Mattge1b’としたものをそのまま’rouge
 vi｛，veエ七，jame ma七’と言い換えている（H乱。kin1936，P・20）。またアッヵソの書に載せられた
 画家のヤコブレフ作成の彩色デッサン〔Pl．II〕でもかなり黄色は目立っている。しかし現状を肉
 眼で見た印象はそれとかけはなれている。
9） オルデンブルクはこれらを参考文献として挙げている，cf・O几凪eH6）’Pr1914，P．82．
10〕 Hackin ユ936，pp・20－21・
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下の方の模様（上下を連珠文で挾まれた唐草文）を多分仏教徒のも．のであろうと言っているし11），
ましてや上の方には，蓮井付き台座の上に置かれ，燃え盛る炎を持つ如意宝・摩尼宝珠（チン
タマニ，Skt・cint互m岬i）12）ないしは転輪聖王の七宝の一つである神珠宝（マニ，Skt・maPi）13）
という，仏教絵画にこそ相応しいモチーフが見えるから一である14）。さらに驚いたことにクリュ
ソヴェーデルが高昌故域の東の城外にある「小ストゥーパ（仏塔）群」中のストゥーパAより見
つけ出した図柄〔Figs．12，13〕は15）今問題にしているPl．IX〔＝Figs．9，10〕とあまりにも
よく似ているのである。
 ところで京伝マニ教が中央アジアで仏教と遭遇し，仏教の概念・用語・シンボリズム・絵画
様式から寺院組織に至るまで様々な影響を受けたこと，さらに唐代の中国に伝わったマニ教が，
少なくとも表面上はほとんど仏教の一派と見紛うほどに仏教化していたことは，よく知られて
いる通りである16）。では本来は仏教徒のものであったチソタマニ（もしくはマニ）やストゥー
パ（Skt・st－Pa，仏塔）さえも東方のマニ教には取り込まれたのであろうか。
 まずチソタマニであるが，これについては既に疑問はないようである。なぜならクチャ（ト
カラB）語と古トルコ語（ウイグルy言語）で交互に書かれた後期（私の考えでは10世紀）1フ）マニ
教テキストであるr父マニヘの賛歌」に，
11）O肌且eH6ypr1914，P，46．上下を連珠文で挾まれた唐草文は敦煙莫高窟にもあり，それは確かに
 仏教徒のものである，cf、敦娃文物研究所（編）『中国石窟 敦煙算高窟』第5巻，東京，平凡杜，
 1982， p1，133＆p．175．
12）cf・織田『仏教大辞典』p・ユ347；中村『仏教語大辞典』p・1060；伸嶺1980，PP・30－33；八木
 ユggO， pp．107＿108．
13）cf・織田，同上，p・1259；中村，同上，p・587・
14） これをチソタマニとみる解釈は早くもクリュソヴェーデルによってなされている（ノBK，P．279）。
 しかし，前述のように，彼はまだこの時点では第25窟をマニ教徒のものとは認識しておらず，恐ら
 く仏教徒のものとみて単純にチソタマニと考えたのであろう。中央アジア・中国・朝鮮・日本にお
 ける仏教と結び付いたチソタマニの図像の展開については，of．畑K（indexで。int玩ma口iを見
 よ）；仲嶺1980；仲嶺1985；上野1986；上原1989，pp・88－931八木1990。とくに蓮井台座を
 持つチンタマニの例は，cf・”瓦pp・75，170（＝本稿のFi9・14），319；Secke11964，p・227；上
 野1986，PP．73．75．78；上原1989，PP・90－921八木1990，PP・119川ユ20。尚，∠BK，PP．213－214
 （丘9，479）のチソタマニは蓮台に載っているようには見えないが，本体の方に当マニ教窟のものと
 の類似点が認められるので注意したい。八木論文は中央アジアのチソタマニは水晶形であって円球
 （宝珠）形のものは本来存在せず，円形化は中国で起こったものと主張するが，まだ十分には納得で
 きない。一方，七宝中の神珠宝については敦煤画にいくつもの例がある。これらは蓮井台座を持っ
 ている，cf．BPTH．pl．6＝松本1937，図像篇，P．249＆附図八二；8PτH，P1，98；松本1937，
 図像篇，pp．219－220＆附図七四a，b。時代が近いせいか，こちらの方が我々のものとよく似てい
 る。ここでは代表的な例としてBPTH．PL98のものをFig・11に示す。
15） 8〃牝”，p．111＆pl．XXI．
16） これに関する文献は非常に多いが，ここにはその一部をアトーランダムに掲げる：Chavannes／
 Peuiot1913，PP．154－155．textes V－VI；矢吹1935，P・26＝矢吹1988，PP．46－47：Heming
 1947．pp．47＿52；Ries1980；Scott1985ミTongeIlooユ984：Brydeエ1985；Lieu，Mαmc尻mづ5例，
 pp，183＿184，190，204－205；KIimkeit，8e6色8伽伽8，pp．28－44；K1imkeit1986b；K1imkeit1987；
 その他のK1imkeitの論著（文献目録参照）。
工7）森安1989a，p．1g、
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Oh，bエight Sun－God．．。
Oh，mighty Moon－God．
Like価e diadem of the God，Ohrmizd，
Like t11e gaエ1and of the God，Zurvan，
Shining to see is my fa七her，the P王。phe七Mani．
Thus，and in tha七way，I p正aise and woエship you．
Like tbe c伽吻mα初一jewe1
Worthy士。 wear on七he ia七。エ。wn of the head，
Oh，you are wo工thy．
Just as you shine with七he holy splendor of the commandments，
So you，among、．．are shining．
Shining to see is my iatheエ，士he Prophet Mani．
Thus，and in tha七way，I pエaise and worship you．
とあるからである蝸）。アーノルドードゥーベソV．AmO1d－D6ben女史は，ここのチソタマニ
は救済者マニの帯びる頭飾，マニの象徴，ひいてはマニと同格と考えている19〕。唐代の漢訳マ
ニ経典にr如意珠・如意宝」が見える20）ことと合わせて，東方のマニ教にチソタマニが受け入
れられていたことは間違いない。他方，クリムカイト氏は，オルト氏がパルチア語で書かれた
マニ教のr般浬繋の賛歌」（M5，M1817！など）21）その他の内容を検討して，マニ教が仏教か
ら借用した言葉であるr般浬藥Pth・pmyb工’nくSkt・parinirv軸a）」は仏陀やイエスやマニ
などの庫大な宗教指導者の死に対してのみ使われ，マニの死（＝般浬築）は彼が一時的に身に
まとっていた肉体（悪・闇の要素）を去り，霊魂（善・光の要素）が「光の国」に返るという祝福す
べき出来事であることを明らかにした22）のを受けて，クチャのキジル千仏洞の釈迦浬梁図の中
にある極めて特異な「十字架」型のチンタマニ〔Fi9．14〕の存在をマニ教的コンテキストの中
で解釈した。即ち，「般浬繋の賛歌」が中央アジアのマニ教徒に対する仏教の影響を示してい
るのとは逆に，これは，「十字架」の上のイユスの死をもr般浬繋」とするマニ教の影響が仏
教に及んだ証拠であると言うのである23）。このクリムカイト説はなかなか魅力的である。ただ
キジルのチンタマニは十字架ではなくダイヤ手ソトをかたどったものとの疑いも残る24）ので，
18）TTT IX．PP．11，31；C1ark1982，PP，174。ユ88．引用した英訳はクラーク氏のものである。
19）Amo1d－D6ben1978，PP．58－60．尚，チソタマニを装飾した冠（摩尼宝冠）の存在することを注
 記しておく，cf、朋K，p．322；仲嶺1985，p，12．
20）c｛・Schmi砒一G1in士ze工1987・p・137のグロッサリー。『下部讃』に「如意宝」が，『波漸教残経』
 に「如意珠」が見える。
21） Mir・Man。，III，PP．862－865，868－869：Boyce，五m6〃，PP．136－139：Asmussen1975，PP，56－
 57．
22）0rt，M舳4．PP・150－153，238－243．因みにマニ教徒一般にとっても「死」は肉体から光の要素が
 解放される機会を与えるもので善であった，ci．Asmussen1975，PP．37，61．
23） K1imkeit1980a，P．233；Klimkeit，M／C，P．32；K1imkeit1986b，P．226．
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これがマニ教の影響の結果であるとする点には即座に従いかねる。しかし中央アジアのマニ教
徒が，仏・如来そのもの，あるいはその教え・悟り・解脱の象徴であった仏教のチソタマニ25〕
にならって，祝福すべき死（＝般浬築）の結果「光の国」に返ったマニの象徴としてチソタマ
ニを使ったことは，恐らく疑い無いであろう。チソタマニ（もしくは単にマニ）とマニの発音
上の類似（もしくは一致）も，あながち無関係ではなかったかもしれない。第25窟の側壁のチ
ンタマニが横笛を吹いたり琵琶を奏でる楽人たち26）と共に描かれている（P1．IXに明らかなよう
にチソタマニと楽人のモチーフは交互に繰り返されているので本来はもっと多いはず）のは，チソタマ
ニが「浬築に入った」マニを象徴し，一方の楽人たちは，此の世に残されたマニ教徒たちがマ
ニを祝福・賛美する場面，そして自分たちもいつの日か「光の国（天国）」へ行けることを願
って「般浬築の賛歌」を歌っている様子を表わしたものと解釈することも可能であろう27〕。マ
ニ教徒が音楽を神聖視したことは，若き日にマニ教徒であった教父アウグスチヌスが伝えてい
る通りであるし28），また彼等が地上や天国の楽人を描いた例は，高昌のマニ教寺院趾K出土の
マニ教典（MM，p1．8a－b）やベゼクリク出土のマニ教徒書簡文〔P1，XVIIb，第8節で言及〕
などにも見られる。
 次にストゥーパであるが，これについてもクリムカイト氏に論があり29），マニ教のストゥー
パは死体置場とか地下納骨所などの死に関わる場所を指し，浬繋への入口と信じられていたの
であろう，という。しかしこの論はウイグル語のストゥーパ（stup／里stupくSkt・stOpa）と
スプルガン「墓，墓場」（supu工γan／suburγan）とを十分な根拠なく同一視する30）上に成り立
24）仲嶺1980，PP，30－31・
25）of．高崎直道『如来蔵思想の形成』（東京1974），PP・247－248；仲嶺1985，PP・16－17；『岩波仏
 教辞典』（1989），p・639；八木1990，pp・107・115・尚，高崎氏の著書については荒牧典俊氏より
 御教示を得た。
26） クリュソヴェーデルはノBK，p．279では筒袖の上着にキュロットースカートのスーツ（または
  ワソーピースP）をまとい，柔らかそうなブーツと大きな帽子を身につけた「特異な服装」の楽人
  たちが持っている楽器を「横笛（Q・・エpf・if・）と東アジア風の葦笛（Roh正pf・if・）」というが，写真
               フルート   リエ■ ト  〔P1．IX〕にみるようにむしろ横笛と琵琶とすべきである。クリュソヴェーデルの記述，並びにそ
 れと対をなす”一K伽伽，i9．72として発表されたスケッチ〔Fi9，9〕の不正確さは私の写真で
                          Lよう  もお分りいただけるであろう。「東アジア風の葦笛」とは篇のようなもの（実際に近年発見されたもの
  には籍が描かれている，・f．Pl－XVIIb）をイメージしていたのであろうが，スヶツチではハープ状の
  ものを描いていて自己矛盾している。確かに西方マニ教徒の問で使われた主な楽器はハープ，リュ
  ート（琵琶のようなもの），横笛であるから（cf・Puech1979．p・196），ハープがあってもおかしくは
  ないが，実物は決してそのようには見えない。これに対して，琵琶をひいている例は既に知られて
  いる，cf．MM，Pl．8a－b。因みにクリュソヴェーデルのスヶツチFig．9に描かれた連珠文も，Pl．
  IXやFig．10と比べても明らかなように、かなり実物とかけはなれている。
27）勿論これらが天国の楽人である可能性もあるが，ここでは服装から地上の者と判断した。
28）cf・Widengren1965，p・107；Klimkeit1980b，p・248・マニ教に於ける音楽の重要性について
  はPuech1979の中の“Musique et hymnoI09ie manich6emes”（PP・179■233）やBmme工
  1980を参照。
29） Klimkeit1980a，pp．230，234＿236．
30）UiguエicaI，P，58；UiguricaII，P・53；ManichaicaI，P・6でミューラーやルコヅクがUig・
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っているのであり，軽々しく従うことはできない。ところがクリュソヴェーデル自身の報告31）
によると，高昌故城東方の「小ストゥーパ群」中のストゥーパはいずれも正方形の基壇，空洞
の塔身，半球形天井を持っており〔cf．Fig．15〕，仏教世界に一般的なものとは違っているば
かりでなく，高昌故域のマニ教寺院杜α出土のマニ教細密画に描かれていた楯型装飾と似た優
雅な飾り〔Fig．16〕さえ持つ，という。さらにストゥーパAの場合は半球天井が二重で，かつ
て素晴らしい壁画が描かれていた下側天蓋の中央には丸い開口部があり，むきだしの上側天蓋
が見え，基壇に問題の文様〔Figs．12，13〕が描かれていたのである。また，グリュンヴェーデ
ルによると，このr小ストゥーパ群」とやや北方にあるr大ストゥーパ群」とは共にイディク
ート＝シャーリのネクロポリス（大墓地）であったこと疑い無い（実際に墓を発掘している）という
から，やはりクリムカイト氏の推測が当っているのかもしれない32）。
 いずれにせよこれで，側壁に描かれていた文様を仏教徒のものと疑って，ベゼクリク第25窟
をマニ教窟と断定する上の障害とみなす必要はなくなった。それどころか，実はこの側壁のチ
ソタマニ文様（二つ残っているうちの右側）のすぐ近くに，釘か何かでひっかいた落書き様のもの
ではあるが，なんと「マニ文字」の銘文のあることが，同行の吉田豊氏によって発見されたの
である。落書きはあくまで落書きであるから，それだけでは何の決め手にもならないが，マニ
の創案にかかるマニ文字の使用はほぼマニ教徒に限られていたという事実と本節での美術史的
考察とを重ね合わせれば，本篇がマニ教徒に属することにもはや疑いはなかろう。残念ながら，
おそらく二三の単語が書かれているだけのこの短い銘文の解読はできなかったが，それでも本
来なら横書きが当然であるマニ文字がここでは縦書きであった点は，同じく横書きから縦書き
に変わったソグドーウイグル文字の例と共に，東方的変容の結果として注目されてよい。
第5節正面壁画の主題に関する従来の説
 ベゼクリク第25窟がマニ教窟であると確認された上で，あらためて正面（奥壁）の壁画の構図
〔P1s・I，II〕が如何なるマニ教的モチーフを表しているのかを考察してみよう。
 まず壁画のディテールを精確に把握する必要がある。幅広い葉，巨大な花とブドウの房状の
 suPurγanを「ストゥーパ」と訳すのは根拠がなく，現時点ではあくまで「墓，墓地」と訳される
 ぺきである，cf．Chavannes／Pe11iotユ913，p．108；互D．p，792b。ただしモンゴル語のsubu工γan
 には「墓」と「ストゥーパ」の両方の意味が在証されており（of・F・D・Lessing，M’om8o〃舳一助8腕ゐ
 ”c加。m〃ツ，B100mingtonユ973，p．733b），またモンゴル語の仏教用語の古層のものはほとんどが
 ウイグル語から借用されたものなので（cf、庄垣内1978，PP．106－108；庄垣内1990），もとのUig．
 suPu「γanにも「墓」の他に「ストゥーパ」の意味があった可能性はある。ヘニングはSogd、＊zm一
 エγ’nを想定し，これを埋葬用の墳丘（土まんじゅう）ではないかと考えている，cf．Hennin91945b，
 PP．157－162．
31） 8θ”cゐ’，pp，110＿111．
32） もしそうならこの「小ストゥーパ群」とそれに付随する墓地はマニ教徒の，従って多くは西ウイ
 グル時代のウイグル人やソグド人の墓地ということになる。管見の限りではこれまでに発掘されて
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果実，そしてそれぞれが二叉に分岐する三本の幹を持つ樹木が中心的モチーフであることは一
見して明らかである。クリュソヴェーデルはこの「特異な絵」をrブドウの房状の様式化され
た果実と大きな花をつけた樹が，それを祈っている神々に取り巻かれて，水の中に立ってい
る」と描写した33）。アッカソはより詳しく「三本幹の樹は，構図の下限をなす水平の帯によっ
て下部を大きく切り取られた円形に近い輪郭をした小さい水盤の中に，その根を滞らせて」い
ること，そしてその周囲には，ほとんどが礼拝のポーズを取っている人物が12人（左右に6人づ
つ；前列の8人はひざまずき，後列の4人は立っている）おり，そのうち木をはさんで向き合ってい
る最内側の2人が主要人物であること，その右側の女性の後でひざまずく3人はマニ教会の高
位聖職者らしいこと，天使のような翼をもつ人物が2人と象の頭をもち腰巻を着けた人物が1
人いることなどを記述する54）。
 これに対して『マニ教の比倫的表現』の著者アーノルドードゥーベン女史は，壁画全体を統
率する中央の樹を崇拝している人物たちを，服装と頭飾りからみてr聴衆（Auditores）＝俗人
マニ教徒，俗信徒」であると断定し，中央の樹について，幹の下の方と根の部分はある器の
中に突き刺さっているか，あるいは安楽椅子タイプの玉座の背もたれの後ろに隠れていて，見
えなくならているのであろう，と述べた後で次のように言う：「周知のように，善の根源たる
光の国を象徴する生命の樹が『巨人の書』に詳しく述べられている。そこでは生命の樹が東・
西・北の三方を占め，南の方だけには死の樹があるといわれている。生命の樹が三方向に伸び
ているという事実が三本幹の描写によって意識されているのかもしれない。そうであればまた
あの（幹の基部にある）判別しがたい物体はある境界，おそらくはそれによって光の樹が闇の国
から区切られ，保護されている一種の囲いか城壁のようなものであるかもしれない。そして
この場合に我々は，聴衆が崇拝する善の根源の代表としての生命の樹を持っていることになろ
う。」35）彼女はさらに，例の判別しがたい物体が救済者マニの坐るべき空の玉座ではないかとい
う仮定の上に，別の解釈をも提出する（cf．第7節）。
 その後クリムカイト氏は「三本幹の樹木：マニ教芸術と象徴的表現への覚書」という専論
（K1imkeit1980b）を発表し，本論に係わる主要な点で女史の見解を取り込んだ。勿論さらに
多くの文献に言及し，幹が三本であることに対しても女史とは異なる独自の論を立てるが，論
旨が多岐にわたってかえって結論が分りにくい憾みがある。しかし三本幹の樹木を生命の樹と
 いる高昌故城周辺の墓地はアスターナを含めて8世紀以前の漢人の墓地ばかりであるから，今後の
 発掘次第では大発見がなされる可能性もあることになり，期待される。
33） ■一Bκ，p．279．
34） Hackin 1936，PP，19－20．
35）Amo1d－D6ben1978，PP．38－39、さらに「生命の樹」と「死の樹」については，cf・Cum㎝士／
 Kugene正，地。尻〃。加5，pp，96，100－105，117，122；Chavames／Pe11iot191ユ＿1913．pp．528，560＿
 563，102一ユ04，etc、；Bu工kitt1925，P．18：Jackson1932．PP－247－248，253；A■no1d－Dbben1978，
 pp．8＿ユ0；Puech1979，p．ユ20。
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みなすことに変わりはない。その後の著書でもはっきりとこれをr生命の樹」と認め，「光の
国」の象徴と考え，そして樹木を囲んで礼拝している一群の人物をやはりr聴衆」とみなして
いる36）。一方，柳洪亮氏は幹の基部がどうなっているかには言及しないが，人物については
r白色衣服の摩尼和尚と尼姑」と記している37）。
 いずれにせよ以上の諸見解は壁画の上に書かれたウイグル文字銘文を読まずに38）絵画だけか
ら案出されたもので，どれもまだ決定的証拠を欠いている。マイヤール女史が1983年に出版し
た『中央アジアの石窟と歴史的建築物』においてさえ問題の壁画の主題は未比定であるとやや
無責任にコメントする39）のもその故であろう。そこで私は次に今回の調査に基づく銘文解読の
結果を提示し，壁画の主題を再検討してみたい。
第6節 ウイグル語銘文よりの検討
 第25慶全体には，先に言及したマニ文字銘やその他の短いものを含めるとかなりの数の銘文
がある。その中には例えば“ars1an bars qy－a”のような人名も見えるが，これらの多くは
その書かれた位置からみておそらく落書きであろう。私がマニ教壁画と直接の係わりを持つ重
要銘文と認めたものは五つある。それは正面の三本幹の基部を成す半円形の中にある三つ（中
央のものを銘文①，左のものを②，右のものを③とする）と，半円形の直線部分に当り，画面全体の
下縁をなす赤い帯の上に一文字ずつ書かれたもの（銘文④とする），そして右の側壁の連珠文の
中に同じく一文字ずつ書かれたもの（銘文⑤とする）である。ウイグル文字で書かれたものが必
ずしもウイグル語に代表される古トルコ語とは限らないが，これら①～⑤はいずれも古トルコ
語であった。
         TEXTS
（abcd）＝damaged Ietters．o正m㏄rtain readings．
（、．．、）＝ visible，but i11egib1e 1etters．
＝abcdl二suggested restorations of missing1etters。
〃〃＝estimated number of missing1etters、
銘文①〔全文．cf．PIs．VI，VII〕
36） M／C，PP，27．31－32；8e8e8m刎m8，PP．39，43．
37）柳洪亮1986，P．63．
38） グリュンヴェーデルもアッカンもウイグル銘文の存在には気付いているが，一言も解読していな
 い。アッカンが何人かのウイグル学者に解読を依頼したらしいことは，早くも調査の翌年（1932年
 11月）に羽田亨博士がアッカンより銘文の写真を寄贈されている事実（京都大学の羽田記念館にぞ
 れが現存）よりうかがえる。
39）Mai11a正d1983，P，201。
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qut w文§ik1ar quvraγi bu証r廿r     rこれは守護霊たちの集まりである。」
         “This is a gathering of gua］＝dian de三士ies．”
銘文②〔全文．cf．P1s．VI，Vm a〕
yuy quS
kδrki bi［1＝1包］
mn SVi（t）・・
bitidim yazuq
bo1mazun．．
KWY写YM（．．．．j kd事峰］（d）工z］（un）
「孔雀40）鳥
の像と共に（？）4I）
私S包vit42）
私が書いた。罪過が
無くなりますように！43）
＿＿． ﾛ護し給え！」
“With（？）七he imge of peacock．I，S註vit，have wri七ten．
May there be no sin！、．… ．．。May…   be protected！”
銘文③〔全文．cf．Pls．VI，VIII b〕
40）原文がYWY／YWW／βWY／βWWと読める所をyuyと読んで「孔雀」と解したのは，ツ4
 一メ氏の御教示による。古トルコ語文献中に珍しく，ノτ0，刀τ∫にも採録されておらず，亙Dに
 も項目のないこの単語については，ツィーメ氏自身が用例を集めている，cf・Zieme 1970，p・232；
 Ziemeユ975c，pp．47！－472。壁画に描かれている鳥の頭部には孔雀特有の羽冠がなく，むしろ水鳥
 にみえるが（cf・Geng／K1imkeit／Laut1987，P．45），．それは中央アジアの人々が南方産の孔雀
 をよく知らなかったからであろう。マニ教と孔雀が結び付く可能性のある地としてはやはり西北イ
 ソトが考えられるが，この点，仏教のM”肋妙榊などを参考にして作られたと思われるマニ教
 淀の護符（M1202＝T Iα）の存在は注目される。このパルチア語の護符の原型は，解読者ベニ
 ゾグによれば6世紀にバルフあたりで成立したものであろうという。ここにもインドーイラン接壌
 地帯における東方マニ教と仏教との接触の跡が見てとれる。cf．Hemin91947．pP．47－50；K1im－
 keitユ986b，pp．230＿231，
41）bi［r1引「と共に」と復元した箇所を，初めはb（u）陣血止1とし，1～2行目を「これは孔雀鳥
 の像である」と解していた。銘文①と同じ構文とみなしたわけである。しかしb（P）の次のストロ
 ークを拡大写真でよくよく見てみると，u（W）とするよりも4行目のbitidimの第2ストローク
 と同じくi（Y）とする方が適当と気付いたのでbirIaと解釈することにした。bi一（PY一）の読みが
 正しかったことは，その後に見た羽田記念館所蔵のアッカソの写真（cf．前註38）で確認された。
 しかしbi正I包「と共に」と読んで完全に意味が通じたわけではない。
42）S註vitという名前はマニ教寺院経営令規文書（本稿第2章参照）の第5行日にも全く同じ書き方
 （SβYT）で見える。S註vitの次の・・は，次の一語bitidimを書くほどのスペースがないのでそれ
 を次行にまわしたためのうめ草であろう。
43） ドゥルフブソ出土のマニ経典T II D171（Manichaica I，PP．23－30）の本文とは別筆（後代の
 追記）のコロフォン中に“suy yazuq boImaz［mlI’という表現がある。suy／tsuyは漢語「罪」
 からの借用語で，本来のトルコ語であるyazuqと同義であり，両者は類語重複（hendiadys）と
 しても使用される，of・互D，PP．556，985。ところでこのT II D171の本来のコロフォン（本文
 と同筆）は6行毎に色を変え，全てで5色を使用するという外面的な豪華さのみならず，内容的に
 も極めて豊富な情報を含む中央アジアーマニ教史に関する第一級の史料であり，多くの研究者が言
 反しているが，まだまだ本格的利用にはほど遠い（cf．後註55）。私はいずれ本文書について新見解
 を発表したいと考えている直r補註ユ】
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6t雌・1・γ・1…・k・・6     r6tuk奇・Nγ廠k・・6・4〕，
qu土1ur tapmi§qy－a            Qut1uγTapmi§Qy－a45）．
kOy（t）（kδz盆）d同一u tudξu［n1（～）    （彼等を）守護し給え！46）」
 “6tOk奇n Nγo§akan6（and）Qut1ur Tapmi§Qγa，may they be protec士ed！”
銘文④〔部分．右側前列4人の下．cf．P工s．V，VI〕
  （前略）値gint（i）m（中略）      r（前略）私は…・・し奉った。（中略）
 M’／〃：in5：bo1zun：            平安でありますように！4フ）
 mna工S七a］（「）：X工irZa1         私の罪を赦し給え！蝸）」【補註2】
      “      I have humb1y done      May．．．be at peace！
      P1ease forgive my sins！”
44）nγ0重aka皿6／niγo豊akan6はnγo§ak／niγo重akの女性形であり，ソグド語のnγw§’k「聴衆＝マニ
 教の一般信者，俗信徒」とその女性形nγw…’k’n6からの借用語である，cf．Dτ∫。pp．358－359．
 6t阯批については本文で後述。
45）Qut1uγが突豚時代以来人名として使われたことについては賓言無用だが，その意味については，
 cf．Bombaci1964－1966．Tapmi勇が人名として使われた例は早くも東ウイグル可汗国時代のマニ
 教徒の問に見られ、西ウイグル王国ないしモンゴル時代の仏教徒にまで受け継がれた、cf．Miner
 19ユ2，P．210（3人）；M辿m毒mag，〃．57，91．92；MOTH．No．15（J－20）；σ卵29，J．12；σS力g2，
  U；T III M144，verso，’．6in Zieme1987．p・268。一方qy－a／qay乱はモンゴル時代のウイ
 グル人に頻出する人名要素であるが，どんなに遅くとも11世紀初には既に現れている，cf。森安
 1985b，pp．85，91．
46）“k也y廿kδz乞砒tut一’’は祈りの文句等によく使われる常套句であり，羽田亨氏が発表したマニ教
 徒祈願文（本稿の付録で再び取り上げる）にもみえているが（羽田1958，p，329），本銘文てばこ
 の箇所の読みにはまだ疑問が残る。とくにtud・u同（？）としておいたところの書き’方は奇妙であ
  り，確信が持てない。
47）in6は’tranquiL at peace・at正est Iの意であり，“in6色s註n”「元気な，健康な」，“qiyn in6
 bo1一”「（病気などによる）苦痛が和らぐ，鎮まる」，“a乏un in6k直t直9di”「世界が平和になった」
 等々の文脈で使われる（互D，pp．171－172）。この“in6bolzun”の次の一句が“mmstar xirza”
 というマニ教徒の常套句（次註参照）であると推定されるので，ここも同じようにマニ教徒の祈り
 の文句“m包ngigO in6註bO1zm”「永遠にそのようでありますように！」（cf・Manichaioa I，pp・
 12，29；Manichaica III，P．46，No．35）かとも思ったが，in6の読みは明らかで決してin6註で
 はないし，in6の直前の単語はM’〃ノで，m乞一の後に三文字分のスペースしかないのでm加gig廿
 と補うことも無理である。この銘文では何が「平安（無事・健康）でありますように」と祈ってい
 るのか不明であるが，仏教文献の方に“a§uq t舳γ註dgO bO舳p in6bo1zm－la工”「穀物が豊かに
 実り，無事でありますように！」（Bτr XIII，No・44，i・17）とか，“a1qu iI u1u彗in6m肋gi－1ig
 bolzm－1ar”「全ての国々が平和で幸福でありますように！」（8ττXIII，No・46，1・30）という
 例があるのを参考として挙げてお㍍
48）“mmstarxirza”はパルチア語“mn’stI工hyrz川「私の罪を赦し給え！」よりの借用語で，ウイ
  グル’マニ教文献中に頻出する，cf・3rτV．P・82；Boyce1977，PP・50，57；CIark1982．p．206。
 但し銘文のこの箇所は傷みが激しく，私の現地ノートも不十分であった。前節までのような考察を
 経て第25窟は絶対にマニ教窟であるとの確信を抱きつつノートを読み返しているうちにひらめいた
 読みであり，現地で再確認するまでは推定の域を出ない。cf・後註84．
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銘文⑤〔部分．cf．P1．IX〕
 （前欠）七apmi§qy－a（後略） r（前欠）Tapmi§Qy－a（後略）」
21
 銘文③の人名Qut1uγTapmi§Qy－aのQy－aの読みには当初不安があったが，それは銘文
⑤の発見によって解消した。またこれにより我々は本マニ教窟がQu七IuγTapmi§Qy－aとい
う高貴な名を持つ男性（ないし彼を含む何人か）の寄進（喜捨）によって造営（もちろん開窟ではな
く改修）されたものであることを確信するに至った。なぜなら，中央アジア～河西の仏教石窟
寺院の一つ一つの窟は，多くの場合，豊かな財力を持つ有力者やその一族の寄進によって造営
され，またしばしばそこに寄進者の名前が記されたが，ベゼクリク千仏洞をマニ教窟に改修さ
せたマニ教徒もそれに倣ったに違いないと思われるからである。また仏教窟の場合，寄進者
名と共に寄進者像が描かれることもかなり普遍的であった。しかしそれは多くの場合入口（南
道）とかそれに近い所，あるいは仏像の台座などに小さく控え目に描かれ49〕，主要壁画の中心
に来ることはなかった。ところが当マニ教窟ではこうした仏教慶一般のあり方とは全く趣きを
異にし，銘文③の位置からみて，どうやら寄進者自身が正面壁画中に描かれているようである。
もしそうであるならば，礼拝の対象たる中央の樹木を挾んで女性と向き合い，いかにも中心人
物として描かれている一番内側の男性こそがそれであるに違いない。クリュソヴェー一デルのデ
ッサン〔Fig・3〕とアッヵンの記述50）とによれば，画面に描かれた12人のうち，この男性とそ
の向かい側の女性の2人だけが鳥形の立派な冠をかぶり，他と区別されている。また男性のほ
   こ ざねうは，小札を綴り合わせた形の鎧に身を固めていて，明らかに俗人である。とすれば画面の上
で対をなす女性の方も俗人であり，この両者は特別の関係，恐らく夫婦であった可能性が強い。
アッカソがこの女性のフェニックス形の冠を，ペリオが敦煙より将来した幡西にみえる女性寄
進者（俗人）の冠に近いとしたのも参考に値しよう（但し例としては同じベゼクリクのものを挙げる
方がより適切であろう。例えば・f・畑瓦P・299，丘g・609－Fig・ユ7）。先に銘文③の1行目の後半の，
上部が欠けている語を1nγo1§akan6「女聴衆一女性マニ教徒」と推定復元し（一§a一は一§。一か
一§rトのようにも見える），前半の固有名詞6冊k註n（オチュヶソ）と合わせてユ入の女性を指すも
のと考えたのは，このような理由による。ただ，そうすると女性の名が男性の名に先行するこ
とになるが，妻の方が夫より先に名を挙げられている例はウイグル仏教徒のいわゆるr棒杭文
49）図録などではしばしばこの供養者像が大きく取り上げられるため，実際とはかなり隔りのある印
 象を受けるので，注意を要する。例えばウイグル仏教の場合でも，本稿P1．XIとして掲げたウイ
 グル貴人（夫婦）像は，P1．Xの左端にその光背だけが見えている仏像の台座（Fi9．6の左側中
 央）の左右に描かれたもので，高さは26～27cm（但し胸より下の残存部）に満たないものである
 し，『考古』1983－7，図版八一3として発表された吉木薩亦回鵠仏寺（北庭西郊にあったウイグル仏
 教寺院趾）の供養者像は，実見したところ，極めて小さいものであった。
50） Hackin1936，P．21．
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書」にも見られ51），決してありえないことではない。多分そのような場合は妻が王族か何かの
出身で，夫より身分が高かったのであろう。
 ［nγol§akan6の読みはまだ不確定であるが，その前のO舳k至nの読みには問題がない。
Ot砒註n（オチュケソ）とは言うまでもなくハンガイ山脈の東南部，オルホン河・セレンガ河の河
源地帯にあたる漢北遊牧民族の聖なる山の名であり，かつての突豚やその後のウイグル諸部族
の精神的統一の拠り所，国民統合の象徴的存在であった52）。この地名が人名とレて使われたこ
とは西ウイグル時代後期ないしはモンゴル時代のウイグル語文献では在証されているが5ヨ），も
し私の解釈が正しければこれはその最も古い例となろう。万一［nγol§akan6の読みが正しく
なかったとしたら，その時は恐らく6冊k註n以下はQut1uγTapmi§Qy－aにかかる修飾語で
あり，オチュケンは地名であろう。地名としてのオチュケソならウイグル語マニ教文献中に3
度在証されている54）。後者の解釈の場合，銘文から女性信者の名が消えることになるが，それ
も決して不自然ではない。いずれにせよここにオチュヶソという由緒ある名が現れていること
は真に重要である。なぜなら，その事実だけで，このマニ教窟が，ウイグルの西遷以前に東部
天山地方に勢力を張ったことがあり，マニ教となんらかの関係を有したのではないかとの疑い
もあるカルルク（葛遷禄）・チギル・突騎施’沙陀’バスミル（抜悉密）など55）ではなく，まさ
しくウイグル自身のものであることが裏付けられるからである。これらのr西トルコ族」は，
突蕨・ウイグルなどの「東トルコ族」と違い，モンゴリアのオチュケン地方と直接かかわった
ことは一度もない。いわゆる「ウイグル文字」で書かれた古トルコ語は必ずしもウイグルに限
られず，r西トルコ族」が用いた可能性もあるのだから56），ウイグル文字銘文のあることだけ
で当マニ教窟をウイグルのものと言うことは出来ないが，ここにオチュケソと書かれていたこ
とによって我々はこれをウイグル人マニ教徒の遺したものと断定してよいのである57）。
 ところでQutluγTapm憎Qy－aと思しき男性マニ教信者とそっくりの鎧を着ている人物と
して，我々は即座に高昌故域の遺跡α出土といわれる有名なマニ教細密画〔MM，p1．8a－a＝
51）MO11e工1915，PP．6－7：森安1974，P，39．
52） ci．Pe11iot1929，PP・212－219；Gabain1949，PP・35－37；山田1989（1951），PP・59－71．
53） T II6iqtim No．7（＝σ∫ψ73），’．ユ7：T III M14413．5．cf．lDτ∫，P．393b；Ziemeユ987，
 PP，268，271・
54）TIID173a2，verso．2・17；TM417。’・14；TM47，J．16・cf・ManichaicaI，P．12；Mani－
 chaica m，PP．34，35；Bombaciユ966．PP・15，ユ7；森安1979，P・216；K1imkeit1982b，P．251
 Klimkeit1983，p．233．
55） このような疑いは前註43に紹介したT I正D171や前註54に引用したマニ教文書の解釈とか，
 西ウイグル君主の称号が伝統的な可汗qaγanからイディクートーduq qutに変わった理由とかを
 めくって生じて来るものである。例えばガバイソ女史はバスミル族がマニ教徒だったと述べている
 （Gabain1961a，P・20；鷲見訳，その1，P・33）。
56）cL森安1985a，PP・39－40・
57）ヴー一デソクレソは“The painting shows barely discemib1e Uigurian characters．”（Wide－
 ngren19651p，114）と慎重な態度をとっていたが，その必要はなくなった。
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Pl．XV〕を想起することができる。そしてその細密画の中には象頭人身の神格すなわちガネ
ーシャが，同じくインドの神格シヴァ，ブラフマ，ヴィシュヌと共に描かれていた〔Fig．18〕58）。
クリムカイト氏は別の細密画（MM，p1．8a－d）にもこの4人一組のヒンドゥー神が描かれてい
たのであろうと推測するが59），その可能性は十分ある。注目したいのは，我々の壁画の中にも
これと同じものが描かれていたことである。現在では剥落してしまっていて見えないが，クリ
ュソヴェーデルのスケッチ〔Fig．3〕ではガネーシャは明らかであるし，俗人男性とガネーシ
ャとの間の人物も腰巻きだけを身にまとっているから，やはりこのインドの4神（少なくとも
そのうちの2神）が同時に描かれていたと考えて差し支えなかろう。先に見たように，画面上
の12人の集団をグリュンヴェーデルはr神々」とし，アーノルド・ドゥーペン，クリムカイト
両氏は「聴衆（俗信徒）」とし，柳洪亮氏は「マニ教僧尼」とした。しかしガネーシャ等のヒ
ンドゥー神がおり，右側の人物中の2人が有翼天使のような翼を持っているからには，これら
をひとしなみに現世の「聴衆」とか「マニ教僧尼」とか決めつけてしまうのが誤りであること
は明らかである。しかし，だからと言って，これら全てを「神々」とするのも，少なくとも2
人の俗信徒が俗人の服装で描かれている以上，無理である。ここで我々は改めて銘文①を思い
起こすべきである。そこにはこの集団が明確にqu七wx§iklar（一1a・は複数語尾）と指示されて
いた。
 古トルコ語のqutは，ボムバチの研究60〕に代表してみられるように，多種多様の意味を持ち，
解釈がなかなか困難であるが，ソグド語から借用されたwx§ik／wax§ikと類語重複（hendia－
dys）して使われるqut wx§ikはマニ教文献，仏教文献の区別なく人格化された霊・精霊，と
りわけ「守護霊」を指すのが通例である61）。とすれば銘文①は，寄進者である中央の男女一組
の俗信徒は除いて，他の10人全員を対象とするものと考えられる。また，ウイグル語文献中で
はqu七wx§ikはしばしば何かをr保護する，見守る，守護する（kO－k6z包d一；kδ・盆d一）」と
いう文脈で使われるので62），縦書きのウイグル文が左行から右行へと進むことと合わせ，銘文
③を①に直接つながるものと考えることが許されよう。即ち，まず銘文①で「これは守護霊た
ちの集まりである」と言っておき，銘文⑧で2人の寄進者がこれらの守護霊たちに自分たちを
58） cf．MM，pp，51＿52；P．Bane正jee、“Hindu Trinity hom Centra1Asia”，Bm〃e’伽，jVα加。mα工
 Mm5mm（N・ωDe伽）2．1970，PP・17－20（筆者未見）；Klimkei土1980c，P．181；M／C，P．35，No．
 22：H虹tel／Yaldiz1982．p．176，
59） Klimkeit1980c，PP．190－192；M／C，P．36，No．23．
60） Bombaci1964－1966．
61） cf・M［i工．M［an、、III，P・326（＝P・35），n・6；BBB，PP・11，69（n．559）；Bombaci1966，PP．17，
 25．38，39；CBBMP，p．85，n．LXIV．2；Clark1982，p．203，n．235；BττXIII，p．156，n，40．
 18；森安1987，P．62．
62） cf．TTT III，p．200，〃。170＿172＝CI虹k1982，p．174，〃、235＿237；TTT VI、〃．48＿49＝Dτ∫，
 P・471b・＝ED，P．371b：TTTVI，2，117＝羽田1958，P，82，〃．90－g1：羽田1958，P．110、’．373；
 Tyry㎜eBaユ978，P．253，〃．4－6；βrT IX，P．26，ム20；BTT XIn，P．ユ56，〃。18－26．
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見守り給えと祈願している，と解釈するのである。つまり我々は，本壁画に描かれた人物群を，
本マニ教窟改修に財政的援助をした2人の俗信徒と，彼等を見守る守護霊たちの集団であると
結論付けるのである。
 こうして，服装だけを見て画面上の12人全てをr聴衆」，あるいはrマニ教僧尼」としてき
た従来の説は完全に否定された。アッカソだけは12人全てを同列に扱わず，やや慎重であった
点で評価できるが，それにしても中央前列の女性信者の後（右側）の3人をrマニ教会の高位聖
職者（des dignitaires de1’691ise manich6enne）」と推定した63）のはやはりおかしい。3人の
うちの先頭の男性は翼を持っているのだからこの世の者であるはずがないし，3番目は女性な
のだからr高位者」ではありえない。なぜならマニ教会の5階級ヒエラルキーで女性がなれる
のはr最下位の僧侶」（第4位）と聴衆（第5位）だけで，決して高位聖職者にはなれないから
である64）。他方，クリムカイト氏はかなり詳細な議論を経て，上に言及したマニ教細密画に見
える四つのヒンドゥー神格を，マニ教の最高神たる「律大なる父」の四つの属性（四面性）を
表わすr神，光，力，知恵」に対応するものとした65）。同氏の議論には教えられる点が多々あ
るが，この点は余りに穿ち過ぎであろう。ここまで行なってきたような第25窟のマニ教壁画と
その銘文の検討に基づいて，我々はむしろ，これらは単に“guardian igures”ではないかと
いうツィーメ氏からクリムカイト氏へ与えられた示唆66）の方が妥当であったと結論したい。つ
まりインドでは絶大なる威力を持つこれらのヒンドゥー神たちも，マニ教に取り込まれた段階
では単にqut wx§ik「守護霊」たちの一員にすぎなくなってしまったのである。
第7節 生命 の 樹
 銘文の解読に基づく人物の考察が終わったところで，もう一度第25窟のマニ教壁画の中でも
中心をなす奥壁の壁画の主題にもどろう。中央に三本の幹があり，その葉と花と実が画面の上
部全体を覆う木が最も重要なものであることは，誰の眼にも明らかである。大きな葉と花，た
わわに稔る実はいずれも生命感にあふれている。そしてその木は，10人の守護霊に囲まれた2
人の在俗の有力なマニ教信者の崇拝の対象となっているのである。マニ教はアニミズムではな
いのだから自然界の樹木そのものが崇拝の対象となることはない。現在までに分っているマニ
教の教義の中にはいくつもの象徴的な樹木が現れる。例えば漢文マニ経典にはr活樹，活命樹，
性命樹，常栄宝樹，常栄樹，十二明王宝樹，五種・一・宝樹（相樹，心掛，念樹，思樹，意樹）；
63） Hackin 1936，P．2ユ・
64） ci．Asmussen1965．P．22．n．36；Asmussen1975．PP・26．65，66；Tardieuユ981，P，75；Ton－
 ger1001981，P，269．
65）K1imkeit1980c，pp・181－182・ユ88－190；M／C・p・35・リュウ氏もこの見方を支持した，cf．Lieu
 1983，P．200．
66）M1C．p・36・本論はこのツィーメ氏の示唆を証明したわけである。
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死樹，竜樹，五種毒悪死樹（暗相樹，暗心掛，暗念樹，暗思樹，暗意樹）」が見えるし67），また
ア＿ノルド’ドゥーベソ女史はそれ以外の樹木（例えば「知恵の樹」）にも言及する68）。しか
し結局はr生命の樹（明樹）」と「死の樹（暗樹）」に収敏していくようである。そうであれば，
現実に生きているマニ教徒の崇拝の対象となり得る樹木とは，やはりr生命の樹」をおいて他
には考えられまい。西アジアの「生命の樹」に関するヴィーデソグレンG，Widengrenのか
なり包括的な研究によれば，マニ教の「生命の樹」は，同じく古代メソポタミアの伝統に立脚
していたマンダヤ教やシリアーキリスト教のr生命の樹」の直接の影響を受けたものであると
いうし，また彼の研究を敷術させればr生命の樹＝マニ＝救世主＝医王（治癒力を持つ者）＝
（光の）イエス」という図式が得られる69〕。さらにその形状はブドウの木に似ており，その葉や
花や実を食べたり，ワインを飲んだりすることによって，人聞（霊魂）が健康や力を回復する
ものであり，また別の伝承ではその葉は宝石から，実は真珠から成っているともいう。一方，
『下部讃』中のr讃実数文第二畳」によれば，マニ教の神格としてのイエス（実数）がr衆宝
にて荘厳された性命樹」とか「常栄宝樹」とか云われ，その葉や果実を食べる者は永遠に生死
（＝輪廻）から離脱できると記されているだけでなく，そこにはさらにr大医王」r妙医王」
     ぶと5とかr大聖淋萄枝」という表現さえ見られるフ。）。ヴァルトシュミット／レンツによる『下部
讃』の独訳を知っていたヴィーデソグレンが何の注意もしていないのは不思議であるが，両者
                                      ぶどうの関係は明らかである。翻って我々の画面に描かれた樹を見るに，その果実は確かに葡萄の形
をしているし，また幹も広葉樹や針葉樹のように太くなく，その細さも枝分かれの仕方も葡萄
の木のそれに似ている。
 以上，前節から本節にかけ，考証の過程は大き．く異なったが，結論的にはアーノルド・ドゥ
ーベソ女史（並びにクリムカイト氏）の説を一層補強し，三本幹の樹木は「生命の樹」を表わし
たものとみなすこととなった。そこで第5節に引用した女史の言葉をもう一度参照していただ
きたい。彼女が判別しがたいとした三本幹の基部にある物体は，子細に観察すれば半円状では
なく三つにくびれている〔cf．PL VI〕71）のであるから，これが彼女の解釈通り光の国と闇の国
を区切る囲いか城壁である可能性は十分あろう。三つのくびれは三本幹と同じく光の国の領域
たる東・西・北の三方ないし三界フ2）を表示しているとみなされる。とすれば当然，その囲いの
 67） cf．Chavannes／pe11iot1911一ユ913．index（mろm5の項）；Schmidt－G1intzer1987，91os昌a正γ
 68） Amold－Dδben1978，PP．7－44．
 69）Wide㎎ren1946，Chapter IX：The Tエee of Life（とくにPP．123－124，129，146－147，152－
   157）・イエスやマニが医者にたとえられたことについてはさらに，of．Asmussen1965，p．231．
 70）Wa1dschmid士／Lentz1926，PP．105－111；Tsui1943，PP・180－183；Schmidt－G1intzer1987，
   PP．16－20：矢吹1988，pp．112－114；『大正』巻54，PP．1271－1272．
 71） この点ヤコブレフのスケッチ〔P1・II〕はいい加減であり，クリュソヴェーデルのスケッチ〔Fig．
   3〕の方が正確である。尚，この準半円の直径は47cmである。
 72） cf・Cumont／Kugene正，沢ecゐem加5，PP・96。ユ00－103，111；Chavannes／Pe11iot1913，PP．102－
   I04．
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中は闇の国ということになる。そこに孔雀（cf．銘文②，註40）が描かれているのは，毒蛇の
天敵たる孔雀を神格化し，毒蛇のみならず一切の厄難を除くのに役立つとされる仏典Maha－
may耐iフ3〕の影響を受け，孔雀は悪を鎮圧する呪力を持つと考えられた結果なのであろうか。
それとも古代トルコ人が「死ぬ」の敬語としてr飛ぶ」とか「鳥になる」と言った74）のと関わ
りがあるのだろうか。後者の場合なら，死ぬことは魂が地上から天上へ昇ることと意識したト
ルコ人の死生観と，霊魂（＝光の要素）を肉体（＝闇の要素）から解放することを善とするマニ教の
考え方とが結び付いたのであろう。ここでは件の俗信徒（＝寄進者）2人だけが鳥形の冠を被
っていた事実が思い出される。しかしいずれにせよこの点はまだ憶測の域を出ていない。
 ところで女史には例の判別しがたい物体についてもう一つ別の解釈もあった。即ちそれを救
済者マニの坐るべき玉座とみる考えである。なるほどその三つのくびれは玉座の背もたれと見
えなくもない。それにr生命の樹」はマニに与えられた多数の別名・異称の一つであることが，
上掲のヴィーデソグレンの研究の他，コプト語やアラビア語の史料からも確認されるのである
から75），我々はここにマニの玉座と，そこから生えているr生命の樹」＝「マニ」が一緒に描か
れていると考えてもおかしくはない。
 他方，この判別しがたい物体を水のある所とか水盤とする見方もある。クリュソヴェーデル，
アッカソ，ヴィーデソグレン等がそうである76〕。先に言及したヴィーデソグレンの研究によれ
ば，r生命の樹」は「生命の水」の流出口に生えていたり，天国から流れ出るr生命の水」に
よって灌混されていたりするものであるし，また一方でr生命の水」はワイン（葡萄酒）とも
結び付いているからη），この考えが成り立つ可能性も小さくはない。
 以上と関連して紹介したい史料がもう一つだけある。それは「孔雀」が現れる中世ペルシア
語のマニ教賛美歌の一節である。ここには，初めのミューラーの独訳の時点では不明であった
単語fra§emuIVが「孔雀」に当ることが判明した後の，アスムッセンによる英訳を掲げるフ8）。
The shining sun and the glitteエing fu11moon
shine and glitter fエ。m the tエmk of this tree．
Bエi11ian七birds a■e there sporting happi1y，
Sporting （七here） are doves （and） Peacocks of aIl co1ours．
73）cf・岩本裕『仏教聖典選第七巻 密教経典』東京＆c・1975．PP・26－27，212・
74） ci・o．N．Tuna＆J，E．Bos昌。n，“A M1ongo1ian’Phags－Pa Text and Its Turkish Translation
 in the co11ection of c皿riosities”，J∫FOm63＿3，ユ962，p．14ミ五D，p，19b：J．一P．Roux，“Le
 vocabu1ai正e de1a mo正t chez Ies anciens Turcs・’、㎜∫NF・4．1984，pp・138－139．
75）cf・Wid㎝gr㎝ユ946．PP・124，ユ55；O正t，M’m4，P・256；Amold－Dδben1978，PP．27，39；Do－
 dge．F伽似p．790；矢吹1988，P・155．
76）cf．前註33，34とその本文；Wid㎝g正enユ965，p．114．
77）Wid㎝g正en1946，PP，124－125，147，154，ユ56．
78） Asmussen1975．P・38・ cf・M1制1er1904，P．69、
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 この賛美歌の残っている文書（M554b）は小さい断片で前後の文脈を欠くため，それがマニ
教教義の中でどのような位置を占めているかを正確に把握することは困難であるが，ここに歌
われた孔雀は多分「光の国」に遊んでいるものなのであろう。
 いずれにせよ我々は問題の壁画の主題を，マこ教徒が，r光の国」の象徴であり，マニ教の
イエス即ち「輝けるイエス（J・・u・th・Spl。・do町）」の象徴であり，また「光の国」へ帰った
「マニ」白身の象徴でもある「生命の樹」を礼拝・賛美している場面とみて大過ないであろう。
またそう解釈して初めて，第4節で考察した側壁のチソタマニや楽人とも脈絡が合ってくるこ
とになるのである。その一方でおそらくこのr生命の樹」は，病める人間の霊魂を治癒する力
を持つものフ9），即ち無知なるがゆえに現世（物質世界）から霊魂（光の要素）を解き放てない人々
に「グノーシス（霊知，覚知，神から与えられる直観的認識）」を与え，真の救済への道を歩ませる
rグノーシスの樹」＝rマニ」80）でもあったのであろう。そしてこのようなものが描かれた第25
窟こそは，まさしくマニ教寺院であったと断言することができるのである。
第8節その他のマニ教窟
 ベゼクリク千仏洞に存在したマニ教石窟寺院は第25窟だけではない。既に研究史を概観した
第2節で言及したように，アッカソは同じくクリュソヴェーデル編号の第17窟（Fig．1の最新
編号の第27窟）がマニ教窟であることを指摘していた酬）。ただ彼はその根拠には一言も触れなか
ったので，私の調査結果に基づいてここにそれを示そう。
 実はこれは極めて簡単である。この第17窟も第25窟と同じく二重慶〔P1s．X，XXVb；Fig．
6＝Fig・7がFig．8の第17窟に相当する〕になっており，その古い方の窟の真っ白い壁面上に，
本来パルチア語であり，マニ教徒以外は決して使わない祈りの文句“mnaS士a工Xi工Za”82）がは
っきりとしたウイグル文字で大書（mn・・士・・の部分だけで90om）されていたからである83）。文
7g）cf．Widengren1946，pp．148－149，153－154、尚，最近ツィーメ氏によって再解読されたマニ教
 待の魂を癒す薬の本の中に根・花・種・葉などの樹木に関する表現が見られるのも，このような
  「生命の樹」の特徴を考慮すれば容易に理解されよう，cf・Zieme1988，pp・223－228．
80） cf．Ries1970，PP，616－617；Klimkeit1980b，PP・257－258．
81）Hackin1936，P．9．但し柳洪亮1986，P・63ではこの第17窟（柳論文の第41窟）がもとマニ教窟
 であったことを指摘していない。
82）cf．前註48．
83） クリュソヴェーデルの手に成るFi9．6は仏教窟だけを復元したものであり，裏のマニ教窟は示
 されていない。この仏教窟の奥壁のみが破壊されて，裏からマニ毅窟が顔を出したのである。問題
 の祈りの文句はマニ教窟の奥壁ではなく，奥に向って左側のマニ教窟側壁の，マニ教窟奥壁と仏教
 窟奥壁の間に生じた空洞に当る部分に書かれている。この祈りの文句は，その左側から続く一連の
 銘文の最後に置かれたものであり，懐中電灯で二重側壁のすき間を照らしてみると，文章が書かれ
 ているのが見えるが，判読はできない。後の仏教窟側壁の保存状態が良いので，マニ教窟側壁の様
 子はよく分らないが，かなりの数の銘文が書かれているようである。あるいは壁画もあるかもしれ
 ない。ファイバースコープなどを用いての調査が望まれる。
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              ム㌔字は灰緑色で書かれ，朱か紅で縁取りされている。P1，XII bに示したその銘文は左の仏教壁
の後ろから続いているのであるが，写真で見えている部分は，
   bitidi（m）            「私が書いた。
   mnaS士aエ［Xil（r）Z（a）【補註3】    私の罪を赦し給え！」
だけである。勿論これだけでマニ教窟と断定するのに十分であるが84），さらに奥壁上にはマニ
文字の「縦書き」の銘文もあった。この銘は先のウイグル文字と同じく灰緑色の顔料で書かれ
ており，決して落書きなどではない。吉田氏によれば全部で三語からなる人名であるという
〔P1．XIIa〕（具体的には『内陸アジア言語の研究』Mに掲載予定の吉田論文参照）。また黒い小さい
ウイグル字で“mani”rマニ」という落書きもあった。
 我々のベゼクリク調査はわずか2日であり，全体としては調査していない窟のほうが多い。
それゆえ既述の2窟以外にどれだけのマニ教窟（マニ教一仏教二重慶）が存在するのかは不明
であるが，少なくともグリュソヴ。エーテル第22窟（Fig．1の最新編号の第35窟）の奥室はその可
                       のち能性が高い。ここはかなり小さい石窟であるが，後に造られた仏教窟の壁が完全に崩壊して床
面に散乱している〔P1．XIIIb〕。仏教窟であったことは散乱している壁の断塊に残る壁面を拾
い上げて見れば分るのである。そして古い方の窟の壁は全面が真っ白に塗られ，その上に灰緑
色で“qut bulmi§qy－a maI（またはmir～）”という銘文が書かれている〔P1・XIII a〕。qut
は上述のqut wx§ikのqutであり，bu1mi量はr見つけし」の意であるが，人名の構成要素
がもしれない。そのほかに黒で書かれた銘や落書き等もあるが，全体が白を基調とし，そこに
灰緑色・赤（朱・紅）・黒などで銘文を書くという点85），そしてなによりもこれが二重慶である
点が，マニ教窟であることの明白な第17窟・第25窟と共通している。
 さらにもう一つ，クリュソヴェーデルやスタインの調査時点では砂に埋もれていたが，現在
は発掘が済んでいる吐魯番文管所最新編号の第02窟から1981年に8点のマニ教文書が出土した。
その時の発掘報告である r柏孜克里見千仏洞遺趾清理簡記」（r文物』1985－8，pp・49－65）ではこ
の窟を第2ユ窟とし，且つそこから出土した8点すべてをソグド文とみなしていた。またそのう
ちの1点（整理番号81TB21：！）を「摩詞般若陀羅尼経」としていたが（p．57），私と吉田氏が
実見したところ，3点はソグド語の，そして残りの5点はソグド文字に近い古風なウイグル文
字（半椿書体）で書かれたウイグル語の，いずれもマニ教徒の書簡文であることが判明した86）。
84）第25窟の銘文④にもこの祈りの文句はあった。しかしそちらの場合は文字の破損がひどく，むし
 ろ第25窟をマニ教窟と断定できた後で，文字を補って読んだのである。ci．前註48．
85）先に言及し忘れたが，第25窟の左の側壁上，隣窟とつながる廊下と奥壁の中問あたりにも灰緑色
 の銘“TWNKW／〃”があった。これは落書きではなく，本来のマニ教窟に属していたと思われ
 る。
86） これら8点は1981年にTu工fanのB昼z盆k1ikの第21篇より出土したという意味を込めて81TB
 2111～8の整理番号を付けられた。しかし現在これらには81TB60：1～8の整理番号が与えら
 れている。「情理簡記」と同じやり方でいけば当然これらは8！TB02：1～8となる筈だのに，実
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これらについては我々両名と吐魯番文管所の柳洪亮氏との共著として発表する予定であるので，
本書で詳しい内容を引用・紹介することは出来ないが，いずれもベゼクリクに係わっていたマ
ニ教僧侶ないしはマニ教徒に宛てて出された手紙である。先にr摩詞般若陀羅尼経」と誤り伝
えられたソグド語の手紙には素晴らしい挿絵が描かれているが〔P1・XVIIb〕，これは手紙の
受取人に最高の敬意を払うためのものなのである目7）。中央の金箔で書かれた宛名からは，この
手紙が幕閣（モジャク）というマニ教団の最高位の人物に宛てられたものであることが分る88）。
またもう1通も同一の慕闇に宛てられている。このようなものを含めて，8通ものマニ教徒の
手紙が出土した石窟が，本来マニ教徒に属するものであったことは容易に想像がつこう。慕闘
自身がベゼクリクにいたのか，あるいは高昌にいる幕閣が時々ベゼクリクに来たのかは不明で
あるが，いずれにせよ慕闇が関係していたとなれば，ベゼクリクのマニ教寺院が相当多くの石
窟から成っていたとしてもおかしくはない。無論がつて多くあったものが今はほとんど消滅し
たとも考えられるが，仏教窟の裏側にまだいくつものマニ教窟が眠っている可能性も大いにあ
る89〕。特に，以上に挙げた4窟が，ベゼクリクの石窟寺院群の中でも日干しレ：／ガ造りのとこ
ろ〔Fig．2のS・n－d正iedbrickm・s㎝・y〕ではなく，全て本当の石窟部分〔Fig・2のRo・k一・・twa11〕
にあったことに鑑みて，後者の仏教窟の裏側には大きな期待が持たれるのである。【補註4】
 ところでGeng／K1imkeit／Laut1987，pp，44－45には本節と係わる重要な記事がある。そ
れによれば，この共同論文の著者たち（誰々を指すか不明）は，1983年秋，吐魯番文管所が産前に
堆積していた土砂を取り除いた際（ユ980－81年）に出現した一連の小洞窟群を訪れ，そこに残る
壁画を見てこれらはマニ教徒に由来するものとの印象を得たという。その理由は，残存する壁
画に何ら仏教的主題が認められないばかりか，ある部屋の壁画には別々に生えている二本の樹
がその幹（片方が明るい色の幹を，もう片方が暗い色の幹をしている）を絡み合わせているというモチ
 際にはそうなっていない。その理由は目下のところ不明であ札
87） 同様のものはルコックのMM’，P1．3にある。私はMuseum肺工Indische Kunst（Be正1in）の
 K肋’o8j986，p．240に掲げられたより良い写真により「慕闇」と判読できて初めてこの事に気付
 いた。このカタログの編者もルコック同様にこれをマニ教の書物のタイトルーペ一ジと考えている
 が（P．141，No．552），それは完全な誤解である。MM，P・38の説明によれば，そこに用いられた
 色は金色（金箔）・淡い赤ワイン色（紫紅色）・灰青色・赤・灰色であるというが（恐らく白や黒も
 あるのであろう），我々の挿絵には金色（金箔）・紫・うす紫・灰青色・紺青色・赤茶・茶色・灰色
 ・深緑・うす緑・黄色・肌色・自・黒が使用されている。
88） この点は吉田氏の教示による。吉田氏の読みは“mwz’kwβ工’孝nty RBfm q川「慕闇の光り輝
 く栄光へ」である。cf．Be8e8舳例8，pp．43－44，n、ユ39．
89） グリュンヴェーデルの朋κに掲載されている第17窟の写真〔PL XXVb〕や見取図〔Fig．6〕
 によれば，その仏教窟最奥部にはまだ壁があり，仏像の台座と光背も存在していることになってい
 るのに，スタイン作成の見取図〔Fi9．7〕にはそれがない。もしグリュンヴェーデル訪間以前の状
 態のままであれば，当窟が二重慶であることはなかなか気付かれなかったであろ㍉なおB∫ノ，
 Vol・III，p1・！6として発表されたウイグル貴婦人（供養人）像〔Pl・XXVIb〕はこの仏教窟奥壁に
 付属していた仏像台座から剥ぎ取られたものである，ci．B∫ノ，VoI．III，P・44。
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一フがあり，これが明らかにマニ教の明暗二元論を思い出させるからであるらしい。もしこの
報告が事実なら我々には真に都合がよいのであるが，私は現地でこのような小洞窟群を確認す
ることはできなかったし，明樹と暗樹が絡み合うモチーフの壁画の写真が発表されたことも聞
かない。これほど具体的な記述がある以上，決していい加減な情報とも思えないが，この三人
の共同論文には，取り扱ったマニ教文書（80TB 1524）が，産前堆積の下の新発現洞窟群の
前で発掘された星形ストゥーパの中から出土したとか，最新編号第39窟が二重慶であるとする
など（pp．45－46），我々が現地で得た情報と食い違う点もあるので，未だ全面的に信用するわけ
…こ｛まレ、カ、な㌔、。
 いずれそれほど遠くない将来に日中共同の研究チームを組織し，ベゼクリク千仏洞全体に特
殊機器を駆使した調査を及ぼしたいと希望している。
第9節歴史的考察（壁画年代論への寄与）
 次に考えるべきは，ベゼクリク千仏洞にマニ教窟が存在する理由とそれが造られた年代であ
る。ベゼクリク千仏洞はもともとは多分麹氏高昌国時代にまでさかのぼる由緒正しい仏教寺院
であり，唐の西域征服後の様子を伝える『西川図経』（敦煙出土）やトゥルファン出土文書から
分るように，唐代前期にはr寧戎窟寺」とか「寧戎寺」と呼ばれていた90）。出土文書の記載か
らだけでなく，トゥルファン盆地の首邑であった高昌（西川）城との地理的関係からみても，
ここが相当に栄えたことは容易に察せられる。このような仏教の聖地の中に，いわば降ってわ
いたように，突如としてマニ教窟が出現したわけであるから，そこには極めて強大な力が働い
たはずである。
 ササン朝ペルシアで迫害を受けたマニ教の，その後の東方伝道に最も大きな役割を果たした
のはいうまでもなくソグド人である91〕。マニ教はソグド商人と共にシルクロードを東進しだと
いってもよい。そのソグド人のマニ教伝道団が，古くより仏教が盛んであったトゥルファン地
方に到達し，ある程度の成功をみれば，マニ寺の一つや二つは建てられたかもしれないが，そ
れは長い伝統を持つ仏教の聖地で許されることではあるまい。いかにソグド商人の経済力が大
きかったにしても，仏教側が自分たちの聖地にr外道」たるマニ教の寺院建設を安易に許容し
たとは考えにくい。では，それを無理にでも受け入れさせるほどの強大な力とは何か。それは
いうまでもなくウイグルの政治権力である。我々のマニ教窟が，ソグド人のものではなく，ウ
90）cf・閻文儒1962，PP・55－57；柳洪亮1986，P．58・尚，寧戎県城がセソギムーアグスに当ること
 については，cL荒川正晴「魑比高昌国における郡県制の性格をめぐって」『史学雑誌』95－3．1986，
 pp．40．680
91） これはそれ程の論証もなく形成され，受け継がれてきた通説であるが，現在の学問レベルからみ
 ても正しく，定説といってよい。関連文献を列挙することは煩墳にたえないので，全て割愛する。
 cf．森安1989a，PP，15－17・
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イグル人のものであった事実は，このことといささかも矛盾しない。ベゼクリクのマニ教窟は
西方のソグド人ではなく漠北のウイグル人の力を侯って初めて出現し得たのである。
 ところでウイグルのトゥルファン支配といえば，普通には先ず9世紀後半からモンゴル勃興
時代までの350年間の長期にわたって東部天山地方に存続した西ウイグル王国のことが念頭に
浮かぶ。現在のベゼクリク千仏洞の大半を占めるウイグル仏教窟のほとんどがこの時代ないし
はそれに続くモンゴル支配時代に属するものである92）とはいえ，西ウイグル王国初期にはむし
ろマニ教のほうが仏教よりはるかに優勢であった93）のであるから，我々のマニ教窟がその時期
に造営されたものである可能性は極めて大きい。しかしその一方で，8世紀末の北庭争奪戦の
勝者は仏教国吐蕃ではなくマニ教国ウイグル（東ウイグル可汗国，’744－840年）であるとする，学
界で承認を得つつある我々の立場94）からすれば，問題のマニ教窟が8世紀末～840年に修建さ
れた可能性も捨てきれない。
 東ウイグル可汗国第3代の牟羽可汗（在位75ト779年）が初めてマニ教に改宗したのは，第8
代保義可汗（在位808－821年）の紀功碑であるカラーバルガスン碑文の記事によって762／763年と
言われている95）。即ちこれがウイグルヘのマニ教公伝の年である96〕。しかし多くの概説書がい
92）本節の末尾と註105を参照。
93）少なくともウイグル人の間ではそうである。もちろん西ウイグル王国初期には仏教も行なわれて
 いたのであるが，その担い手は主に漢人とトカラ入であったと考えられる・cf・森安1985割．第8
 節「西ウィグル仏教と漢人仏教」；森安1989a・第7節「トカラ仏教からトルコ仏教へ」。つまり私
 は9世紀後半～10世紀を，西ウイグル王国全体でみればマニ教・仏教併存時代であるが，支配層の
 ウイグル人についていえば10世紀中葉まではマニ教優勢期・それ以降が形勢逆転期であると捉えて
 いる。これについては第3章の第3～4節で改めて詳しく論ずる。
94）森安1973；森安1979；M0工iyasu198ユ・尚，世界の学界の主流であった吐蕃勝利説に抗してウ
 イグル勝利説を明確な形で提唱したのは我国の安部氏（安部ユ955）であった。しかしその後ハン
 ガリーのニチェディ女史の専論（Ecsedy1964）が出て，吐蕃勝利説が息を吹き返す趨勢にあった。
 そこで私はエチェディ説に反論を加え，さらに安部氏の立論をいっそう強化する方向でウイグル勝
 利説を再び提唱したのである【補註5】。但し安部氏が，ウイグルの勢力下に取り戻されたトゥルプ
 ァソ地方が9世紀半ばまでに再度吐蕃の手中に落ちたとするのに対し，私はそのような事実はな
 いとする点で大きく異なっている。その後私の説は海外でも広く受け容れられるようになった。
 cf．Hami1ton1975．PP．9－10（n．7）；Ma工azzi19791P・243；村上1984，P．44，n．2；森安「中央ア
 シア史の中のチベット」『（北村市教授退官記念論文集）チベットの言語と文化』（東京1987）p，55
 ＆n．14 （p．66）；Macke］＝1＝as1990，pp．318＿319．
95） カラーバルガスン碑文漢文面の第7－1O行に，牟羽可汗が東都洛陽滞在中にマニ僧に出会ったこ
 と，そして帰国するにあたり4人のマニ僧を連れ帰ったこと，その結果ウイグルでマニ教が大いに
 広まったことが記されている（cf．Chavannes／Pe11iot1913，PP・190－199；矢吹1935，pp，29－35
 ＝矢吹ユ988，pp．50－56；羽田1957，P．307）。但しその年代は『旧唐書』廻続伝，『新唐書』回鵠
 伝，『資治通鑑』などを参照することによって判明するのである。ウイグルのマニ教を扱う論著に
 は牟羽可汗のマニ教改宗を762年とするものが多いが，彼が安史の乱の末期の指導者である史朝義
 の軍を破って洛陽に入ったのは宝応元年十月（西暦．762年11月）であり，帰国の途についたのは翌
 年春閏月後半（西暦763年3月）以降のことであるから，762／763年としておく方が正確であろう。cf．
  『資治通鑑』（中華書局，標点本）PP・7135．7141；Chavames／Peniot1913，P・190；Mackems
 1972，pp．25－26，74－77．
96）但しこれはあくまで公伝の年であって，それ以前からソグド人によってマニ教がウイグルに伝え
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うようにこの時からマニ教がウイグルの国教になったわけではない。牟羽可汗の時代を通じて
旧守派の抵抗は根強く，ついに彼は近侍のソグド人ともどもクーデタによって生命を落してい
る。それからしばらくはマニ教は逼塞を余儀なくされたのである97）。マニ教的色彩の濃いカラ
ーバルガスン碑文98）はこの点を意図的に無視している。マニ教が復活し，本格的に国教と呼ば
れるに足る地位を獲得するのは，北庭戦の勝利後，第7代懐信可汗の時代になってからである。
既に別稿でT・II・K・B廿ndelNr・D・173文書を引用して述べたように，この可汗は803年に
高昌（Qo6o）にやって来て，マニ教団のトップである幕閣とマニ教会の重要案件に関する会談
さえ行なっている99）。そしてこの懐信可汗とそれに続く保義可汗の二代こそは，オルホン河流
域に本拠を置き，モンゴリアの強力な遊牧騎馬軍団をかかえて軍事的にも卓越し，中央アジア
の天山山脈地方にまで勢力を伸ばした史上唯一のマニ教国家ウイグルの極盛期といっても決し
て過言ではない1OO）。
 結局我々は，ベゼクリクのマニ教窟を，ウイグルがマニ教を国教化したという宗教的情況の
下，その政治権力がドゥルプフソに及んだ時代に出現したものとみるわけであるが，その修建
の年代としては8世紀末～840年（東ウイグル可汗国時代後期）か，9世紀後半～10世紀前半（西ウ
イグル王国時代初期）の二つの可能性を提出する。もちろん印象としては後者の可能性の方がは
るかに高いがIOl〕，それを論理的に証明するすべがない以上，両方の可能性を残しておかざる
を得ないI02）。それゆえ目下のところはベゼクリクのマニ教寺院の成立を9世紀前半～10世紀
前半に編年しておくことにする。
 ただここで一つだけ注意しておきたいのは，ベゼクリクの仏教壁画の年代論との係わりであ
る。東ウイグル可汗国が840年にキルギスに打ち破られて崩壊し，その主要部が西遷して西ウ
イグル王国を建設したとはいえ，その初期においてはマニ教は相変わらず国教的地位を保って
  られていたことを否定するものではない。牟羽可汗の先代の磨延媛時代にソグド人がバイバリク
  （富貴城）建設に従事したが，その頃には多数のソグド人がモンゴリアに来住していた筈である。
97）cf．田坂1940；田坂1964，PP．477－481；Mackems1990，P．333．
98）c土．羽田1957，pp．305－310：吉田1988．
99）森安1979，P．215，
100）cf・安部1955，PP，200－230：羽田1957，PP．213－230；田坂1964，PP・469－482；森安1979，
  PP．211－226，
101） もし前者の方が正しかったとすれば，ウイグルが所謂ウイグル文字を使い始めるのは西遷後（9
  世紀後半）からであるとする羽田亨説に反論した私（森安1985a，P・40＆n．66）にとっては，よ
  り確実な根拠を見つけたことになる。
102〕第25窟の正面壁画に関し，Hackin1936，P・21では9世紀～10世紀初頭とし，Mai11a正dユ983，
  p．203でもそれを受け入れている。柳洪亮1986，p．63では9世紀後半とする。以上の説は論証
  抜きで出されたものであるが，いずれも可能性の範囲内である。これに対してクリムカイト氏もや
  はり論証なしで「8世紀か（P）」とするが（肋eee伽m8，P・39），その可能性は絶無とは言えないま
  でも極めて薄い【補註6】。尚，写真では分りにくいが，この第25窟正面の壁画や銘文には補修ない
  し書さ直しの痕跡も見られるので，例えば，まず東ウイグル時代にマニ教窟に改修され，のち西ウ
  イグル時代になって同じくマニ教窟として重修された，というようなこともありえよう。
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いたのであるから103），ベゼクリクのマニ教窟が前代に成立していたとしてもそれをすぐさま
仏教窟に改修したとは考えられない。少なくともユ0世紀くらいまではそのままマニ教窟として
生き続けたと思われる。そうであれば，第17窟や第25窟の内側に残る（あるいは残っていた）仏教
壁画〔第25窟：Pl・XXVa・第17窟：P1s・X，XI，XXVb，XXVIおよびB∫∠，Vo1・V，pl・25〕
は必然的に10世紀以降のものであることになる。さらにもし第3章第4節に於ける考察の結果
を先取りすることを許されるならば，仏教窟の年代は10世紀としても後半以降となり，今後の
研究次第では11世紀以降とすべきとの判定さえあり得るのである。これら両窟の仏教壁画は誓
願図104）やウイグル貴人（供養人）図を含み，いわゆるrウイグル風」の典型的なものである。
つまりこれによって他の仏教窟の同様の壁画の年代もほぼ特定されるのである。私は今回の調
査以前に発表した論文の中で，ベゼクリクのウイグル風壁画の年代論に言及し，ともすれば古
く見がちであった従来の諸説に反し，主要部分を10－12世紀に編年すべきことを主張しておい
                          せった105〕。その時の主張は， トルコ仏教とウイグル仏教を載然と区別しつつ行なった歴史学的考
察に基づいていたが，それはさらに最近発表した古層のトルコ（ウイグル）語伝輿に関する研究
（森安1989a）に続き，本章のマニ教一仏教二重窟の考察によって一層確固たるものになったと
考える106）。
 以上によって9－10世紀のウイグル時代のベゼクリク千仏洞にマニ教寺院が存在したことは
明らかになったが，前代に栄えていた仏教寺院の方はこの時期どうなっていたのであろうか。
103）cf・森安1989a，n・82・この問題については第3章で詳論する。
104）cf・村上1984，pp．37155－56，91，99，
105）森安1985a，Pp．52－54、これより後に発表された柳氏の説（柳洪亮1986）も，基本的に私と一
  致している。現地で研究を進めている柳氏の年代比定は私とは全く異なる観点から独立で行なわれ
  たものだけに，私にとっても心強い。但し，例えばクリュソヴェーデル編号第1窟（柳論文の第9
                                     し ぴ  窟，最新編号でも第9窟）の壁面を広くおおう千仏図を，各仏の頭上にある屋根の蟻尾が狼頭形
  〔P1・XIVb〕である点に注目して突豚の狼祖伝説との関係を想像し，突風支配下にあった麹氏高昌
  国時代のものとみなそうとする点などは納得できない。同じ窟にはPl．XIV cのような供養人図
  もあり，柳氏もこちらは13－14世紀に編年しているのである（柳洪亮1986，p．61）。確かにこの供
  養人像は最初からのものではなく，描き直されたものであろうが，それにしても6－7世紀のもの
  と13－14世紀のものが同時に生きていたと主張するには，より積極的な根拠が必要であろう。柳氏
  は青緑色を主調とする冷い感じがキジル壁画などに近く古いとみたのであろうが，同様の色調の千
  仏はマニ教一仏教二重慶であった第17窟にも見えているし〔PL X〕，また狼祖伝説ならモンゴルに
  もあるのである。因みに問題の第1窟の千仏の一つの上にはウイグル文字のアルファベット表があ
  る（吉田豊氏発見）。いまPl．XIVaと対応させて記せば，次のようである。
      ， βrWZXYK      〔D〕MNSPCRS         T L § M X
  これまでに発表されたトゥルファン文書中のアルファベット表2種（cf．Sims－Wiuiams1981a，
  P・351；Zieme1983，P．159），及び11世紀のカーシュガリーの辞書に含まれるアルファベット表
  （cf．CTD，Part1，p．73）にはいずれも尻尾の長短によるrとX（独立形なので語末の一γ並びに
  一qと同形）の区別がある。しかるに我々の表にそれがないのは，その後期性を示すもので（cf．森
  安1989a，pp．3－4），恐らく12世紀以降にまで下るであろう。
106）第3章の脚註63，73，82も参照のこと。
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8世紀以前の仏教壁画を持つ窟がいくつか残っている107）ことからみて，全ての仏教窟がマニ
教窟に変えられたわけではないことが窺われる。おそらくここにウイグルの後押しを受けたマ
ニ僧が居住するようになってからも，相変わらず多くの仏僧がそこに生活を続け，両者は少な
くとも表面上は平和的に共存していたのではなかろうか108）。そしてそのような状況はベゼク
リクに限られず，9－1O世紀頃のウイグル支配下の東部天山地方のあちこちにおいて見られた
ことであろう。最近の論文で私は「古トルコ（ウイグル）語仏教文献が古トルコ（ウイグル）語マニ
教文献の圧倒的影響下において初めて出現した」と結論したが109），それはこのような状況を想
定して初めて容易に理解できるのである。ただし第3章で詳論するように，西ウイグル王国全
体としてそのような両教の共存状態が続くのはせいぜい10世紀末までで，それ以後は急速に仏
教がマニ教を凌駕し，駆逐レていくから，ベゼクリクのマニ教窟は遅くとも11世紀前半までに
は姿を消したことであろう。
107）cf・閻文儒1962，pp・56－57；柳洪亮1986；賢懸逸「伯孜克里見石窟初探」『新彊石窟 吐魯番
  伯孜克里見石窟』 さらに1989年11月11日に行なわれた龍谷大学創立二百五十周年記念ソンボソウ
  ム「仏教東漸」の発表の中で，上野アキ女史もベゼクリクに6－7世紀の古い壁画の残っているこ
  とを指摘した。
108）マイヤール女史は第25窟に対する説明において，当時マニ教と仏教は共存していたのであり，そ
  の証拠に，或るマニ教文書にはマニ教の聖なるものへの冒漬と同様に仏教の聖なるものへの冒漬も
  罰せられることが記されている，という（Maiua正d1983，P・94・因みにBa工thold1945・P・45でも
  同様にみている）。しかし彼女の依拠したアルファリックの記述（A1faric1919，PP・136－137）は，
  実はルコヅクがマニ教徒の餓悔文であると判断し，誤訳したテキストの読みに基づいているのであ
  る，cf・Le Coq1910，pP・27－28，37。ルコックが「マニ教徒；マニ僧」を指すと考えたuzuntonluγ
  「長衣者」（Le Coq1911，P．288＆n．26やAsmussen1965，PP．218－219でも同じ考えをとる）は
  単に「婦人」の意である，cf．互D．p．288。ルコヅクがマニ教徒の繊悔文と考えたもの（T．II Y．
  59）は，原物を見ていないが，私の考えでは仏教徒の餓悔文であって少しもおかしくはない。ウ
  イグルの両教徒の繊悔文の間には多くの共通点が見られる，cf．Uigu「ica II；TTT IV；Alfa「ic
  1913，p．373：Asmussen1965，pp．217，254－258；Klimkeit1977．pp．193＿197；Ries1980．pp，287
  －291。西ウイグルで両教が共存したことを示唆するものとしてはむしろこの事実の方が重要である。
  他方，高昌故城の遺跡αを両教が共存した跡とみる説（KIimkeit，M／C，PP．25－26）があるが，こ
  れにも賛成できない。クリムカイト氏は西ウイグルのマニ教がモンゴル時代まで強い勢力を保持し
  続けたという見方に立っている（”■C．p．8）ためにそのように考えたのであろう。これに対する
  私の考えは第3章第4節に示される。
109）森安1989a、
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第1節 概   観
 本章で取り上げる「マニ教寺院経営令規文書」とは，初め黄文弼が『吐魯番考古記』（北京
ユ954）に写真を掲載し，次いでツィーメP．Zieme氏がrウイグル王国マニ教寺院経営に関す
る一ウイグル文書」“Ein uigurischer Text Obe「die Wirtschaft manich包ischc「Klδs士er
im Uigurischen Reich”，地5e〃。加∫4m〃ωc五α〃8伽ge5，Budapest1975，PP．331－338（以
下WMKと略称）と題する論文で部分的に内容を紹介，ようやく1978年になって秋世民氏のr回
韻文庫尼教寺院文書初釈」『考古学報』1978－4，PP．497－516（以下r初釈」と略称）で全テキスト
と試釈が発表されたものである。これはウイグルにおいて「国教」的地位を獲得したといわれ
るマニ教の寺院が，実際に国家からどのような優遇を受け，またどのように経営されていたか
を今日に伝えるほとんど唯一の，歴史学的に見て真に重要な文書である。また全部でユ25行の
長文であるため，ウイグル文献学の上からも貴重である。『吐魯番考古記』ではその63頁にわ
ずか6行の解説しかなく，しかも「マニ経典ではないか」と誤解していたのを，その不鮮明な
写真（図87＝図版八九～九四）のみに基づき約四割を解読して大体の内容を把握したツィーメ氏の
畑眼と，北京の中国歴史博物館に所蔵される原文書を再調査し，新しい写真と共に初めて全文
を公表した歌氏の努力とは，いずれも大いに称賛されてしかるべきである。
 取氏のr初釈」が発表されて以来，この文書に対する学界の関心は俄かに高まり，引用され
ることが多くなったばかりか，いくつもの専論さえ現れるにいたった。しかしその拠り所とな
るr初釈」には，テキストの文字転写にいわゆる 「ゴーストーフード（9hOst words）」が存
在し，個々の単語の読み方や文章全体の解釈の仕方にも非常に多くの問題点が残されている。
1983年出版の新彊社会科学院考古研究所（編）『新彊考古三十年』に再録される際に秋氏自身
によるいくらかの訂正がなされたとはいうものの，この点はほとんど改善されていない。それ
ゆえ，古ウイグル語に通暁しない研究者が「初釈」をそのまま使うと，とんでもない誤りを犯
す危険があるのであり，実際その危惧は現実のものとなっている。一方ツィーメ氏はその後も
折りに触れてWMKで発表したテキストや独訳の一部に改善を加え続け，また未発表だった
部分の一部の読みを公表した，cf．Zieme1974，P．304：B∬V，P・68：Zieme1975c，P．473；
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Zieme1977，p．160；Zieme1980，pp．200，202，216：Zieme1988，pp．222＿223；0工Z84＿1．
1989，p．60。しかしながら依然としてその全体像を知るにはほど遠く，全体に亙ってより信頼
度の高いテキストの提供が焦眉の魚となっているのである。
 既にドイツのガバイソA・von Gabain女史やツィーメ氏，クリムカイト氏をはじめとする
ヨーロッパの学者たちが良質の写真を入手して再解読に従事していると聞く中，敢えてそれに
先んじて私が本稿を発表する理由は二つある。一つは，わずか2時間ばかりとはいえ原文書に
接し，写真では判別できない「貼り誤り」ないしはその恐れのある個所をチェックてきたこと
である。本来3m以上の長巻であったに違いない本文書の冒頭部は欠落し，現存部分の前半
にも破れた所が多いが，それは恐らく巻子状になっていたものが外側から破損していったから
であろう。それを補修して新たな巻物に仕立て直す時に，ちぎれていた断片を表具師がいい加
減に貼り付けたため1），テキストに重大な混乱が生じ文意が通じなくなってしまった。勿論臥
氏もこの事実に気付いていたが2），具体的にどの部分がそうであるかをテキスト中に指示しな
かったため，原文書に接し得ない各研究者が正しいテキストを復元するのを事実上不可能にし
ている。誤って断片を貼り付けた所も，写真ではきれいに連続しているように見えるので，本
来の文章であると思い込み，なんとか文意を通じさせようとしても，それは無理なのである。
それ故この点に注意を促し，かつテキスト復元に有効な情報を提供し（本稿では【】を用いて
それを指示する），無駄な努力をしたり，いたずらに誤解を増幅させるような危険をあらかじめ
取り除いておくことが望ましいのである。
 もう一つの，より大きな理由は，この文書が立脚するマニ教寺院経済のあり方が，基本的に
は長い伝統をもつ当地の仏教寺院経済のあり方に通じるものであり，従って本文書の真の理解
のためには当時の仏教寺院経済の知識が必須であると認識するに至ったからである。もちろん
本文書と同時代のトゥルファン地方の仏教寺院経済に直接係わる文書は未だ確認されていない
が，それに替わるものとして我々は，時代的には先行するが地域は同じであるトゥルファン文
書中の仏教寺院経済関係文書と，地域はやや異なるが時代的にはほぼ重なる敦煙文書中の同種
文書とを持っている3）。周知のように，トゥルファン文書や敦煙文書の中にある相当な数にの
ぼる漢文の仏教寺院経済文書の研究蓄積が最も豊富なのは日本と中国であり，その成果を利用
する上で我々はヨーロッパの学者よりはるかに有利な立場にある。またこのマニ教寺院経営文
1）極小の断片ではあるが，明らかに上下逆さに貼り付けられている所が4ヶ所ある（〃。14，33．37，
 46）。
2） 「初釈」P．498．しかしp．505以下の翻訳文ではそのことを何ら考慮せず，あたかも文章が連続
 しているかのような訳し方をしている。
3） ウイグル文書中の法律・経済文書の研究にとって，ドゥルファジや敦煙から出土した漢文文書と
 の比較が極めて有効であることは，契約文書の例から明らかとなっている通りである，Cf．森安
 1989b，PP．51－54。また手紙の書式についても同様のことが言える見通しが立っている，cf．Hami1－
 t㎝。MOTH；Sims－Wi11iams／Hamilt㎝1990。
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書の翻訳を，確実な所とそうでない所とを厳密に区別しつつ，なるべく漢文文書に見える術語
を使用する形で提供することにより，日中両国の仏教寺院経済研究者からのすみやかな反応が
期待されるのである4）。
 黄文弼が本文書をトゥルファン盆地内のどこで発見したのかは，残念ながら判っていない。
現所蔵者である中国歴史博物館ではこれに「絵8782T，82」と「Y974／K7709」の二種の編
号を与えている5）。YはYijiPin（一級品），KはKaogu（考古）の略号である。Y番号が与
えられているのはその価値の高さゆえであり，妥当な処置である。しかしそれだけにまた閲覧
の条件は厳しく，私が本文書に接することができたのは三度目の北京訪問の時であった。閲覧
が許されたのは杜耀西副館長，史樹青研究員らの御理解の賜物であり，厚く感謝する。当初は
丸一日の閲覧が許されていたが，特別室で監視に当る2人の館員の都合もあって，実際に調査
できたのは1988年5月20日午前中の約2時間だけであった。それ故に調査は十全ではなく，と
くに貼り誤りかどうかを丁寧に見て行く余裕はなかったので，少しでも怪しい所や，帰国後に
検討してみてどうしても文脈がすっきりしない所には全て【 】を用いた。今後この【 】を
一っ一つ取り除いていくために，より確度の高い情報を提供する作業を，次に原文書に接する
機会を与えられた研究者に期待したい。
 巻子本である本文書の現存部分は，長さ270cm，紙幅29．5cmである（長さは実測できなか
ったのでr吐魯番考古記』とr初釈」による）。首部は欠落しているが，内容から判断して失われ
た部分は相当に長大であったと思われる。これに対し末尾には約14cmもの空自があるばか
りか，文末には例外的に朱印が上下に2っ押されているので，本来の末尾が保存されていると
みてよい。巻子本の場合，巻首が欠け，巻末が残るというのは，ごく一般的傾向である。残っ
ているウイグル文は125行で，等間隔に書かれているが，119行目と120行目の間にだけ1行分
の空自がある。裏打ちされているので裏面は見えないが，恐らく文字は書かれていなかったの
であろう。紙は中手の薄い方でべ一ジュ色，粗い漉き縞がある中質ないし中下質の紙である。
前半部は傷みが激しく，表面がかなりこすれており，文字の一部が剥落しているために読みに
くくなっている箇所も多い。一旦ちぎれた極小破片や断片をいい加減に貼り付けた所のあるこ
とにっいては前述の通り。11ケ所に押されている朱色印の大きさは，朱のにじみや紙の伸縮に
よって微妙に違うが，平均すれば「初釈」に云う通り，縦10cm，横9．5cmである。朱印の
訳読は第3章第1節で改めて行なう。現存部分が何枚の紙を連接したものか，その一枚の紙の
長さ，紙縫部に朱印が押されているのかどうかなどは，調べる余裕がなかった。
 本文書の年代を考察するのは第3章の主題の一つであるので，ここでは詳しく述べないが，
語註をする際の前提にもなるので，言語面から簡単に触れておきたい。この点については既に
  4） これに対してヨーロッバではマニ教そのものの研究が格段に進んでいるので，本文書の訳註を欧
 文で発表することにも大いに意義がある。
5）cf・「初釈」P．498；梅村1990a，PP．28－29・
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ツィーメ氏が，テキストにd／t一，z／s一の交替が全く見られないこと，モンゴル語が混じってい
ないことに基づいて10－11世紀との見通レを立てている，cf．WMK，p，332。一方，臥氏は書
体と言謡の面からこれを早期のウイグル文とみなし，9－11世紀と推定した，cf。「初釈」P．498。
私の考えもこれらと大きく外れるものではない。但しr初釈」の記述は不正確なので注意を要
する。書体は私の分類による「半楮書体」6）であり，肉太でしっかりと書かれている。そして
語末の一q／一rの区別が載然としている（cf・語註2c）だけでなく，もとのソグド文字の字形を
受け継ぐS／§の区別フ）さえ多くの場合保たれている。言語的にも，かつてのガバイン女史の分
類（n一方言，y一方言）を修正して受け入れた我々の分類（五／n一言語，y一言語）o）によれば，r古
層」の丘／n一言語の特徴を示している。”147，108の2ケ所にかつてはy一方言の指標とされた
qayuが見えていることももはや問題にならない。第3章で行なう歴史学的考察に照らせば，
9－1世紀とする見方をより細かく限定することが可能であるが，とりあえずは本文書を9－
11世紀に編年しておくだけで十分であろう。
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出土地：トゥルファン盆地
現所蔵機関：中国歴史博物館（北京） 編号：絵8782T，82＝Y974＝K7709
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                TEXT
（abcd）土文字の一部が残っているのを復元したもの。たいていはその読みは確実であるが，場合
    によっては不確実。
    damaged1ette－s，o工1ユnce正tain readings．
（…・）＝文字の一部が残っているが復元不能につき推定字数を示したもの。
    estimated numbeエ。f visib1e，but inegible letters．
［abcd］＝欠けている文字（テキスト）を推測して補ったもの。
    suggested restorations of missi口g letters．
〃〃／＝欠けている部分の推定字数。
    estimated numbe■of missing letters．
【abod】＝ちぎれた断片を台紙に貼りつけた際の貼り誤り，ないしその恐れのある箇所（正しい位
    置未定）。
             和   訳
］＝Textの対応部分の訳，あるいは欠落していると推測される語の訳。
】＝Textの対応部分の訳。
）＝解釈の便宜のために加えた説明。
6）森安1985b，PP・16，39・
7）cf。小田（壽）1988・
8）森安1989a，PP・1－3．
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001．【X，XWCY－laエkirzOn．X’YX（．）／】／／／／／／【bo1sar yma ilki［d到（k）［i］】
   【  ～  達が入るべし． ・・……・……】一・一…【であれば，また  以 前 の 】
002．【qanikta kiエs査r ya1nguz】／／／／【［man］i＿stan＿taqi yaz1iq】
   【蔵（～）に入る時は  ただ 】・・・… 【  マニ寺にいる    ？ 】
003。 【bir1包kirzむn kigur（．）／／（．。）／（．）】／／／ 【エi1ki］d包ki t6ru6（註）】
   【と共に入るべし・入らせ…・…・・…・・…・…】・・・… 【［以前1の 規定通り 】
004．【［i］（1）ki－d註ki t6r誠a，YX（．）／】 σ／CY mo（乏ak）】 【i1imγa totoq，YX／／】
   【［以前］  の  規定通り………・・…・】 【・……・・  幕閣  】 【財務  都督  ・……’．】
005．【i§1飢zOn】 【ta§（s）vit】 【bars trqan tmir yax§i tutzun】
   【働かせよ】 【Ta昌 S罰vit】 【B帥s T肌qan Tami・がよく保管すべし】
006．【（．）／／（．．。。）T’RM（．．）】【／／／／ZWN・untOrg廿 bo1sar ikig廿】
   【……・……・・・・・………………】 【…・…・・せよ．育成すべきものであるならI二人で】
007．【（。）／（．．）／／／（．）／（．）N sro（§）［ivt1】 【tsangaγikigO bir1包】
   【……・・……・・・…一……… 義脇1】【穀物倉庫を二人で一緒に】
O08。【（．．）】／／／／【／／（．）YN   sa6γu6a・】 【L’R】 【／／／（．．）daqi i（§）ig】
         【 （種を） 掻くのに必要なだけ】 【達】 【…………にある 仕事を】
009．【（t）aγay bars i1i（mγa）】 【．uz（、）／／／】【i1§1包z廿n kidin ba1i［qtaqi］
   【Taγay Bars 財務［都督］】 【 うまく・……・】担当すべし． 西  城  ［にある］
010．i§ig k舵Og qumar bars trqan i§1乞zun・baγ
   仕 事 を Q口m趾 Ba・sタルカソが担当すべし．園林・
01ユ．［borluq］yi同 （su）v qaγtim註zun uz it血rzun δngtun
   ブドウ園・田地が早地であると言うべからず．うまく耕作させよ、 東
012． 【ノ（・）／（… ）／】 【［ba1γbo工1u（q）】 【（・・）／（・）】bolsar taγay bars
   ［城1一…・一… 【園林・ブドウ園】 口1贋調でなく1あればTaγayBars［財務部劇
013、【ノ／／C b6z・’Y／／】／／／／／／／ ［qav］エiγ一qa t乱g（ziin）・kidin
   【…・・・…綿布  ……】が一…・・  刑 に  就くべし ．  西
014．baIiqtaqi i§／／／【入＾】／／／／／／／／／／／／／／qumar b（a）エ（s）
  城にある仕事が   ［順調にいがなければ］    Qum趾 B趾s
015．trqan qiyn＿qa qiz（γ）エut＿qal t証gz置nδngtOnki n（註）
   タルカソが刑 罰 ［に］就くべし．東方の何か
016．yiγγu 士iエgO bar査rs註r i1imγa七〇toq yiγip
   収集すべきものが あ れ ば 財務 都督が集めて
017．【yax§i tutzm】 【qumar】y（i）γγu tirgO bar包rs註r qumar
   【よく 保管すべし】 【Quma・】 収集すべきものが あれば  Quma・
39
40
018，
019，
020．
02ユ．
022，
023，
024，
025，
026，
027，
028，
029，
030，
031，
032，
033，
034．
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／／／／／【／／NCW－SY】／／ノ／／／／／／／／／／WN・aγilq－qa kirgOsin
            tよく  保管］ すべし． 国庫 に 入るぺきものを
【aγi1q－qa】【（．．）γu6i】【（．）CY（、）／／】（．。）／一（q）a kirg廿sin TW（、．）／／／
【 国庫 に】 【・……・・…】 【……・…・……・．・・】………・・・…に入るべき一ものを
kigOrzOn ikigO【（．）／／／／／（、．）】／／／i§1atzOn YWNKL／／／／／
入れさせよ．二人で   ［協力して…］  働かせよ．
bi1＝1包tu士zunδngtun yingaq yir suvむkO§06u（n）
一緒に保管せよ． 東  方 は 田 地が 多い  ので
（・）WC，X（・），XY㍑（a）riγquanpu yiγγu yir suv1ar  itgO  qumar bars
        ・・柴草・地子・官布を集めるべき田地を整えるべきである．QumrBa・s
／／〃／／D〃〃／／／／／〃〃1δlngtOnki kidinki b［aliq／／1【TWTW（．）】 【DWM’N．】
              東 の   西 の ［城1
【yir（．）】【buz－nung】【／（．．），WY】／YN a1tmi§iki（。．、．．）uz註
【地…】【氷 の】     六十（60）の両一……・・で
bδz t註g軸汕p T’K（．。） 【Y’T／／／ノ】k至dgu b6z bi工z［On］
綿布を交換して            はおるべき綿布を与えるように．
ay sayu iki尋n6mn tngri1包rk註s査kiz奇r on§iγ
月毎に両僧団の僧尼たち用に各々80石の
buγday．yiti（§）iγkun6it iki罰γbur6aq・u6
 小麦 ， 7 石 の 胡麻， 2石 の 豆 ． 3
回iγqonu（q）ノ／／／／／／／ノ／（・） 1iv 士u士zun・nwydma
石の粟…………一・…・食糧として取るべし．およばれ（御招待）
【P（．．．P）（、．）T（。．）ノ／／NT，PK（．．）】iki i§ayγu6i＿1ar（．）／／／
                     両  幹 事 が
【uZ uZaγutqa（・）】／／［ayγl u6i－1a・r liV tu士Zun・mu［n6a］
【職人用に…】［両幹1事が食糧として取るべし．以上のように
1iv   birip tngri1包r a§i suvsu…；i   士証ngsiz    bolsar    iki
食糧を分配して僧尼達の 食物・飲料が平・等にならない（いきわたらない）なら，両
xroxan－larδz a§i azuqi bir1包  barip・so1mi
 呼櫨喚は 自分の携帯食料を持って出かけて行ってIソルミの
mani－stan／／／／ノ／／／／【（’．）畑】 【WYY】（o）1urzun i§ayγu6i－lar qinqa
 マニ寺 ………… 一一・… 一…・・居留すべし．幹事達は刑に
qavriγ＿qa t註gziin 【圧i］§ayγu［6i］】．aγilq＿qa ki1＝u］＝boエ］＝1uq1
禁鋼刑 に就ぐべし．【 幹  事  】 国庫 に 入る ブドウ園や
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035．yir仙§i tδrt ming yuz bi§otuz quanpu bunq口］
   田地の地租 四千百二十五 （4，125）の 官布は 基本の
036．t6ru脆sエ。§iv七qanikta kiguエzun manistan＿taqi
   規定通り義務蔵に入れさせよ．マニ寺にある
037．陳1t盆g TWYR（．）／【（I）入（・）】（i）§k（u6）bolsar iki xIoxan1a正i§
   いかなる……………・・・ ・……・・… 業務 であれ，両呼唆喚が幹
038．ayγu6i－1ar（birI乞）／／ノ／［i割1鮒zon・k査dm邑t邑9i「m益n－ni（n9）
    事達 と共に……差配すべし、醐dm苗 硬鶴の（収入の）
039．bi§yuz quanpuda舳g qua．npu kadm包＿k包birz廿n
  五百（500）官布のうち五十（50）官布 は 鵬dm邑に 与えよ．
040．taqi qa1mi§七6rt yリz舳g quanpu註r註nk盆貧spasi
   そして残った 四百五十（450〕 官布は寺男用（および）侍男・
04ユ． 鼻spasanさ一qa qi§qi ton 乞tむk bo1zun・k直p盆z b6zi
   侍女用の冬の衣服・長靴とすべし．綿花製の綿布
042．【工a11tmi§bb同】／／【（．．．．．）／／（、）ノY】鼻spasan6－qa yayqi ton
   【六十（60） 綿布】………・・……・ 正侍男］・侍女用 の 夏の衣服と
043．bolzun．iki尋n6mn tngエi1包r＿ning a勇i boγzi t匡ngsiz］
   すべし．両僧団の僧尼たちの食事が［不平等に1
044．bolmazun ． biエay bir x正。xan biエi§ayγu6i bir1包
   ならないようにせよ．一月間，一人の呼嘘喚が一人の幹事と共に
045． 七u］＝up  yi6anip  a§boγuz uz qi1七urzun・taqi bir
   当直となって監督をし，食事をうまく作らせよ．さらに（次の）一
046． 【a］yda biris（i） 【／／人エノ】 （b）ir i§ayγu6王bir1包turup
   月には もう一人の 呼噴喚が］一人の 幹  事  と共に当直となって
047，yi6anip a§boγuz uz qnturzun・qayu ayqi a§bo工γuz］
   監督をし 食事をうまく 作らせよ． どの 月の 食事 が
048． aγduq bo1sa工・o1ayqi x】＝oxan i勇ayγu6王bir1説
   悪くても，その月の呼嘘喚は幹事と共に
049． qavriγ＿qa t包gziin．iki x1＝oxan＿Iar i§ayγu6i＿1ar
    刑 に就くべし．両 呼盧喚 は幹事達と
050．birla 七uエup yar（s）m（n）6iγ～a§6i＿1aエγδtm肱6i＿1批ig qavira
  共に当直となって，  忌むべき（1） 料理人達とパン職人達 を  監視し
05工、 七urzunIar・t1＝igri1ar （x）工。］a．nta o1ursal＝iki x1＝oxan〔一Iar1
    続けよ， 僧尼たちが 聖卓 に 就く時は 両 呼嘘喚  は
41
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052．adaqin turup a§γsuvsu§uγ’YWRX’NY ZM’§TYK－k批註g1i1
    足で  立って食物と飲み物を IYWRXINY ZMI§TYKに至るまで
053． t廿z七重giirup・anta kin6z1邑ri xoanta．olurzun
   平等に 配り、  その後で自分らが 聖卓に 就 け．
054．mani－stan七a n註協g i§k舵bo1up tngエi mo孝ak－k包
    マニ寺で  何か 用件ができて，  聖  幕閣に
055． 6t廿gk包kirエsa工1 ／／／／ （i）1kid包ki t6エu6包xroxan－1ar i§
   奏上に 入る時は，……  以前の 規定通り，呼嘘喚たちは幹
056．ayγu6i－sz kirm註z衙n・i§ayγu6i－1ar ym註x工。xanトsz］
   事を伴わずして入るべからず．幹  事 たち も 呼嘘喚を伴わずして
057．kirmaz衙n・xroxan－lar i§ayγu6i－laエbir1包turup
   入るべからず．呼嘘喚たちは幹事たちと一緒に立ったままで
058． 6tdnzdn－1証エ．qamγaraqi 尋spasi乱r査n0γlan－sz
   奏上すべし．全体の間にいる侍男は男 童のいない
059．tngri1虹 n銚乞 ’’／／／ノ／［Sl’R  angaru tapinzun・anta
   僧尼たちがどれほど …一・・であろうとも彼等に  仕えよ． その
060．kin qalm掩qamγ araqi oγ1an’YWRX’NY ZM’§TYKq（a）
   後で残った 全体の間にいる児童（について〕は．YWRX’NY ZM’§TYKに
061． tapinγu6i  blgd1Ok qi1ip xoanta uz tapinturzun【bu bi七igin】
   仕える老という 日印を付けて 聖卓で うまく奉仕させよ． 【この文書で以。て（？）】
062．註r註n七ngエi1虹qhqin tngri1虹mani－stan－ta a§ansar
   男性 僧侶たち  女性 尼僧たちが  マニ寺  で食事する時や
063．qanta nwydmak乱baエrsar1ikir批kOp6廿k ta§suv k1uエiip
                           い＾ し五十   どこかへ およばれに行く時は 各2 瓶の 石清水を持参して
064．buz suvi qi1ip tngri－1独ポYWRX’NY ZM’誉TYK－k包t註gi
   氷 水を 作り， 僧尼たちに ＾YWRXINY ZMI菖TYKに至るまで
065．tO洲t盆g高エztn・S’CN’NKW tngエi1ar nwydmak包barsar ismi§
   平等に配れ．・………・・・・・…僧尼たちがおよばれに行く時は精製した
066．minin6ngi yiγtu正zun．n舵ad包qa1iu qi1γu bolsar
   麺粉を 別に 集めさせよ．いつでも …を 作る必要がある時は
067．muni iz乞qi1zm（b）u ismi§min＿k包tngfi mo重ak
   これで以って 作れ・ この精製した麺粉に対して聖  幕閣や
068．鼻vtadan yaqmazun・qaliu qi1γu bo1sar tngri mo享ak yrli（γ）エsz1
   沸多誕は干渉すべからず．～を作らねばならなくなれば聖幕閣の御命令［なしで］
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069． xroxan1ar iミ；ayγu6i－1ar bir1包turup qi1±u工zun・iki
   呼膚喚たちが幹事 たち と共に立ち合って作らせるぺし。両
070．曼n6mn士ng工i職工一ning iki T’Y’TSY suvsu§inga mo孝ak
   僧団の  僧尼たち の 2   P   飲 料 に 幕閣や
071．亀v七adan yaqmazun・tngri mo孝ak－k註鼻vtadanqa kim
   沸多誕は 干渉すべからず．聖  慕 闇 や 沸多誕に 誰かが（客として）
072． t包gg註1i  kls註正  6z  suvsu§in birzOn・        ・
   接見しに来たら（その客）自身の 飲料を 献上すべし．
073．bir yi（1）q（i） 1（iv） buγday＿ning s6kti＿si bo1ur．iki y口z
   一年分の食糧たる小麦の フスマは 二百（200）石となる．
074．§iγ・  ・bu iki yuz§iγ s6ktid註  yuz §iγ  s6kti
        この二百（200）石のフスマのうちより百（100）石のフスマは
075．qan（g1）［i］ t（ar）tγu6i ud■a］＝yiziin ． yuz§iγ s6kti  士ng］＝i
     車 を  引  く 牛どもに食わせよ．（残りの〕百（1OO）石のフスマは 聖
076．mo乞ak－ning里vtadan－ning k註v馴一臓ri yiz廿n・bu yμz§iγ
    幕閣  と  梯多誕  の  駿馬ともに食わせよ．この 百（100）石の
077．s6kti yiγmi§tutzun．at1ar＿qa yizgu qaturzun．
   フスマはYiγmi畠が保管せよ．馬ともに食わせるために（エサに）混入せよ．
078． u6oエdudaqi yir＿1直正ig06ki§i＿k査birziin
   三オルドにある土地土地を3人の人に与えよ．（その土地を与えられた者は〕
079．bir k衙n yg正miエ註r qaγun mani＿stan＿qa klむrz呵n
    1 日に 20個ずつのメ日ソを  マニ寺  に持参すべし．
080．otuz qaγun u1uγmani＿stanta birzun・otuz qaγun
   30個のメロンを大マニ寺に 与えよ．30個のメロンを
081．ki6ig mani＿stan＿ta biエz廿n bu qaγunuγyiγmi§ yirip
    小  マニ寺  に与えよ．このメロンを Yiアmi量が集めて
082．k1ur（zun）．K／（．。．．）qi1sar yiγmi§qavriγ＿qa t註gzOn
    持参せよ． ………・・・… すれば Yiγmi昌は 刑  に 就ぐべし．
083．tngri mo孝ak＿k邑bir kuエi bi§ing songun，’（．。）D’
    聖幕閣に1キュリ1葱箪と
084．bi§ing songun・iki鼻n6mn tngri1虹k奇bir tang
    ？   葱董 ，両  僧団の 僧尼たちに  1 クソの
085．songun bir加n．δngtむn kidin n舵註 manistan＿
    葱董を 与えよ． 東   西 どれだけでも マニ寺
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086． 一1ardaqi baγborluq yir suv iki i§ayγu6i（lar）
   に所属する 園林・ブドウ園・田地は両 幹  事  が
087． uz  i七ur廿p・yana qaγyir雌ri n註6包bar註正s奇r
   うまく耕作させ，さらに皐地がどれだけあっても
088．az   tkO§   yaqa＿士a birip yirig kδntur廿p bun
   多少にかかわらず（～）租佃（小作〕にやって 土地を整備させて 基本
089． 七〇§inga t身gdrzOn．t高§kirOr yi工1量rig uz
   収益に 達せしめよ．収益が入る 土地をうまく
090． itul＝Op  tO§in a§zun ．iki i§ayγu6ト1ar
   耕作させて収益を増やすぺし．両幹 事 は
091．itr則司mazOn  ・  itr奇§ip  i§ k舵aγduq qi1sar
   一責任転嫁し合うべからず（…）．責任転嫁し合って（？）業務を 一悪化させれば
092． qiyn＿qa qizγut＿qa t註gzOn．bu yir suv baγ
    刑   罰 に就ぐべし．この田地・園林・
093．bor1uq savinga七ngri mo孝ak尋vtadan x正。xan＿1ar
   ブドウ園の問題に  聖  慕闇・沸多誕・呼櫨喚たちは
094．qati1mazun．i§ayγu練＿！ar biIzOn i§ayγu6i
   干渉すべからず．幹事たちが関知せよ．幹事の
095．taγay bars i1imγa totoq－qa yumu§6i ki6igi qutadmi§
   Taγay Ba祀 財務  都督への  伝令 小姓はQutadmi曇
096．yg註n i§ayγu6i qumar bars trqan＿qa yumu§6（i）
   Yig嵩n，幹事の Qum町B乱・sタルカソヘの 伝令
097．（k）エi］6igi i1k6エmi§ ． bu i§雌rig i§ayγu6i－1a■
   小姓はnKδ・mi§（である）1これらの仕事を幹事たちが
098． uz   qnsal＝δgdi＿k盆a6iγ＿qa  t註gzOn ． aγduq
   うまくやるなら称賛 と 褒美 にあずかるぺし・まずく
099．qi1sar舵 y口z qiyn＿qa t昼gzOn bir虹孝Onkim
   やるなら 三百（叩き）の刑  に就ぐべし．各1  絨錦
100．（．）／YCW（K）Y bir1包qizγut biIzun－1包r．manis七an－taqi
           でもって 罰金を差し出すべし． マニ寺にいる
101．ar註n－1乞エig ymki6or P’§PK birla ba§ta turup
   寺男たちをYimki6or PI菖PK と共に先頭に立って
102． i§1包tz衙n．i§ayγu6i＿Iar kun1ug i§in ayitu turzun
   働かせよ．幹事たちは日々の仕事を査問し続けよ．
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103．bir yi1ygエェm1i qang1i qami§mani－stan－qa kirz廿n
   1年に 20（台の） 車の  葦 を マニ寺  に納入せよ．
104．七aqi qa1mi§ qami§γbor1uq＿1ar sayu O1註zun．
   そして（それ以外の）残余の葦を  ブドウ園  毎に分配せよ．
105．’YWRX’NY ZM’§TYK彗axan qy－a－1ar ig1包s註r kδr高士（u）1tup1
   ’YWRX．NY  ZMI§TYKや誉ax㎜ qy私たちが病気になれば（様子を）看［取して］
106、包m1批g舵i y【iγm］i§bolzun ota6i oqip k1Orup otin
   治療させる者には Yiγ耐昌が なれ・医者を呼んで連れて来て，薬草や
107．盆min i§ayγu6仁1arda  bk  tutup a1ip uz 註m1射z加
   薬剤を幹事たちの所でじゅうぶんに掴み取ってうまく治寮させよ．
108．qayu dintar＿1ar ig1包p yiγmi§ isinm奇s蚕r 舵  y口z
   誰か僧尼たちが病気になってYirmi…が面国みなかったら 三百（叩き）の
109． エqiy1n＿qa t包g［z呵（n） sa（v）＿qa k06gun barzun．
    刑  に就ぐべし． 命令（審判〕には厳レく（亨）行ぐべし．
110．M，NK／W／sangun oγ1ani・裂rs1an to㎎a inisi biエ1包
   MINK／W／  将軍の息子， Arslan T㎝gaの弟 並びに
111，MX～ky＿査。γ1ani．iγa66i bo1mi§・bu tδrt i1ig
   Max（亨）Ky童の息子， 材木屋 Bo1mi昌、 これら4人の王
112．ki§i biエ色r§iγk包p註z idip k1Or加n．yar manistanta
   人は各1石づっの綿花を送って持って来い．ヤールのマニ寺には
113．iki k阯i k卸乞z birzun・a1ti kuri k乞p包z qo6o manis［tan－
   2キュリの綿花を 与えよ． 6キュリの綿花を 高昌の マニ寺
114．一qa kIurzun．  ．mani＿stan＿taqi otung6五＿1ar1a1an
   に 持参せよ ．    マニ寺に所属する 薪採取人たちl L割1an
115．k註d七uγmi§・LYS（、）§abi kδエt1註・bg tu正・bu舵包gii
   K邑dtuγmi§， LYS（．）§abi Kδrt1里，B苗g Tur， この3人は
116．（b）ir kun biエ註r y口k otung kI阯ii正．qut1町tonga qo1mi§
    1 日に 各1 東の 薪を 持参する．QutluT T㎝ga，Qoln・i重
117． bu ikigO iki kOnt包bir yμk otung k1uエ世エ・bu otung6i＿
   この2人は 2 目で 1 東の 薪を 持参する． この薪採取人
118． ＿1ar＿ning otungin kgrup  a1γu6i  yaqsiz～qut1uγ～尋rslan
   たちの 薪を 検ぺ受け取る人はYaq；i・（～）Qut1・γ（～）A・s1an（である〕、
119．dintar－ning a§i yig bo1sar iiう y口z qiynqa t包gztn
    僧尼  の食物が生煮えてあれば三百（叩き）の刑 に 就ぐべし．
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120， manistan sanlγ ota6i－1ar yaq§i aさari inisi・oγli
   マニ寺に所属する 医者たち（である）薬師 阿閣梨Iその弟．その息子
121． bir1包・§ingtai tOyエηn・vapap oγli士az・qaz6i？yaqtsin
   共々， 菖ingtai Toyin． Vapapの恵子丁肋，鵜匠（亨） Yaqtsin
122．toyin．k註diz6i oγul bars．ziγ6η＿1ar mun6a ki§i manistanta
  ToyinIフェルト匠0糾Ba・s， 綱匠（1）たち．以上の人々は マニ寺 で
123． i§1註zin・ota6i－lar tu］＝γaq turzun baHq aエqasinta
   働け．医者たちは常駐せよ．町衆からも
124．toyin aエqasinta yエγan  6upan  yaqmazun ．k直n士
   僧 衆からも 保安官や地方官は（ここに〕接近すべからず．ケントの
125．（i）§i bolsar i§laziin adin i§k註yaqmazun．
   用事であれば遂行すべし．他の用件には干渉すべからず．
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1a・X’XWCY Or XYXWCY：意味不明。秋氏はこれをqarγu6iと読んでr巡視人」と訳
し，クリムカイト氏もそれに従って’superviso工’と訳す（K1imkeit1982b，P．28）が，そのよ
うな語は在証（attest）されていない。ayγu6iと読みたいところだが，本文書には語頭のX一
と’’一の間には明らかな区別があって，それは無理である。
 1b．ilkid批i：これについては，cf．語註55．
 2a．岬nik：これまでどのウイグル文献にも在証されていない。’．36にもこの語が見える。
ここで「蔵」と訳しておいた理由についてはそちらの語註を参照せよ。
 2b．manis佃皿：cf、語註33．
 26．yaz1iq1歌氏はya工1iqと読みr命令」と訳すが，それはyar1iqをyar1iγと同一視し
たからに外ならない。ウイグル文献には尻尾の長短による語末の一q／一γの区別の有るものと
無いものがあり，その区別が文書を分類する指標として有効であることは私が別稿で指摘した
通りであるが9），本文書には明らかにその区別がある10）。
  尻尾の長い一qの例：tOtoq（”．4，16，95），aγi1q（〃。18，19，34），yingaq（J．21），buエ6aq
   （’．27），aγduq（〃．48，9ユ，98），bo】＝1uq（〃．86，93，104），turγaq（’、123），ba1iq（’、123）一
  尻尾の短い一γ（対格語尾を含む）の例：tsangaγ（’・7）、baγ（”・10，86），tariγ（’・22），
   qavriγ（〃．34，49，82），a§6i－1arγ（’．50），a§γ（J．52），suvsu§uγ（’．52），qamγ（〃．58，
   60），qaγunuγ（’．81），qami§γ（i．104），qutluγ（’．116）H）．
9）森安1989a，pp．3－5，
I0） この原則に合わないのはqaγと菖iγだけである。この事実は重いので改めて音韻に関心を持つ
 言語学者に検討していただきたい。cf、語註88a引用文書及び語註26b。
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 それに，yarliγはほとんどの場合YRLX／YRLYXと書かれ（本文書’・68でもYRLYX），
ここのようにY’R－LYQと書かれることはまずない。以上のような理由によりya・1iqと読
んでおくが，残念ながらその意味は不明である。
4a．mo加k：cf．語註54．
 4b．iIimra totoq：これをr財務都督」と訳す理由については，cf．語註95a．
 5a．svit：「初釈」はsyytと読み，意義不明とするが，これはs註v－r愛する，好む」から
派生した名詞s註vit土svi七で人名である。同じものが第1章第6節に引用した銘文②に見えて
いた。カラハン朝トルコ語ではr金星（美と愛の女神ヴィーナス）」の意でも使われた，cf．五D，P・
785b．
 5b．y弧きi：2．17にも見える。r初釈」は本文ではyaqsiと転写し「好好」と訳すのに，グ
ロッサリーではこれを人名とするのは矛盾である。yaX§iには確かにr良い，好い」の意味が
あり，文脈上もそれで通じるが，この単語はこれまで11世紀以前のトルコ語には在証されてい
なかった，cf．五D，P，908。それ故ここでyax§iと読むのは初めはかなり躊踏された。ツィー
メ氏からもya工a§i「適当な，適宜」と読む方がよいのではとの示唆を得た。字面だけを見て
も，王．5ではyax§iの読みの方が素直であるが，’．17ではyara…iとも十分読める。しかし
つい最近シムズーウィリアムス，ハミルトン両氏によって発表されたウイグル人の関係する10
世紀頃のソグド語の手紙の申に“P§Y YX§Y”という語句があり，これがトルコ語の挨拶の
文句“ba§i yax§i”に比定された，cf・Sims－Williams／Hami1土㎝1990，pp・52，54（F4）。こ
の比定を信ずるなら，従来知られている例からyaX5iをイスラム教と共にウイグルに入った
ものとみなし，我々のマニ教寺院文書にそれが見えるのを怪しむ必要は無くなる。yara§iの
可能性を残しながらも敢えてyaX§iと読んでおきたい。
 6．血n㈹rgii：「初釈」はテキストで6r地㎎uとするが，語註やグロッサリーでは6工帥㎎i
とし「封をするもの，ふた」と解す。確かにδr杣n一は‘to cover onese1f，tO be cove工ed’
の意（五D，p．209b）であるが，動詞の語幹に直接一giが付くことはない。それに語末はあくま
で一guであって一giではない。6r舳ng廿ならr被われるべき（もの），隠れるべき（もの）」な
どと訳される。しかしここはOntOrgu「成長させる，生育する」と読むことも可能であり，文
脈は不明ながら”、7－8の語句と繋がる可能性もあるので，こちらを採っておく。
 7a．smきivt：これについては語註36を参照。しかしこれが後続の士sa㎎に係るのか，それ
とも断片同士で2行目のqanikと結び付くのかは，現時点では不明とせざるをえない。写真
ではtSan9の前に句読点のようなものが見えるが，本当にそうかどうか現文書では確認し忘
11）対格語尾一γの前にある介在母音が五／n言語／y言語の指標として注目されるが，tsangaγは
 士Sangiγと読むよりやはりtSa㎎aγが正しいであろう。qaγmuγは確かに一町であるが，SuVSu§uγ
 の一uγにはやや疑いがある。「初釈」ではsuvsu§iγとしている。ただ写真で見る限りはJ，113の
 q060の第一音節の文字とよく似ているので一uγとレた。ただしこの、点は原文書で確認し忘れた。
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れた。
 7b．t8a皿g：漢語の「倉」（中古音は＊毒5’伽8，G∫五703a）からの借用語である，cf、ノτG，
P．374a：D∬，P．583b；五D，P．555b．aγi1qとhendiadysをなす場合は一般的に「倉庫，蔵」
の意であるが（cf．語註34b），ここのtsangは恐らく漢語r倉」の原義を保った「穀物倉庫」
であろう。
 8．sa帥u細：sa6一は‘tO scatter，to sp工inkle Iの意だが，ここでは前行のr穀物倉庫」と
関連させて「掻く」ととる。勿論この動詞には「種を掻く」という文脈で使われた実例がある，
cf・万D，p・794b。一方一γu6aは動名詞を造るブuに等格語尾十6aが付いた形で，ハミルト
ン氏によれば（CBBMP，pp．74＿75）‘en quantit6エequise pour（faire），jusqu・査（faiエe）・
「～するのに十分／必要なだけ，～するまで」の意である。穀物倉庫には当然種モミもあるは
ずで，これを人々に貸し付けて利息を取ったり，売ったりしていた仏教寺院の例が思い起こさ
れる。安易な類推は危険であるが，何らかのつながりがあったかもしれない。12〕cf．語註88a．
 9．kidin ba胸：kidin r後；西」は6ngtin r前；東」と対をなす，cf．石D，PP．704b，178。
本文書ではkidin ba1iq r西城」とδng舳n ba1iq r東域」が対置されている。「初釈」は本文
では前者を「北城」，後者をr南城」と訳すが，グロッサリーではkidinをr西」とするなど，
一貫しない。ところで，”．9－17と”129，86，90，94－97とを比較検討すれば明らかになるよ
うに，本文書には2人のi§ayγu6i r幹事」（cf、語註29）がいてそれぞれ東域と西城に配置さ
れており，東城を担当するのはr財務都督」（cf、語註95a）の官称号を持つTaγay Ba正s，西
城を担当するのはタルヵソ（Tarqan，cf、語註96）の官称号を持つQumar Barsである13）。
但しこの雨域が具体的にどこに当るのかは未だ究明できない。あるいは広く東部（諸城）と西
部（諸城）という分担区域を指すものかもしれない。
 10．i昌k雌：i§はr仕事」，k舵はr力」。この熟語には時に「租税，賦役」の意もあるが
（cf．T III M205，〃．8，22，42，45ヨZieme1981a，pp．244＿246，253；T III M205c，互．15＝
Zieme1981a，PP．255，258）14），本文書の用例（〃・10，37，54，g1）はいずれもより一般的な
「仕事，用事，用務，用件，業務」の意である。特に”．37，54の2例は絶対に租税関係では
ありえない。
 10－11・b町bOrluq yir s11v：互’・12，86，92－93と比較してこのように復元することには何
の問題もない，cf．語註92－93．baγはイラン語からの借用語で「庭，庭園」，borluqはbOr
rブドウ酒」にトルコ語の語尾一1uqが付いた形でrブドウ園」である，cf．∠r0，P・326b；
Dτ∫，p．77b；五D，pp．311a，365b；Zieme1980，p，203．barは単なる庭ではなく果樹園であ
12）cf・堀1975b；池田1987；YamamOt0／Ikeda1987；Lie口，M舳舳m4舳，P・197・
13）人名要素として頻出するtaアayは「母方のおじ」，ba正sは「虎；豹」。quma正はハミルトン氏
 によればソグド語xwmIr「慰め」よりの借用語，of，MOTH，PP．エ8－19．
14）第3章第1節で引用する。
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り，これだけで漢語「園林」I5）に相当するのであろうが，トゥルファン地区の特殊性として果
樹園の中心は「ブドウ園」であるが故にbaγboI1uqと熟していると思われる。因みにカラハ
ン朝出身のカーシュガリーが作った辞典ではbaγに「ブドウ園」の意味しか与えていないが
（cf．CrD，Pa工七2，pp．226，259），これはより特殊化された用法であろう。
 一方yir r土地」とsuv r水」から成る熟語yir suvは最古のトルコ語文献である8世紀前
半のオルホン碑文に‘七eni七〇rプの意で使われているが（cf』D，p・783），それは基本的に遊
牧を生業とした彼等の地でも水があって草があり，遊牧や居住が可能な有用な領土を指したの
であろう。そして彼等が農耕地帯に入ってからは，このyir SuVは水があって耕作可能な「畑，
田畑，田地」をも指すようになる。後のモンゴル時代に仏寺や道観がお土より与えられた特権
を天下に誇示するために建てたパスパ文字モンゴル文や漢文の碑文（往々にして蒙漢合壁碑）
には，寺産としてqa紅usuパ1and and water’＝r水土」；baq‘ga工den’＝r園林」；tegimed
‘mills’＝r張磨」；d6m’im’＝「店舎」；kebid’shop』r舗席」；gey－d6n－ku’pawnshop’三
「解兵庫」；qa1a’un usuガba士h－hOuse’＝「浴室」；haraパpeop1e’＝「人口」；adu’usuパdo一
工nestic anima1s’＝「頭足」等々が列挙されている16）。個々の語源を見ていくと，d色mとgey－
d6n－kuはそれぞれChin．「店」，Chin．「解兵庫」より直接借用したもの1フ），baqとkebid
はイラン語からウイグル語を経てモンゴル語に入ったもの18），士egimedも恐らくウイグル語
より借用したものである（cf、語註38b．雌gim乞n）。こうしてみると，残りの純モンゴル語の
ものの中でも最初のqajar uSunは，ウイグル語yir SuVのカルク（Ca1que、透写語）である
可能性が高いように思われる。この熟語は時にj工ah－t6n即ちChin．r荘田」と並記されるこ
とさえあり19），その意味するところは明白である。つまり本文書のyir SuVと全く同じであ
る。寺産として列挙された項目全体のあり方が，我々のマニ教寺院の経営・経済を支えるもの
（藤磨・人口・頭足については後出）とよく似ているのも，決して偶然ではなかろう。私は初期モ
ンゴル仏教に多大の影響を与えたのはチベット仏教ではなくウイグル仏教であるとの立場を取
っているが，寺院経済・経営に関する用語に限っていえば，中央アジア（漢人・トカラ人など）仏
教⇒ウイグルーマニ教⇒ウイグル仏教⇒モンゴル仏教という影響関係を想定している。ただし
10世紀の敦煙文書に現れる，漢文としては珍しい表現「地水」20）がトルコーウイグル語と関係
するのかどうかについては成案がない。
  15）cf．道端1983，pp．79－83．
16）cf，Sugiyama1987，P．20；Sugiyama1988，P・3；杉山1990・PP・20．23；PopPe1957，PP・49，
 52，55；察1955，Nos，64，65，74その他に頻出。
17） Poppe 1957，p，93．
18）baγについては上記の通り。kibit／蝸bitについては・cf・森安1989b・p・58・n・18．
19）cf・Sugiyama1988，p・3・漢文碑では寺産の筆頭たる田地のことを単に「水土」とか「荘田」と
 か「地土」とも言うが，「田地水土」とか「荘田水土」という重複表現も多い，cf．薬1955．NOs．
 21，25，26，35，36，42，46，50，57，83，86，89．
20）cf．池田1975b，P．15．
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 11a．q町：五D，p・608bではqaq’sOme亡hing dried’となっているが，本文書では二度
（cf一．87）ともqaγである。ここでは乾燥している土地，水がなくて耕作しにくい土地を指
している。秋氏がr早地」と訳すのに従う。唐前期のトゥルファンでr部田」21）と言われたも
のと同種の土地を指すものと思われる。なぜなら「部田」と対をなすr常田」という地目が西
ウイグル時代の漢文一ウイグル文対訳文書22）にまで生き延びているばかりか，そこでは「常田
しゅ5    はち
拾妖（＝捌）工畝］」がウイグル語で“［s到kiz ygrmi6g廿z ya1inga t1a工iγ1aq1yir”即ち「川
のya1にある（？）耕地18」と言い換えられているからである。ya1－i㎎aについては未だ明
解がないものの，「常田」が川に面して水利に便の良い土地であったことは疑い無かろう。こ
の事実はこれまで様々に議論されてきた常田・部田問題の解決に向けて，大きな一石を投ずる
ものと確信する。
 11b・uz舳卜：同じ表現は〃・87，89－90にも見える。uzは名詞としては「匠，職人」で
あるが（cf．J．30），本文書ではしばしばr巧みに，上手に，うまく」を意味する副詞として使
われる。 これはya工a§iとhendiadysをなすこともある（cf，BTT XIII，No．50，互・20）。
it高r一はit－t00rganize，tO pu七in order：tO make，to do’（五D，pp．36－37）の使役形
it杣工一と考えられる。最初の粗起こしから始まり灌湛，播種，転耕，収穫までの一切を含む
ものとして「耕作させる」と翻訳する。Zieme1980，p．216では’her工ich七en’「整備する」
の方向で解釈している。
 15．qiyn－qa qiz（7）［ut－qa］t至gz血n：cf．語註92．
 18a．／／NCW・SY：r初釈」はこれを〃．95，96と関連させてyum蹴isiと読み，Qumar
の「その助手」と解するが，一SYの前の文字は明らかにWであってYではないから，この読
みは無理である。
 18b．鉗i1q：これをr国庫」と訳すことについては，cf・語註34b．
 19．（．．）川‘i：語末の一iは原文書で確認した。r初釈」はqo60r高昌」とし，Lieu1981，
P．165もそれを信じて論を立てるが，重大な誤読である。
 20．YWNKL／／／／／：語幹はr初釈」の言う通りyong1a一七〇use I（亙D，P－951b）に違い
21）cf．池田1973，pp．56－57，94－96，112；孔祥星1986；大金1988，
22）cf．森安1989b，P．53．尚，そこで私はベルリンーコレクション中の3文書を一括して土地関係
 契約文書の断片と紹介したが，1990年9月のベルリンでの原文書調査でそれが正確でなかったこと
 が判明したので，改めて紹介したい。漢字混りウイグル文と考えていたT III1153（Ch／U6100）
 とT III173／119（Ch／U6101）は同一文書の「はなれ」であって，復元した結果はこれも漢文一
 ウイグル文対訳文書であった。またこの復元された文書には四至記載が二度（二種）現れることに
 なるので，契約文書ではない。多分ある寺院所有の寺田の登記簿の類であろう。これに対してT I
 576（U5368）の方は，新たに確認されたT III215／500（U5797）と共に，やはり土地関係契約
 文書の断片であった。これら3件4点の漢文一ウイグル文対訳土地関係文書については後日ツィー
 メ氏との共同研究を予定しているが，いずれも西ウイグル王国時代に編年されるものであり，前編
 の論旨にはいささかの変更もない。
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なかろうが，派生語尾や活用語尾が不明なのでこのままにしておく。
22a．（．）WC’X（．）’XY：r初釈」はba1五qtaqi r域中的」’とするが，一taqiはともかく，
ba1iqは全く無理である。
 22b．i t（a）昨：「初釈」は包v turuq「房屋」とするが，ここは文字だけを見ても文脈から
みても絶対にi tariγが正しい。しかし五tariγをクローソソのように’bushes and cu1ti－
va七ed land’と解釈する（五D，pp．1b，538a）のでは意味が通じない。tar仁「耕す」の派生語
tariγの語義は決してr耕地」ではなく，種類は特定されないにしてもあくまでr穀物，主殺」
がその第一義であり，「耕地」に対しては別に士ariγlaγ／tariγ1iγという語がある，cf．石D，pp．
537b－538a，541b，542a；山田1965，P，180；r〃亙N，No．119；Zieme1980，PP．200－201。そ
こで私はここをまずr柴草・穀物」と訳し，次項にみるquanpu「官布」ともども田地より徴
収されるべき地租ないし地税の税目であると解釈する。少なくとも三者が等しく田地にかかる
ものであることは，このウイグル文では紛れがない。そしてさらにこれを10世紀の敦煙文書
P3214vにみえる「官布・地子・柴草等」という表現23）と結び付ける。この場合の柴草とは
燃料や土木工事用に使われるもので，そのうちの草とは日本語の「くさ，雑草」ではなく，
麦・キビ・アワ等のワラとかアシ・ヨシの類を指すと思われる。本項でも「くさ，青草」を表
わす語0tではなく，クローソンによって‘something between a p1ant and a treeIと
か’bush’と解釈されている語であるi（五D，p．1）が使用されていることに注目したい。勿論
ワラの場合は家畜の飼料にもなる24）。
 一方，地子については既に船越氏により結論が出されている。それによると，「地子の子は，
本来タネとか実であって，地子の語の原義は，土地上よりの収穫物たる斜斗（穀類）の謂であ
り，ここから土地上より租あるいは税として徴収される斜斗をも地子と称するに至ったものと
考えられる」という25〕。つまりta工iγの語義と見事に一致する。10世紀の敦煙における徴税
の主体は「官布（田二頃五十畝或三頃につき布一疋を徴す）’地子（田の面積・質に応じ殻を徴す）・官
柴草（柴や草等官用物資を各戸より徴す）」であったという池田温氏の説26）に， トゥルファンのウ
イグル文契約文書の用語は主に敦煙より出土した唐宋代（9－10世紀）の漢文契約文書と強い繋
がりを持つという事実2フ），そして本章第1節で略述し，第3章で詳しく考察するように本文書
23）cf．池田1973，PP．34－35；堀1975a，PP，335，312－313；池田1990，P，60．Gemet1956，P．132に
 本文書の仏訳がある。但し問題となる箇所の訳は誤っている。また，堀氏の英語論文でこの箇所を
 “The o価。ia1cloth，1and and kind1ing and bay levies”と訳している（T．Hori．in／c〃
 ＾伽切55．1988，P．59）のも奇妙である。誤脱でもあるのであろうか。
24）cf・池田1990，pp．60，65．
25）船越1981，p．11．なお本論文は荒川正晴氏よりの教示により知り得たものである。
26）池田1973，PP．77，110（n．76）．cf。堀1980，P．190；池田1990，P．60，
27） これは主に護雅夫氏の研究による，cf．森安1989b，P．52。さらに，cf．Hami1tonユ969，P．28；
 池田1973，p．49。
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も10世紀前後のものであるという結論とを加えれば，“itariγquanpu”をr柴草・地子・官
布」と訳すことにもはや疑いはないであろう。但し未発表のトゥルファン出土ウイグル文書
T II S21d（U228）に見える表現“ki§i－1包f－ning1ivi bi§tδr1高g i ta工iγ一1ar”「人間の食
糧たる五種類の穀物」（Zieme1981a，p・252）の中のi tariγが私の説への反論となると考え
るむきがあるかもしれないが，それはそうではなくて，これは「iの形状をした農作物」すな
わち「穀物」と解すべきである。狭義のta工iγについては，cf．語註28a．
 22c．qua叩11：このquanpuがChin・r官布」の借用語であることはハミルトン氏によっ
て指摘（Hami1ton1969，pp．43－44）されて以来ぽぽ定説となっており，ツィーメ氏もこれを
認めている（WMK，P，334，n．ユ3）。歌氏がこのことを知りながら敢えてラドロブの旧説（σ∫ク，
pp．120，279）に戻ってqOqpuと読み，r課布」と訳す（r初釈」p・510）真意はよく分らない
が，もはや一考に値するものではない28）。ただこれまでのところr官布」の語が見えるのは語
註22bに言及したP3214vのほか，以下に列挙するようにいずれも10世紀前後の敦娃文書で
あって，偶然ではあろうがまだトゥルファン文書中には一つも見つかっていないことに注意を
促レておきたい29）。
  P2040v：乙巳（945）年正月已後入歴「立機壱疋，官布発（＝八）疋，呉僧統患時念書南入」
   cf．北原1980，p．427．
  P2704，c：長興五（934）年曹議会疏「官有七疋施入大像細線萱疋充法事」cf．『初稿』II，
   P．79．
  P2992v，III：敦娃大王より甘州ウイグル可汗宛書簡「自綿綾伍疋，安西榛両足，立機細
   練拾別疋，官有陸拾疋」cf・HamiIton1955，p・121，pl・IV；森安1980a，pp．316－317．
  P3234v：浄土寺直歳沙弥大破暦 cf、道端1983，pp．154－155．
  P32361壬申年沙州敦娘郷官有籍 cf・池田1979，pp・615－616；『初稿』I，p・285，
  P3579：薙煕五（988）年神妙郷百姓呉保住牒「（前欠）内科税地子柴草戸手慣又（之？）官布
   不肯輸納又貸末（中火）壼介紅斜視壱段」
  S4504v；般41（r敦煙雑録』129葉）；殿41（『敦煙雑録』130葉）：この3点はいずれも西川
    （トゥルファン）へ使いに行くことになった敦煙の人が，ラクダや絹高を借り受けた際
   の貸借契である。その代価を示す部分に官布が現れる。これらは官布がトゥルファンに
   搬入された事実を示す証拠となる。cf．Gemet1966，pp．48－49；古泉1982，p．61．
28）従って孫振玉1988，pp・25－26の考察も意味を失う。
29）同じくトゥルファンの漢文文書には例証がないがウイグル語に借用されたものに，Chin、立機〉
 Ui9・livki／1awkiがある。これを発見したのもハミルトン氏である，cf・M0τH，p・131；Sims－
 Wi11ims／HamiltOn1990，pp．57－58。但しこちらの方は敦煙のウイグル文書に見られるだけで，
 ドゥルフブソのウイグル文書中には未だみつかっていない。漢文教煙文書中の「立機」の例は本文
 にリストーアップしたものの中にも見られる。
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  S4920：r龍助郷官有籍」cf．Giles1957，p．243，（G7274）；『初稿』I，p．286．
 これら敦煙文書の官布は絹織物や綿織物（練・細練・立機）や毛織物（褐）と並列的に現れるの
で，麻布であった可能性は高い。恐らくは租庸調制の時代に定められた麻布の規格を受け継い
でおり，標準貨幣としての役割を果たしていたのであろう。唐の賦役令によれば租庸調の調と
しては綾・絹・絶（あしぎぬ）ならばそのいずれかを2丈と綿（まわた）3両，布（あさぬの）ならば
2丈5尺と麻3斤を納めることになっていたから，麻布には官布と呼ばれる資格は十分ある。
しかるにトゥルファンのウイグル文書に見えるquanpu／qanpu／qunpuまでが麻布であったか
どうかは俄かには決しがたい。なるほどトゥルファン地方でも唐の盛時に本土産の麻布が流通
していたことは，アスターナ出土の現物30）や交河郡市倍案（物価表）31）などから知られる通り
であるが，10世紀前後においてもそのような状況が続いていたかどうかは極めて疑わしい。ト
ゥルファン盆地は，唐代でも近代でも麻の栽培については著聞せず，他方綿花（COttOn）の栽
培では古くから有名であるからして32），唐の支配が終わって本土から麻布を含む大量の物資が
送り込まれなくなったウイグル時代になれば，標準貨幣の役割を担う官布としてはむしろ綿布
（綿布，c〇七ton cloth）こそがふさわしかったろう33）。まして，池田氏が明らかにしたように，
極細片ではあるが唐代に於いてさえトゥルファンでは調として綿布（繰布）2丈が徴収されてい
たことを示す公文書がある34〕から，この推定に間違いはなかろう。2丈という数字は絹と同じ
であり，このことはまた当代に於ける綿布の貴重さを物語っている。この点，絹布と綿布の
価格差が大きくなった近代以降と混同してはならない。古ウイグル語で綿布を指す言葉はb6z
であるが（cf。語註41b），通貨として使われるぺく一定の規格を備えたbδzは特にquanpu
と呼ばれたのであろう35）。古さの必要条件である「半楢書体」ないしそれに近い書体で書かれ
 30）関尾氏がほぼ完壁なリストを作成している，ci．関尾1989，PP．1’5。尚，実物のカラー写真は
   『締網之路漢唐織物』（北京1972）N0．61や古代オリエント博物館の展覧カタログ『中国・西域
   シルクロード展』（東京1986），No・57などに見られる。
 31）cf．池田1968，PP．8，43，50；池田1979，P・449．
 32）cf．池田1973，Pp．74，109（n．70）；宮崎1982．PP．50－51；『新修支那省別会誌 第八巻 新彊
   省』（東京1944）、pp．384－387、また言葉の上から見てもk註P註z「綿花」（cf．語註41a）は古ウィ
   グル語の俗文書中に頻出するが，k註ndi工「麻」は俗文書にはほとんどみえない。
 33）官布についてハミルトン説を受けいれたツィーメ氏であるが，その実体についてはこれを綿布と
   すべきか亜麻布とすべきか決断に窮している（of・Zieme1974・p・300；Zieme1976b，p・247；Zieme
   1977，p．147；Zieme1981a，p，249）。しかし私はこれを綿布と考えるのが歴史・言語・地理のいす
   れの方面からみても最も合理的であると信じる。結果的には早くにラドロフが論証ぬきで提出した
   直観的解釈（σSク，pp・120，141）を復活させることになる。
 34）池田1973，P，74．
 35）通貨の役割を果たすb6zとquanpu．etc・のパラレルな表現の例については，cf．森安1989b，
   PP・54－55．一方，西ウイグル王国の隣国カラハン朝出身の学者カーシュガリーが編纂した辞書には
     QAM二DUV q8md凹 A piece of cloth，four cubits －o日g and a spa口 in bfeadth，
     sealed with the se乱1oi the Uigh岨Kh痂，and used in commeエ。ial t正ansactions（ω尻あ
     卿肋舳舳）・When it becomes wom it is patched，then washed and正e・sea1ed；this
     OCC凹rS OnCe eVe】＝y SeVen yea工S・
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でおり，旦つ“k虹9益k bolti I’，“bu savda tamq”等の表現を持っていて，ウイグル文契約
文書の中では古いと考えられるもの沈）の中にこのquanpu，etc．がよく現れるという傾向があ
ることに私はつい最近気付いたが，それも決して偶然ではなく，西ウイグル王国時代には頻用
されたこの語が，モンゴル支配時代になって国家主権を失うと同時に新たな貨幣体系や税体系
が持ち込まれるに従い，徐々に意義を失っていったからなのであろう。尚，官布（quanpu）の
価格を推測する手がかりとなる史料については，cf、語註35a．
 22d．it餉：一guはr～すべき…，～する必要がある…，～するための…，～することに
なっている…」を表わす非人称の動名詞で，普通には連体形である（cf．ノT0，§§．14ユ，225；
C舶MP，p，146b）が，ハミルトン氏は敦娃出土の10世紀のルーン文字トルコ語文書の中に終
止形の例を見つけている，cf・HamiltOn／Ba・in1972，pp・29－31；森安1985b，pp・28－29。本
文書でも連体形の用例は多いが，終止形はここだけである。それゆえi七g廿が次のQumar
Baエsに係るのではないかとの疑念も残るが，今は終止形とみなしておく。
 248．b11z：「初釈」はbor「葡萄酒」とするが，実見したところでは語末はRではなくZの
方がよさそうであったし，また64行目の解釈とも重ね合わせてbuz r氷」と読んでおく。しか
しborの読みを完全に捨てたわけではない。cf．語註64．
 24b．altmi重iki（．．．．．）：「初釈」では単純にr62」と解するが，’．35にも見える当時の
ウイグル語の特殊な数の数え方（cf・”0，p・104；森安1983，p・214，n・④）を考慮すれば，
ikiは後ろに係る可能性の方が高い。またr初釈」ではikiの次の単語をqOqpuとするが，
そのようには読みにくい。
 268．iki a誠mm t皿gri1紅：an6mnは中世イラ1／語からの借用語である。もとはr集会，
会衆；団体，集団，共同体」等の意であるが，マニ教文献では3フ）特にあるマニ教寺院ないしは
教区に所属するマニ僧の全体としての「マニ教僧団，マニ僧衆」を指す，cf，BBB，pp．10－n：
σ豚、p・135；TOnge工1001981。用例についてはトソゲルー論文が最も包括的ではあるが，その
まとめ（p．270）はやや的外れであり，結局はヘニング説に回帰すべきである。tngriは本来の
古トルコ（ウイグル）語では「天，空；神」の意であるが，ここではr聖なる人，聖者」という
意味で，一般信者である聴衆・聴聞者に対する「僧尼」を指している38）。女性を含むことは
 という記事がある（CTD，Pa・t1．P．317）。これが西ウイグル王国の官布についてのかなり正確な
 情報であることは疑いない。やはり厳正な規格が立てられ，それが守られていることを保証する官
 印が押されていたのである。
36）cf、森安19901PP．69－72．但しそこではO正．8212－106、σSク67，その他（cf，Zieme1977．P．
 154）に見える“bu savda tanuq”には直接言及しなかったが，P，72の皿．9に述べたような理
 由も含めて今ではこれも古さのメルクマールになると考えている。この点でもラドロフの旧説を再
 確認したことになる。cf・口S戸，P．120；山田1961，P・216；山田1965，P．125．
37）an6mnはウイグル語ではマニ教文献にしか現れない，cf．T㎝ger1001981，p．272＆n141．
38）山田晶氏はアウグスティヌスの『告白』への訳註の中で，アウグステ4ヌズ著『異端について』
 を引いて「マニ教の階級は，聖者ないし選ばれた者と呼ばれる聖職者と，聴聞者と呼ばれる俗人と
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’．62の表現より明らかである。ツィーメ氏は“iki an6mn tng正i1乱r”に対して’Zwei Kon－
vente von Henen（bzw，0beren K1oster－geistlichen）’の訳を付けながら，これを「男性と
女性の（上級の）聖職者たち」の二集団とみなす，cf．WMK，PP．332－333，334。両僧団を男
女で分けたものと考えるわけであるが，あるいはそれが正しいかもしれない。ただしtngriの
方は，’．108と’。119のニケ所の記事と比較対照すればより一層確実となるが，SOgd、δynδ’r
より借用したUig．dindar／dintarと同じく単に僧侶一般を指すもの（語註54の一覧表参照）であ
り，r上級の」という形容詞は余計であると思う39）。そもそもマニ教会では女性に上級聖職者
はいないのである，cf．第1章の脚註64．
 26b．断：漢語の容量単位r石」からの借用語である，cf・山田1965，p・171：Hami1ton
ユ969，p．37；Yamada1971，pp，491＿493：五D，p．867b：Zieme1980，p．217，n．111。 ウィグ
ル人が東部天山地方で漢人と接触し始めた時代の量目，即ち宋元の「石」（約95リットル）では
なく唐代の「石」（約60リットル）に倣ったとみるべきである。その中古音は吻肋（G∫R795a）
であるから，理論的には§iqの形が期待されるが，語末の一Xの尻尾は短く明らかに寸であ
る（語註2cと脚註10で既述）。この点は語註88aに引くTM103b，K7717の2文書でも，さ
らにそれと同種の経済文書であるOt・Ry・2782（cf・語註83a）でも同様である。これら3件も
ウイグル文の法律・経済文書には珍しいr半楮書体」で書かれている。【補註7】
 26－28．醐kiz趾。皿罰γb町day，6tc．：数詞sak1z r8」に付く一arはd1str1but1veで
r～ずつ」の意，cf．ノτG，P．105．onはr10」，s独iz包r onでは「80ずつ」の意味になる。
これ以下に列挙されている数詞にはdist正ibutiveは付いていない。 ツィーメ氏はこの冒頭の
distributiveが後ろにまで係るとみて，r80石の小麦，7石の胡麻，2石の豆，3石の粟」rず
つ」がそれぞれ両僧団に供給されるものとした（WMK，P．334；Zieme1980，P．200）。もしそ
の通りならこの両僧団に供給される一年分の小麦は，80x2x12・1920石となるはずである。
ところで”．73－74には「一年分の食糧たる小麦のフスマ（麩）は200石となる」という記載が
ある。小麦とそれから取れるフスマについて具体的な数字があがっているのはこの2ケ所だけ
であるから，両者を結び付けるのは問題ないであろう。那波利貞西の研究によれば，エ石の小
麦の穀粒を粉に硬くと1．5～1，6石に増え，その内訳の一例は麺粉（むぎこ）1．22石に対してフス
マ0．35石（合計1．57石）であるという40）。この割合で200石のフスマを得るには約571石の小
 に大別される。」と述べる，c｛・『アウグスティヌス』（世界の名著14）東京，中央公論杜，1968，
 p－161。この二大別の仕方は仏教の影響であるとする考え方がある，cf．Widengren1965，pp．95－
 96；Tardieu1981，pp．73，74，79；B正。wder，励m〃，pp，155＿161，204，214．
39）T㎝ger1001981，p．272，n．40でもtn9「iをフランス語‘a1tesseIと解するのは恐らくツィー
 メ説に引きずられた結果であろう。但しツィーメ氏自身は後にこの「上級の」は不要と考えたよう
 である，cf．Zieme1980，p．200．T㎝ge正1001988，P・216で“iki an6mn士ngri1註正’Iを’the
 Leade工s of the TwO Assemblies’とするのも勿論誤りである。
40） 那波ユ941－1942．pp．102，185－186。
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麦があればよい41〕。もちろん小麦から取れる麺粉とフスマの量は時代と地域によって違いがあ
り，那波氏は10世紀の敦煙浄土寺の出納簿を調査してそこでは1石の小麦が1．2石にしかなら
なかったという42）から，上の内訳をこれに当てはめれば，浄土寺では1石の小麦から取れるフ
スマは0．35x（1．2÷1．57）＝O．27石にしかならず，ここで200石のフスマを得るには約741石の
小麦があればよいことになる43）。いかに誤差を考慮に入れるにしても，741石と1920石ではあ
まりにかけ離れている。しかるに毎月80石の小麦は両僧団に一括して配給される分とみなせば
一年に80x12＝960石となり，741石に近くなる。
 以上の理由により私は，本文書の書記が単にs独iz on「80」とせずに一arを付け加えたの
は，ay Sayu「月毎に」に対応させる意識が働いたからであると考えておきたい44）。それにま
だ「両僧団」が男性僧団と女性僧団の二つの僧団の意であると確定したわけでもなければ，た
とえそうであっても両僧団が別々に食事をしていたり，別々の寺院に住んでいたと決まったわ
けでもない。「両僧団」という表現でひとまとまりのある地域ないし寺院の僧侶全体を指した
可能性は依然として高いのである。そうであれば始めから2倍に計算する必要はなかった。も
し「両僧団」をそれぞれ独立した生活を営む男女両僧団であると主張したいなら，その場合は
両僧団間には僧侶の数の違いもあれば，穀物消費量の男女差もあるはずであるから，それぞれ
に「80石の小麦，7石の胡麻，2石の豆，3石の栗」が毎月等しく配給されるという不自然さ
をまず解決せねばなるまい。
 では，食用油として使われる胡麻45）を除いた計85石の穀物で毎月どれだけの人数を養うこと
ができたのであろうか。時代と地域によって穀物の種類や食べ方，主食と副食の割合，穀物の
計量単位などが異なるので，正確な数値を割り出すことは困難であるが，おおよその計算をし
てみたい。呉震氏の研究によれば麹氏高昌国時代の1人の平均食量は1日10升＝1月300升＝
1月3石であり，唐初には丁男月食1石，下妻月食0．75石である46）。町田氏の扱う高昌国時代
の文書の例によれば，僧侶・沙弥は麦・床・粟を毎月1．9～2．7科（＝石），力仕事をする作人
は床・粟を3．6斜である47）。ところで池田氏は高昌の石斗は漢音のそれを踏襲したもので，唐
の石斗の約三分の一に相当すると言い48〕，呉氏も同じ説であるから49），高昌国時代と唐初に実
41）1：0，35｝：200 劣≒571．
42） 那波1941，p．103．
43）  1：0．27目ガ：200   ”≒≡741．
44） 「初釈」はpp．497－498では一年分の小麦を960石としているのに・P・506のテキスト訳では
  r毎月要各給二僧団僧尼八十石小麦・・・…」としていて矛盾している。
45）後で見るようにマニ僧には食べ物・飲み物に対する様々な規制があるが，油（植物油）は推奨さ
 れた，c｛・F1tgel，M伽｛、P．291；Widengエen1965，P．96．
46） 呉震1982，PP．127－129，ユ34．
47） 町田1990，P．97．
48）池田1973，P，60．
49）呉震1982，PP．128－129一
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質的な差はなく，唐石にすればおよそ0．6～1．2石である。唐代一般には丁男1日の食料は米2
升を基準としたから50），月に換算すれば60升＝O．6石となる。これに対して道端氏は，五代の
乾祐二（949）年頃の李欽明の「誇沙汰僧人疏」に1日の僧尼の食料を米1弁として計算してい
るのを指摘する51）。これならば月にわずか30升＝O．3石である。これは成人男子の僧侶だけで
なく，尼僧や若年の沙弥・童子なども考慮に入れているからかもしれない。那波氏は唐末五代
                      むぎこの敦煙の浄土寺関係文書から1ケ月あたりの1人の麺消費量を三斗三升三合＝0，333石と推算
している52）。以上より当時の1ケ月1人あたりの食量は，一般民の場合は0．6～1，2石（男女間に
差あり），僧尼の場合は0．3～O．6石でどんなに多く見積もっても0．9石までとみて大過ないであ
ろう。
 トゥルファンのウイグル人が使用した容量単位の石斗は唐制を踏襲したものに違いないから，
85石を仮に1人分の最大値の0．9石で割れば94人，最小値の0．3石で割れば283人という答が得
られる。しかしマニ僧には農業や商業も含めてあらゆる労働が禁止され53），また一日一食とい
う厳しい戒律が課され54），それがウイグルでは少なくとも9世紀まで，地下活動を余儀なくさ
れた中国ではユ3一ユ4世紀まで遵守されていたという中国側の証言があるから55），その穀物消費
量は当然低く見積もるべきである。それに唐代の1石は現在の約60リットルであるから，0．6
石で36リットル，これを日割にすれば1．2リットル（現代日本の6．66合）となる。肉体労働をしな
い人間にこれではかなり多過ぎよう。半分でも十分かもしれない。もしそうであれば本文書の
毎月85石の穀物で養われたマニ僧の数は優に200人を越すことになる。どんなに少なく見積も
っても200人近くはいたであろう。中国本土や敦娃の仏教寺院で僧侶が100人以上いれば大寺
の部類に入るのであるから56〕，維え我々の会規文書の対象が2つのマニ寺であったとしても，
その規模が如何に大きかったがが推し測られよう。cf．語註78のメロン消費量からの人数推算。
 28a．qon皿q：ツィーメ氏は初め’Hirse’，後に‘SOrghum’とし，一方秋氏はr稜蜀」と
する，cf．WMK，P．334：Zieme1980，PP．200，202；「初釈」PP．506，514。要するにrキビ」
やrモロコシ，コウリャン」の方向で考えているようである。このqOmqが何を指すかは，
 50）cf．道端1957．P．445；北原1980，p．437；道端1983，p．168；池田1987，p．383。
51）道端1957，P．445；道端1983，P－168・
52）那波1941，pp．95－97．尚，同氏はこの数値を1日分に直せば1升強となり，その1升強の麺か
 ら胡新二枚（パン2個）が作られたと推測し，さらに胡新二枚が1人1食用とされていたことを
 P2641の「宴設同文書」を援用しづつ確実視する。
53）cf－F109e1，M舳ε、P－281；Bu正kitt1925．P・45；田坂1964，P．486：Wideng工en1965，PP．96－97；
 Puech1979，p．65；Tardieu1981，p，81・
54） cf．Sachau．励m伽，P－190；Browder，肋物価毎，PP・45，155；MOue工1904，P．33；Chavannes／
 PeHiot19n，pp・576－577；Legge1913，p・84；矢吹1935，p・45＝矢吹ユ988，p・67；Asmssen
 1965，p，260；Boyce1975，pp・11－12・
55）cf－Chavannes／Pe11iOt19ユ3．pp，265－269；矢吹1935．pp．31－32；矢吹1988，p．52；田坂
 1964，p．486；Lieu1977，pp，402，425；Lieu 1985，p．258－
56）cf・道端ユ983，p・139；Gemetユ956，pp．8－9．
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ウイグル文契約文書に頻出するより重要な穀物の名称たる舳r／y置r／etC．及びtariγとの対比
で決定すべきであるが，これらはいずれも未解決である57）。新説を展開するにはかなりの紙幅
を要するので詳細は別稿に譲らざるをえないが，今ここに見通しだけを示せば，まず舳r／
y虹／etc・は唐宋代のr床＝摩＝魔＝藤（音は全てピ）」58）に相当するrキビ（Panicum milia－
Ceum）」類であって，アワではない。明代の『華夷訳語』でもryOr／yur＝魔子」としている59）。
一方のtariγは広義では既述の如く「穀物」の総称（cf．語註22b）であるが，狭義には当時
最も広く栽培されていた代表的穀物つまり「主殺」をも指す。しかしそれが何であるかについ
て議論は分れている。’Rispenhirse（0der：eine ande工e Hirseart）’r円錐花序のキビ（ある
いは他のキビ類）」というのがツィーメ氏の結論である，cf．Zieme1980，PP・200－201＆n・66
（p．209）。これに対して山田氏は早くから「小麦」であると推定していた，cf．山田1965，pp．
169，180。私は後出の語註88aに引用する史料（r吐魯番考古記』図80）全体の解読を試みた結果
として，改めて山田説が正しかったと確信する60）。なぜならこの史料は漢文仏教寺院経済文書
の「入暦」と似たものであり，そこでは一貫してtariγと記されている穀物が，最後の合計の
部分ではbuγday r小麦」と言い換えられているからである。
 ところで漢文史料によれば唐宋代の西北地方の主殺であり，トゥルファン文書や敦煙文書に
も頻出するのはr麦」とr粟」である。このうちのr麦」とは主として小麦であり，r粟」と
はrアワ（Se七afia i士alica）」である6一）。主穀の一つである粟（アワ）に対応する固有のウイ
グル語が存在しないはずはなく，その可能性のあった舳rがキビ，tariγも小麦の別称であ
るとなれば，qOnuq以外にそれに当るものはない。つまりqOnuqは「アワ」であるというの
が目下の私の考えである62）。10世紀前後の敦煙文書Pe1IiOt OuigOur3にはqOnaqという形
57）Gabainユ973，P．66も参照。ここには当時のウイグルの農産物名が列挙されている。
58）of、日野開三郎「床」『東方学』7．ユ953，PP，39－49．日野氏は「床」が「醸」の略字であることを
 言うだけであるが、私はこれに「廉」を加えたい。この「廉」が「かゆ」の意の「魔」と混用され
 るに至ったのである。「床」はトゥルファン文書中にも頻繁に現れる。cf・小田（義）ユ981，pP・108
 －！C9；呉震1982，pp．109，126；蒋礼鴻19B8，p．321呉震1989，pp．61－63，67；町田1990，PP．
 93＿97，
59） Ligeti1966，PP．287，295；『高昌館』p．38I No．174．cf．山田1965，P．169．
60） ツー一メ氏はこの山田説の存在に気付いていない。ツィーメ氏の「ウイグル文貸借文書」（Zieme
 1980）は素晴らしい論文であるが，この一点に限らず，同氏が15年も前の『大阪大学文学部紀要』
 に発表された山E日氏の労作「ウイグル文貸借契約書の書式」（山田1965）を無視しているのは如何
 なる理由にせよ納得できない。
61）cf．日野開三郎「唐宋時代に於ける粟の語義・用法」『東洋学報』36－3．1953，PP，33－64．また西
 嶋氏も唐以前の長い問華北農業の根幹が粟（アワ）作であったこと，そして唐代に小麦の栽培が爆発
 的に伸び，小麦と粟（または黍・豆）を交替で作付する二年三毛作が普及したことをいう，Ci。西
 山島 1966，pp，245＿251．
62） 『華夷訳語』では「qOnaq＝穀」としている，ci・Ligeti1966，Pp・168，294；『高昌館』p・37，
 No．156。原文の「穀」もリゲティのフランス語訳’milIeポもその言わんとするところは定かでな
 い。五月．P．637のqomqの項で『華夷訳語』の漢訳を「穀」ではなく「穣」（G〃e5904）とする
 のは，単なる漢字の読み誤りであろう。
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でこの語が現れる，cf．M0τH，N0．29。
 前項と本項に関していえば，トゥルファンでは「小麦が主穀作物であったと解される」とい
う池田氏の指摘63），そして高昌国時代某寺日別会計簿断巻64〕に基づいてなされた「僧侶や沙彌
は麦を食し，作人と大害児は麦と粟を，小客死と小児は粟を食していたことをも記している
が，これは，そのまま当時の寺院内の身分関係を示しているようで興味深い」という小田氏の
指摘65〕は共に重要である。
 28b．livtmtz㎜皿：1ivはChin．粒＊J妙（G∫月694f）よりの借用語でr食物，食料，食糧」
の意（cf・五D，P．763；zieme1981a，P．252）。’。26よりの全体をツィーメ氏は“JedenMonat
so11man．．．a1s SPeise bereitha1ten！”と独訳するが（WMK，p．334；Zieme1980，pp．199
－200），そのmanが話なのか，換言すればここに指示された量の穀物を生産・供給すべき者
が誰であるかは，本文書の全体にかかわる重大間題である。一切の土地や奴隷・小作人などの
生産手段の所有はおろか自らが農業や商業などに従事することさえ禁止され，生活に必要なも
のの全てを俗信徒（聴衆）からの供出・布施に頼ることになっていたマニ教教団の本来のあり
方66）からすれば，それは当然このマニ寺につながる俗信徒であるべきであり，ツィーメ氏もそ
のように考えたようである。しかし私にはそうは思われない。むしろ冒頭からここまでの文脈
を素直に追えば，生産者はマニ教徒であるか否かにかかわりなく，東西両城の一般農民（国家
への納税者）たちであり，彼等が収穫したものを国家の役人である「幹事」（次々項参照）が租
税として徴収・保管しておき，そこから毎月一定量を配給する体制であったように思われる。
このマニ寺には直属の農地もあるが，それについての言及は’．85以下にあって，冒頭からこ
こまでの記事とは一応切り離した方がよさそうである。そうであれば，これらの穀物は自前の
農地からのあがりではないことになる。マニ僧があらゆる生活物資を俗信徒に頼っていたとい
うことは，逆に俗信徒にとってはマニ僧たちに食料・衣料・燃料その他の生活必需品を布施・
寄進することが大きなr義務」の一つであったということである6カ。その義務は当然俗信徒た
るウイグル国王（可汗ないしイディクート）によって代表される国家にも適用されたはずである。
63）池田1973，P．60．
64）小田（義）1962，pp．144－145．
65）小田（義）1982，P，227．また脚註47に指摘した町田論文の引用する例も小田氏の推測を補強する。
66）cf・『儀略』「寺字儀第五」（原文は33・manistanの項に引用）；Chavannes／Pe11iot1913，p・
 112；田坂1964，P．484；Schmidt－G1intzer1987，P．74；F109e1，吻mづ，PP．281，285－286；Dodge、
 刊〃械，p．788：Sachau，励柵m，p．190；Browde正、B〃励吾，pp．45，155，159；Le Coq19ユ1，pp．
 294，304（n．45）；Legge1913，p．84；Bu正kitt1925，pp．45，561矢吹1935，p－45；Asmssen
 1965，pp．179，199，222；Wid㎝gエen1965，p．97；Puech1979，pp．64－65；Lieu1981，p．167；
 Ta正dieu1981，pp．74，79．81，87－88：Lie1ユ1983・pp・209－210；Tongeエ1001984．p・247・
67）cf．脚註66．このことは聴衆用の繊悔の書であるX伽勿榊刀，第11節からも明らかとなる，cf．
 Burkitt1925，pp．45，56；Asmuss㎝1965，p．197：Lieu1983，p．211。幸いこの部分はウイグル
 訳の原本となったソグド文の断片が残っており，微妙なニュアンスの違いがあるので参照に値する，
 cf．H㎝ning，∫o8伽α、p．67。リュウ氏はさらに西方史料中の典拠も挙げている。
60        第2章 トゥルファン出士マニ教寺院経営令規文書
ここでは，国家の徴税人であるr幹事」が，マニ教を保護する国家法人の代理人として，本来
国庫に入るべき地租としての穀物を毎月一定量マニ寺に納入すべきことが規定されていたと考
えておきたい。
 他方，冒頭からここまでと’．85以下とに現れる2人のr幹事」はTaγay Bars財務都督
及びQumarBarsタルカソという全く同じ人物であるという事実を基に，本文書に係わる東
西両城の農地は全て同じものであったと考えてはどうであろうか。王．85以下の記事からはこ
れらの土地が小作（租佃）に出されていたことが明らかであるから，問題の穀物はこれらの小
作料，つまり自前の農地からのあがりということになる。その場合はマニ寺匪展の土地は国家
ないし有力な聴衆から寄進されたものであり，その経営も俗人がやっているものだから教義に
抵触しないという口実はっくであろう。それ故この見方は成り立たないわけではない。一方孫
氏は，’．85以下の土地は租価に出したものであり，それに対してここまでに言及されていた
のは自営農地であると考える（孫振玉1988，P．27）。とすればそれを耕作するのは’・40の寺
男たちということになろう。しかしその場合は，マニ寺が所有の農地を所属の隷属民に耕作さ
せていたことになり，いかにしても戒律違反の非難から逃れることは難しく，余りに不都合で
ある68）。いかにこのマニ寺では土地・奴隷・家畜・倉庫その他一切の所有を禁止する戒律が実
質上守られていないとはいえ，やはり少なくとも僧侶自身は戒律を破っていないという名目は
保たれなければなるまい。
 ’．26に明記されているように”、26－28の穀物は僧侶専用である。しかし寺院は僧侶だけで
成り立つものではなく，仏教寺院に沙弥・童行・奴碑の類がいたように，このマニ寺にも後で
見るように虹査n（cf．語註40），aspasi／aspasan6（cf．語註40－41），’YWRX’NY ZM’§TYK
（cf一語註52），oγ1an（cf．語註58b）などがいたのである。このうちの’YWRX’NY ZM1’§TYK
だけは，”。51－53，60－65の記述より判る如く僧侶の範曉に入るものであり，従ってその分の
食糧は”．26－28に計上されている可能性が高い。しかしその他の者たちの分はどこからか調
達されねばならない（cf．語註88b）。それがJ．85以下の小作地から小作料として物納される
中の穀物だったと思われる。そうであればやはり当マニ寺の経済基盤は国家から寄進されるも
のであり，僧侶以外の寺院居住者の分のみを寺院に所属する農地の小作料で賄ったとするのが
妥当な考えであろう。
 28c．nwydma：cf．語註63a，
 29．i曽aW11砧：i§はr仕事；事，事柄；用事，用件；業務」，ayγu6iは「言う人，スポーク
68） リュウ氏は「初釈」により本文書冒頭部の所々に言及される土地をマニ寺所有とみなす，cf．Lieu
 1981，p．ユ66。林悟殊氏も「初釈」の取世反訳だけに基づき，このマニ寺が大土地を所有し，事実
 上の農奴に耕作させていた自給自足的封建領主であったという，cf。林悟殊1984b，pp．12－14。し
 かしこれは文書原文とはかけ離れた余りに観念的すぎる議論である。
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スマソ，命令や注文を出す人」の意で，上は可汗の顧問から下は低級官吏まで様々なランクが
あり得る69）。本文書のキーワードの一つになっているi§ayγu6iは，その業務内容を見ても，
        き止また任務に支障を来せば処罰されると規定されている（”．33－34，48－49，90－92，97－99）のを見
ても，それ穫高いランクとは思えない。r初釈」p．509ではr管事的」と訳す。ツィーメ氏は
WMK，P・333では未発表のウイグル文書（U6026）からの一節を援用して低いランクの者で
あろうと推測しただけであったが，Zieme1988，p・222では‘Dienst－AuftraggeberIという
独訳を与えている。本稿では，このマニ寺の経営（寺院経済）に関わる様々な事を指図する係
という意味でr幹事」と訳すことにする。
 この行に見える両幹事の名前と，その2人がともに国家から派遣された役人であることにつ
いては，cf。語註95a，96，94－97。リュウ氏が初めは幹事を僧職たるr月直」と結び付け（Lieu
1981，P．166），後には幹事を俗人とみている（Lieu1985，p，201）のは自己矛盾である。cf．語
註94－97．
 30．㎜z llza爬t：uzはr職人，工匠」を指す普通の語。u・aγutは従来の辞書に採録されて
いないが，uzと同義でここではhendiadysをなしている。同じ例がM切舳5伽〃（Bτr IX，
P・173：61v，｛・4）にある。マニ寺に所属した職人の例については，cf・語註121－122．
 31．sws㎜§：飲料の一種であることは確かであるが，具体的にどのようなものか想像できな
い，cf．五D，p．792b；CrD，Part1，p．345．
 32a．xroxam＝＜MPe．xrwh（x）w’n．語源的には，ゴーチオによれば“ce1ui qui fait工etenI
tir1’appeI”r呼び声を響かせる者」，パソヴニストによれば“appeleur全1a priさre”r祈り
を（するように）呼びかける人」であるが，イラン学・マニ教学界では一般にr説教師，伝道
師」と解釈され，それに対する異論はないようであるフO）。確かに敦煙出土の『摩尼光佛教法儀
略』の第五節r寺字儀」には71），
  毎号尊首詮簡三人72〕：
   第一 阿沸胤薩，課云請願首，專加法事。
   第二 呼薩喚，謬示教道首，専知奨勘。
   第三 邊換健室波塞，課去月直，専知供施。
  皆須依命，不得撞意。
6g） cf．Ligeti1961，pp．240＿241；Ligeti1973，pp．9＿10：互D，p．271a，
70） cf．Gauthiot1911，PP．60－61，63－64；Chavannes／pe11iot1913，P．113；Benveniste1932，P．
 155；Boyce1977，P．99；吉田1987，リストNo・93．
71）ベリオ文書p3884．『大正』巻54，P．1280c．Chavames／Pelliot1913，Pl．1＆PP．ユ06－114；
 Schmidt－G1int2e工1987，p．74．
72）私は「毎号尊首詮簡三人」に対する従来の読み方は正しくないと考えている。その新しい解釈に
 ついては，語註54．tng正i mo乏akの項を参照。従来の解釈を踏襲して呼瞳喚を「一僧院中の第2番
 目の長」とみなすツィーメ氏の考え（WMK，P．333）は成り立たない。
62        第2章 トゥルファン出土マニ教寺院経営令規文書
とあり，音韻的にXrOXanと対応する「呼慮喚」がr教道首」と漢訳されている。またその役
割もr専ら奨勧に（関）和する」とあって，マニ教への改宗や覚醒へのr呼びかけ」に関わるも
                                くちのとされており，xroxanの原義によく合う73）。音訳に使用された日へんの3文字，特に坪と
喚とが原義を意識したものであることは疑いない。しかし本文書のXrOXanの役割をみてみる
と，それはほとんど常にi§ayγu6i「幹事」と共にマニ寺の日常生活面での運営に携わるもの
であり，決して宗教活動面で重要な役割を果たしているとは思われない。それに本文”．44－49
の記述からは，このXrOXanたちは一月毎に交替する当番制で任務に就いていたことが窺われ
る。とすればこのXrOXanとは音韻的には「呼櫨喚」に対応するものの，内容的にはむしろ上
引史料にr訳して月直と云う」とあるr遇換健寒波塞」に当るものということになる。r月直」
が月当番であり，仏教寺院において一年毎に交替する会計係であるr直歳」を即座に想起させ
ることは，シャヴァソヌ／ペリオ両氏の指摘の通りであるフ4）。その役割は「専ら供施に（関）和
する」とあるが，実質はともかく，建前上は一切の生産手段の所有を禁止され，生活に必要な
ものの全てを俗信徒からの供出・布施に頼ることになっていたマニ教教団のあり方（上述，cf。
語註28b＆脚註66）に添うものであり，同時にまた本文書中に列言己されているxIOxanの任
務にも合致する。r邊換健寒波塞」の原語はパルチア語の“a工wanagan ispasag”‘sou1－work
Se工Vanガであるが，それが‘a1mS SerVanポ即ち「俗信徒からの布施を集める係」の意味に
なる75）のは，マニ教の教義では俗信徒は布施という行為（労働に一切従事しない僧侶達に生活物資
を供給すること）によってのみ霊魂（＝光の要素）を肉体（＝闇の要素）から解放するという宗
教的営みに参加することができるからである76）。我々のXrOXanは正にこの“a工W互nagan
iSpaSa9”の職掌を持っているわけであるが，何故に両者が混同しているのかは未だ明らかに
することができない。
73） cf・Puech1979，p・65・
74）Chavames／Pe11iot1913．P。ユ14．「月直」は正しく’1e pr6pos6au mois’と仏訳されている。
 にもかかわらずこれよりずっと後のヴァルトシュミット／レンツ両氏の独訳で’MOnd－9e工ade（＝
 Reg1er～）’とし，さらに最近のリュウ氏の英訳では‘エegulator of the month（ヲ）’（それに“its
 exact meaning is mcertain’Iと注記する），シュミットーグリソツァー氏の独訳でも’Beaufsi－
 chtige・des Monats（～）’と疑問符付きであるのは，漢文教煙文書に通暁しない彼らがマニ寺や仏
 寺の寺院経営のあり方についての認識に欠けていたことを如実に示している，cf・Wa1dschmidt／
 Lentz1933，P．522；Lieu1981，P．162；Schmidt－Glintzeエ1987，PP．74，178。なお「直歳」につ
 いては，cf・望月，巻4，PP・3557－3558；那波1941，P．26；Gemet1956，PP．67，90，1ユ6，244；
 道端1983．PP．153－156。仏教寺院では一年毎に交替する「直歳」の方が一般的であったが，『入宋
 僧史略』巻中（『大正』巻54，p．245a）の記事によれば月毎の「直刀」もあった。
75） cf・Benveniste1932．P．158；Hennin91944，P．143，n．6；Smdermann，8τT XI，P．40，’．414；
 Boyce1977，PP．22，79；吉田1987，Nos．13，18．
76）cf．Chavames／Pelli0日911，p．539，n．3；矢吹1935，pp．44－45；矢吹1988，pp．66－67；Hen－
 nin91943，pp．63＿64：Asm口ssen1975，pp．28＿29；Puech1979，pp．71＿74，95＿96，157，267＿268，
 286；Bmwdeエ，B榊帆PP・155，159－160．また『下部讃』’．344に見える「信施士女」という表
 現は信施主と信施文ということであり，仏教の清信士と清信女との対応を意識しつつ「施」という
 文字を使用したことの裏にはそれ相当の意味があるとみられる。
第3節マニ教寺院経営令規文書：語註 63
 32b．soImi：これが焉者（A工k／Argi）1カラシャール（Qa工a－shahr）を指すことについては，
第3章第2節を参照。これに関する孫振玉1988，p．23の考察は無意味。この焉善のマニ寺は，
”．80－81の一大小マニ寺のように本文書の直接の対象になっているものではなく，任務遂行上に
過失を犯した呼薩喚の追放ないしは左遷先として言及されていると考えるべきである。なぜな
ら以下に何度もみるように呼嘘喚と幹事は常に連帯責任を負うものであり，ここでも幹事が過
失を犯した場合に刑・禁鋼刑に就くのと対応する形で焉者のことが言及されているからである。
本文書に見られる原則として，俗人たる幹事には刑罰を課すが（”。99－100も参照），僧たる呼
瞳喚にはそれは課されなかったようである。例外は”．47－49の食事関係の場合のみである。
 33．ma皿ista皿1マニ教僧侶には一箇所に長く逗留してはいけないという規定η〕があるため，
マニ教研究史の初期においてはマニ教に寺院は存在しないと信じられてきた。しかし今世紀初
頭の各国の中央アジア探検の成果が出てからは，エジプト以西のマニ教には寺院がなかったが，
オリエント以東にはそれがあったと考えられているフ8）。中世イラン語でm奇n一はrいる，居
る，留まる，住む」，㎡anは「家，居所」の意であり，そのいずれかから派生したm互niS樋n
は「居所，滞在所，家」を指し，それが「マニ教寺院，僧院」の意味になった79）。教祖マニの
名前とはなんの関係もない。ウイグルのmaniStanはまず「マニ教寺院，僧院」の意でソグド
語（中世イラン語の一つ）から借用されたことは疑い無い。ただ問題はこの建物に住居として
の機能があるか否かである。それはそもそもmaniStanの本来の語義が，神々や守護霊の居所
なのか，それとも僧侶の居所を示すものなのかという疑問にもかかわる。確かに『儀略』の
  寺宇儀第五
   経固壁一 齋講堂一 薩餓壁一 教授壁一 病僧堂一
   布置五堂，法衆共居，精修善業，不得州立私室蔵庫。
   毎日齋食，瞭然待施。若無施者，乞弓以充。
   唯使職人，勿畜奴碑双六書等非法之具。
という記事吐71）をも大きな根拠として，マニ寺には病人以外の宿泊施設はないとしたシャヴア
ンヌ／ベリオ以来の考えは一見揺るがレがたくみえる。比較的最近のマニスタソをタイトルの
一部とするウタス氏の専論も，それが僧侶の住居として使用されたと思しき一例を挙げ，中央ア
77） of．Sachau，励m碗，P．190；Chavannes／Pe11iot1911，P．572；Legge19！3，P．84；Asmlユssen
 1965，p．260；Puech1979，p，65；Utas1985，p．663．
78） cf．Gauthiot1911，PP．59－60；Chava口nes／Pe11iot1911－1913，PP，572－573，108－113，153，261
 －263，275－276，308－309，341；B“，II（昌Ml”），PP，23－31；Jackson1932，PP．14－15；矢吹1935，
 pp．31＿35；Asmussen1965，I〕p，260＿261；Foエ土e1973．pp．232＿233；Asmussen1975，pp．61＿62：
 Lieu1977，PP．403－410；Mai11ard1983，PP．197－204；Bryder1985，PP．66－67．ただ最近ではマ
 ニ教の寺院は最初から（それ故当然東方だけでなく西方にも）存在したとする見方が優勢になりつ
 つあるようである，cf．Puech1979，PP．255－256；Sunde正mann1987，PP．71－72．
79） of．Mir．M1an．、III，p．903；BBB，p．128；Henning apud Tsui Chi1943．p．218；Boyce1977，
 P．56；Utas1985，P．657．
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シアのマニスタソは時代によって変化し，後期にはあらゆる機能を包含するようになったであ
ろうと言いながら，結局はシャヴァソヌ／ベリオ以来の説を無視できず，やや中途半端な結論
に終わっている80〕。しかし『儀略』は8世紀中頃の写本であり81），且つそれはあくまで建前を
記したものであるから，ウイグル時代の実態がそれと異なっていても不思議はない。上に見た
                                こつじきようにマニ僧への食糧供給体制が整っていること自体，常に清貧と乞食を旨とし，俗信徒（聴
衆・聴者）から布施されたものだけを食すようにという本来の戒律に反しているし，また以下
に見るように我々のマニスタソには厨房・庫蔵は言うに及ばず，慕闇の私室さえあったし，家
畜も隷属民もいるのであるから，もはや『儀略』の定めるところとは大きくかけ離れている。
本文書全体を，ここに僧侶が居住していることを前提としないで解釈することはやはり困難で
あり，このマニスタソにはマニ僧が住む建物があったと考えておきたい82）。はじめマニ教寺院
だけを意味したウイグルのmaniStanが，後にはr仏教寺院」の意でも使われるようになっ
た83）のは，両者に特に目立った違いが無かったからではなかろうか。仏教寺院には当然僧侶が
住むものである。
 34a．qawir：これまであまり知られていない語である。本文書には刑罰一般を表わす言葉
として他にqiyn，qizγutがあるが，それらは語註92に見るようにもともと前者は「肉体刑」，
後者は「罰，罰金，罰物」を意味したと思われる。それに対してこのqaV工iγの本来の意味は
80） Utas1985．p・664．
81）敦埋蔵経洞で発見された『儀略』はロンドン本S3969とバリ本p3884の二つに分断されてい
 るが，両者の間には一字の欠字もなく繋がっていることが林悟殊氏によって明らかにされた，Cf．
 林悟殊1987，PP・177－182；Linユ988。ただし巻末は欠落している。『儀略』の研究史については，
 cf・Bryde工1985・pp・42－44。原文は恐らくパルチア語で，漢訳が完成したのは，首題の次に「開
 元十九年六月八目大徳沸多誕奉詞集賢晩課」とあるように（of．Ha10un／Hemin91952，plate＆
 p・188）・西暦731年，唐中央の集賢院に於いてである。翻訳の年代どこの写本の年代とのズレはか
 なり小さいようである。ハロウン／ヘニングは文字に選言草がみられることからこの写本の作られた
 年代を10世紀前半以前ではなかろうとするが（Ha1om／Hennin91952，p，189，n．12），彼らは選言華
 の仕方を誤解しているようであり，その説には従えない。ここはやはりハロウン／ヘニングによっ
 て退けられたシャヴァソヌ／ベリオやジャイルズの8世紀説（Chavannes／Peniotユ913，P．105；
 Giles1944，P．ユ6；Giles1957，P．229，No，7054）を復活させるべきである。多くの敦煙文書を見
 てきたベリオやジャイルズの鑑識眼には十分の信頼を置いてよいし，私自身の調査でもこれはほと
 んど唐の宮廷写経用紙と同じといってよいものである。使用された紙は一枚の大きさが縦26cmx
 横50～51．5cm，中手の薄い方～薄手，色は0㎝e fOnc6～0cre assez fonc6（かなり濃い目の
 黄土色；防虫用に染料で染めたもの），漉き縞も漉きムラも無く均質の上質紙である。恐らくこの
  『儀略』は唐中央でプロの写字生によって書写されたものであり，長安と敦煙が吐蕃の河西進出に
 よって分断される8世紀後半以前に敦煙へもたらされたものであろう。ロソドソ本の嚢は全くの空
 自であるが，パリ本の裏には10世紀中葉～後半に活躍した三界寺の沙門道真の自筆のメモがある。
 それはもちろん表のマニ教文書が価値を失い，反故になってから後のものである。道真については，
 cf。竺沙1982，PP．375－377，418－420．
82）但し全く疑問がなくなったわけではない。例えば〃・62－65や〃．105－107の記事は，マニ僧が
 寺院外に住んでいて，食事の時にマニ寺に行ったり，軽い病気の時には医者をマニ寺から呼んで来
 てもらう，と考えても筋は通る。cf・語註62－65．
83） cf・BττV，PP．47－48，皿。414；Zieme1980，PP，215－216；BττXIII，P．189．
第3節 マニ教寺院経営令規文書：語註 65
r牢に入れられること，禁鋼刑」てあっ．たようである。『天地八陽神呪経』の漢文原文に「忽
被縣官拘執」＝rにわかに県の役人に召し捕えられるならば」（r大正』巻85，P．1423a）とある
ところが，古いウイグル訳であるロソドソ本では“b室rg註qaγi1u1a七i qisiγqavriγ乞mg註ki
蝸1s註r”＝’if七he pain of being（iogged wi士h）whips，rods，etc．，and imprisonment and
con丘nementcOmes七0him’（TTTVI，”、110－111；五D，p，585a）と訳されているが，新訳
の京都本では単に“舳n独1包s紅”「牢に入れられれば，禁鋼されれば」（羽田1958，P．82，i．
84＆91ossary．cf．‘舳n包k’in五D，P．519b）とあるだけである。ロンドン本に見えるqavriγ
が，hendiadysをなすqisirと同じくr牢に入れられること，禁鋼刑」を意味するとみて間
違いなかろう。cf．語註50b．
 34b．a7i1q：aγi「宝物，財貨，財産，富」よりの派生語で，もとは「宝物庫，金庫」等の
意であったと思われるが，一般にr蔵，倉庫」を指し，語註7bにみた七sangともhendiadys
をなすようになる，cf．ノτG，p，317b：D「S p．18；五D，p．86：しW，pp．63－64。しかし本文書
のaγi1qはむしろ原義に近く，やや抽象的なr国庫」の意で使われているようである。この
ような例は契約文書中に見られる，cf・T II Ciq七im5，”・14，15＝梅村1977，p・017：Istanbu1
No・35，王．18＝梅村1977，p．06；Rams士ed士／Mannerheim N0・2，王・14＝梅村1977，p・025；
T nI M205（U3908），〃．17，18＝Zieme1974，pp，298，303。特に最後のツィーメ氏の扱っ
たテキストに三度見える“aγ汕q san1iγyir”は土地の四至記載の箇所にあってr国庫に所属
する土地〉国有地，官田」という意味であり，そのaγi1iqは決して具体的な建物を言っては
おらず，抽象的にr国庫」を指す好例といえよう。
 35a．t雌i：t七§に3人称の人称語尾一iが付いた形。t鵬はr果物，果実」からr報酬，収
益，利益」，さらにはr利息；小作収入」の意になる，cf．五D，pp．558－559。ここでは土地か
らのあがりで，且つ本来は国庫に入るものなので「地租」と訳しておいた。これが民間の単な
る地代でないとする見方は，代価が官布に統一されており，且つ額が大きいことからも支持さ
れよう。10世紀前後の官布の価格は知ることができないが，ウイグル文契約文書からは《奴隷
1人≒b6・（。・quanpu）100≒銀50両＝銀1錠》というごくおおまかな換算比率が算出され挑），
契約文書中では古い方に属するOr・8212－106（スタインがY・工一khotoで購入，・i・H・mi1t㎝1969）
                                        かんとうには1石（約60リットル）の種モミの援ける広さの田地をr高昌市場にて通用する，両端に間道
          じが付いており，真中の地に押印（タムガ）のある100官布」肥）で売買している実例がある。単純に
比較すれば4，125官布では約40人の奴隷，または約40石（約2，400リットル）の種モミの援ける土地
が購入できることになる。価格変動による誤差を考慮に入れても，これは相当の高額であろう。
 35b．blmqi l’．88にもbunが見える。bunは中世イラン語からの借用語で，西ウイグル
84） 山田1972，P．175；Zieme1976b，P．244．
85）森安／989b，pp．54－60の新釈による。
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のマニ教徒のカレンダー（TTT VII，N0・9）にも見える，cf・吉田1989，p・168．BOyce1977，
P．28によれば，bwn＝‘base，bottom，foundation；工。〇七、source，o工igine：Pエincip1e，basis’
である。但し吉田氏自身から，本文書のbunの場合は，Chin．本＊仰m（0∫R440a）から
の借用の可能性も考慮すべきではないかとの教示を得た。【補註8】
 36．sro曽ivt qamik：P亡h・s工w§yftが‘ob1igation’の意味であることについては，cf・W・B・
Henni㎎，∫08mcα，LOndon1940，p．65（吉田氏の教示による）。ヘニングはここでソグド文の
マニ教徒用の麟悔の書（Xu互stv互nift）を扱い，Sogd．s工w§yがTurk．6七益k6i’debtor，mder
Ob1igation Iに対応することを指摘する。qanikは2行目にもみえており，取氏は両方の文脈
からこれをr庫房，庫」と推定するが（r初釈」p・509），私も基本的に同意見である。あるい
はSogd．x’n’kh‘hOuse’からの借用語かもしれない。しかし語形の上ではそれ程うまく合わ
ず，疑問が残る。語形だけをみればむしろPth．＆MPe．x’nyg‘spエing，well’（cf．Boyce
1977，p・99）の方が完全に一致する。ここでは“sr0§ivt qanik”を，語源的にはr義務の泉
ないし財源」であるが，恐らくは聴衆達から提供される諸物資を収納する建物ないし部屋であ
ったとみなし，仮に「義務蔵」と訳すことにする。聴衆にとってマニ僧の生活を支える物資を
寄進することが大きな「義務」の一つであり，その義務は当然聴衆の一人たるウイグル国王に
よって代表される国家法人にも適用されたはずであることは，既に述べた通りである86）。ここ
でも恐らく，マニ教を保護していた国家から本来国庫に入るべき地租のうちの官布が毎年一定
額マニ寺に納入されることを規定しているのであろう。
 いずれにせよ官布その他の諸物資の集積場所で，少なくとも人問が入って行ける大きさがあ
ることは確実なので，i・2のqanikもr蔵」としておいた。語註34bで取り上げたaγi1qが
 r国庫」であるのに対し，このr義務蔵」はマニ寺に置かれていた施設に相違なかろう。そし
てやはりマニ寺にあったとみられるJ，7のtsang「穀物倉庫」と対をなし，r財物庫，金庫」
の役割を担っていたのではなかろうか。もし万一’。7のtsangがその直前に見えるsro§ivt
と接続するものなら，それは「義務穀物倉庫」ということになり，そうであれば語註28bにみ
た幹事のもとから配給（寄進）される穀物（”、26－28）は毎日必要分だけ運ばれて来るのでは
なくて，1ケ月分まとめてもたらされ，ここに貯蔵されたことであろう。s工。§ivtの語義が何
であれ，“sro§ivt qanik”や“sro§ivt士sang”という表現には，本来庫蔵の類を置いてはな
らないマニ寺（cf．語註33所引の『儀略』）にそれを置くための理由（理屈）が込められている
のであろう。
 38a．蝸dm5：「初釈」はr法衣？」とするが誤りである。ここはWMK，P，334のように
人名とみるべきである。
 38b．悦girm皿一皿img：WMK，p334ではtaglrman61「粉ひき人」と読み，一方r初釈」
  86）cf．語註28b．
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はtikirm乞nningと読みながらも士ikim奇nをr裁縫（P）」とする。正しくは「臼，ひきう
す，石うす」を意味し，11世紀のヵ一シュガリーにもモンゴル時代；のトゥルファン出土ウイグ
ル文農業祝祭文書にも在証される協9i工m奇n8フ）に属格の格語尾一ningが付いたものと解すべき
である。そしてこれが次行以下に続き．，500（匹？）の官布を生み出す源泉となっていたこと
を知る時，我々は即座にこれがただのひき臼ではなく，唐代の仏教寺院経営に於いて特殊な意
味を有した「緩硝（てんがい）」であると確信するのである。
 畷蟷には原動力に牛馬を利用する陸瞳と，水力を利用する水硝とがある。しかし経済的に大
きな役割を担ったのは，牛馬飼育などの維持費もかからず，かつ二十四時間稼働させることの
できる水硝の方である。これまでの研究をまとめれば，緩確とは粟麦の製粉に利用される水平
運動応用の石臼であり，水力利用の結果，南北朝以後とくに唐代になって急激に発達し，粉食
の流行と相侯って営利投資の対象とされ，特権的な貴族・富豪・寺院の持つ多くの荘園に付属
した製粉作業場の中心をなす器具であった，ということになる88）。
 ユ。世紀のトゥルファン地方に障碍より規模の大きな水硝があったことは，三E延徳がその旅行
記に，
  有水，漏出金嶺，導之周園國城，以棚田園，作水彊。地産五穀，惟無蕎褒。
                 （『宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p一ユ41！1）
と証言している通りである。中央アジアは古来粉食文化圏であり，まして食品にまであれこれ
制限のあったマニ教僧侶にとってもパンは聖なる食物89）（恐らくは主食）であった上に，この
マニ寺はかなりの規模の人員を擁していたのであるから，専用の製粉場はあって当然である。
それがこのK盆dm包という人が責任者となっている暖彊なのである。那波氏によれば，敦煤
の仏教寺院の場合は，①寺有農耕地内の寺戸の家に寺院の費用をもって薩確を設置し，その寺
戸を硝戸と称して之が運営に当らせたこと；②確戸は先ずその所管寺院の僧侶沙弥の食料たる
べき年額一定量の食糧麺すなわち粟麦粉を製して之をその寺院に納貢すべき義務を負っていた
が，その原料たるべき粟麦は全部その所管寺院より支出提供せられたるものなること；⑧その
際の製粉手数料は破硝設備借用料と相殺すること；④その他に硝戸は各自の資本能力にまかせ
て自由に粟麦の製粉を為し，広く之を民間に販売して利益をあげ，その利益の何割かを磯課と
称して醸張所有者たる寺院に納貢したこと；などが明らかにされているg0）。敦煙の仏教寺院と
87） CτD，pa工t2，PP．28，287，295，330．part3，P・184；亙以PP．486－487；Ziemeユ975d，PP．1ユ4
 （工．55），127．
88）cf．那波1941－1942；Gemet1956，PP．138－146；西嶋1966．西嶋論文のn．1にそれ以前の主
 要研究が引用されている。
89） cf．JacksOn1929．p．38：Puech1979，pp．71，74，160，161，166，391．ジャクソンが指摘したよ
 うにMM・p1・8b－a［三Pl・XVIa］として発表されたトゥルファン出土のマニ教細密画にはこの聖
 なるパンが描かれている。これが漢文の敦煙・トゥルファン文書で「胡餅」と表現されるパンの一
 種であることは疑いなかろう。当マニ寺にパン職人がいたことは王．50より明らか。
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トゥルファンのマニ教寺院とでは勿論事情が違うので一概には言えないが，K註dm奇がマニ寺
に毎月80石ずつ供給されるパン原料たる小麦の製粉義務を負ったこと，そしてその余剰能力で
穀物の製粉・販売を行ない，その利益の大部分をマニ寺に還元していたことまでは類推してよ
かろう。那波氏の論を発展させた西嶋氏は，畷磁経営が社会的に大きな意味を持つのは北中国
    あわの農業が粟作中心から麦作中心へと移行した後であり，張碍と小麦の結び付きこそが重要であ
ったことを強調するが91），この点も当マニ寺で消費される穀物の中で小麦が群を抜いて多かっ
た事実と符合する。
 那波氏はまた，敦娃での硝課は必ず粟・麦・黄麻などの現物であったが，中唐以来漸く貨幣
経済の発達しつつあった長安・洛陽・中原地方では銭に換えることが多くなっていたらしいと
いう92）。我々のK奇dmaの場合は粟・麦などの穀物ではなく官布に換算されているが，ウイ
グルの官布は貨幣の代替物である（cf・語註22c）ことを考慮すれば，当時のトゥルファン地方
は，ぽぽ完全な実物経済に退化していた敦煤とはやや異なる経済状況にあったのではなかろう
か。
 繰り返し述べるように，土地・奴隷・家畜その他の所有を一切禁止するマニ教の戒律が厳格
には守られなくなっている以上，このK査dm註の暖碍がマニ寺所有なのか国有なのか，ある
いはKadm昼の身分が寺院に隷属するものなのか，それとも国家に隷属するものであったの
かは不明とせざるをえない。
 40．肚加：原義は乞r r男」の複数形r男共，男たち」であるが，r部下，輩下，従者」な
どの意になる（cf．五D，P．232b）。WMK，P．334では単に’Herren’とし，「初釈」はr工
役」とする。”．100－102の記事と対照して，ここでは「寺男，男優」を指したものと考えて
おく。堀氏によれば，唐代の仏教寺院には独立性の高い常住百姓の他に「家人」と呼ばれる隷
属民がおり，またトゥルファン出土文書中には寺院がその家人に対し春衣を支給した記録もあ
るというから93），ここで夏と冬の衣服を支給されることになっている註工包nがこの家人に対応
するのかもしれない。家人が奴隷的存在であることについては，cf．Gemet1956，pp．123，124。
トゥルファ1／以外の中央アジアの仏教寺院にも家人がいたことについては，cf．Gemet1956，
P・44：小田（義）1962，p，144．
 40－41．as脾si／a叩a醐nさ：くSogd．」sp’sy／＊’sp’s’nc．WMK，P．334が‘Diener／Die－
nerin’とし，「初釈」が「男侍役・女侍役」とするのに従う。吉田氏の教示によれば，これら
は必ずしも奴隷的身分ではなく，身の回りに仕えて世話をする人である。”．58，60に。γ1an
90）那波1942，pp．182－183．
91）西嶋1966，PP．239，244－251．
92）那波1942，pp．173，184．
93）堀1975a．p．343．件の文書は「天宝六載（747）四月交河郡仏寺給家人春衣歴」である，cf．池田
 1979，p．472，No．214。
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「児童」が現れるのを考慮して（cf．語註58b），子供ではなく大人の侍役と考えておく。リュ
ウ氏の言うように，ソグド語が使われているのはやはり特殊な宗教的含意があるからであろう，
cf．Lieu1981，p・171。但し’sp’s’ncというソグド語の女性形は在証されていない，cf・Zieme，
0LZ84＿1．1989，p，60．
 41a．蝸P至z：く？＜Khot．kap互ys註＜Skt．karp奇sa「わた，綿花」。cf．Bailey1961，P．
94：Asmussen1965，p・161，n・105；五D，p．692b：Laufer，∫伽。一〃舳伽，p・574；P．Pe11io亡，
“Cotton”，No挑。mMmcoPoJo，I，Paris1959，pp．433－442・第3章第5節の史料C参照。
 41b．脆z l r綿布」。cf．Uigurica II，PP．70－71，105：Laufer，王。c．c4i．；Pe11iot，’oc，c仏；
五D，p・389；H・Ecsedy，“Bdz－An Exoticαoth in the Chinese Imperia1Court”，ノ0F
3．1975，pp．145－153；A．R6na－Tas，“B6z in士he A1土aic Wor1d”，ノ0F3．1975，pp．155－
163；Sims－Wi11iams／Hami1土。n1990，p・57・トゥルファンの綿花栽培と綿布生産については
まだ本章の脚註32も参照。
 43．a昌i borzi l a§b0γuz（cf．語註45c）に3人称の人称語尾一iが付いた形。
 45a．t阯：普通は「立つ，立ち上がる；立ち止まる，留まる，居る」だが，ここではr当
直する，当番に立つ」の意である。cf．亙刀，pp．529－530．
 45b．yi細n・：この単語はかなり珍しいがi6an一と同じで「見張る，用心する，警戒する」
の意，cf．D「∫，p，216b：互D，p．29b：B「「II，p．25，互．233：βrr Xm，p．94，footnote。
七ur－yi6an一で「当直して監督する」と解釈する。
 45c．a重bo川z：a§は一般的なr食物，食糧」を指す。boγu・は「喉」であるが，ここでは
むしろr胃袋，腹」の方向で考えるべきだろう。 トニュクック碑文，南面第1行に“keyik
yiy“abisγan yeyu o1uruエ註rtimiz，bodun boγuzi toq包rti．”とあるのをチキン氏は「我々
は野生動物や野ウサギを食べながら生活した。人々の胃袋（stOmach）は満ち足りた（腹はふ
くれた）。」と訳している94）。クローソソはいくつかのトルコ語方言ではboγuzにr（動物が）
妊娠した」の意があるものの，それとr喉」との関連は分らないというが（五D，p．322），こ
れもr喉」ではなくr腹」と係わるものと考えれば容易に察しがっこう。近代トルコ諸方言の
boγuzにはr（家畜の）飼料，餌」の意がみられるし，またモンゴル時代のウイグル文売養子文
書にみえるboγu・を山田氏は人間の食糧と解しているがg5），それらの語義が西ウイグル王国
時代のマニ教文献にまで遡るかどうかはまだ断定できない。しかしいずれにせよここでは“a§
boγuz”と熟してr食事」を意味することは間違いない。
 ところでマニ教の特殊な教義により，僧侶たちには動物の殺生は勿論，土地を耕作して収穫
すること，野菜や果物を摘み取ること，さらには火や水を傷付けることさえ禁じられていたの
94） T．Tekin1968，PP．249，284．
95） 山田1972，P．246（’．2），P．247（n．14－3）．さらに。f．刀τ5．P・110・
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で96），自分たちで食事の用意をすることは不可能であり97），全てを俗信徒（聴衆）から」の布施
・寄進に頼ったのである。それゆえマニ教寺院が建てられたとしても，そこには食料を貯蔵す
る倉庫もなければ，料理をする厨房も必要なかったのである。先の語註33に引用した『儀略』
のr別に私室・厨・摩を立てるを得ず」という規定は正にこのことを述べているのである。し
かし国家的な保護を受け，大規模の人員を擁していたウイグルのマニ教寺院に於いては，既に
その規定は有名無実となっていた。なぜなら本文”。43－53，61－72の記述はこのマニ寺に厨房
があったことを前提にしなければ解釈困難であるし，他方，庫蔵の類が存在したことは語註36
でみた通りであるからである。
 49．qav苛：ツィーメ氏は’Bestra｛ung（？）’「処罰？」とする（WMK，P・333）。私はここ
では一般的用法として単にr刑」と訳すが，原義は語註34aでみたようにより具体的にr牢に
入れられること，禁鋼刑」を意味したと考える。cf．語註50b，
 50a．y趾sh断？＝読みに不安があるが，もしこれで正しければr不愉快な，不快な，嫌悪
すべき，忌むべき，いやな」の意，cf・ノτG．p・384；DτS p．243：五D，p．972a；Brr IX，
g1oSSary。以下に見るように，マニ教僧侶にとって食事は神聖にして重要な宗教的儀式であっ
たから，光の要素を含む食品の調理の仕方などにも一定の作法があり，それに従わない調理人
は嫌われ，取り締まられたのであろうか。
 50b．q洲ira：動詞qavir一の副動詞形。qavh一は一般にはr一つにする，合わせる；集め
る，招集する」の意である，cf一「G，P・356；D「∫。p・436b1万D，p・585b．yaIsin6iγの読み
が誤りなら，料理人やパン職人などを集めるという文脈になって一見よさそうであるが，次に
継続を示す助動詞tur一があるためやはりふさわしくない。「当直して料理人やパン職人を集め
続けよ」では意味が通じないからである。私は，ツィーメ氏が租税を意味するqaVit／qaVut
という術語を検討して，元になる動詞＊qaV一「押し付ける，圧迫する」の存在を推定した98〕の
を受けて，これと語註34aでみたqavriγ「牢に入れること，禁鋼刑」とを結び付け，その中
間に立つべき動詞qaV五r一には「監視する，管理下に置く」の意味があったと推測する。
 51．xoa皿：”．53，61との対照により，この再構成には何の疑いもない。cf．語註53．
 52．’YWRX’NY ZM’STYK：トルコ語ではありえず，おそらく中世イラン語と思われる
が原義不明である（cf．WMK，P．335；Zieme1988，P．222）。この連続語はここ以外にも”．60，
64，105の3ケ所に現れるので，意味を推測することは不可能ではない99）。ツィーメ氏は’ho－
chgeste11te K1ostefgeist1iche’とし，r初釈」もr高級摩尼僧的称号，大摩尼僧」とするが，
96） cf．F1道ge1，Mαm，PP．95，279，281；Dodge，励〃佃，P．788；Sachau，肋吻痂，P．190；Browder，
 B舳m，PP．45，155；田坂1964；P．486；Widengren1965．P．96；Lieu1983，PP．209－210．
97）ci．Burkitt1925．PP・46－47；Puech1979．P・74；Wid㎝g工en1965．P・97；Lieu1983．P1210．
98）Zie血e1980，PP．219－220。さらにCTD，paエt3，P．134も参照。
99）Lieu1981，P，171ではこの一句を‘mti1theconc1usion（亘）’とするが，余りに的はずれである。
第3節 マニ教寺院経営令規文書：語註 71
最近ツィーメ氏に伺ったところでは逆に低級僧侶であると考えているという。我々が目中共同
で出版準備中のベゼクリク出土マニ教徒書簡群の一つ81TB60：1（1日番号81TB21：1，ソグ
ド文，P1．xvIIbはその一部）の本文の’．120には，吉田氏によればz－m’§’yk士w’yw’工x’nyと
読める箇所があり，ここで問題にしている語と同じものであることは疑い無い。そこの文脈か
らみても，ツィーメ氏の最近の考えの方がよさそうである。ただマニ教徒に5階級あること
はよく知られているが（cf．語註54），第4位の「選ばれた者（E1ec士；MPe，dynd’r；Sogd．
δynδ」r；Uig・dindar／dintar：僧侶としては最下位で最も数が多い）」の中にさらに区別があっ
た事実は知られていないから，私はこれをまだ一人前になっておらず，従ってまだr選ばれ
             Lや晶て」いない見習い僧（仏教の沙弥に当る者）であると考えたい。cf、語註58b．【補註9】
 53．xoan：中世ペルシア語xw’nの借用語である。BOyce1977，p・99では‘c1oth set w1土h
food1food：communiOn mea1’とする。ツィーメ氏はこれをr選ばれた者たちの食事」とし
ながらも，この箇所ではr食卓」とみなしている（WMK，P．335）。かつてベニ1／グは『祈薦
と餓悔の書』に見える「神々のXW’n」を，選ばれた者たちが毎日厳粛な食事をする飾りたて
られた食卓と解釈した（BBB，p・4ユ，’・750＆p・87，皿・750）。本テキスト’・61の文脈でも確か
に具体的な食卓を指していると思われる。高昌故城のマニ教寺院趾αより出土した細密画［P1．
XVIa］には，立派な敷物の上に花模様で飾られた朱塗りの机台が，パンを盛られて置かれてい
るのが見えるが，これなどはXOanそのものか，少なくともその形状や華麗さを努講とさせる
ものであろう。マニ僧にとって食事は単なる飢えをしのぐ日常的行為ではなく，食物中に含ま
れる光の要素を体内に取り込むことによって「解放」するという神聖にして厳粛な行為であっ
たこと，そしてそのr食卓（tab1e）」がギリシア語やコプト語で士rap6za，イラン語でxwan
と呼ばれたことについては，cf．BBB，P，16；Puech1979，PP，74－75，157－159，257，391。こ
こではr聖卓」と訳すことにする。r初釈」は漢語r飯」との関連をいうが全く無意味である。
 54．tmgri m0加k：m0重akはマニ僧の最高位の称号。t㎎・iは必要ないが，敬意を表わす
ために付けられている100）。ここで全マニ教徒の五階級を一覧表にして示しておく101）。
     中世イラン語  ウイグル語 漢語ラテン語英語
  1．mwz”k’／mwj’k（Sogd。） mo乏ak    幕閣    magister Teacher
  2．’spsg（Pth．，MPe、）         藤波塞  episcopus BishOp
   ’β士’δ’n（S09d．）    争vtadan   沸多誕
 ユ00） cf．BTτV，p．68，n．723．
101） cf・Chavannes／Pe11iotユ911，pP1569－571；石田1973（1925），PP．289－293；Jaokson1932，P．
 165；Wa1dschmidt／Lentz1933，pp．519－523；Puech1949；Asmssen1965．p．22；W妃engm
 1965，p．98；Asmussenユ975，pp．26，29＿30；Boyce1977；Lieu1981，p．161；Taエdieu1981，pp．
 73－79：T㎝ge正1001982（ウイグル語の用例が網羅的）；Lieu1983，P．ユ99；B工yde工1985．P．126；
 吉田ユ987；Tonge工1001988，P．2ユ6．但レ第4位の阿羅緩をxrw（h）xw’n，xroxan即ち呼瞳喚と混
 回するのは誤りであるので注意を要する。また第2位の「沸多誕」については語註68aも参照。
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  3．mhystg（MPe．）    m（a）xistak  黙契悉徳 Presbyter House－master
  4．’rd’w’n（Pth．，MPe．）         阿羅緩  e1ectus  Elect
   δynδ’「（S09d・）    dinda「／dintar電達        Re1igious／Monk
  5．nプw§’k（Sogd・）    n（i）γo§ak  褥沙鯵  auditor  Audito工／Hearer
 第4位までがr選ばれた者」すなわち僧侶であり，第5位が俗信徒（聴衆・聴聞者）である。
第4位を表わす用語は，狭義には女性もなれる一般僧侶階級を指すが，広義には僧侶階級の総
称としてもよく使われる。「電達」以外の漢語はすべて『儀略』第4節の「五級儀」にみえる
が，このような階級名と語註32aに引用した『儀略』第5節「寺宇儀」にみえる阿沸胤薩・呼
瞳喚・遍換健寒波塞とは全く範躊を異にする。「寺宇儀」に r毎号尊首詮簡三人」とあったよ
うに，これらは寺毎に置かれた役職名である。そしてそれらを任命するのは，私の考えでは，
各寺の最高責任者（管長）である。なぜなら，シャヴァソヌ／ペリオ以来つい最近のシュミッ
ト目グリンツァー氏にいたるまでr毎号に尊首たる（あるいは尊首として）詮簡が三人（いる）」
と解釈されてきた102）一句は，正しくは「毎号の尊首は三人を詮簡す（あるいは詮簡せよ）」と読
むべきであるからである。従来は詮簡を名詞ととり「選ばれた人＝マニ僧」と解しできたわけ
であるが，これは余りに恣意的である。確かに漢文マニ教文献には漢文としては極めて不自然
であり，内容が分って初めて読めるという箇所も往々にしてあるが，この一句は尊首を主語，
詮簡を述語（動詞）ととって無理なく解釈できる。他の漢文マニ経典に現れる「詮簡巴錯簡一詮
東」はいずれも動詞として使われている103）。それにr尊首」は語義からして三人いるよりも一
人の方がふさわしい。寺院の規模によって管長の階級は変わるから，階級名ではなくr尊首」
と指示されているのであろう。私の解釈によって問題の一句を訳せば，「各マニ寺の最高責任
者（管長）が（以下のような）三人の役僧を選任する（あるいは選任せよ）」となる。本文書の対象
となっているマニ寺は最大規模の基幹寺院であるがゆえにその「尊首」が全マニ教世界に僅か
12人しかいない慕闇の位を持ち，“tngri mo犯k”と呼ばれていたに違いない。
 54－57・語註33に引用した『儀略』に規定があったように，マニ寺にr私室」は設けてはい
けないことになっている。しかし本条を見れば，少なくとも最高位の幕閣に個室があったこと
は明らかである。”．75－77によればこの幕閣と第2位の沸多誕にのみ，やはり『儀略』で所有
を禁止されている専用の乗用馬がいたことが分るから，沸多誕にも個室があった可能性はある。
それはともかく，本条の記事は，寺院経営を円滑ならしめる為に国側から派遣された幹事と，
102）Chavames／Pe11iot1913，P．113：“Dans chaque temple i1y a士rois61us en chef”．Wa－
 1dschmidt／Lentz1933．p．522：“（In）jedem Kloster（a1s）ehrwO正dige H盆up士er（werden）
 eエw乱hlt drei Menschen”．Lieu1981，p．162：“At the head oi each moms士ery the正e shou1d
 be three C〃伽m－c〃m（1it・士。 choose or appoint，i・e・mc物5）”・Schmidt－G1intze正ユ987，p．
 74：“Jedes K1oster hat dエei Gew包hIte a1s Hauptpriesteエ”．
103） cf．Chavannes／Pe11iot1911．PP・539－540；Schmidt－Glintzer1987，P．ユ24，9Iossary．
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それとほぼ同じ任務をこなす僧侶側の担当者たる呼薩喚とが，任務に連帯責任を負っただけで
なく，互いの行動を監視する権限を持っ同等の立場にあったことを示している。
 55．i1ki伯ki倣血樹：〃・1，3，4の破損部分の同様の語句の再構成はここと比較対照して行
なった。逆に1行目と比較すればここのi1kid乞kiの前の破損部にはym盆「また」が入る可能
性が高い。i1kid註kiは時問的に初めにあるの意で，「昔（の），以前（の）」などと訳される104）。
本文書ではいずれも「以前の規定通り，最初からのきまりに則って」という文脈で使われてい
たと思われる。t6工uはr慣習，慣習法，ならわし，しきたり，きまり」等の意味の明白な語
であるから（cf、五D，pp．531－532），これは当地のマニ教教団において古くからある規則に従
うことを改めて命じたものであろう。ところで，このような文句が”．1－4の間に3度も出て
くるのは文章として極めておかしい。それは現存部分の冒頭部にはちぎれていた断片が適当に
まとめて貼り付けられたためであり，本来はもっと前の方に離れて存在したにちがいない。
 58a．趾aqi：’。60にもう一度現れる。多くの場合後置詞として使われるara「～の間，中
問」に場所や時間の位置・所属を示す接尾辞一qi／一ki r～の」（cf一τG．§§・49，74，410；五D，
p．x1）が付いたもの。先行するqamプa11’と一緒になって「総てのものの問の，全体の聞に
いる＞全体で所有する」の意味と思われる。「初釈」はinγayとして「全，都」の意味をも
つ現代カザフ語と結び付けるが，文字はそのように読めない，cf・Zieme，0〃84－1．1989，p・
60．
 58b．orla皿：r子供，児童，少年」を指す集合名詞。この。γ1anの直前にある査r査nが語註
40でみたr寺男」なのか，それとも単に「男性」を示す形容語なのか現段階では決定できない。
ただ益r註n0γlanがr男子の児童，男童」であるにせよr寺男と児童」であるにせよ，0γ1an－
S・は次の士ngri1乞工にかかり「児童（ないし男童）のいない僧尼」となる。この言い方の前提
には当然r児童のいる僧尼」がなければならない。他方，前項のa工aqiの解釈が正しいとす
れば4．60の“qamγaraqi0γ王an”は「全体の間にいる児童」となる。つまり当マニ寺には
個人に所属する児童（ないし男童）と寺院全体で所有する児童の二種類がいたことになる。
 ではマニ寺にいる児童とは何であろうか。異教徒たるビールー二一には次のような，全面的
に信ずることはできないまでも，注目に値する記述がある。
  Sachau 訳105）：
    Some people maintain that he a11owed pederas七y，if a man fe1t inclined，a．nd
   as p工。of of this tbey工e1ate士hat every Manich鴉an used to be a㏄ompanied by
   a yOung，beard1ess and hair1ess servant．
  Browder訳106〕：
104） cf．」Bττ IX，451＝1 （p．127），47】＝5 （p．129），65v5 （p．179），70v20 （p．189），111v13 （p．236）．
105）  Sachau，3〃掘弼5，p．ユ90．
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    It is正e1ated conceming him士hat he permitted the satisfying of1ust on young
   boys if they aroused men．Given in evidence conceming七hat isエthe fact that］
   in七he charge of every one of the Manichaeans is a beard1ess，ba．1d servant who
   waits on him．
 邸ち僧侶たちに性交渉を禁じたマニが男色だけは許したのであり，その証拠に各マニ僧には
ヒゲをはやしておらず頭を丸めた御側仕えの若衆がいる，というのである。総てのマニ僧にこ
のような若者が付いているはずもなかろうから，ブラウダー氏は，特に老成した僧侶にこうし
た若者が預けられ，教育を施され，聖別されて僧の位に昇っていったのであろうと推測する107）。
同氏は言及していないが，確かにマニ教徒自身の文献にも聴衆が自分の子供を「布施」の一環
として教団に捧げたことを示す記載があるから108〕，その推測はそれなりの支持を得よう。私
はこのような「児童」のうち，能力のある者が語註52にみた’YWRX’NY ZM’STYKの段階を
経てr選ばれた者」になり，そうでない者はそのまま寺院に残って語註40－41にみたaspasi／
aspasan6となるのであろう，と考える。
 仏教徒が出家（僧侶）と在家（俗信徒）に分けられたように，マニ教徒もr選ばれた者」（僧
侶）とr聴衆」（俗信徒）に二大別された109）。しかし出家すれば比較的容易に僧侶になれた仏
教徒と違い，一旦俗事に染まった聴衆が此の世で直接r選ばれた者」になる道は閉ざされてい
たらしい（少なくとも建前上は）。聴衆は布施という功徳を積むことによって，死後輪廻転生
し，r選ばれた者」になる資格を得るのであるm）。これに対してr選ばれた者」には男女を問
わず性交渉や結婚が禁じられていたのであるからI11），彼・彼女らの間に子供が生まれるはず
は無く，従ってr選ばれた者」の側に生まれつく者もいないのである。これまでどのような経
過で新たなマニ僧が産み出されるかについて明記した文献は知られていないが，彼此勘案レて
r修道僧（Ascetics）はただ聴衆の子供からのみ選ばれたのであろう」とするブラウダー氏の
意見112）は多分正鵠を射ていよう。タバリーは，マニ教を迫害したアッバース朝のカリフa1－
Mahdi（在位775－785年）の言葉を1云えているが，その中のマニ教徒の行為を非難する部分に，
彼等は子供を闇の迷いから救い出し，光の善道へ導くと称して道々で子供をかどわかす，とあ
る113）。この迫害者側の言葉は額面通り受け取ることはできないにしても，あるいは半ば強制
工06）
107）
108）
109）
110）
111）
112）
n3）
 Browder，励mm，pp．45＿46．
 B■owdeエ，励m物毒，p．！61．
 cf．Henni1191943，p．64；Puechユ979，p．71．
 cf・Dodge，F伽榊，P．788＆n．215．さらに脚註38を参照。
 cf．Le99e1913．P．86；矢吹1935，p．44ゴ矢吹1988，P．66；Puech1979，p．72．
 cf．F109e1，M皿仰久PP．95，280－281；Dodge。刊伽4s’，P．788；S乱。hau，B毎吻物，P．190；B工。wde工，
8舳帆pp．75，144－145，155；Legge1913，p．84；Widengren！965．p．97；Puech1979，pp．66－
67；Taエdieu1981，p・82；Lieu1983，p．2n・
 Browder，励mm，P，159．さらに。f．F1領geI，M伽4，P．288．
 Vajdaユ937，P．ユ90．
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的に聴衆の子供を差し出させることもあったマニ教団の一面を突いているのかもしれない。と
はいえ聴衆の子供だけがマニ僧の出身母体であったと考えるのも行き過ぎであり，実際には仏
教徒の場合のように，成人が「改心」してマニ僧を志すこともあったにちがいない。第3章第
4節に紹介する文書M1ユ2vはそのような事実のあったことを示していると思われる。また
『フィブリスト』がマニ僧になる条件として伝える記事（cf．Dodge，刑舳5’、p．788）からも
そのように読み取れる。
 因みに道端氏は，中国の仏教寺院内の居住者として①僧侶，②沙弥，⑧童行（童子），④奴
媒の四者がいたことを指摘している114）。これまで見てきたようにtngri＝dintar（cf・語註
26a）が①に，’YWRX’NY ZM’STYK（cf．語註52）が②に，ar註n（cf．語註40）やaspasi／
asPasan6（cf．語註40－41）が④に当るものなら，この0γ1anは当然③に対応しようH5）。語義
も一致する。もちろん仏教の寺院組織とマニ教の寺院組織が完全に同じはずはないから，安易
に両者を結び付けることのないよう細心の注意をせねばならないが，この対応関係は決して偶
然とは思われない。望月，巻4，p．387ユrドウジ（童子）」の項にr支那以来寺中に在りて師長
                                 づんあんに随侍し，雑務に従事する幼童を童侍，或は僧堂と呼び，禅家には又之を童行と称せり」とあ
り，また道端氏の研究によって童子・童行は出家はしても在俗の姿のまま修行する少年であり，
剃髪・得度して初めて沙弥となり僧と云われるものであると知られるが116），これらの点は我
々の0γ1anの性格を考える上でも十分参考にすることができるであろう。仏教では沙弥・僧
侶が剃髪し，童子は剃髪できなかったのであるが，マニ教では僧侶の方こそ髪もヒゲも切って
はならなかったのであるから，逆にその0γ1anは髪やヒゲを切っていた可能性が高い。そう
考えれば，先に引用したビールー二一の記事中の“yOun9，bea工d1essandhair1essservan七”
という表現も，単に男色の対象たる美少年だからという卑俗な解釈の枠を越えて，十分正当な
理由付けを得られるのである。
 管見の及ぶ限り，我々の0γ1anに当る術語を他のマニ教文献中に確認することはできなか
ったが，ただ一つ気にかかるものとして，『下部讃』〃・349－350に幕閣（mo乏ak），脇］多誕
（avtadan），法堂主（maxistak），具戒師僧（dintar）と諸聡子（吻。§ak）との間に挾まれて
「清浄童女」という言葉があることを指摘しておきたい。
 61a．b1g剛趾：r初釈」はグロッサリーで「現出的」とするだけで，本文をどう解釈したの
かよく分らない。b（註）lgOはr印，マーク，記章」で，所有を示す語尾一1廿gが付いてr目に
見える，兆候のある，明らかな」の意になるが（亙D，PP．341－342），ここでは先行するtapin一
γu6iが作為者を示す動詞連体形であること，さらに後続の動詞が註ト，01一，bol一などのbe一
114） 道端1957，p，444；道端1983，PP，138－141，
115）Lieu1981，P，171では単純に‘the bOy－pages（oγ工m）who might have be㎝novice monks・
  と言う。
116） 道端1957，PP．29－35．さらに。£竺沙1982，PP．28ユー284．
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動詞ではなくqil－rする，為す」であることから，b（乞）lguに抽象名詞を形成する語尾Juk
が付いてr目印を付けること」と解釈する。前項でみたようにr童子」には特定の僧侶に所属
する者と，そうでない共通の者とがいたのであるから，それを区別するために目印を付けさせ
たのであろうか。それとも同年齢で外見上は区別が付かない’YWRX’NY ZM’きTYKとの違
いをはっきりさせる為であったのであろうか。
 61b．b皿bitigi皿：この一句は文脈からは浮いている。私の調査ノートには何の注記もない
が，写真をよく見るとこの部分だけ朱印の跡が無いようなので，一応【 】で括っておいた。
 63a・皿wydma lツィーメ氏の教示によれば，Sogd・nwyδmH invitatiOn’からの借用語で
ある。ウイグルーマニ散文献にも一度だけ在証されている，cf．Manichaica III，No．12v，i．
11。我々のテキストの文脈では食事を中心としたr招待」すなわちrおよばれ」である，cf・
BBB，p，98，c43；GM∫，§676。およばれに行く先は恐らく有力な聴衆の家であろう。
 63b・k如姉k：kuP‘an ea「thenwa「e jaf0工ju9’（万D，P．687a）117〕に指小群一砧kが付
いた形。どの程度の容量なのかは不明。 ツィーメ氏の教示により知りえた現代キルギス語の
武YnτIθRは，ロシア語でBe叩。rバケツ，桶；ヘドロ（ロシアの液量単位，約12リットル）」と訳さ
れているH8）。
 63c．ta蔓sw l ta§は「石」，suvはr水」で共にごく一般的な語。「初釈」p．511ではこの
               いわLみザ意味を不明とするが，日本語のr石清水」の如く岩の問から湧き出る清らかな水と考えて誤り
なかろう。マニ僧が水を敬い，水を飲んだことについては，cf．Chavannes／Pe11i〇土1913，
pp・265－275（本稿の語註83cに関連史料を引用する）。ただ水にもr善本」とr悪水」がある
から（cf．Puech1979，p．334），マニ僧が飲む水は物理的にも観念的にも特別にきれいなもの
でなければならなかったはずである。「石清水」ならその条件に合致するであろう。かつてブ
リューゲルは，rフィブリスト』にマニ僧は水を傷つけ（汚し）てはいけないというのと，マニ
教徒は礼拝の前に水で沐浴するという，一見矛盾した記事がある（F㍑gel，Mm4，pp．95，96：
Dodge，F伽48’，PP．788，790）のを，次のように説明した，cf．F1ugel，M伽づ，P．304。沐浴に
使用してよいのは純然たる地下水や泉水ではなく，マニ教徒にはr天空に鎖でつながれた悪魔
の汗」とみなされていた雨水の混じっている流水（河川の水）である。このようなものは飲料
には使われない。それに対して，泉や井戸から汲み出した純粋の地下水は大地（犬自然）の産
物であり，その中に光素を含んでいる。それ故にこれが飲用水になるのである，と。マニ教徒
の立場からすれば，この解釈は十分首肯されるものと思う。つまりマニ僧はどんな水でも飲め
たわけではないので，わざわざおよばれ先にまで特別の水を持参したのであろう。
 62－65：r各2瓶の石清水を持参して行って…僧侶たちに配る」のが呼瞳喚と幹事なのか，そ
n7）Gabainユ973，p・62ではペルシア語k口bからの借用語とする。
118） K⊃瓜axHH，K．1〈．κ〃ρε〃3cκ0一戸γccκ〃カ0／oθ0ρ凸，MocKBa 1965，p．469、
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れとも侍男や児童達なのか分りにくい。しかし前者は各月に2人しかおらず，それが各2瓶の
水を運ぶだけでは，少し僧侶の数が多くなれば足りなかろう。これに対して後者と考えれば，
およばれに行く僧侶の数がどうであれ，それに応じて侍男や児童の数も増えるから問題は無い。
ところで「どこかへおよばれに行く時」と「マニ寺で食事する時」とが並列的に扱われている
事実は，もしかしたら僧侶達はマニ寺に住んでいなくて，食事の時にはマニ寺へ行ったり，聴
衆の家へおよばれに行ったりするからである，と考えられなくもない。この点，我々のマニ寺
には僧侶が居住していたとの自説を信じつつも，いささかの疑念が残ることは否めない。
 64．b皿z1’。24にも見える。r初釈」はbor「ワイ：ノ，葡萄酒」と読む。ウイグル語の語末
の一rと一zは往々にして区別困難であるので・BWR／BWZにはbOr「ワイン」，bOz r灰色
の」，buz「氷」の三つの読みが可能である。しかし後援の単語suviには3人称の所有語尾一五
が付いているので，その前には形容詞ではなく名詞が来るはずであり，bo・の可能性はなくな
る。第1章第7節にみたようにr生命の樹」とブドウの木，r生命の水」とワインとは容易に
結び付くものであるので，私はまだ完全にワイン説を捨てたわけではないがH9），マニ僧の戒
律では酒は飲むことも使用することも厳禁されているからI20），とりあえずはr氷」とみなし
ておく。とはいえ，夏には連日摂氏40度を越える酷暑で有名なトゥルファン地方に於いて，普
段に「氷水」を作る氷を入手できたかどうか甚だ心許無い。カーシュガリーにはbuz1uq r氷
室」という単語が残っているが（Cm，Par士ユ，p．349；五月，p．39ユb），それがトゥルファンに
も存在したかどうか寡聞にして知らない。
 65a．tiizii：副詞の七uz廿「全て」とみるか，動詞tuz一「平らにする，同一水準にする」の
副動詞形とみるか，いずれも可能であるが，互．53の“tOz地9此up”「平等に配り」と比較し
119） リュウ氏はこのマニ寺に所属するブドウ園から取れるブドウはほとんどワイン生産用であり，そ
  のワインはマニ僧の飲料としてより，貿易品（商品）として重視されたと考えているようである，
  cf－Lieu1981，p．168；Lieu1985，p．200。但しマニ僧がワインを飲んだ可能性も否定はしていな
  い，cf・Lieu1981，P．168，n，6。確かにブドウ園経営とワイン製造を直結させるのは無理ではな
  いが，その一方でブドウはいかに大量にとれても干しブドウにすれば長期保存可能であり，これま
  た重要な商品であったことを忘れてはならない。例えばトゥルファン出士の物価表「唐天宝二年交
  河郡市体案」からは菓子行で「乾葡萄」を1分あたり15～17文で売買していたことが知られるし，
  また敦煙出土の10世紀頃のウイグル文書peniot Ouigour3からは一袋の干しブドウ（bi正qap
  qumγ血洲m）が贈り物として手紙に添えて送られたことが分る，cf．池田1979，p，448；M0τH，
  No，29。干しブドウはそのまま食べたり，お菓子の材料にする他，それに水をかけてエキスを抽出
  し，一種のジュースを作ることもできるのである，cf．G・R・Rachmati．“Zur Heilkunde der
  Uigu正en”，∫〃W1930，p．456，’．83：“qumγ塒tm suv－i”＝「干しブドウの水」。トゥルファン
  は現在も世界有数の干しブドウの特産地である。さらにブドウがマニ僧によって生食されたことも，
  P1．XVI乱に見る通りである。ブドウもメロンと同様に太陽の光を浴びて育つものであり，光明素
  を多く含有する果物としてマニ僧に珍重されたことであろう。その意味では干しブドウも珍重され
  る資格があったといえるだろう。
120） cf．F1Oge1．Mα棚．pp．95，280：Dodge．Fm炊圭，p．788；Chavannes／Pe11iotユ913．pp．274（n．
  3）。320－321，361－362；矢吹1935，P．45；Asmussen1975，P．22；Puech1979，PP．72，ユ60，165；
  Tardieu1981，p，83；Browdeエ，肋m棚，pμ75，191，ユ97，
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て後者とみなす。
65b．S’CN’NKW：意味不明。「初釈」はsa6工anguと読み，r雲散的」と解釈するが，疑
問である。
 66a．min：Chin・r麺／麺」の借用語でrむぎこ，小麦粉，メリケン粉」の意，cf・σ助，P・
286：Gabain1973，p．66；五D，p．766b。語源が同じの所謂めん類ではなく，その原料の方で
ある。これが臼で粉に緩かれたものであることは，モンゴル時代のウイグルの農業祝祭文書に
“t註gim註n－k註barip mn6gOp”r醸硝に至って小麦粉を破き」とあることでも明らかである。
同じ文書には“δgumi§uni”r破いた粉」という表現もみられる（Zieme1975d，text，〃・55，
113）。このunの方がトルコ語で小麦粉を指す一般的な語であり，古くはカーシュガリーから
チャガタイ語，そして現代ウイグル語を始め多くの現代トルコ諸方言中に存在する，cf．五D，
p・166b．minが明白な漢語起源であり，古ウイグル語ではよく使われたにもかかわらず，甘
粛のサリグーウイグル語を除いてモンゴル時代以降のトルコ諸方言中にほとんど残っていない
事実は興味深い。この語が使用し続けられた背景には不断の漢語文化との接触が前提条件とし
て必要だったように思われる。西ウイグルコ≡国がそのような条件を満たしていたことは最近の
拙稿で根拠を挙げながら繰り返し述べてきた通りである（巻末の文献目録参照）。
 ところで「麺粉を別に集めさせよ」という文は，誰が誰に命令し，誰（どこ）から集めるので
あろうか。やや難解であるが目下のところは，本文書の交付者が呼櫨喚ないし幹事に対し，寺
男・侍男・侍女・児童などを駆使して聴衆のもとから集めさせよと言っているものと考えてお
きたい。
 66b．誠艶硯：もとの意味はrどれ程に，どのように，どれだけでも」であるが，ここでは
後ろのbo1sarの一sarと係り結びになっていて，rもし～なら，いつでも～する時には」とな
る。 cf・Uigurica III，p・43 （J・19）；8rr I，p・42 （ム253），p・44 （ム291），p．48 （王・1）；Bτr
VIII，p．62（〃、465＿466）；五D，p．775．
 66c．qaIim：語感からして漢語からの借用語と思われるが，語源不明。ツィーメ氏は初め
qanluと読み，r甘露」と解し（WMK，P．335），r初釈」もそれに従ったが，最近ツィーメ氏
に直接伺ったところではこの考えは放棄したという。本文書の書き手の’，Y，L字の書き癖に
慣れてから，ここと’、68にあるこの単語の字面を虚心に眺めれば，なるほどX’LYWであ
る。それにもし甘露と称されるような物なら飲み物であるが，このqa1iuは麺粉で作るもの
であるし，水でない飲み物については次項に言及があるので，小麦粉製の食べ物であると考え
る方がよい。
 68a．avtadan1語註54の一覧表参照。幕閣に次ぐ位の重職。ウイグルではこれを一spsg
【ispasag］と云うことはなく，常にavtadanである。漢文史料に何度も見えるr沸多誕」は
これに対応するのであるが，未だにこれをfura§tadanとする誤った説に惑わされている人が
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いるので，注意を要する。cf，Hemin91936，PP．13－14；Zieme1972，P．177；B「「V，PP・
68－69（n．726）：To㎎eエ10．1982，PP・280－282；㎝7，P・2801吉田1989，PP・172－173・
 68b．yrli爬z：ツィーメ氏はy工1iγ「御命令，詔勅」の後ろの欠損部に一ingaを補って「御
命令によって」とし（WMK，P．335），r初釈」もそれに従う。しかし私は逆に一s・／一s㌦を補
い「御命令なしで」と読みたい。文脈の上からはその方が合う。それに破損部のスペースも極
めて小さく，4文字より2文字の方が無理がない。
 70．T’Y’TSY：ツィーメ氏はrtaytsiくChin．芥子」とし，これを以ってお茶がウイグル文
書に現れる最初の例としたかったようである（WMK，p，336）。確かに，重要な商品である茶
がウイグル文書に全く現れないのは奇妙だとの同氏の問題意識（これは直接伺った）は正しく，
また従来それほど重視されていないけれども『新唐書』巻196・陸羽伝（中華書局版，p．5612）
にある
  其後向レ茶威風，時回続入朝，始騎馬市茶。
という記事は，唐代に流行した喫茶の風がウイグルにも及んで，彼等が絹馬貿易ならぬ茶馬貿
易を始めたという事実を垣間見させるから，トゥルファン盆地に入ったウイグル人がお茶を飲
んでいたと考えること自体は正当である。しかしここの単語をツィーメ氏のように解釈するの
は，字面の上からも音韻の上からも不可能である。他方秋氏はtaVatSi／士ayatSiと読み，これ
を漢語から借用した量詞と推定するが（「初釈」pp．507，511），私はむしろツィーメ氏と同じ
く種類に係わる言葉と考えたい。マニ僧には乳酪をとることが禁じられており121〕，水以外に
推奨された飲み物として知られているのはフルーツジュースだけである122）。勿論お茶が西方
に伝わるのは近代以降であるから，西方のマニ教徒の文献にそれが言及されるはずはない。そ
れ故ここでお茶の可能性を全面的に排除するわけにはいかないが，やはりどちらかと言えばフ
ルーツジュースとみなす方が無難であろう。ただし読みについては成案がない。
 71－72：文法的に無理がないので一応r初釈」の訳に従う。しかしこれでは幕閣や沸多誕と
いう高僧たちの飲料には厳しい規定がなく，何でもよかったのかという疑問が残る。別解とし
て，r聖慕闇や沸多誕に誰かが（客として）接見しに来たら（その客人を迎えた）彼自身の飲
料を（客に）提供すべし」という訳を提示しておく。
 73．86kti：r麩（フスマ），からこ，麦かす」，cf・互刀，p・819b；Zieme1975c，p．473。小麦
を臼で硬いた時に出る皮の屠で（cf・語註26－28），牛馬の飼料になる。Yamada1971，p．491
でこれをr米ヌカ」とするのは当時のトゥルファンの農業事情に鑑みて適当でない。
 75．q8ng1i t8rt仰向：このように再構成できたのはツィーメ氏のお蔭である。qang1iは
「車，車輌，荷車」である，cf．五D，p，638。一γu6iは動作主を表わす連体形で，ここではud
121）cf．Chavannes／Pe11iot1913，PP．265－270．語註83cに引用の史料も参照。
122）cf・Widengエen1965，p．96；Puech1979，p．73．
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「牛」に係り，全体で「車を引く者だる牛＞車を引く牛」となる。中央アジア諸民族が使用
した車には，輻（や）の数が多く高輪で馬や牛やラクダに引かせたものと，幅が無く比較的低
輸で主に牛に引かせたものがある。前者の実例としてはアルタイのパズィリク出土のものが最
も古くて（紀元前数世紀）有名であるが（cf．Rudenk01970，pl．131；山田1985，p．65），牛
車の出土例は聞かない。 しかレトゥルファンのアスターナ出土の絵画には，近現代のトルキ
スタンの牛車や馬車（cf・GO10mb1959，p1s・1，9，14）と似た形の牛車が描かれている，cf・
Stein、∫mmクmo“∠5伽，Vol．III，pL CVII：Gabain1973，ig，25．
 75イ6・車両牽引用の牛や慕圏・沸多誕専用の乗用馬がいるのは語註33に引用の『儀略』の
規定に背くものであるが，実態はそうであったのである。
 77a・荷mi§：yiγ一はr集める」，一mi§は完了を示す連体形であるが，ここでは人名であ乱
そのことは”181，82，106，108を見れば一目瞭然である。「初釈」がr総管」とするのには従
えない。このYiγmi§はその職務内容からみて当然俗人のはずである。しかし幹事との統属関
係は明確でない。動詞語幹に一mi§／一mi§が付くタイプの人名が多いことはよく知られている，
cf・Gabain1973，P．73。本文書でもQutadmi§（J．95），I1Kδrmi§（’．97），Bolmi§（互、111），
LaIan K包dtuγmi§（〃・114－115），Qolmi§（’・116）などの例が見られる。
 77b．yiz一：yi－r食べる，食う」の使役形と考えられる。
 78：ツィーメ氏はここの“舵。rdu”を多分Q吻吻刎B”8に見える都市の名前U60エdu
と同じであろうと言い，さらに本行は独立の段落を形成していて，前後どの脈絡は無いと断ず
る（WMK，P．336）。しかしそんなはずはない。私は本行を以下の文と結び付け，此。工duは
メロン畑のある地名と考える。3人のメロン生産者が毎日20個ずつのメロンを供出するから，
大小雨マニ寺に毎日30個ずつ配給でざるのである。0rduは本来ならr宮殿」であるので，も
しかしたら盗難防止用の堅固な塀で囲まれ，特殊な設備を持ったメロン専用の果樹園が3ケ所
（廿6）あったのかもしれない。なぜならマニ教徒にとってメロンはそれほどまでにする価値の
あるものだったからである。
 マニ教徒にとってメロンは特別に重要な食べ物であった。戒律によって肉食を禁じられた123）
マニ僧は必然的に菜食主義者となったが，発育時に多くの太陽光を必要とするため光明素を豊
富に宿していると信じられた果菜が特に重んじられた。マニ僧の食事は食物の中に含まれる光
明索を「解放」する厳粛な宗教的行為であるから一24），それを多く含んでいるもの程良いわけ
である。その代表がメロンやキュウリ（胡瓜）などの瓜類であった125）。トゥルファンではこの他
123）cf・F1廿ge1，Mαm，PP．94－95，278－280；Dodge，F伽棚，P，788；矢吹1935，PP．44－45；田坂
 1964，p．486；Asmユssen1975，p．22；B正。wde正，励m棚、pp．75，167，171，191，
124） cf．BBB，P．16，
125）cf・F焔ge1．M舳づ，P・291；Jackson1929．P，38；田坂1964．P．486；wideng工en1965，P．96；
 WMK，p・336；Asmssen1975，p・59；Lieu1981，p・167；Lieu1983，p．211．
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にブドウやスイカ（西瓜）が加わっている。P1．XVIaはマニの死を記念するべ一マ祭の様子を示
す最も有名な細密画（トゥルファン，高昌故城マニ寺院杜α出土）の供物の部分を拡大したものであ
るが，三本足付きの金色の盆の上に載っているのは，下からメロン，ブドウ，スイカである126）。
トゥルファン名産のメロ：／はこの細密画にあるようにかなり大振りであり，且つ甘味が強い，
cf．r新彊甜瓜西瓜志』烏魯木斉，新彊人民出版社，1985。マニ僧は一日一食のきまりである
から，いま仮に1人が四分の一ずつ食べるとすれば60個は240人分となる。これは語註26－28で
穀物消費量をもとに推測した数と近似する。”．86，93から分るようにこのマニ寺にはブドウ
園も付属しているのに，ブドウの供給については何ら言及がない。それに対してメロ：／につい
てはこのように細かい規定があるのは，やはりその重要性を物語るものであろう。
 79・bir k血n ygrmir航：WMK，r初釈」ともこの部分が正しく読めなかったため，前後を
うまく繋げられなかったのであるが，この私の読み「1日に20個ずつ」には全く疑問がない。
 80－81．manistan－ta birz皿n：普通r～に与える」と言う時の格語尾は与格の一qaである
が，ここでは位格の一taが使われている。単に受取り先を言うだけでなく，引渡し場所まで
具体的に指定する特別のニュアンスがあるのであろうか。
 83a．k血ri：山田氏によって明らかにされたように，中国の容量単位である「石＞斗＞升＞
合」に対応してウイグルには《§iγ〉k廿ri＞§ing＞qav》がある，cf．Yamada1971．pp．491－
493。つまりkO工iはr斗」に当る。しかしここではk廿riは容量単位ではなく，重量単位であ
る。石（§iγ），升（§ing），合（qaV）が全て漢語からの借用語であって，主に容量単位として
使われたのに比し，トカラ語起源とされるこれだけは両方に使われたらしく，近代ウイグル語
にまで重量単位としての用法が残っている（それによると1kOre＝22．4kg．），cf、五D，p．737a。
重量単位としてのk廿riの場合はr斗」とせずにrキュリ」としておく。
 83b．脆i皿g：これまで未比定の語であるが，“ymt yi1qi七鵬kirmi§δφigi”r馬年の収益
が入った記録簿12フ）」と題する半楮書体のウイグル文書断簡（Ot・Ry・2782）の4行目に“saki・
ku工i bi§i㎎tariγki工di”「8斗のbi§ing穀物が入った」とあるI28）。bi§i㎎はsongunや七a工iγ
に係る形容語であるらしい。「初釈」では「上等（？）」とするが，賛成できない。適当な漢語
の音写を探すべきであろう。
126）最上段のものをルコックは緑色のメロンか（～）とし，ジャクソンはキュウリと主張したが，私
  はこれをスイカとみるヘルテル／ヤルディヅツ説を支持する。cf．MM，P．54；Jack・on1929，P．
  38；H枇e1／Ya1diz1982，p．177．なお，トゥルファン古来のメロン（甜瓜）とウイグルのスイカ
  については，cf。森安1987，PP，63－66，
127） 語註88aに引用のTMユ03b，J．1及び脚註132を見よ。
ユ28）龍谷大学所蔵犬谷文書Ot．Ry．2782．その写真とテキスト転写は『西域文化研究』第四巻所収の
  羽田／山田目録，図版第二三と註13に既に発表されている。但しテキスト転写には誤りが多い。
  bi昌in9は私の読みであるが，タイトル部分については既にZiemeユ981a，p，252に正しい形で言
  及された。cf・語註26b・
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 83c．so皿gm：soγunと同じで「葱，玉葱」の類を指すとみる「初釈」に従う。カーシュガ
リーや『華夷訳語』でもSOγun／SOγanであり129〕，これまでこの形で書かれた例はない（Cf．
Gabain1973，p．66；五D，p．812a）。ここで初めて在証されたのは貴重である。ところでマニ
僧の食習慣に関し，東ウイグル可汗国時代のマニ教のことを伝える漢文史料には次のようにあ
る。
  兵法，日晩月食，散水面茄輩，不飲乳酪。（李肇r唐国史補』巻下，世界書局版，p，66）
  兵法，日暴食，飲水加輩，屏種酪。（r新唐書』巻2！7上・回鵠伝，中華書局版，p，6ユ26）
  兵法，日曇月食，食董，而不食糧酪。（r資治通鑑』巻237，中華書局版，p，7638）
  兵法，日晩月食，飲水苑輩，而不食乳酪。（r唐史補』in r資治通鑑』巻237，胡三省注，中華書
                                     局版，p．7638）
 その規定では，日が暮れてから食事をし（一日一食），水を飲み（あるいは敬い），輩を食べる
（茄＝くらう）が，ミルクや乳製品は飲食しない，というのである。輩（くん）には，①ネギ，
ニラなどの臭いの強い野菜，②なまぐさもの，肉料理，の二つの意味があるが，既に触れたよ
うにマニ僧には肉食が禁止されていたのであるから，ここでは①であることに疑問の余地はな
い。つまりこれがSOngunである。チンギス汗に招かれて中央アジアヘ族した邸処機が東部
                  ブ ド ウ天山の北側のウイグル領に到った時，r蒲萄酒及び名乗・大餅・渾葱」のもてなしを受けてい
るが130），この「渾葱」は「＊葱渾」の転訊かもしれない。いずれにせよ実体は同じものであろ
う。高田時雄氏からはChin、＊葱董’8I物8一杉mm（0∫五1199h＋458h）という形が在証される
なら，それから借用されたと考えてよかろうとの教示を得た。SOngunとSOγunの違いは，
sangun r＜Chi・将軍」がsaγmに，yanga r象」がyaγanに変わるプロセスを方言との関
連で説明したハミルトン氏のやり方（Hamilton1977，pp．510－515）に倣って解釈すればよい
と思われる。
 84．ta皿g：r初釈」はt量n註と読むが，tangが正しい。かなり大きな重量単位である，cf．
山田1965，PP・195－196：Yamada1971，PP．496－498；Gabain1973，P．63。但しその語源に
ついては漢語のr担／措」（山田説）やr程」（ガバィソ説）ではなく，最初にベイリーが指摘した
ようにコータン語tha叩gaと見るべきである，cf．Bailey1961，P．156：Asmussen1965，P．
145；Zieme1980，p．217（n．113）；庄垣内1982，p．182．kuri「キュリ」より大きな単位に違
いないが，具体的関係は不明である。
 88a．yaqa：山田氏が早くに指摘したように，ウイグル文契約文書の中でも土地の貸借関係
文書にしか現れない。これまでに知られているのは以下の7件である。TM232，D176（U
129） cf，CTDI pa工t1，P．311；Ligeti1966，PP．195，294（I12a）；『高昌館』P．37，No．160，
130） 『長春真人西遊記』（王国維『蒙古史料四種』正申書局版，民国51年）P．33b＝p．292．因みにこ
  のウイグル領を通過した時の記事にはブドウ，ワイン，スイカや灌潮による麦作への言及も見られ
  興味深い。
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5272），J．5三σ∫ク2＝山田1965，No・8＝Zieme1980，E；TM237（U5271），’．6＝σ∫ク11＝
山田1965，No．9＝Zieme1980，A；TII Ciqtim～No．3，J．4＝σ∫戸87＝Zieme1980，G；T
II M11（U5268）J．6芒σ卵66＝Zieme1980，B：T II D149b（U5270），〃。2，4＝σ卵
86＝Zieme1980，D；T II Toyoq（U5267），J．2＝Zieme1980，M；TM227（U5244），’．6
三σ∫ク6＝Zieme1980，p，214．契約文書以外の例については，cf．Zieme1980，P，215。以
上の文書に見えるyaqaの意味は，Gabain1973，p・58と五D，p・898aにやや違う解釈もあ
るけれど，全て「土地の賃貸料，地代，小作料」と考えてよい，cf、山田1965，PP，141－143，
ユ96；Zieme1980，pp．214－215。黙るにここに見えるyaqaはむしろ抽象的な「小作，租侮」
と解すべきである。尚，トゥルファンでは高昌国時代から，土地国有を基本とする均田制の敷
かれた唐前期まで一貫して租佃が盛行していた事実については，cf．池田1973，PP．2－5；池田
1975a，P110乱；池田1984，PP．18－19。一方，9－10世紀の敦煙の仏教寺院（基本的に国家からの
財政補助はない）では小作料が寺院収入の大きな財源となっていた，cf．北原1980，PP．376－377，
381－382，421，426，432。本文書のこの前後の記事からは，マニ教寺院が所属（所有とは限らない）
の土地を小作に出し，小作料の形で収益を上げていた事実が明らかとなる（但し経営はあくま
で俗人たる幹事）。そこで重大な意味を持ってくるのが，ツィーメ氏によってそのテキストの
ごく一部が引用・紹介された（m．c4i．，p．215）2つのリスト風の文書である。以下にその全
文を掲げる。
TM103b（U5302）13I）
前   欠
1．kimi§δtigi／／／（．）KWZ－nu㎎alt五／（・・）ノ
  入った記録簿132）・……・・・・・・・・… の  6
2．（tariγ）kirdi．TW（T．）Y一（n）u（㎎）（o）n Siγ
  主殺が 入った．・……・・・・・…  の   ユ0 石
3．ta工iγk（ir）di・a1土m習aq一工ni］（ng）（b）ir ygrmi
 主殺が 入った． Altmi§aq  の     11
4． §五γbi§kur（i） （．。、．．） tariγki（r）di．yangi
  石5 斗…………主殺が入った．新
131） 旧東ドイツ科学アカデミー古代史・考古学中央研究所（旧東ベルリン）所蔵。私は先ず山田信夫
  教授によって将来された写真（大阪大学文学部所蔵）によりこれを研究し，1990年9月にペルリソ
  で原文書を調査した。縦書きとみて縦16．5cm，横20．5cm，冒頭部には恐らく1～2行の欠損が
  ある。3－5行目は天地が完全である。紙は中手，粗い漉き縞あり，べ一ジュ色，中質。裏面は空自。
132）従来は必ずしもこの砒ig／dすigが㈹g「請願（書），祈願（文），上表」と違うことが認識され
  ていなかった，cf．互D，p．5ユa。
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  5， q］＝i manis（t）an－ning yaqa t（a）riγ一ta qarl一
   旧  マニスタソ  の 小作料たる 主殺 より Qan－
  6． 6isi ii6§iγbi§k高11i tariγbi11ti・
   εi昌iが3石 5 斗の 主殺を傑出した．
  7．工q1umar－ning（・）／（・）／／ygrmi§iγyiti kur（i）
    Qumarの  10＋； 石7斗の
  8．（セ）工ar］（i）γki同（d）［i］（・、）／／aItmi§一aq－ning t6rt
    主殺 が  入った． …・…・・A1tmi昌一aq の  4
  9．同（iγ）ta正iγ（k）ir（d）エil／／YM’DY qutadmi§＿（ni）同（g）
    石の 主殺が  入った． …一…・…… Qutadmi畠  の
  10。 ／／／／（・） §iγ （b）［i］§ 圧kuril （ta）工iγkird工i］ ／／／／／ノ／
     亨 石 5 斗の主殺が入った．
  11．（t）otoq－nung yitm工i§1［§iγ1／〃〃／／／／／／／／／／／／／／／
    Totoqの 70石［… 斗のコ
  12． ta］＝iγkirdi qantur＿n（in）エgl ／／／／Y／／／／／／／／／／／／／／／
   主殺が入った．Q邑ntur133）の
  13．ki（r）d（i）・（y）angiqrηm［an］i（s）［ta］nqηBY／〃／／／／／／／
    入った．   新  旧享  マニスタソ  の～・………………・…
  14．KWY（．）／／／／／／kiエdi・KWMP，NTY PWLTY－taqi
          入った． KWMPINTY PWLTY にある
  15． yir／／／／／／ （u）6 （§）iγ士ariγki】＝di．6ati
   土地…・・・…  3  石の 主殺が入った．こati
  16．／／／／／／／／／／エk］（通r）i t（a）riγbirdi・yana SYNKYZ～
         斗の 主殺を供出した．また  ～
  17・／／〃／／／／／YX＼（・）／／（・）kOri／birdi Q’YM’（・）bir§iγ（bi）同
              斗  供出した．………… 1 石   5
  18．エkむri］／／／／／／／／（．）uturmi§bi§§iγ（t）［ariγ1
    斗  …・…・… …・・・・………… 5石の  主殺
  19． ／／／／／／ノ／／／／／／／／ノ iki§iγbir kO［riユ ／ノ／／／／／／／
           2 石 1  斗
  20． ／／／／／／／／／／／／／／／／／ （u）6……iγiki エk廿ri1 ／／／／／／／
            3 石 2 斗
 133） この人名はK7717の’、22にも見える。
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『吐魯番考古記』図80（K7717）134）
1． ／／／／／／／／／／／／／ 工y］a・ngi一（q）a・qo（6）［ol baS1ap61＝igdOn エki】din ba1iエq］一1ar
           新目に， 高昌を始めとして東 西の 諸城
2．／／〃／／／／／／／／1yalqa－1ar tariγ（竈）庫1／（．）KwT－in bitidimz・sY（・）一（t）［alqi
         諸小作料たる主殺とキビの  ・一………・を我々は書いた．……・…一・にある
3．／／／／／／／／／／／／／／／／Z＿TI．（。．）K’TY＿daqi PYTYXT’P yir yaqasi（bi）／／／／／（．．）
           ・・より，・・…・・・……・にある ……亭・・・… 土地の小作料
4．／／／／／／ノ／／／／／一丁’・buqap6i－taqi yir yaqas五iki§iγbi§ 工kOri］ （t）ariγ
        より・ Buqap6iにある土地の小作料 2 石  5  斗 の 主殺
5、 ／ノ／／／／／／／／／／／／yir－ning yaqasi On§五γtariγ・0（n） §工iγ1 ／／／／／／
          土地 の  小作料 10石の主殺と 1O 石の
6．／／／／〃／／／／／／／＿taqi yir yaqasi sakiz ygrmi§iγtaエi（γ）TYKY（．）／／ノ／ノ
        ・にある土地の小作料   ユ8   石の 主殺
7．／／／／〃（・・・…）（a）1ti ygrmi§iγt工ar1iγ・舵ygrmi§iγ／／〃／／／／／〃／
           1 6 石の主殺と 13  石の…………・…・・…
8． ／／／／／ノ／／／／／／／ 工§i1γtariγ・on§五γOOrδtOk註n／／／／／／／／／／／／／／／／／／
          石の主殺とlO石のキビはOtOk査n－35）…
9、／／／／醐γ廿ur utmi§qo§t卜ta．K，PYX，Y§註1i－tポYK（、）／／KW（、）／／／／〃
     石のキビはUtmi雪 尊長 より，KIPYXIY 闇梨より
10．／／／／／／／／（．．．）§iγtariγ・qav§岨（m）同§NWYDWXξaxan1ar－t（a）．／／／／／
          石の 主殺 ． 集 め た     ～   豊aXanたちより，
11．〃／／／／／／／bir（§）同（γ）bi§k廿ri七ariγ鼻siプ，WK－T，．（t包）piz SW／／／／／／／
        1  石   5 斗の 主殺収益は  ？よ），
12．／〃／／／（、）〃／一丁’・tura suzaq yaqasi yiti ygrmi§iγtariγ／／ノ／／
         より。Tura 村 の小作料  17   石の 主殺 ・一…
13．／／〃／／／／一丁’bayiq TYN’YZWNKd独i’WYNW T，M ya（qasi～．．）／／／／／／／／
         本当の  享   …  にある  …   … 小作料 ～
134） この文書はマニ教寺院経営令規文書と同じく北京の中国歴史博物館に所蔵されているが，私は残
  念ながら原文書を調査することができなかった。ただ幸いなことに梅村坦氏がこれを調査し，簡単
  な報告をしている（梅村1990a，P．28）。それによると縦24．2cm，横28．1cmで，”．17－23にか
  けての中央部にウイグル文字と思しき円形の朱印が押されているという。出土地は『吐魯番考古
  記』P．64によればヤールーホト旧城である。尚，『吐魯番考古記』に掲載された図版で読みにくか
  った箇所は，梅村氏将来の新しい写真で初めて判読できた。この写真の利用を許された同氏に深く
  感謝する。
135） これは人名として使われたオチュケソである。オチュケソについては第1章第6節を参照。
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  14．／／／〃〃／／／／／／／y・q・・it6・t§iγ士・正iγbi§§iγ／／／／／／／〃（。）MY§
            小作料  4 石の主殺と5 石
  15．／／／〃〃TY§iγtariγ・iki§iγ舳（r）（・．）TY－T，・yW／／／／／／／／／（．）
        …石の主殺と2石のキビは 一……・・より，……………・・．、．。、．
  16．／／／／／／／Y （§）iγ舳r qonguz一七a・u1uγkδ1－nung S（．）STY／／／／／／／ノ説r
        ；石のキビはQongu・より，大湖の …・………・・・・・・…一・キビ
  17．／／／／／（§iγ）舳r taz－ta・a（1）ti§iγ舳r§abi－ta・／／／／／／／／／／（．）W（．）〃／
       石のキビはTazより， 6 石のキビは§abiより，・……・・……・・・……・・…・・・・…
  18、／／／／／y同yaqasi iki§i（γ）（O）Or迅1p oγu1－ta・XWNKDSYR－ta（qi）yir
       土地の 小作料 2 石の キビはAlp Oγu1より， XWNKDSYR にある 土地
  19、〃／／／（・・）XW SYNKTWNK－ta・ノ’’C’PYR－t1aqi1yir yaqasi（b）ir§iγ舳r
           SYNKTWNKより， ・・・・・・・・・・・・… にある 土地の小作料  1 石のキビ
  19I（20’）．         qa yong1aγ＿in KYT（．．．．）
                 使用  ～
  20．〃／／／〃／／［m］a同（i）stan＿taqi yir yaqasi toquz…i（γ）（a）lti kOri tariγ
           マニスタソにある 土地の小作料  9  石   6  斗の 主殺
  21．／／／／〃〃〃（O）u（r）［y］aqa－lar－in kirmi§一in kδ汕p kigii［r】（註）qilγu o1・
          キビ   諸小作料  を入ったのを 見て  持ち込ま せるぺきである．
  22．〃／ノ／／／〃／（高）6§iγ阯r qantur oγu1－inta・X’NTWQ－nu㎎（・・）／／／
          3 石のキビはQanturの息子より， XINTWQ  の
  23．／／／／／／／ノ／／（・） buγday bo1土i ・ yuz y（it）i o士uz§iγbi】＝kiiri・
           小麦は（合計で）なったl 1 2 7 石1斗．
  24． ／ノ／／／ ［oo1＝1 （t）0quz On u6 §iエγ］ エt］（6）r［t】 k0エi、
       ［キビは］93石 4 斗．
 この2文書は漢文の仏教寺院経済文書の中に多くある「出入暦」の「入暦」ないしはその原
簿に相当するものらしい。ツィーメ氏のように“Abgabenlisten（租税リスト）”と独訳する
（Zieme1980，p，201）のは誤解を招く危険がある。この両文書のキーワードはyaqa「小作
料」であり，それと国家に差し出す租税とは別物である。土地は全て国家ないし君主のもので
あるとの前提に立てば，概念的には租税を国家ないし君主への地代・小作料とみなすことも出
来ようが，実際上は両者は峻別されてきた。ウイグルの場合も同様であり，その法律・経済文
書で各種の租税を指してirt birt，i§k雌，bi正im a1im，basiγsa1iγ、basiγ，qalan，a1banなど
と言うが，決してyaqaとは言わない。K7717は上部が欠けているほか各所に破損はあるが，
用紙の残り方と空自の取り方からみて一応首尾は揃っているようである。冒頭に日付と内容見
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出し（標題）があり，数字（額）の大きさからみて末尾には合計額が記されていたと思われる。標
題からこの入暦がtaτiγと舳rを対象とすることが削り，本文でその2種の穀物と額が列挙
され，最後の箇所でbuγdayとuurの総額が示されているからには，ta正iγr主殺」とbuγday
r小麦」とは同一のものでなければならない。語註83bに言及した0t．Ry．2782も勿論一年
毎に作成された同種の「入暦」であるが，そちらがマニ教寺院経済文書であるとの確信を今一
つ持てないのに比べ，ここに引用レた2つにはそうみなし得るいくつかの徴証がある。
 その第一は言うまでもなくmanistanである。語註33に見たようにこれは本来マニ教寺院
の意でソグド語からウイグル語に入って来た。TM103bでは2ケ所（〃．5，13）にこの語が現
れる。これに対してK7717の’、20のmanistanは相当に復元したもので，その点では確
実でない。しかしK7717の王．9に見えるqo菖tr r尊長」という術語は，やはりソグド語から
借用したもので，ウイグルでは従来マニ教文献にしか在証されていない。元の意味は’elder，
superior，chief，leader，head’であるが，5階級の第3位のmaxistakや聴衆の中のリーダ
ー的存在を指すと考えられている136）。さらに’．10にある§axanも我々の会規文書を始めマ
ニ教文献にしか見つかっていない，cf．語註105。ただ§a1i（’．9）や§abi（J．17）という仏教
用語13フ）の混じっているのが気にかかるであろうが，それは会規文書の方にも §abi（i．115），
a6ari（’．120），tOyin（〃・121，122，124）があることを思えば何ら黒とするにあたらない。そ
れよりもTM103bとK77ユ7の両方とも私のいうr半潜書体」で書かれ，且つ尻尾の長短
による語末の一q／寸の区別のあることが注目される。既に述べたようにこの特徴は我々の会
規文書とも同じであり，ウイグル文書全体の中では古い方で，しかもマニ教関係文献である確
率の高いことを示唆している。
 このように考えて改めて両文書を見直すと，K7717，’．1の「高昌を始めとして東西の諸城」
という表現が我々の会規文書に通じるものであることに気が付くし，一方TM103b，”、4－
5，13の「新旧マニスタン」は会規文書の大小マニスタソ（”．80－81）と一脈のつながりがある
ようにも思われる。もし私の推測に誤りなければ，この2つの入暦こそは，我々のi§ayγu6i
「幹事」ないしはその部下が書き留めたものであろう。【補註10】
 ところで，ウイグル文俗文書のうち契約文書や手紙類の研究は相当に進んでいるが，未たに
その性格さえ十分把握できずに放置されているのが各種のリスト（帳簿・一覧表）やリスト風
文書である，cf．山田／小田／梅村／森安1987，PP．2－11。その多くは人名，地名，日時，物
136）cf，Gabain／Winter，TTT IX，PP．5－6；Zieme1972，PP・176－177；BTT V，P．66（n．698），
 p．70（皿．739），p．84（glossary）；αa・kユ982．p204．qo5t工「尊長」の称号は未発表のベゼクリク
  出土ウイグル文マニ教徒書簡4点（81TB60：4～7）中にも現れる。
137） 釧iについては，cf．Hamilton1984；森安1985a，P・58（n・131）；小田（壽）1987，P．82（n．
 108）。§abiについては，cf．語註115b．toyinについては，cf．五D，P，569；M’0τH，P．25；小田
  （壽）1987，P，74（n．1）1森安1989a，P．14。
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品名，数量，金額のうちのいくつかを組み合わせたような内容であり，それにr与える・支払
う」，r入る・受け取る」等のごく基本的な動詞が混じる。私は故山田信夫教授が各国から大阪
犬学文学部に将来されたウイグル文書の写真と，残されたメモ類を見るうちに，この種のリス
トないしリスト風文書が意外に多いことを知り，なんとかこれらを歴史史料として取り込みた
いと考えてきたが，今回の研究によってその糸口を見出し得たような手ごたえを感じる。
 88b．bu皿：cf．語註35b．”。26－28の僧侶用の定額以外に，非僧侶たる寺院居住者の為にも
定額が決まっていたのであろうか，cf．語註28b．
 91．i伍鎚一：「初釈」では説明なしに「互相推委（互いになすり付けあう）」と解釈するが，その
根拠は示されていない。文脈上はそれでもよかろう。i砒r一／it批一「従う，追随する」に相互・
協同の動詞形成接尾辞一§一が付いたものと考えたのであろうか。試みに「責任転嫁し合う」
と訳しておく。
 92．qiyn一ψqiz川t－q8悦gziin：クローソソはqiynを‘Punishment，t0fture’，qizγut
を’punishment’とする （五D，pp・631a，681b）。 例えば“o1y註kk註qin qizγut bi工ayin”
rその夜叉に私は刑罰を与えよう（課そう）」（Uigurica III p・26，〃・14－15）というような場
合には，両者はhendiadysとなっていて区別は意識されないが，本来は漢文の刑・罰と同
様，qiynとqiZγutの間には明確な区別があったようである。即ちqiynがr刑，肉体刑」，
qi・γutがr罰，罰金，罰物」である。本文書では｛・15とここのニケ所ではhendiadysであ
るが，〃．99，108一ユ09，119の三ヶ所ではいずれもr三百（叩き）の刑にあたれ」，i．100には
r（錦などの）罰金を納入せよ」とあり，明らかに使い分けがなされている。また契約文書で
も，qiynが“aγir qin／qiyn－qa悦g一”「重い刑にあたる」とか“yaSa－taqi qin／qiyin－qa
t包g一”rヤサにある刑にあたる」という文脈で使われる（cf・sJ0／70，〃・9，15－6＝梅村1977，
P．012；3Kr．35，’、20三権村1977，P．015：T II6iqtim5，’．16＝梅村1977，P．017；Ramstedt
2，J・16＝梅村1977，p・025；3Kr・33a，’・1O＝梅村1987，p・95）のに対し，qizγutは金銀・馬
などを罰金として「支払う，納入する，差し出す，献呈する（bir一，δtun一）」という文脈に現れ
る（cf・Ist・35，〃・18－20＝梅村1977，p・06；3Kr・35，〃・16－8＝梅村1977，p・015…qisari lp】
はqizγu［tlに訂正；Feng Pint．3，’．16＝梅村1977，P．023）。cf・語註34a．qavriγ・
 92－g3．yir sw b町borlmq：同じ語順の表現が，ウイグル仏教文献としては古い方に属す
ると思われる「清信女ウトレトの徴悔」にも，モンゴル時代のウイグル文家産分割文書にも見
られる138），cf。語註10－11，
 933．醐vi皿98：sav r言葉」に3人称の与格語尾一i㎎aが付いた形。その3人称は直前の
“yir suv bar bor1uq”を受けるからr田地・園林・ブドウ園のその言葉」となる。しかしこ
138）cf．Uigu正ica II，P．77；梅村1990b，P．428（’．27）・またこの梅村氏紹介文書の〃．2，14には
 yaqa（cL語註88a）の語も見える。
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れでは意味が通じない。クローソソの辞書には採録されていないが，実はSaVにはr言葉」
の他にもう一つ別の重要な意味がある。それは「こと，事；事柄，件，問題，用件」である，
cf．TTT II A，pp．414＿415（’．28）：ノτG，p，362a；Brr V，p．85a：Zieme1977，p．150（’．
16），154。ここでは当然その方の意味である。因みに契約文書に見える“bu savda tanuq”
（cf。脚註36）という一句は長い間「この言葉に於ける証人（立会人）…」と訳されてきたが，こ
れも今後はツィーメ氏に従ってrこの件（の契約）に於ける証人（立会人）…」とすべきである。
 93b：r聖慕闘・沸多誕・呼薩喚たち」という列挙の仕方は重要である。これによっても呼
瞳喚をr一僧院中の第2番目の長」とみるのを否定する見解（cf・脚註72）が支持されよう。
 94．qati1mazlm：qatn－r混ぜられる，加えられる＞交わる，交際する，係わる；干渉す
る」の3人称否定命令形。文書発行者④がその受け取り人⑮にある件に関し（一k査／一qa），権利
を保証したり指示したりする際に，第3者◎は干渉するなという文脈で“◎qa七i1mazun I’と
言う，cf．Zieme1981a，P．245（’．34），PP．254－255（”．11，13－14）；梅村1977，P．016（”．7－
10）；Pelliot ouigour，grotte181，No．220，”、7－8。最後の未発表のもの（cf．森安1985b．p．
70）には“〃／一qa’YT－YN－qa kim qayu b奇g b乞g批qati1mazun／／／／／／／〃WYZ－YNKA
qatqan－siz ki§i qo§一inga qa削mazun”とある。
 95a・i1im7a totoq：周知の如くtotOqくChin・都督。これに対するサイナー（シノール）氏
の反論には賛成できない，cf D S1nor，“The Turk1c T1t1e〃卿Rehab111tated”，m
Tmm｛cα e’0〆emα〃α．5〃〃e∫伽HomomγoゾGmm弼αγノα〃加8 om〃5万な〃加肋 B〃m6切y，
Istanbu11988～，pp．145＿148．
 i1imγa／e1imγaについては「初釈」はただプリツァク論文にこれがカラハン朝の官職とし
て挙げられていることを指摘しただけであるが，つい最近出版されたシムズーウィリアムス／
ハミルトン両氏の書物にはより詳しい解説がある，cf，Sims－Wi1Iiams／Hami1ton1990，p．29。
即ちカーシュガリーがimγa／imγaをr財務官，収入役，徴税官」，e1imγa／e1imγaをr君主
のトルコ語文書担当官，書記，秘書」と説明している（cf・五D，p・158b；Cm，Part1，pp．
151，163）のを基にimγaをamγaと結び付ける。そして中国の官職名r押衝」がコータン
語やチベット語に入ったことを明らかにした高田時雄氏の説を援用して，Chin．押衙＞丁衙rk．
amγa＞imγaと結論する。もともと押衙とは主君の周辺を侍衛する軍官であるが，コ＿クソ，
チベット，ウイグルと直接繋る敦煙の例ではかなり広く用いられる名目的な称号になっていた
ようである，cf．R．E．Emmerick／P，O．Skj航vo、∫棚me5切meγomδmmγγoゾ〃。切me5e，
II，Wien1987，pp，17－18。
 以上の理由によりここではi1imγa tOtOqをr財務都督」と訳すことにする。当然これは俗
人とみなすべきである。
 95b・ki筍9i：一iは3人称の人称語尾で直前のyumu§6i r伝令，使い走り，メッセンジャー」
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を受ける。ki6igは「小さい；幼少の；若者，子供」。ウイグル語版r慈恩伝』には漢文原文の
r侍者」をki6igと訳した実例もある，cf．鴻家昇1953，p．18。ここでは使い走りの若い青年
を指す。
 95－96．叩佃dmi昌y酌m；偶然ではあろうが全く同じ名前の郵便夫が敦煙出土のウイグル文
書pe11i〇七〇uigour3に見える，cf，M’0TH，No．29，i．14．qutadmi重はr幸運を受けし者」
の意，人名要素として頻出するy（i）g盆nはr甥」，cf．Zieme1981b，p．86．
 96．位qa皿：七aエqanであるが常にt工qanと書かれる。五D，pp．539－540ではta正xanとす
るが，本書の付録に引くマニ教徒祈願文A，’・9にはTRX’NではなくTRQ’Nとある。但
しそのA，i・10ではTRX’Nである。レフブランスについては付録の方を見よ。官称号であ
ることは確かであるが，未たにその性格は特定されない。仏教寺院に奉納されたいわゆる棒杭
文書（第3章第4節に言及）の一つに見える“i§ayγu6i”も同じくこのタルカソの称号を帯
びていたことは注目に値する，cf・Pfah1・，’・19；森安1974，p・40．
 94－97：本文書中の2人の“i§ayγu6i”r幹事」が共に官称号を持つ俗人であることに注意
したい。仏教寺院では「直歳」とか「庫司，庫頭」という役職I39〕を帯びた僧侶自身が会計を
担当し，経済活動を主とする寺院経営に直接手を染めたのに対し，経済活動を含む俗事に携わ
ることを許されないマニ寺では実際上の業務のほとんどをこの幹事に任せ，ただXrOXan「呼
慮喚」と呼ばれるマニ僧が1ケ月交替でその監視役ないしは相談役に当ったのである，cf・語
註28b，29，32a。俗人たる幹事はマニ寺に住まず，国家の役人として然るべき場所に居を定め
ていたはずであるが，業務遂行上でペアを組む呼慮喚と日常的に連絡を取る必要があるから，
その連絡役としてr伝令小姓」がいたのである。この伝令も俗人と思われる。
 99a．舵y並ZΦ岬：「三百の刑」を「三百叩きの刑」と解釈するのは，ガルデイージーの
記事との比較による，cf．Martinez1983，p．135。その比較が許される根拠については第3章
第5節を参照。ガルデイージーが伝えるように，三百回叩く刑具は恐らく棒杖か竹杖であっ
たと思われる。ルコヅクは近代トゥルファンでも杖刑が行なわれていたことを報告しているl
r杖刑は小棒または大棒で行なう。犬棒は長い竹棒で，先端は競艇用オールのように平たくな
っている。杖刑を宣告された罪人は背中をむき出しにして地面にねかされ，情ようしゃもなく
棒で打たれる。」（cf．Le Coq1926，p．51；Le Coq1928，p，65；ルコヅク1962，p，74．）
 99b・舳皿kim：10世紀頃の敦煙出土ウイグル文商業文書（Pe11iOt Ouigour10）にもウイグ
ル訳『慈恩伝』にも現れる，cf・TTT VI，p・170（n・391）：〃0rH，pp・171－172。カーシュガ
リーに採録されている“zOngOm：A type Of§ini brOcade”（C「μPart1，p．360）邸ち
139）仏教寺院の「直歳」と「庫司，庫頭」の職務内容のどこまでが同じであり，どこが違ったかにっ
  いて未だ十分には解明されていないようである，cf、三島1934．P．332；三島1941，pp．807－812；
  道端1957，PP．102－104，534－535：三島1960，P，943；道端1983，PP，142，151－156。
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rzO㎎um：支那製の錦の一種」と同じものに相違ない。第2音節の母音が違うのは恐らく第
1音節の母音に引かれて円層化したからであろう。トゥルファン出土のマニ教ソグド語文書
M137iiにはzwynk’互という形で，白地の嬬子（しゅす）を指すと思われるpryngと並列し
て現れる，cf・Hemin91945b，pp・151－152。また1020年代に契丹からガズニ朝のスルタンー
マフムードに送られた進物中にzhOnkiという織物があったことをマルワジーが伝えている
が140〕，これも必ずや同じものであろう。こちらは語末の一mは脱落しているが，第2音節の
母音はiを保っている。これらが漢語の音写であることは容易に推測される。ハミルトン氏は
・Ongimと転写してこれをr繍錦」に，周氏は・hOnkiを『契丹国志』巻21に見える「錦綺」
に当てたが14I），私はD「∫，p．640の推定に従いr絨錦」と見たい。「絨」と同音の「戎」の中
古音は切々舳8（G∫R1013d），「錦」の中古音は物m（0∫R652e）であり，一gとk一は
融合するし，また意味的にも合うからである。12世紀半ばに洪暗が全国での見聞をまとめた
『松漠紀聞』の回鶴の項にみえる「独錦」（独と紋は音通）は正しくこれに違いなく，その頃
にはウイグル自身でも生産するようになっていたのであろう。
 カラハン朝の出身であるカーシュガリーにさえ中国の錦の名が知られていた事実はまさしく
シルクロードの名にふさわしいものであるが，カラハン朝よりはるかに中国との結び付きが強
かった西ウイグル国にそれが流通していないはずはない。トゥルファンのマニ教徒にもそれは
知られていた。それでもやはり高価な商品であったに違いなく，それゆえにこそ幹事が業務上
過失を犯した際の罰金として指定されたのである。ガズニ朝のスルタソヘの贈り物の一つに加
えられていたらしいことも，この見方を裏付けよう。恐らく国家の役人である幹事にとっても
相当の痛手になるが，入手不可能ではない程の価格であったと思われる。
 101・ymki5or P，SPK：cf・Sims－Wi11iams／Hami1ton1990，pp・73，75，78・yimki／ymki
はマニ教のr断食」，6orはトルコ語に頻出する称号，P’§PKはもしSogd．p’勇p’kと同じなら
 「断食を守る者」である。ここでは合わせて一人の称号らしい。P’§PKはハミルト：／氏にな
らってPRSPK＝B（a）rsB（註）gと読むことも可能であろう。さらに別解としてBa§B（註）gを
挙げておく。barsは「虎；豹」，b直9は時代と地域によって「部・氏族長」からr領主，村
長」，r主人，旦那」までトルコ族間で広範囲に用いられた有名な「ベグ」号142），ba重はr頭
（あたま）；頭（かしら）」である。
 103．qami百：r葦，藍，竹」の類。『華夷訳語』ではqami§を「竹」，qa耐§一ning to・γaq－i
をr竹」，qami§一ning t0γu工6uq－iをr盧芽」と訳している143）。漢語で竹とあっても，中央ア
ジアの植生を考えればむしろ葦・盧が主であろう。語註10－11に言及したモンゴル時代の蒙漢
140） cf．Min01＝sky，M切m切ヵ，p．20，
141） Chou1945，PP，18－19，
142）cf・五D，PP，322－323；森安1989b，PP．71－72，
143） cf．Ligeti19661 PP．161，293（I10a）1294（I12a）：『高昌館』Nos．131，163，164＆Pl・
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合壁碑の漢文面に「竹葦」とあるのをモンゴル文面ではqu1ud とする144）。私はこのqulud
は，漢語の「胡藍（中央アジアのアシ）」がモンゴル語に借用されてqu1unまたはquIuSunと
なったものにモンゴル語の複数語尾一dが付いたものではないかと推測しているが，一般には
「胡藍，調盧」は「ひょうたん，ふくべ」と考えられていてうまく合わない。それはともかく，
ここで問題になっているqam五§が，東部天山地方でも水のある湖沼や川の周辺に生え，現代
ウイグル語でqOmu§，現地の中国人には「盧葦草」と呼ばれているアシの類であることは疑
いない。これはそのままでも土木工事の材料になるが，綱のように長くしたり，ムシロのよう
に編んで各種マット・天井・風よけなど建築・土木・農業に利用される。唐代のトゥルファン
では新興（セソギム，S邑ngim）産のものが有名だったらしく，大谷文書の天宝二（743）年交河
郡市倍案には「新興葦 壼束 上直銭拾参文 次拾式文 下／／／／」とあるI価）。力一レーズの
なかった当時はセンギム地方には今以上に沼沢が広がっており，大量のqami§を産出したこ
とであろう。
 105．重axan：§axanは未比定であるが，ベゼクリク出土の未発表のマニ教徒書簡中のソグ
ド文の2件（81TB60：2～3）の人名の部分に数回，ウイグル文の1件（80TB60：5）の
差出人名に1回見える。上掲のK7717，’。10にも複数語尾を伴って現れる，cf．語註88a。さ
らに第3章第4節に引用するM112v，J．10には§axan qy－aというここと同じ形が現れる。
§axan qy－aとは’YWRX’NY ZM二’きTYK（cf．語註52）と同様，仏教の沙弥に当るような地
位の者ではないだろうか。仏教の§abi（沙弥）の方にもSabi qy－aという表現は見られる。
棒杭文書にも現れる称号の一要素としてのqy－aについては，cf・Zieme1990，pp・138－139，
 105－109；マニ僧が病気になった時に面倒を見るのも本来は聴衆の役割であったらしい1価）。
ここでは牛馬の餌の管理やメロン供給の責任を負わされていたYiγmi§なる人物がまたまた登
場している。この人物はその役目から見ても，業務を怠った時には厳しい体罰を受けることに
なっていることから見ても，俗信徒に違いないが，どのような地位にいたのかも幹事との関係
も不明である。但し国家派遣の官吏ではなかったようである。全くの憶測に過ぎないが，もし
かしたら敦娃の仏教寺院にいた「寺卿」147）のような老であろうか。120行目以下の記事により
このマニ寺に医者がいたことは確実であるから，Yiγmi§は病人が出た際に先ず応急処置と薬
石の調達を行ない，それで手に負えない場合に始めて医者を呼んだり入院させたり，その後の
看病に当ったりしたのであろう。
 108．dimt趾：くSOgd．δynδ’r r宗教を保持する者」。ソグド語では本来の語義からいってマ
ニ僧だけを指すわけではないが（吉田氏による）， ウイグル語ではマニ僧を指す最も一般的な
144） cf．Haenisch1940，pp，58，60，61，
145）cf．池田1968，PP．13，49；池田1979，P．453，
146）cf．Browde・，B榊似、PP・45，155，159．倶しSachau訳とは解釈が異なっている。
147）cf、竺沙1982，PP．394－396，452－453、
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言葉となった，cf．語註54。本文書のようにマニ僧を七ngriと言う方が極めて珍しい。勿論
dintarが仏僧やキリスト僧を指す例も散見される，cf，Hami1七〇n1975，p．16；Zieme1978，
pp．28，31；BrτIX．
 109．s8v一郷k雌帥mb趾z皿皿：「初釈」p．509は「井要被問罪」と訳し，Zieme1988，P・
222は“zur Befragung（？）so11 er mit Gewa1t（ヲ）9ehen！”と訳す。savはr言葉」から
r報告，消息，ニュース；格言；予言；請願；要求」など様々の意味になるので，ここでは罪
を調べるr尋問，審問」の意にとったのである。k前gunは在証されていないが，ツィーメ氏
の推測のようにk舵r力」の派生語であろう。取，ツィーメ両氏に従えば，r査問には力づく
で行く（行かせる）べし」となろう。但しSaVをr言いつけ，命令」と取って，「（以上のよ
うな）命令に厳しく行くべし」と解釈するのも不可能ではないと思う。
 111．ira湖：語義は「木の人」なのでr樵人；大工」にもなるが，ここでは次項にみるよ
うに「正人」なので「材木屋，木屋」という姓ないし名字とみなす。
 111－112．i1ig kiきi：逐語訳すれば「正人」であるから，王族出身者か王家に仕える貴族で
あろう。この4人の正人は有力な聴衆であり，それゆえに教団に対して寄進の義務を負うが，
特に綿花の調達を指定されていたのだろう。この4人をマニ寺の雇用者ないしは出入りの御用
商人とする見方には賛成できない。
 112・y趾ma皿ista皿：yarは勿論ヤール，ホト，即ちかつての重要都市交河城である。Yar
はウイグル語でr崖，断崖」の意。Yar城も交河城もその地形に由来する名称である。ここ
にマニ寺があったことは確実である。
 112－113：ウイグルの綿花は普通は重量単位tangで計るものである。しかしここでは単位
が§iγr石」とk七ri r斗」である。kOriが容量単位だけでなく重量単位rキュリ」にもなるこ
とは語註83aで述べた通りであるが，§iγがそのように使われた例は知られていない。ガバイ
ン女史のまとめでも§iγは容量単位と面積単位としてリストアップされるが，重量単位の項に
は含まれていない，cf．Gabain1973，pp．62－63。但し漢語の「石」はもともとは重さの単位
でもあったのだから，そのような使われ方をしても不思議ではない。1石の綿花とは，穀物
（恐らく主殺）1石に匹敵する重さの綿花ということだろうか。それにしても”．110－114の数
字は，先のメロンの時のようにはうまく説明できない。
 113．qo5o：図版ではやや不鮮明でQ’CWのようにも見えるが，原文書に就いて見たところ
QWCWで間違いない。勿論qo6oは「高昌」に対応するウイグル語である。この語が本当に
q060と読めるか否かは本文書の性格の根幹に係わる問題なので，特に注記する。因みに秋氏
のテキストでは’．19にもこの語が存在することになっており，リュウ氏もそれに従うが（Lieu
1981，P・165），そちらは（．．）γu6iの読み誤りである。
 114・1a18n：r初釈」は1a1ak，ツィーメ氏は1alanと読む（WMK，P．337）。La1anとい
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う珍しい人名はTM97（U5290）の冒頭に見える。
 114－119：薪（otun9）採取の項目に6行も費やされてい．ることは注目に値する。草木の少な
い乾燥地帯では燃料の確保は大きな問題であったことを窺わせる。敦娃の場合には祭場司とい
う役所さえ設けられ，柴草を税の一環として徴収していた。しかしその支出先は帰義軍節度使
政府機関や外国からの使節団に限られていたようである，cf．『初稿』I，pp176，119，286－288；
池田1979，NOs．292－294；堀ユ980，pp．190，195（n．66）。恐らく仏教寺院では寺戸を使役して
柴刈りをさせたのであろう。これに対して我々のト■クルファソのマニ寺では，お上から専門の
薪採取人とその監督が指名されていたのである。これまた特別の優遇というべきである。
 115a．k拙tllrmiき：複合語ゆえに前舌音と後舌音が混じっている。r良く生まれたる者」の
意味の人名。
 115b．細bi：本来は漢語の仏教用語r沙弥」の借用語，cf・ノτθ、p・365a；Dτ∫，p・519b；
βTrXIII，P．231a：Kara／Zieme1986，P，369。しかしここでは単に固有名詞の一部である。
 118．kδr－a1・：kδr一はr見る」，a1一は「取る」であるが，k6工一a1一と熟して「検査して
受け取る，確認のうえ受領する」という強い意味になる。漢語のr横領，検容」に対応する。
cf、森安1983，p．2ユ3（2，20），pp．216－2ユ7（n，22）；M0〃，pp．136，139；Sims－Wi11iams／
Hami1ton1990，pp，45，76．
 119：燃料の薪が足りなくて生煮えの料理を出したら，薪採取人の監督が処罰されるのであ
る。Lieu1981，pp，167，172のように料理人たち（’。50）が罰せられるとみるのは文脈上不自
然である。
 120：マニ教寺院に僧侶専用の病院を置いてよいことは『儀略』にも規定があった，cf。語
註33；Chavannes／Pe11iOt1913，pp．106，110。その筆頭医者（病院長）が何故にYaq酬A6a工i
「薬師阿閣梨」といういかにも仏教的な名称148）を帯びているのか理由が分らない。この点は
次行～次々行の§ingtai Toyin，Yaq七sin Toyinの2人についても同じである，cf．語註123－
！25。もしかしたら，本文書の書かれた時代には，実際に仏教僧侶がマニ教団の仕事をするこ
とがあったのであろうか。もしそうなら，このような大マニ寺に付属する病院の長が仏僧であ
るという驚くべき事実が浮びあがることになるが，まだそう断言するには証拠不足である。マ
ニ僧の中に医者がいたことについては，第3章第5節に引用する史料Eも参照。
 121．vaP卵0γli taz：「Vapapのその息子（oγu1＋i＞0γ1i）たるTaz」。前項の3人もこ
のVapapも漢語の名前であることに注意したい。唐代には漢人が主でトカラ人・ソグド人・
トルコ人などが従であったトゥルファン地方をウイグルが支配したのであるから，その初期ま
たは前期に漢語の名前が多いのは当然である。しかしウイグルの支配時代が長くなるにつれて
同化が進み，支配者の言語が人名の上でも優勢になって来ることは十分に予想される。漢語名
 148） 「薬師阿閣梨」の比定はZieme1988，p．222による。
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を持つ父Vapapの息子がTaz「禿げた」というウイグル語名を持っている事実は，このよ
うな予想を裏付ける一つの証拠となる。やや状況は異なるが，同化の進行に応じて支配者（あ
るいは文化的優位者）側の言語が人名の上に優勢になるという現象は，敦煙及びトゥルファン
に住みついたソグド人の場合にも見られたのであり，そのことは両地方のソグド人の人名研究
によってそれぞれ確認されている149）。
 121－122：鵡匠（？），フェルト匠，綱匠（～）の読みと解釈に不安が残っていることについ
ては，cf．Zieme1988，P．223。それでも私はやはりこれらは人名ではなく職種を表したもの
であり，各種の職人がマニ寺に所属していたことを示すものと思う。’．30に言及されていた
uZ uZaγut「職人」とはまさにこれらに対応するものではなかろうか。敦娃の仏教寺院では泥
医博士（左官職人）・打鍵博士（金具職人）・釜予博士（鋳物職人）・藍胎博士（フェルト職人）・
木博士（大工職人）・碍博士・油梁博士などと呼ばれる様々の専門職人が働いていたことが知
られている150）。このような職人は寺院生活を維持していく上で必須のはずである。多くは必
要が生じた時にのみ臨時に雇われたのであろう。
 123－125：“ba1iq arqasinta tOyin a正qasinta”のba1iqは「都城，都市，町」，arqaは一
般的に使われるr背中，背後」ではなくて別義の「衆，群衆，集団，部隊，党派，共同体，自
治団体」（cf。σW，pp，196－197），tOyinは一般には「仏教僧侶」である（cf．脚註137）。一taは
位奪格の格語尾であるが，ここでは位格ではなく奪格と解釈する。その理由，並びに本文書の
結語に当る〃・123－125の文全体の意味については，第3章第1節で取り上げる2つのムルト
ゥク仏教寺院関係文書（T III M205c＆T III M205）のそれぞれの末尾の文と比較するこ
とによって明らかとなろう。但しr僧衆」と翻訳した本文書のtOyin arqaSiが具体的に何を
指すのかは，現段階では不明とせざるを得ない。勿論，仏教僧団を指す可能性も残っている。
 124a．yr7am：ya正γanは「刑吏，獄吏，牢番，死刑執行人」とか「裁判官，判事」などと
解釈されてきた語である，cf．Dτ∫，p，240b；五D，p．963b；護1975，p．455；Bazin1990，p．
139。ここではr保安官，刑事」の方向で考えたい。
 124b．き叩am：五D，PP397－398では‘mmoro血。1a1，v1uageheadmaパとし，CrD，Part
1，p，306では‘assistant tO the vi11age chief’とする。この文脈で具体的に何を指すのか
不明なので，「地方官」と試訳しておく。
 1240．k直mt：r初釈」は本文ではkimとし，注釈でk査n七とも読めると補足するが，原文
書を見てk註ntとすべきことを確認した。ソグド語knδ’tOwn’よりの借用語であるが，ト
ルコ語本来のba1iqとどのような差異があるのか必ずしも明らかでない。今彼にクローソンに
149）池田温「8世紀中葉における敦燈のソグド人聚落」『ユーラシア文化研究』1．1965，PP．49－92；
  さく  作功一「トゥルファンのソグド人」（平成元年度大阪大学文学部卒業論文）。
150）cf・那波1938（1974）．PP．305－312；那波1941，PP，107－111．
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従えばba1iqは‘tOwnI，k邑ntは’vi11age，smau settlemenポである，cf．万4pp．335－
336，728。とすれば，先行のbaIiqが各地の中心となるr都市，町」であるのに対し151），こ
ちらはr村落，郷村」あるいは都市の中の小さいr区画，坊巷」を指すのであろうか。それと
もまた別の内容を意味するのであろうか。最終案を得るに至っていないので，ここでは「ケン
ト」としておく。
151） トゥルファン盆地内の主要城邑（bauq）数については，cf．森安1987．p．62。
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yax§i…                       5b
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yiγmi§＿＿＿＿、．      。77a，105＿109
yir suv baγbo工1uq・      ・92－93，10－11
yiz．                        ．。77b
ymki6oI P’§PK．         ．101
y工γan，ya正γan                ・124a
y・1iγ・…        68b
yu工                 ・・・・・・・・・・… 一28a
                 乞
舳nkim                ・99b
a6a■i
a6iγ
adaq
ad桐
aγd・q
aγilq
a1一
alti
altm五§
尋nCmn
anga工u
anta
ara
                    語
  阿闇梨
120       ota6i－1aT yaq§i
  褒美，賞与
 98     uz qiIsaエ6gdi＿k証
  足，脚
 52       iki x］＝oxa．n工一1a1＝］
  他の
125     （i）§i bo1sar i§lazOn
  悪㌧’；悪く
 48   qayu ayq五a§boエγuz］
 91        i打包…ip i§k世6
 98 δgdi＿k註aさ五γ＿qa士差gzむn
  国庫
18    〃／／／〃／／／／WN
19
34
  取る，受け取る
118         otungin kgIiip
107            bk tutup
  六
113  iki kuエi k註paz biエzun
  六十
24         ／YN
42
  マニイ曽団
26          ay sayu iki
43   yayqi ton boIzun iki
70         qi1turzun iki
84      bi§ing songun iki
  彼（彼等）に，へ
59       ”／／／〃［S］’R
  それより，それから
53          七uz t包g廿riip
59       a工1ga工u 士ap五nzun
  間，中間
58   δt廿nz廿nJ盆r qamγ
60 anta kin qa1mi§qamγ
彙 索 弓1
a6ari
・卿一q・
adaqin
adin
aγduq
aγduq
aγd・q
aがlq－qa
aがq－qa
aγiIq－qa
・1γ・6i
a1ip
a1ti
a1土mi§
1alltmi§
争nCmn
争nCmn
尋nCmn
尋nCmn
angaIu
anta
anta
raqi
araqi
in三si oγ1i bir1a
一七奇g・u・・γd・qqi1…
士urup a§γsuvsu勇uγ
i§k劃yaqmazun
bolsar o1ayqi x工。xan
qi1Sar qiyn－qa
q穂Sar む6yuZ qiyn－qa
kirgusin
ki】＝iir bo工r1uql yir t廿§i
yaqSiZ P qut1uγ～争工S1an
uZ色m1飢Z高n
kuエi k奇p註z qoう0
iki（．．・．、）O・a
bδ同
tngri1a1＝ka s査kiz註r on
tngri1色r－ning a§i boγzi
tng］＝i1註工一ning iki
七ngri臓］＝ka bi］＝tang
tapinz口n anta kin
kinδz1査■i xoanta
kin qa1m五§qamγaraqi
鼻spasi註r註n oγ1an－sz
oγ1an，YWRX，NY
99
100
a「qa
尋rS1an
蔓spasanc
尋spasi
a§
a§一
aSan一
a§6i
at
avtadan
ay
  衆，集団，共同体
123    士urγaq turzun ba1iq
124       arqasinta tOyin
  獅子，ライオン；（人名）
110        sangun oγlani
118      yaqsiz～qut1uγ～
  侍女
41        身r査nk査塾spasi
42
  侍男
40       quanpu乞r乱nk乱
58      ’qamγa工aqi
  食物，食料
45        tu工up yiさanip
47        tur皿p yi6anip
47            qayu ayqi
52         adaqin turup
31      1iv birip tngI－i1包］＝
32     iki xroxan＿1ar6z
43 iki尋n6mn tngri1包r－nin9
119           dintar＿ning
  増やす，増大させる
90       uz itur衙p tO§in
  食事する
62 tngri1奇r mani－stan－ta
  料理人，調理師
50       yar（s）【i］（n）6iγ～
  馬
77   s6kti yiγmi§tutzun
  沸多誕（マニ僧第二位）
68
71
93
76
71
26
44
46
47
min＿k益七ngri mo勉k
  suvsu§i皿ga mo孝ak
       tngri mo狙k
  tngri mo髪ak－ning
    tngri mo季ak－k包
   k包dgu b6z bi1＝z［On］
t工angsiz］bolmazun bir
 uz qi1turzun taqi bir
    uZ qi1tutZun qayu
arqaSinta
a正qaSinta
蔓rS1an
鼻rS1an
毎spasanc－qa
鼻spasanc－qa
鼻spasi
鼻spasi
aS
S
aS
aSγ
a§i
a§i
a§i
a§i
a百Zun
aS Sar
a§6i－1・・γ
atIar－qa
塾vtadan
鼻vtadan
鼻vtadan
梨vtadan－ning
尋vtadanqa
ay
ay
同yda
ayqi
土0yin arqaSinta
yrγan6upan yaqmazun
tonga inisi bir1包
dintar－ning a§i yig
qi§qi ton 包tOk bo1zun
yayqi ton bo1zun
尋spasan6－qa qiミ；qi七〇n
盆r査n Oγ1an－SZ tngri1乞工
boγuz uz qi1tu1＝zun
boγuz uz qi1turzun
bo［γuz1aγduq bo1sar
suvsu§uジYWRX，NY
suvsu§i t註ngsiz bo1sar
azuqi bir1盆barip
boγzi七脾ngsiz］bo1mazun
yig bo1sar ii6yiiz
iki i§ayγu6i－lar
qanta nwydmak盆ba［rsar1
6tmakδi－1虹ig qavira
yiZgu qaturZun
yaqmaZun qa玉iu qi1γu
yaqmazun tngri mo季ak－k包
XrOXan－la工qatilmaZun
k包v釧一1盆工i yizOn
kim悦g9包1i k1s紅
sayu iki尋nさmn
bir x］＝oxan bi工i§ayγu6i
biris（i）／／／／／／（b）ir
a§bo［γuz1a・γduq bo1sar
          48       aγduq bo1sar o1
ayγu6i   （i§  ）幹事
          34          1il§
          44      bir xroxan bir i§
          46              （b）i1＝i§
          48     o1ayqi x工0xan i§
          94            bi1zむn iミ；
          96   qutadmi§y騨n i§
          29           iki i§
          30          ／／
          33          （0）1urzun i§
          38       iki xroxan1ar i§
          49      iki xroxan＿1ar i§
          56       kirm註zun i勇
          57        x工。xan－Iar i§
          69          xroxan1ar i§
          86         yir s口v iki i§
          90          a§zun iki i§
          94      qati1mazun i§
          97         bu iミ；1包rig i菖
         102             i§1査士z高n i§
         107      0t五n査min i§
          56          xroxan－1ar i§
ayit一    言わせる，査問する
          102           kiin1ug i§in
aZ     少ない；少し
          88        n身6至bar 乞1＝s乞r
aZuq    携帯食料，旅行用食料
          32  iki xroxanJar6z a§i
乞Iig     五十
          39     bi§yuz qlユanpuda
          40  taqi qa1mi§tδrt y鶯z
乞m     薬
          107      oqip k1世rOP otin
包m胤一   治療させる
          106         kδr世 士（u）圧tup1
          ユ07      bk tutup a1ip uz
乞ト     ～である
           16   n（註）yiγγu tiエg血bar
           17      y（i）γγu tirg血bar
ayqi
ayγu影i】
ayγ・さi
ayγ・6i
ayγuCl
aη・さi
ayγ・6i
ayγ・6i－1a・
〔ayγ】u6i－1ar
ayγu6i－Iar
yγu6i－lar
yγuうi－1ar
ayγu6i－1ar
ayγu6i－1ar
ayγu6i－1ar
・γγ・6i（Ia・）
ayγu6i－1ar
ayγu6i－1ar
ayγu6i－la・r
ayγu6i－1ar
ayγu湖一1arda
ayγu6i－SZ
ayitu
aZ
aZuq
釧ig
釧ig
註m
盆m1猷g説i
査m1包tZOn
虹S批
乞 S乞r
xroxan i§ayγu6i bi工胞
101
bi1＝1包turup yi6an五p
bir1註turup yi6anip
bir1包qavriγ一qa t註gziin
taγay ba工s iIimγa
quma工ba工s trqan－qa
（、）／／／
1iV tutZun
qinqaqaWiγ一qa
（bir1室）／／／／ 圧i割1包tziin
bi1＝1互turup
ym盆xroxan［一sz1kirm乞zOI1
birI包turup6tiinzOn－1包r
bir1a turup qi1tu11zun
uz蝸r竈p
it工那］m註Z亡n
bi1ziin i§ayγuさi
uZ qi1Sar
k世n1むg i§in ayi亡u
bk tutup a1ip
k1rmazun1§ayγu61－lar
tu工Zun
廿kO§yaqa－ta birip
bi工1註barip
quanpu k註dm盆＿雌bir洲n
quanpu査r包n蝸
i§ayγu6i－la工da
y正iγm1脂bo1zun
qayu dintar－1ar ig1包p
i1imγa tOtOq yiγip
qumar〃／／／
102
ar奇n
査士衙k
baγ
baliq
ba工
ba卜
ba工s
ba§ta
bg
87   qaγyir1趾i n身6包bar
  男性；男衆；寺男
58   qamγa正aqi鼻spasi
62
40   tδrt y口z 奇Iig quanpu
101     manistan－taqi
  長靴，ブーツ
 41  蔓spasan6－qa qi§qi ton
  囲いのある庭園，果樹園
10     bars trqan i§1盆z世n
12
86    manistaト1ardaqi
92          bu yir suv
  城市，市城，町
123        turγaq turzun
23      エδ】ngtOnki kidinki
  9        【i】§1包z亡n kidin
 14         t註g（z廿n）kidin
   ある，存在する
 16       n（乱）yiγγu tirg壮
 17         y（i）γγu tirg廿
 87      qaγyirI包ri n註6包
  行く，出かけて行く
 32     dz a§i azuqi bir屹
63    qanta nwydmak査
65   tngri1奇r nwydmak包
109       sa（v）一qa k宣6gun
虎；（人名）
 5
 9             （t）aγay
10   i§ig k雌09qumar
12         bo1sar taγay
14    〃〃／〃ノノqumar
22 yir suv1ar itgO qumar
95       i§ayγu6i taγay
96    i§ayγu6i qumar
122          k註dizさi oγu1
  頭に，先頭に
ユ01 ymki6or P，§PK biエ1色
ベグ（称号；人名）
虹S盆r
註工奇n
註r盆n
虹益 k包
邑r註n－1奇rig
註tOk
baγ
1b・1γ
b・γ
baγ
baliq
b工a1iq／／］
bali工qtaq司
baliq七aqi
bar
bar
bar
ba正ip
ba［1＝sa工］
baIsa工
baIzun
ba正s
bars
bars
ba正s
b（a）工（s）
bars
b rs
bars
bars
ba§ta
az iiku§yaqa－ta birip
0γ1an－SZ tngri1ar n畳6証
tngri1証r qi工qin tngri1室r
争spasi盆spasan6－qa
ymki6or P，§PK birI包
bolzun
［bor11ユq1yi［r］（su）v
bo工1u（q）
bor1uq yir suv
borIuq savinga
arqaSinta tOyin
i勇ig kむ6ug
i§／／／
虹S註・i1imγat・tOq
包rS虹qumar／／／／／
包］＝s註r az OkO§yaqa－ta
SOlmi mani－S士an／／／／／／／
ikir査r kip60k ta§suv
iSmi§minin6ngi
t正qan tmir yaX§i士utZun
i1i（mγa）
trqan i重1色ZOn
trqan qiyn－qa
／／／／／／D／／／／／／／／／／／／ノ／
i1imγa t〇七0q－qa yumu§6i
七rqan－qa yumu§6（i）
ziγ6i？一1ar mun6a ki§i
tu工up i§1包tzun
103
bil＿
bir
bi工＿
bir1量
115
94
      LYS（、）§abi k6rt1包  bg
知る，関知する
          i§ayγu6i－1a工  bi1zOn
44
44
44
45
46
73
79
83
84
103
116
117
99
112
116
46
    t工註ngsizl bo1mazun
     bolmazun bir ay
    bir ay biエxrOxan
     uZq砒ur・untaqi
        biris（i）／／／／／／
    6z suvsu§in birzOn
     06ki§i＿k註biエziin
       tng工i mo孝ak－k奇
  iki尋n6mn tngriI包rk註
     i…；in ayitu turZun
            bu舵註gO
    bu ikigu iki kOnt包
廿6y口Z qiyn－qa t註gZOn
      bu t6工t i1ig ki§i
   bu 06乞gii（b）ir kOn
       taqi bir ［a］yda
与える；納入する
31
88
25
39
72
78
80
81
85
113
100
 3
 7
21
32
38
44
46
           mu工n6a］1iV
       az 高ku§yaqa－ta
            k註dg高bδz
     quanpu k註dm査＿蝸
           δZ SuVSu§in
            u6ki≡…i－ka
      u1uγmani－Stanta
     ki6ig mani－stan－ta
       bif tang songun
         iki k高エi k註p註z
           bir1註qizγ凹t
～と共に，一緒に
t・a㎎・γikigh
YWNKL／／／／／
 δZa§iaZuqi
 i§ayγu6i－1ar
 bi工i§ayγu6i
（b）ir i§ayγu6i
bi工
bir
bir
bir
（b）ir
bi工
b 工
bir
bi工
bi正
（b）ir
bi工
biI註r
bi正批
bi正行
bi正is（i）
bi工ip
bi工ip
birz［Onl
birzOn
birzOn
bi正z高n
bi正z廿n
bi正ztn
bi工z廿n
biIzOn
bi工zOn＿1包r
birほ
bi正ほ
birほ
bi工1畳
（bir1査）
b rは
b 工1包
tur bu u6包gu
i§ayγu6i七aγay bars
ay bir xroxan bir i§
x工。xan bir i§ayγu6i
i§ayγu6i bir1盆turup
工a］yda biris（i）／／／／／／
i§ayγu6i bir1室tu11up
yi（1）q（i）1（iv）buγday－
k高n ygrmir肚qaγun
kuri bi§ing sOngun
tang songun birzun
yi1yg工rm1i qangI五qami§
kOn bir註r yuk otung
y口k otung kIiiriir
軸nkim（。）／YCW（K）Y
…1iγkap註z idip kIOrziin
y口k otung klur廿r
／／／／／／（b）ir i§ayγu6i
tngri1包r a§i SuVSu§i
yirig kδntiirOP
ay sayu iki尋n6mn
taqi qa1mi§土6rt yリZ
bir yi（1）q（i）1（iv）
bir k廿n ygrmir虹qaγun
otuz（1aγun ki6ig
bu qaγunuγ
6ngtun kidin n直6量
alti kOri k註p盆z q060
maniStan－taqi益r包n一
kirzdn kigOr（。）／／（．．）／（、）
tutZunδngtOn yingaq
barip so1mi mani－s七an／／
〃／／li§1崎tZOn
turup yi6anip
turup yi6anip
104
bi§
bi§ing
bitig
bk
blgむlOk
boγu・
bo1一
48
50
57
69
100
101
110
121
          i§ayγu6i
       i§ayγu6i－lar
       i…；ayヨ■u6i－lar
       i§a・yγ“6i－1a工
事Onkim（．）／YCW（K）Y
   ymkiさ。r P’§PK
   裂rS1an tOnga iniSi
yaq§i a6alli iniSi0γli
  五
35     tδ工t ming y口z
39 k註dm包t奇giエm註n＿ni（ng）
  意味不明
83tngri mo享ak＿蝸bir k舳
84       songun”（．．）D’
  文書
61             bu
  しっかりと，固く
107  乞min i§ayγu6ト1arda
   目E口すること
61            tapinγu6i
  喉；胃袋，腹
45      turup yi6anip a§
47     tu工up yi6anip a§
47        qayu ayqi a§
 43       tngriI乞r－ning a§五
  ～になる，～とする
44  a§iboγ・it陶g・i・1
  1
  6   ／／／／ZWN OntOrgO
12
 31     a§i suvsuミ；i t盆ngsiz
37
48
66
68
119
125
54
73
41
         （i）§k（ii6）
   a§ bo工γuz］ aγduq
n湖d包qa1iuqi1γ・
        qa1iu qi17u
 dinta11－nin8a§i yig
         蝸nt（i）§i
      n至値gi§k雌
buγday＿niI1g s6kti＿si
     qi§qiton批阯
bir1包
birI盆
bir1註
bi工1査
bi工1包
bir1畳
bir1包
bi工1包
bi§
bi§
b §ing
bi§ing
bitigin
bk
b1gO1高k
boγu・
boγu・
bolγ・・1
boγ・i
bo mazun
bolsar
bo1sar
bo1sar
bo1sar
bolsar
bo1sar
bo1sar
bolsar
bo1sar
bolsar
bolup
bo1ur
bo1zun
qaVriγ一qa t査gZiin
turup
turup6七世nz高n－1包1＝
turup qi1turzun
qizγut birziin－1包r
ba§ta turup i§1包tzOn
MX～ky4oγ1ani
§ingtai tOy【ηn
otuz quanpu
y口z quanpuda 包1ig
songun”（．．）D，
songun iki蔓n6mn
tutup alip uz amI邑tz廿n
qi1ip xoanta uz
uZ qi1turZun
uZ qi1tu］＝Zun qayu ayqi
aγduq bo1sar O1a．yqi
土工註ngsizl boImazun
bir ay bir xroxan
ym註i1kird註］（k）呵
ikig亡
taγay bars
iki xroxanJarδz
iki xroxan1ar i§
O1ayqi XrOXan i§
muniO・註qilZun
tngri mo孝ak yr1i（γ）8sz】
06yリZ qiynqa t註gZun
i§1包ziin adin i勇k乱
tngri mo享ak＿kaδtOgk包
iki y口z§iγ
k奇p註z b6zi
bo1mi§
bo工1uq
bδz
bu
b・γday
bun
burうaq
buz
43
106
111
11
12
34
86
93
104
13
25
25
42
41
            yayqi tOn
     昼m1批g砒i y［iγm曄
（人名）
                iγa湖
ブドウ園
                  baγ
                 lbalγ
         aγi1q－qa kirOr
   manistan－la■daqi baγ
        bu yir suv bar
    taqi qalmi§qami§γ
非常布
                 ／／／C
         iki（、 ．．．） 高z盆
                k註dgO
              圧aIltmi§
                k註p註・
これ；この
61
67
74
76
81
92
97
111
115
117
117
27
73
88
35
27
64
24
   muniuZaqi1・un
        iki yリz…；iγ
    k包val－1包ri yizun
mani－stan一士a birzOn
   qiZγut－qa t註gZOn
  （k）工i］6igi i1kδfmi§
      iγa66i bo1mi§
  §abi kδエt屹bg tur
qutluγtOnga qO1mi§
bir yqk〇七ung kliirO工
4・麦
         s独i・註ron§iγ
       bir yi（1）q（i）1（iv）
基本，もと
         yirig k6ntむrOP
    y口z bi§otuz quanpu
豆
               iki§iγ
氷
        ta重suv kIiirOP
bo1zun
bolzun
bo1mi§
工bor11ユql
bo正1u（q）
bo工r1uql
bor1uq
bo工Iuq
bol＝1uq－1ar
bδz
b6z
b6z
b61z］
b6zi
bu
（b）u
bu
bu
bu
bu
bu
bu
bu
bu
bu
b・γday
buアday－ning
bun
bunq固
bur6aq
buz
buz－nung
iki尋nさmn
ota6i oqip k1urOP
bu t6rt i1ig ki§i
yi同（Su）V qaγtim乱Zun
yir舳§i tδr七ming yuZ
yir suv iki i§ayγu6五一
savinga tngri mo事ak
Sayu i1包Zun
’Y／ノ
t益g§廿正up
birz工On］ay sayu
bitigin
iSmi§min＿k包
iki yリz §iγsδktid盆
yリz§iγs6kti
qaγumγyiγmi§yiγip
yir suv baγbo工1uq
i§1註rig i§ayγu6i－lar
t6rt i1ig kiミ；i
u6包gむ（b）il＝kun bi1＝註r
ikigu iki kunta bir y口k
Otung6i－1ar－ning
yiti（§）iγkdn6it
s6kti＿si boluf
tii§ing註t昼gurZむn
tδ汕狛S工0§iVtqanikta
雌1司iγqOnu（q）
suvi qilip
105
106
60工
。upan
dintar
i
id＿
iγa鮒
ig1包一
iki
ikig廿
  騒（称号；人名）
101      証r益n＿1包rig ymki
  地方官
124  士。yin arqas玉nta yrγan
  マニ教僧尼，マニ僧
108   uz註m1査tz衙n qayu
119   q・tl・γ？裂・・la・
  柴草
22    （．）WC，X（．），XY
  送る
112       bir証r§ir k註p査z
  大工；材木屋（人名）
111   MX～ky一色。γlani
  病気になる
108       qayu dintar－1ar
105       §axan qy＿a＿lar
  二；両
24       ／YN altmi百
26   b6z birz【unl ay sayu
27      yiti（§）iγktn6it
29
 31        t昼ngsiz bo1sar
37
43
49
51
69
70
73
74
84
86
90
113
117
63
 6
 7
20
   （i）§k（06）bolsar
  yayqi ton bo1zun
  qaV・iγ一qa鞠・廿n
  （X）［01antaOlurSar
    tumpq砒urZun
亀n6mn tngri1包トning
      s6kti－si bo1ur
     iki y具z 罰γbu
      bi§ing songun
 baγbol＝1uq yill suv
       tii勇in a§Zun
    yar maniSta．nta
          bu ikigu
nwydma雌ba【エsa■］
二人で
60r
cup
dintar＿lar
dinta】＝一ning
i
idip
iγa湖
ig1包p
igI乞S虹
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
土ki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki
iki工包r
   廿ntO工gむbo1sa工  ikig廿
          t・・㎎・γ ikigO
TW（．．）／〃kigむ工zもn ik敏
P，§PK bir1奇ba§ta turup
yaqmaZun
ig1註p yiγmi§isinm奇s虹
a§i yig bolsar
七（a）riγquanpu y五γγu
k雌rzun
bolmi§bu t6rt i1ig ki§i
yiγmi§iSinm註S虹
kδrii士（u）［tup］am1射gii6i
（…  ．．） Oza bδz t奇g勇Oriip
争n6mn七ngri臓rk註
§iγbur6aq
i§ayγu6i－1ar（・）／／／
X工0Xan－1ar6Za§iaZuqi
Xτ0Xanlar i§ayγu6ト1ar
亀n6mn tng工i1批一ning
X工OXan－1ar i§ayγu6i－1a］＝
xroxanトIarユadaqin
尋n6mn tngri胞工一ning
T，Y，TSY suvsu§tnga
y鶯・§王γ
y口z§iγs6ktid包
争n6mn tng工i1打ka
i§ayγu6王（la－f）uz it廿工up
i……ayγu6ト1ar
ku1＝i k包p包z biエzun
kiint色bir yリk otung
kup6uk士a§suv k1世1＝也p
bir1包
107
i1
i1imγa
i1ig
i1kid註ki
ini
iS一
iSin一
i§
117qut1uγtonga qo1mi§bu
  国；（人名要素）
97    yumu§さ（i）（k）工i】6igi
  財務担当（書記）官
  4
  9          （t）aγay balls
16  yiγγu tirgu bar色エs敬
95   i勇ayγu6i taγa・y bars
  王
111             bu t6rt
  以前の，かつての
  1       boIsar yma
  3
  4
 55    otiigk註kir［s註r1／／／／
   弟
110          蔓工s1an tonga
120          yaq§i a6a1＝i
   吹き分ける；精選する
65   nwydmak註barsar
67 muni Oz包qi1zun（b）u
  心暖まる；親身になる
108      ig1卵yiγmi§
14
29
33
34
37
44
46
48
49
55
56
57
69
86
90
94
仕事， 業務；用件
   kidin ba1iqtaqi
              iki
         （0）1urZun
        iki xroxari1a1＝
 bir ay bi］＝xroxan bir
   biris（i）／／／／／／（b）ir
       Ol ayqi X正OXan
       iki x1＝oxan－lar
    七6rii6a X】＝OXa．n－1ar
            ki工m乞zOn
           X工0Xan－lar
           X1＝0Xanlar
baγbor1uq yi1＝suv iki
       t世ミ1in a菖zun iki
X工OXan－1arqa削maZun
ikigu
i1
ilimγa
i1i（mγa）
i1imγ・
i1imγa
iIig
i1ki｛d到（k）［i］
エi1ki1d乞ki
エi1（1）ki＿d註ki
（i）1kid査ki
iniSi
in Si
iSmi§
iSmi§
iSinmaS包r
i§
i5
i§
［i1§
i§
i§
i§
i§
i§
i勇
i§
i§
i§
i§
i勇
i§
iki kunt註bir yuk
kδ工mi§
七〇toq，YX／／
totoq yiγip
totoq－qa yumu§6i ki6igi
ki§i bir査r§iγk註p註z
tdr06（乱）
tδr雌ポYX（．）／
七61＝06直X］＝OXan－lar
bi工1包MX？ky一昼。γ1ani
or1i bi1＝1包
mininδngi yiγtu工Zun
min－k趾ng正imo乏ak塾v七adan
u6yリZ 工qiy1n－qa
／／／
ayγu6i－lar（・）／／／
ayγu6i－1ar qinqa
ayγu［6iユ
ayγu6ト1ar（bil＝訟）／／／／
ayγu6i bir1査士urup
ayγu6i bir岨turup
ayγu6i bir1包 qavriγ一qa
ayγu6i－la］＝bir1註tu工up
ayγu6i－sz kirm乞zOn
ayγu6i－1ar ym乞
ayγu6i－1a】＝bir1包turup
ayγu6i－1ar bi1＝1a tu11up
ayγu6i（1ar）uz iturOP
ayγu6ト1ar i七ra回maZun
ayγu6i－lar bi1z廿n
108
i§屹＿
i…1室t一
it一
itr鵜一
i舳r一
k盆d＿
k註diz6i
k註dm註
 94              bi1zOn
96   ki6igi qu士admi§yg乞n
 97             bu i§1盆ri9
102   ba§ta tump i§1包tzOn
107        otin amin
37
54   mani－stanta n批乞g
 91              itr至§ip
125            k至nt
 8           ／／／（．．）daqi
 10       kidin ba1i【qtaqi］
102              k廿n109
125            adin
97             bu
  働く，仕事をする
 9
10   qumar baエs trqan
123 mun6a ki§i manistanta
ユ25       k至nt （i）§i bolsa1＝
  Caus．ofκ〃一
 5
20          ／／／
 38            （birI註） ／／／／
102P’§PK bir1註ba§ta tu正up
  整える，整備する
22      y五γγu yir suvlar
  責任転嫁し合う（？）
91      it工註同m包ZOn
91      iki i§ayγu6i－1ar
  耕作させる（Caus．of｛圭一）
 87   iki i§ayγ1ユ6i（lar）uz
 90   tu§kiru工 yi工崎rig uz
11     qaγtim査zOn uz
  はおる，着る
25
   フェルト職人
122        yaqtsin tOyin
   （人名）
 38        ／／ノ／工i§］1註tzun
 39          a1ig quanpu
i§
i勇
i勇
i§
i§
（i）§
i§
i§
（i）§i
i（§）ig
i§ig
i§in
i§k註
i§1包rig
呵§1包Zdn
i§1包ZO
i§1包Z置n
i§1査ZOn
i§1包tZOn
i§1包tZ岱n
工i§］1包tZOn
i重1量tZOn
itgd
it燃ip
itr到司m査Zin
i舳rOP
tur廿p
i冊rZ衙n
k包dg廿
k乱d z6i
k盆dm奇
k益dma＿k註
ayγu6i taγay ba工s
ayγu6i qumar ba工s
ayγu6i－1ar uZ qi1Sar
ayγu6i－1ar kOnlug i§in
ayγu6i＿1arda bk七utup
k（ii6）bo1sar iki xroxanIar
ku6bolup tngn mo孝ak－ka
k誠aγduqqi1sa・
bolsa工i§1色z竈n
kO舳9qumaf bars t正qan
ayitu turZun
yaqmaZun
i§ayγu6ト1ar uZ qilSa】＝
kidin bali［qtaqi］i§ig
baγ 【bor1uq］yi工rl（su）v
Otaうトla・t・正γaq
adin i§k包yaqmazun
YWNKL／／／／／bir1包tutz㎜
k註dm註悦girm註n－ni（ng）
i…；ayγu6i－1ar k高nlug i§in
qumar bars
i§k06aγduq qi1sar
itr包§ip i§kii6aγduq
yana qaγyi］＝1色11i n註6註
七〇§in a§Zun
6ngt高n
b6z bi1＝z正un1
oγu1bars
t包girman－ni（ng）bi§yリz
birzun taqi qa1mi§
k邑dtuγmi§
k細t
k註p包z
k包V邑1
kiさig
kidin
kigo工一
kim
ki工i
ki工＿
  （人名）
工15      otungさi－lar lalan
  域市，都市
124 yrγan6upan yaqmazun
  綿花
 4ユ  qiミ；qi ton註tiik bo1zun
112      i1ig ki§i bir註r§iγ
113             iki kOエi
113              a1ti kむエi
  駿馬
 76         鼻vtadan＿ning
  小さい；小姓，小人
 81           otuz qaγun
95   七〇toq－qa yumu湖
97   t工qan－qa yumu§6（i）
   西；後
  g      1i］§岨Z亡n
 13    工qav］工iγ一qa t包g（ziin）
 85              δngt亡n
 23            エ6］ngtOnki
   Caus．of肋γ一
  3         biエ1証kirz廿n
20   kirgOsin TW（．．）／／／
 36        sro§ivt qanikta
   誰
71  mo孝ak＿ka梨vtadanqa
   後に，後で
 53      tOz t註guriip anta
 60  angaru tapinzun anta
   入る
18     ・γilq－qa
19     （．、）／一（q）a
56          iミ1ayγu6i＿sz
57    ym査xroxanトsz】
2      qanikta
55    mo季ak－k直6地gk奇
34     aγi1q－qa
89             tii§
1     X，XWCY－1ar
3           bir1包
k註d士uγmi§
k包nt
k師盆
k証p註z
k査p註z
k昼p註・
k査v奇1＿1査ri
ki6ig
ki6igi
（k）【i1うigi
kidin
kidin
kidin
idinki
kigii工（．）／／（．、）／（．）
kigii1＝zOn
kigu工ziin
kim
ki
ki
kirgむsin
kirgiisin
ki工m査ziin
ki正m乱ziin
kirs註r
kir［s直r1
kirur
ki地r
kirzun
ki正zむn
LYS（．）§abi kδrt屹
（i）§i bo1sar i§1註ziin
b6zi
idip k1Orzun
birziin a1ti k廿］＝i k包p互z
q060maniS1tan一］qa
yiz高n bu y口z§iγs6kti
mani＿stan＿ta birziin
qu士admi§yg査n
i1k6rmi§
ba1i［qtaqi］i§ig k06世g
baliqtaqi i§／／／
n銚註manis士an－1ardaqi
b［a1iq／／1
ikigu
maniStan－taqi［n到値g
t註g9包1i k1s昼1＝
109
6Z1盆ri XOanta O1urZun
qa1mi§qamγa岨qi OγIan
TW（．．）／／／kigurzun
i§ayγu6i－1ar ym査
XrOXanJar i§ayγu6i－lar
ya1nguZ
／／／ノ（i）1kid註ki土6ru6包
bo工rIuq1yi11 t世§i
yi工1包1＝ig uz itO1地p
X，YX（．）／
kig01＝（．）／／（．、）ノ（．）
110
ki§i
kI一
k1Oト
k6ntuト
k6工mi§
kδr土1註
kδr＿
k舵
k誠g廿n
kOn
kOn6it
k廿p舳k
103  qami§mani－staトqa
  人，人間
112          bu七δrt ili9
122         mun6a
 78           yir－1包rig ii6
  来る
72       kim値gga1i
  Caus．of〃＿
63              ta§suv
106          ota6i Oqip
116       bi工査工yuk o士un9
117       bir yuk〇七ung
79  qaγun mani－stan－qa
82      yiγmi§yiγip
112   bir註r§iγk註p査z idip
114  qo6o manis［七an］＿qa
  整理・管理・監督する
88    yaqa＿士a birip yirig
   （人名）
97    （k）1i16igii1
   （人名）
115          LYS（．）…abi
  見る，看る，検視する
105 §axan qy＿a＿1aエig1奇sar
118             0tungin
  力，（1§  ）仕事
37          （i）§
 54             n盆t盆g i§
91     itr奇§ipi§
 10   kidin ba1i［q士aq五1i§ig
  厳しく（P）
109             sa（v）一qa
   日
79             bir
116       bu ii6査gu（b）iエ
102         iミ…ayγu6ト1ar
117          1〕u ikigii iki
   ゴマ，胡麻
 27            yiti（§）iγ
  瓶，水瓶，桶，水差し
kirzOn
k §i
ki§i
k …i＿k註
kls査r
k1u地p
k1O汕P
k1iirOr
k1OrOr
k1ii工z騎］n
k1Or（zOn）
k1urz亡n
k1u工zun
k6ntii1＝iip
kδ工mi§
k6工t1包
kδ汕
kgr高p
k（世6）
k世6
k説
k雌ug
k雌gむn
kiin
kun
kun1ug
kOn値
kOn6it
七aqi qa1mi§qam卿
bi工査r §iγk昼p包z idip
maniStanセa i§1包Z廿n
birzむn
δz suvsu§in birzOn
buz suvi qi1ip
Otin註min i§ayγuさi－
qut1uγtOnga qO1mi§
bu〇七ung6i－1a・r－n五ng
OtuZ qaγun
K／（．．．．）qi1sar
yar manistan亡a iki kO工i
mani－S七an－taqi
bun t高勇ing乞七註gdrzOn
bu i§1註工ig
bg士ur bu ii6査gu
t（u）工tup］包m1註tg誠i
a1γu6i yaqSiZ～qut1uγ～
bolsa工iki xroxan1ar
bolup tngri mo享ak－k証
aγd・qqi1・・工
qumar bars七rqan i§1註zOn
barzun
ygrmir註r qaγun
bir註r yリk otung k1ur廿r
i§in ayitu tu1＝Zun
bir yuk〇七ung k1廿rir
iki§iγbu］＝6aq
k立ri
kya
lalan
1iV
maniStan
min
ming
mo乏ak
63        ba【rsa］＝］iki1＝註r
  （重量単位）；斗（容積）
83  tngri mo妻ak＿k盆bir
n3   yar manistan七a iki
113            a1ti
  指小辞（人名要素）
111    inisi bir1査MX？
  （人名）
114           0tung6i－1a］＝
  食糧，食料
28    ／／／／／／／／／／（．）
 30        ／／［ayγ］u6ト1a1＝
31         mu1n6a1
73         bir yi（1）q（i）
   マニ教寺院，マニ寺
120        qiynqa t包gziin
 85     6ngt廿n kidin n包6包
113   a1ti kuri k査p乱z q060
112          yar
122       mun6a ki§i
 36      qanikta kigiirzOn
100      qizγut birzOn＿1包r
33           so1mi
79    yg正mir註r qaγun
103 yg［rm］i qang1i qami§
 54       xOanta．01urzun
 80       0tuz qaγun u1uγ
62   qhqin七㎎ri1包r
 81      〇七uz qaγun ki6ig
  2
114         ＿qa k1iirzOn
  麺，麺粉（むぎこ）
66nwydma蝸baエsar ismi§
67        （b）u ismi§
   千
 35         yir ti§i t6rt
   幕閣（マニ僧第一位）
  4         ／ノCY
67（b）u ismi§min＿ka tngri
 68 qa1iu qi1γu bo1sar tng1＝i
k廿p前k
k衙ri
kiiri
k阯i
ky一包
1a1an
IiV
1iV
1iV
l（iV）
七a§suv k1高riip
bi……ing songun
k註p註z birzun
k奇p査z qo6o manis工士an一］
・γla・i
k註dtuγmi§
士utZun
士utZun
birip tngriI査r a§i
buγday＿ning sδkti＿si
maniStan    Sanlγ0ta6i－1ar
manistan＿1ardaqi baγbor1uq yiエsuv
manisltan1－qa  k1ur洲n
manistanta   iki k阯i k註p肋bi正zun
man Stanta     i§岨Zun
manistan－taqi エn註］t註g TWYR（．）／
manistan－taqi  註ran－1包rig ymki6or
mani－Stan／／／／／／／
mani－Stan－qa
mani－Stan－qa
mani＿Stanta
mani－Stanta
mani－S七an－ta
mani＿Stan＿ta
工man1i－S七an－taqi
ma 三一Stan－taqi
minin
min＿蝸
ming
mo（乏ak）
mo乏ak
mo孝ak
k1阯z同n
kirz廿n
n註t註g iミ；ku6bo1up
birziin
SanSar
birz衙n
yaZ1iq
0土ung6i－1ar la1a．n
6ngi yiγturZun
士ngri m〇三ak尋v士adan
yμz bi§otuz quanpu
尋Vtadan yaqmaZun
yr1i（γ）［SZ】
111
112
munさa
muni
n邑
n銚乞
n射註g
nwydma
0γIan
0γu1
01
01uτ＿
70iki T，Y，TSY suvsu§inga
 93   bo］＝1uq savinga tngri
 54    i§kii6 bo1up tngri
71         tngri
83        士ngri
 76    y口z§iγsδkti tngri
   このような；このように
 30           1iv tutzun
122    oγul ba■s ziγ筍～一1ar
   これを
 67     qa1iu qilγu bO1sar
  何
 15            6ngtOnki
  如何なる，どんな
59  ・γ1an一・・t・g・i1包・
 85         6ngtOn kidin
 87      yana qaγyir1註工i
66 mininδngi yiγt町zun
  如何なる，どんな
37     manistaトtaqi
 54          mani＿stanta
  およばれ，御招待
 28            1iv tutzun
 63     －ta a§ansa工qanta
65  S，CN’NKW t㎎正蝸r
  児童，少年；子供
60   qalmi§qamγaraqi
110   M’NK／W／sang㎜
111 inisi biエ1註MX～ky＿註
58qamγaraqi尋spasi註ran
  息子；（人名）
120      yaq§i aさari inisi
121              vapap
122              k註diz6i
  それ；その
48 a§bo工γuz1aγduq bo1sar
  坐る，席に就く；居る
 51     tng工i1査r（x）工。1anta
33
 53  anta kin 6z1aエi xoanta
mo孝ak
mo孝ak
mo狙k－k昼
nユ0季ak－k至
mo孝ak－k註
m〇三ak－ning
mu1nさa1
m口n6a
muni
n（包）
n盆狛
n盆脆
n註潴
n挑註d註
ln到t註g
n趾註g
nwydma
nwydmak証
nwydmak註
0γl n
0γ1ani
0γlani
0γlan－S・
0γ1
0γ1i
Oγu1
01
01urSar
（0）1urZun
O1urZun
尋vtadan yaqmazun
尋vtadan x】＝oxan－lar
6t09k註kir［s註r1
尋vtadanqa kim t査g9包1i
bir kむ】＝i bi§ing song口n
盆vtadan－ning k量v邑1－I註ri
1iv billip tngri1奇工a§i
ki§i manistanta i§1註zOn
廿Z乞qi1Zun
yiγγu士irgu ba正盆正s註r
”／／／〃【SrR angaru
manistan－1ardaqi baγ
bar包rs奇r az Oku§
qaliu qi1γu bo1sar
TWYR（．）／
i§k06bo1up
baエ1＝sar］ikir邑r kOp6iik
barsar ismi§minin6ngi
，YWRX’NY ZM，§TYKq（a）
亀］＝slan tonga inisi bir1包
iγaう6i bo1mi§
七ngriI包r n註6包
biエ1包 §ing七ai tOy圧ηn
七aZ
bars
ayqi XrOXan iミ；ayγu6i
iki xroxanトlar］adaqin
i§ayγu6トIar qinqa
mani－Stanta n批包g i§k舵
on
0qト
。rdu
0t
0ta6i
0tung
0tung6i
0tuZ
6gdi
6ngi
6ng仙n
6土m乞k6i
δ杣g
6tOn一
δz
  千
26      tngri1包rk註s査kizar
  呼ぶ，招喚する
106                0taさi
  宮居，宮殿；（地名）
78             舵
  草；薬：草
106     0土a6i Oqip k1セ1＝OP
  薬師，医者
106      y障γm］鵜bo工zun
ユ20     manistan sanlγ
123   manistanta i§1註zOn
  薪，たきぎ
116    （b）ir kOn bir註r y口k
117     iki kiint証bir yリk
ユ18    bu otung6i－lar－ning
  薪採取人，柴刈
114     mani＿stan＿taqi
117       otung k1通1＝uf bu
  三十
35   tδr七ming yリz bi§
 80           klo】＝z工廿1n
 80              bi1＝zOn
  称賛，賛美，おほめ
 98            uz qiIsa】＝
  易山こ， 占まカ、…こ
66   barsar ismi§minin
  東；前
 11            uz itOl＝z廿n
 21         bir1色tutzun
 85 bir士ang songun birzOn
 15    qiz（γ）［ut－qa1t註gz衙n
23  ／／／／／／D／／／〃／／／／／／〃
   バン職人，バン屋
50     a蜥一1a・γ
  奏上；陵上，請願
55    七ngri mo孝ak－k包
  奏上する；陵上する
 58          bir1包turup
   自身，自分
。n
oqip
ordudaqi
otin
○士a6i
Ota6i－1ar
Ota6i＿1a1＝
〇七ung
otung
otu in
o ung6i－lar
Otung6i－1a1＝一n五ng
○士uZ
○士uZ
OtuZ
dgdi－k包
6ng
δ g舳n
δngt丘n
dngtOn
δngtOnki
［δ］ngtむnki
dtm註k6i－1批ig
6tugk乞
6tOnZun－1包r
§iγbuγday yiti（§）iγ
k1阯高p otin註min
yi］＝一1註工ig06ki§i－k査
盆min i§ayγu6i－1arda
oqip k1ijrup otin 註1＝nin
yaq§i a6a1＝i iniSi
七urγaqturZun
k1iirO工
k1Orur
kgr廿p a1γu6i
1a1an k査dtuγmi§
otu in kg工むp
1ユ3
quanpu bunq口1土δr世6包
qa・γun u1uγ mani－S七anta
qaγun ki6ig mani－stan－
a6iγ一qa t註gZOn
yiγtu工Zun
yingaq yir suv亡k創§
kidin n銚包manis士an＿
n（邑）yiγγu士irgii bar
kidi］〕ki b【aliq／／］
qaViratu工ZmIar
kir工s直］＝］／／／／
qamγaraqi 曼spasi
114
qaγ
qaγun
qa1一
qa1iu
qamγ
qami重
qanik
qanta
qang1王
qati1一
qatur一
qaVir一
qaV吻
32        iki xroxan＿1ar
72   kim tagg釧i k1s査r
53   t衙z t証g通正up anta kin
  乾いた（もの）
11          yi工r1（su）v
87       uz itti工OP yana
  メロン，甜瓜
79    bir kiin ygrmi組r
80           otuz
80           otuz
81mani＿stan＿ta bi正zun bu
  残る，余る
40 k色dmポk昼1〕irzOn taqi
60     士apinzun anta kin
104   －qakirzun七aqi
  意味不明（食品の一種）
66              n邑6包d昼
68   尋vtadan yaqmazun
  全，総，すべて（の）
 58           δtOnzun＿1包1＝
60    anta kin qaImi§
  葦，アシ
103 bir yil yg圧正m］i qang1i
！04       taqi qalmi§
  蔵（P）
 2
 36               sro§ivt
   どこで，どこへ
63 mani＿stan＿ta a§ansar
  車，車靹
 75        yリz§iγs6kti
！03     bir yi1yg［エm］i
  交わる；干渉する
 94    亀vtadan x工。xanJa．l1
  混ぜる
 77        at1a］＝一qa・yizgu
  監視する
50      6tm級6i－1盆工ig
  禁鋼刑，刑
13      ／／〃〃／
6Z
δZ
δZ1包ri
qaγ
qaγ
qaγun
qaγun
qaγun
qaγu uγ
qalm憎
qa1mi§
qa1mi§
qa1iu
aliu
qamγ
qa γ
qami勇
qami§γ
qanikta
qanikta
qant
qan（91）［i】
qangli
q 削maZun
qa士u工Zun
直aVha
1qa巾iγ一qa
a§五azuqi bi工1益barip
suvsu§in birz泣n
XOan士a OlurZun
tim証Z舳uZ i舳工Ztn
yir雌ri n邑6包bar査rs註r
mani－stan－qak1亡rz同n
uluγmani－stanta birzOn
ki6ig mani－stan－ta
yiγmi勇yiγip k1世r（ziin）
tδ工t yリz註1ig quanpu
qamγaraqi0γ1an
qami§γbor1uq－lar sayu
qi1γu bo1sar
q玉1γu bo1sar
araqi亀spasi註r包n
araqi0γ1an
mani－stan－qa kirz舳
bor工uq－1ar sayu ii1乱ziin
kirs註r ya．1nguz
kigOrzun
nwydmak註baエrsar］
t（ar）tγu6i ud－lar yiZun
qami§mani－Stan－qa
i§盆yγu6i－1a1＝bi1zun
u6 o工duda・qi yi正一1註工ig
tu工Zunla工
t註g（zOn）kidin baliqtaqi
qayu
qaZ6i～
qiL
qi1tur一
qin
qi工qin
qi§
qiyn
qiZγut
q060
34    i§ayγu6トla工qinqa
49        i§ayγu6i birI直
82      qilsar yiγm五§
   どれ，どの，どれか
47  a§boγuz uz qi1turzun
108          uz 包m1包tzOn
  鵡匠（？）
121       vapap0γ1i taz
  する，為す；作る
 66         na6包d乞qa1iu
68         qaIiu
61     tapinγu6i b1g高1廿k
 64       k1iirOp buz suv五
82    k1ur（zun）K／（、．．．）
91    i§k舵aγduq
 98       i§ayγu6i－1all uz
99        aγduq
67 qi1γu bo1sa正muni uz註
  作らせる
45          a§boγuz uz
 47          a§boγuz uz
 69           b虹I包turup
  ＝qiyn
33         i§ayγu6i－lar
  女1生，処女
 62         奇1＝乞n七ng1＝iI包r
  冬
41          尋spasan6－qa
   肉体刑，刑
15  qumar b（a）r（s）t正qan
92    i§k06aγduq qi1sar
99   aγduq qi1sar u6yリz
109    isinm註s盆r舵yリz
119     yig bolsar 衙6yμz
  罰金，罰物；刑罰
100  （．）／YCW（K）Y bir1色
 15  b（a）r（s）trqan qiyn－qa
92   aγduq qi1sar qiyn－qa
  高昌（地名）
113        a1ti kOri k査p註z
qaVrir－qa
qaVr叶qa
qaVriγ一qa
qayu
qayu
qaZ舳
qi1γ・
qi1γu
qiIip
qi1ip
qilSar
qilSar
qilSar
qilSar
q刊Z n
q汕turZun
qilturZun
qi1turZun
qinqa
qirqin
q1§qi
qiyn－qa
qiyn－qa
q五yn－qa
工qiy］n－qa
qiynqa
qi・γ・t
qi・（γ）luトqal
qi・γ・t－qa
q060
t包gZun
t互gz高n iki x］＝oxan－lar
t奇gzOn tngri mo孝ak－k包
ayqi a§bo［γuz］aγduq
dintar－1a工 igI註p
yaqtSin tOy玉n
1工5
bo1sar muni uz註qilzun
bo1sar士ngri mo狙k
xoanta uz tapinturzun
亡ngri－1包rk包
yiγmi§qaVriγ一qa t身gZOn
qiyn－qa qiZγut－qa
δgdi－k註a6iγ一qa t乱gzOn
06yリZ qiyn－qa t註gZiin
（b）u ismi§min－k註
taqi bir エa］yda biris（i）
qayu ayqi a§bo［γuz］
iki鼻n6mn tng工i1星r－ning
qaV工iγ一qat証g・廿n
七ng工i1虹mani－Stan－ta
士。n 註tOk bo1zun
qiZ（γ）［ut－qa］t査gZun
qiZγut－qa t奇gZ置n
tagzun birar如nkim
t包g［Zii］（n）Sa（V）一qa
値gZOn maniStan Sanlγ
birzむn－1昼工
t至gz廿n δngtunki n（包）
t査gz廿n bu yir suv
manis工tan］一qa k1OrzOn
116
qOlmi§
qOnuq
quanpu
quma「
qutadmi§
qut1・γ
qya
Sa6＿
San1γ
Sangun
SaV
Sayu
s註kiz
SOlmi
   （人名）
116          q旭t1uγtor19a
  粟（Seta工iaita1ica）
28     舵師γ
  官布
22     i七（a）・iγ
35 t6エt ming ypz bi§otuz
39  bi§yリz quanpuda邑1ig
40         tδrt yqz 昼1ig
39       －ni（ng）bi§yuz
  （人名）
10     i§igk誠09
 14         ／／／／／／ノ／／／／／／／
22       yir suvlar itgu
96            i…；ayγu6五
17
17       七irgu bar註11s査r
   （人名）
95     yumu鮒ki6igi
  （人名）
ユ16         otung k1iiエur
118   kgr廿p a1γu6i yaqsiz～
  語註105参照
105              §axan
  掻く，蒔く
 8          ／／（．）YN
  ～に所属する
120        manistan
  将軍（称号；人名）
110      M，NK／W／
  言葉；こと，問題，用件
 93    yi11suv baγbor1uq
ユ09    工qiy］n－qa t査g工z呵（n）
  毎に
26  kadg高b6z birz匝nユay
104   qami§γbor1uq＿lar
  八
26  iki亀n6mn tngrila正k奇
  焉者（地名）
 32  a§t azuq玉bir1包baItp
qo1mi§
qonu（q）
quanpu
quanpu
quanpu
quanpu
q口anpuda
quma「
quma「
quma「
quma「
qumar
qumar
qutadmi§
quuuγ
q・土1・バ
qy－a－lar
SaCγuCa
San1γ
Sangun
SaVinga
Sa（V）一qa
sayu
Sayu
s査kiz乞r
SO1m
bu ikigu iki k廿nt包
／／／／／／／／／／（．）1iV tutZun
yiγγu yir SuVla工itg廿
bunq［i］tdru6包
kadm包＿k盆birz高n
註r証nk註尋spasi尋spasan6－
a1ig quanpu k昼dm査＿k包
bars trqan i§1包ziin
b（a）工（s）t］＝qan qiyn－qa
bars／／ノ／／／Dノ／／／／／／／／／／／／
bars trqan－qa
／／／／／
yg乞n
tOnga qO1m五重
鼻rS1an
igI註s包r k6r廿t（u）工士up1
0ta6ト1ar yaqミ…i a6ari
0γ1ani
tngri moξak尋vtadan
k06g廿n ba工zun
iki尋n6mn tngri胞rk註
d1畳zOn，YWRX，NY ZM’STYK
0n§iγbuγday
mani－Stan／〃〃／／／／
117
SOng口n
s6kti
Sr0§iVt
SuV
SuVSuS
SVit
§abi
§aXan
§iγ
 葱渾，ネギ・ニラ類
83        bir kiiri bi§ing
84       ”（．．）D，bi§ing
85             bir tang
  フスマ（麩），麦かす
74            yμz slr
75        yizOn y口z§iγ
77          bu yμz§iγ
74        bu iki yリz §iγ
73     1（iv）buγday＿ning
 7
36
義務
水
SO gun
SOngun
SOngun
Sδkti
Sδkti
s6kti
sδktid邑
sδkti－si
（、）／（．．）／／／（、）／（。）N   sro（§）工ivtl
 bunq工i］t6r06包  sro§ivt
11     baγ【borluql yi〔111
21     δngtOn yingaq yi1＝
63     iki］＝包r k世p6並k ta§
86       baγbor1uq yir
92        bu yir
64    ta§suv k1高rOp buz
22     qua・npu yiγγu yir
  飲み物，飲料
31           tng1＝i1査r a§i
72  kim悦gg直1i k1s包rδz
70    ＿ning iki T’Y’TSY
52      adaqin turup aミ…ヨ・
   （人名）
 5             ta§
  沙弥（称号；人名）
115            LYS（。）
  語註105参照
105 ，YWRX，NY ZM1’§TYK
  石（容量単位）
 26            s包kiz盆r on
27          yjti
27            iki
28            舵
 74        bo1ur iki yμz
74           bu iki yリz
74          yμz
（Su）V
SuV
SuV
SuV
SuV
SuVi
SuV1ar
SuVSu§i
SuVSu§in
SuVSu§inga
SuVSuSuγ
（S）Vit
§abi
§aXan
§iγ
（§）iγ
§iγ
帥γ
勇iγ
§iγ
卿
”（、、）D’bi§ing
iki蔓n6mn tngτi1包rk乞
birziin
qan（91）［η t（ar）tγu6i
tngri mo乏ak－ni1＝1g
yiγm憎tutZun
yリz§iγsδkti
bolur iki yμz重iγ
qanikta kigurzun
qaγtim註ZOn uZ i舳rZ置n
廿k衙§舵O（n）（．）WC，X
k1Oriip buz suvi qi1ip
iki i§ayγu6i（1a】＝）
baγbor1uq savinga
qi1ip tngl＝i－1註rk註
itgO qumar bars
t益ngsiz bo1sar
birZiin
mo享ak尋vtadan yaqmazun
，YWRX，NY ZM，§TYK一
k6rtI査bg tur
qy－a－lar ig1包S包1＝
b・γday
kdnうit
bur6aq
qOnu（q）／／／／／／／／／／（．）
s6ktid註
s6kti qan（91）工珂
118
§ingtai
taγay
tang
tapin一
tapin士ur一
taqi
tariγ
tart一
七a§
taZ
t盆g一
75     ud－lar yiz血n yuz
76        yizOn bu y叫z
112        ilig ki§i bir証r
  （人名）
121        inisi oγ1i bir1註
  おじ；（人名要素）
 9
12
95
84
               bolsar
             i§ayγu6i
（重量単位）
         tngri1盆工k査bir
仕える，奉仕する
61，YWRX，NY卿，§TYKq（a）
59   ”／／／／／工SrR anga工u
  Caus．of物ク伽一
61      qi1ip xoanta uz
  さらに・そして
40     k註dn1包＿k包birzun
45          uz qi1tu工zun
104  mani＿stan＿qa kiエzun
  地子；穀物，主殺
22   （．）WC，X（．），XY i
  引く，牽引する
75       s6kti qa．n（g1）エi］
  石；（人名）
 5
63        ikir註r kOp6uk
  禿；（人名）
121           vapap oγ1i
  至る，達する，就く
72     鼻vtadanqa kim
13 ／／／／／ノ／［qa・1工iγ一qa
15
34
49
82
92
98
99
109
qiyn－qa qiZ（γ）Iut－qal
    qinqaqaV正iγ一qa
     bi1＝1包qav正iγ一qa
   yiγmi§qaV工iγ一qa
  qiyn－qa qiZγut－qa
    δgdi－k証a6iγ一qa
    06yリZ qiyn－qa
   d6yuz［qiyln－qa
§ir
§iγ
§iγ
§i㎎tai
（t）aray
taγay
taγay
tang
tapinγu6i
tapinzun
pinturzun
taqi
taqi
taqi
t（a）・一γ
士（・・）tγ・6i
ta§
ta§
taZ
t註g9舳
t包g（ZOn）
t包gZOn
t包gZOn
t註gZOn
t乞gZOn
註gZun
t註gZun
t証gZOn
t邑g【ZO］（n）
sδkti tngri mo乏ak－ning
s6kti yiγmi§tutzun
k査p盆z id五p k1uエzun
toy【玉1n vapap oγ1i taz
bars ili（mγa）
bars
ba正s i1imγa totoq－qa
songun birzOn
bIg削uk qi1ip
anta kin qa1mi§qamγ
qalmi§t6工t yuz註1ig quanpu
bir［a］yda biris（i）
qa1mi勇qam卿
quanpu yiγγu yir suv1ar
ud－1ar yizun
（S）Vit
suv k1urOP
qaZ6i～yaqtSin tOyin
kls註rδz suvsu§in
kidin ba1iqtaqi
δngtOnki n（盆）yiγγu
iki xroxan＿lar
tngri mo孝ak＿k乞bir kuri
bu yir suv baγbor1uq
aγduq qilSar置6yリZ
birar孝unkim
sa（v）一qa kii6giin barzun
119
値gi
値gi工m註n
tag帥r一
t包gor一
t証ngSiZ
ti一
ti■一
七mir
tng工i
119       ii6yuz qiynqa
  ～に至るまで
64，YWRX，NYZM’§TYK－ka
  水車，張硝
38          k註dm盆
  交換する
25     iki（．、．。。） Oz註bδz
  Caus，of続8－
53         ＿k註七奇gエiエtuz
65          ＿k註 t奇gi tiizii
89          bun士O……ing註
 等しくない，不平等に
31    tngri1乱r a§i suvsu§i
43       ＿ning a§i boγzi
  言う
11        yi【r1（su）v qaγ
  集める，収集する
16          n（包）yiγγu
17             y（i）γγu
  鉄；（人名）
 5           ba］＝s t1＝qan
  神聖な；マニ教僧尼
54
67
68
71
75
83
93
31
51
59
62
62
65
26
84
64
43
70
n註t乞g i§k高6bo1up
（b）u ismi§min－k包
 qa1iu qi1γu bolsa1＝
尋vtadan yaqmazun
     yリz勇iγsδk七i
 qaVriγ一qa・t註gZiin
baγbo］＝1uq savinga
 mu［n6a］1iv birip
  qaVi1＝a tu1＝Zunlar
    舳n0γlan－S・
            置r註n
          qirqin
       S，CN，NKW
ay sayu iki尋n6mn
       iki型n6mn
    buz suvi qi1ip
       iki尋n6mn
       iki尋n6mn
t査gZun
t査gi
悦gi工m盆n－ni（ng）
t註g§iiriip
値gu正up
tag置1＝Ztn
t包gOrZOn
t査ngS Z
t脾ngSiZ1
tim奇Zむn
tirg血
tirg血
七mi工
tngri
tng■i
tng■i
tng正i
tngri
tngri
tng工i
士ng］＝i1註r
t g工i1虹
tngl＝i1包r
t工1g■iI乞r
tng■iI乞r
tng工i1包r
tng】＝i1量rk註
tng工i1包rk註
tng■i－1説rk註
tngl＝iI乞1＝一ning
tng】＝iI註r－ning
maniStanSanlγ0ta6i－Iar
tiiZii t査g廿rZiin
bi§yリz quanpuda
T’K（．．）
anta kin6z1包1＝i xoanta
S，CN，NKW tngエiI航
tu§killOr yi11岨rig uz
bo1sar iki xroxan－lar
bo1mazun
uZ itOrZOn
bar註rs註r i1imγa to士。q
bar註rs註r quma工〃〃／
yaX§i tutZun
mo享ak＿k包δ舳gk註
mo乏ak鼻vtadan yaqmazun
mo孝ak yrli（γ）工sz］
mo享ak－k包鼻vtadanqa
mo乏ak－ning
mo孝ak＿k註bir k阯i
mo孝ak尋vtadanxroxan－1ar
a§i SuVSu§i t査ngSiZ
（X）［01antaOlu工Sar
n銚包”／〃／／工S］’R
qi工qin tngri1包r
mani－Stan＿ta a§anSar
nwydmak註barsar
s註kiz註】＝on§iγbuγday
bi1＝tang songun bi1＝zOn
，YWRX，NY ZM，§TYK一蝸
a§i boγzi t峰ngsizl
iki T，Y，TSY
120
tOn
tonga
tOtOq
tOyin
tδ工t
t6rO
trqan
tSang
tur
tur一
  衣服
 41     尋spasan6－qa qi§qi
42    盆spasan6－qa yayqi
   （称号；人名）
110              尋rs1an
116 ・t・・gk咄汕・q・t1・γ
  都督（称号）
4       ilimγ・
16    bar虹sar ilimγa
95     taγay ba工s ilimγa
  ｛曽；仏｛曽
121         bir1包§ingtai
122       qaz6iヲyaqtsin
124       ba1iq aエqasinta
  匹
35       bo【r1uql yiエtO§i
40       taqi qa1mi§
111      iγa66i bo1mi§bu
  法，慣習法，しきたり
 3            エi1kild査ki
  4          回（1）ki＿d五ki
 36       quanpu bunqエη
 55        ／／／／（i）lkid直ki
   タルカソ（称号）
  5            bars
10 i§ig k誠iig qumar bars
15     qumar b（a）r（s）
96 i§ayγu6i qumar bars
  倉，穀物倉
  7
   （人名要素）
115  LYS（。）§abi k6rt1包bg
  立つ，留まる；続ける
45    bir i§ayγu6i bir1包
46   （b）ir i§ayγu6i bir1a
50     iミ；ayγu6i＿la1＝bi1＝1包
 52    xroxanト1ar］adaqin
57     i§ayγuうi＿1ar bi1＝1a
69     i§ayγu6i－Iar bi111包
101    P，§PK bir1畳ba§ta
tOn
tOn
tOnga
tOnga
tOtOq
tOtOq
tOtOq－qa
tOy［iln
tOy
tOyin
t6工t
t6rt
t6rt
t6r世6（包）
tδr舵盆
tδrO脆
t6r此註
trqan
t q n
trqan
t正qan－qa
tSangaγ
tu工
turup
tu up
tur凹p
止urup
turup
turup
turup
乞t廿k bO1zun
bo1zun
inisi bir1註
qo1mi§bu ikigO
’YX／／
yiγip
yumu§6i ki6igi qutadmi§
vapap oγ1i taz
k互diz6i oγul bars
arqasinta yrγan6upan
ming yμz bi§otuz quanpu
y口z邑1ig quanpu
i1ig ki§i bir乞r§iγ
’YX（．）／
s工。§ivt qanikta
XrOXan－1ar i§ayγu6i－SZ
tmir yaX§i tutZun
i§1包Ziin
qiyn－qa・qiZ（γ）［ut－qa】
yμmu§6（i）（k）回6igi
ikigij birIa
bu06盆g高（b）ir kOn
yi6anip a§boγuz uz
yi6anip a§ boγuz uz
yar（S）〔i】（n）6iγ亨a§6ト1arγ
aSr SuVSuSuγ
6tiinZ廿n－1包］＝
q砒urZun
i§1批汕n
turγaq
tut一
t鵬
t血z
tuZ一
ud
uIuγ
uZ
uZaγut
102     k廿nI廿g i§in ayitu  turzun
123  ot・6i－1a・t・・γ・q 士…u・
51  δtm独6i－1包rig qavira 士urzunIar
  常駐している（者）
123     ot・6i－1a・ 七・・γaq
  取る，つかむ，保つ
105
107
  5
17
21
28
30
77
qy－a－1ar ig1包s註r k6ru
   i蔓ayγu6i＿larda bk
bars trqan士mir yax§i
              yaX§i
  YWNKL〃／〃bir1盆
     ／／／／／／／ノ／／（、） 1iV
      工ayγ1u6i－Iar1iv
        s6kti yiγmi§
   果実；成果；収益；地租
 89  bun tu§ing包t益gO工zOn
 35          boエr1uql yir
 90            uz iturOP
 89    yi］＝ig kδnturOp bun
   等しい；平等に
53   ZM’§TYK＿kat邑gエi1
   等しくする
65   ZM’§TYK＿k註t包gi
   牛
75 qan（91）団t（a・）tγ・6i
   大きし・
80    ot・・qaγun
  巧みに，うまく；匠
  9
 11 yi工］＝］（su）v qaγtim包zun
30
 45             a§boアuz
 47            a§boγuz
 61   b1gu1uk qi1ip xoanta
 87      iki i§ayγu6i（1a1＝）
 89     士廿…1ki】＝01＝yir1包rig
98 bu i§I昼rig i§ayγu6i－1ar
107        bk tutup a1ip
   匠，職人
30             uz
t（u）工tup］
tutup
tutZun
tutZun
tutZun
tu七Zun
tutZun
tutZuIl
t雌
ti 重i
t雌in
t廿§ing乱
tOZ
tuZ廿
ud＿1ar
・1・r
uZ
uZ
u Z
uZ
uZ
u Z
uZ
u Z
uZ
uZ
口Zaγutqa
bir yil yg［rmli qang1i
ba1iq arqasinta
七ngri1包11（x）工。1anta
turZun
註mI砒gu6i y〔iγm］i§
a1ipuz註m胤zun
121
δng士On yingaq yil＝SuV
nwydma
mu工n6a］1iv birip
at1aトqa yiZgO qaturZun
ki1＝高r yi工1色］＝ig uz it世工OP
t6工t ming y蓼z bi§otuz
a§zun iki i§ayγu6i－1ar
七五g高rZ高n
t盆gurOP anta kin6z1包ri
t盆gurZun
yiZOn
mani＿stanta birzOn
（．）／ノ／
iturZunδngt亡n
uZaγutqa
qilturzun taqi bir 工alyda
qi1turZun qayu ayqi
tapin士urzun
itOrOP yana qaγyir屹r i
itiirOP tせミ…in a§Zun
qi1sar6gdi－k盆a6iγ一qa
査m1批ZOn
122
ii6
u潴gu
廿舶n
Ok鵬
。1註一
untur一
寸Zミi
vapap
XOan
XrOXan
ya1nguZ
27        ikiミ；ir buエ6aq
78       yizg丘qaturzun
78           yir－1包rig
 99         aγduq qi1sar
108    yiγmi§isinm蚤s射
119   －ning a§i yig bo1sar
  三人で
115   §abi kδrt1盆bg tur bu
   ～のため1こ
21         yir suv OkO§
   多し’；多く
 21  δng七un yingaq yir suv
 88     n盆6証 bar註rs註r az
  分配する
104       bOr1uq－laエsayu
   Caus，of礎m一‘to rise’
  6       〃〃ZWN
   ～の上に；～によって
24    a1tmi§iki（．．。。。）
67   qilγu bols航muni
   （人名）
121        §ingtai toy［iln
   （マニ教の）聖卓
51      tngfi崎r
 53       anta kinδπ1包エi
 61        b1gii1Ok qi1ip
   呼瞳喚（マニ教の役僧）
 44           bir ay bir
48
37
69
32
49
51
55
57
93
56
ただ
aγduq bolsa工01ayqi
（i）§k（06）bo1sariki
   mo孝ak y工1i（γ）工sz］
   t査ngsiz bo1sar iki
qaW｛γ一qat鞠洲niki
（x）［o］anta o1ursar iki
    （i）lkid包ki t6f世6色
          kirm証zun
tngri mo季ak鼻vtadan
  i§ayru6i－1a■ym至
誠
雌
此
舵
雌
誠
u潴gd
雌衙（n）
Ok鵬
Ok雌
O1盆Ziin
OntO正gO
OZ査
OZ註
vapap
（X）［01anta
XOan七a．
XOanta
X工0Xan
XrOXan
XrOXan1ar
XIOXan1al＝
XrOXan－lar
XTOXan－la■
XrOXan1－1ar1
XrOXa．n－la正
XrOXan－1ar
XrOXan－1a］＝
XrOXan1－SZl
剛γqon・（q）
ordudaqi yir－1色rig
ki勇i＿k盆birziin
yリZ qiyn－qa・t包gZ荘n
yリZ ［qiy］n－qa・t査g［Z珂（n）
yリZ qtynqa七盆gZOn
（b）ir kun bir査r yuk
（・）WC，X（・）’XY i t（a）riγ
u60（n）（、）WC’X（．），XY
yaqa－ta birip yirig
，YWRX’NYZM，§TYK§axan
bolsar ikigO
bδz t註g§Or廿p
qilzun（b）u ismi§min一
0ア1i ta・
olursar iki xroxan工一1a工〕
0IurZun
uz 士apinturzun
bi11 i§ayアu6i bi工1量
i§ayγu6i bi工1包
i§ayγu6i－Ial＝（bir1包）
i§ayγu6i－laf bi■1包
δz a§i azuqi bir1査
i§ayγ1】6i－1aτbi111色
adaqin tu工up
i§ayγu6トSZ
i§ayγu6トlar bir屹
qati1maZun
kirm包zun
yana
yaq一
yaqa
yaqSiZ？
yaq§i
yaqtSin
ya「
ya工Sin6iγ～
yaX§i
yay
yaZ1iq
yg盆n
ygfmi
yi6an一
yiγ一
 2         qanikta kirs査r
   さらに，また，再
87            uz itu］＝OP
  近づく；干渉する
68  tngエi mo免k尋vtadan
71     mo享ak鼻vtadan
124         yrγan6upan
125           adin i勇k乱
  小作料；小作，租佃
 88n註6包bar 色エs註r az ukO菖
   （人名）
118          kgl＝iip a1γu6i
  薬師（人名）
120        sanlγota6i－1a工
   （人名）
121      qaz6iP
   ヤール（交河城）
112    k包p盆z idip k1OエzOn
   忌むべき
 50  ayγu6i＿1ar bi］＝はtuIup
   良い，好い；よく
  5     bars七rqan七mir
17
   夏
 42          尋spasan6－qa
  意味不明
  2    圧man卜stan一七aqi
   甥；（人名要素）
 96       ki6igi qutadmi§
   二十
103             bir yiI
 79             bir kOn
   監督する
 45   i§ayγu6i bir1盆士uエup
 47   i§ayγu6i bi］＝1a七urup
   集める，収集する
 16         6ngtunki n（註）
 17
 22       i七（a）riγquanpu
16    i1imγatotoq
ya1nguZ
yana
y qmaZun
yaqmaZun
y qmaZun
yaqmaZun
yaqa－ta
yaqSiZ～
yaq§i
yaqtSin
ya「
ya正（S）口1（n）6iγ～
yaX§i
yaX§i
y yqi
yaZ1iq
yg盆n
yg1正m1i
yg工mi組r
yi6anip
yi6anip
yiγγu
y（i）γγ・
yiγγu
yiγip
qaγyir1包11i n昼6包bar
123
qa1iu qi1γu bo1sar
tngri mo季ak－k乱尋vtadanqa
k査nt（i）…；i bo1sar
birip yirig k6ntOriip
qutI・γ～鼻rS1an
a6ari inisi oγ1i bir1包
toyin
manistanta iki k舳
a§6i－1arγ6tmak6i－1arig
tutZun
tutZun
ton bolzun
i§ayγu6i qumar ba工s
qang1i qami§mani－Stan－
qaγun mani－Stan－qa
a§boγuz uz qi1亡urzun
a§boγuz uz qiIturzun
tirgii bar乞］＝s直1＝
ti工g世bar包rs証r
yi工SuV1ar itgii
124
yiγmi§
yiγ七ur一
yi1
y五ngaq
yi一
yig
yir
yiti
yiZ一
ym盆
ymki
81   bu qaγunuγyiγmi§
   （人名）
77     bu y鶯z§iγs6kti
8ユ          bu qaγunuγ
82     K／（、．、．）qi1sar
106     七（u）【tup1 盆正n1査tg高6i
108   qayu dinta】＝＿1a】＝ig1包p
  Caus・of y署γ一
66    ismi§minin6ngi
                   年，歳
103            bir
73            bir
  方向，方角
 21              6ngtun
  食べる，食う
75  t（・・）tγu6i・d－la・
 76      ＿ning k麸v邑1＿1註ri
   生の，生煮えの
119       dintar－ning a§i
   土地，田畑，田地
11   b・バb。工1uq1
 21       δngtOn yingaq
 22        q”anpu yiγγu
24
 35     －qa kirO工bo工■11ユq1
86
92
88
87
89
78
27
77
 1
56
10ユ
       baγbo工1uq
               bu
     yaqa－ta birip
uz itOrOP yana qaγ
         仙§ki■七工
       06 ordudaqi
七
  s査kiz包］＝on§iγbuγday
Caus．of y4－
              atlar－qa
また，～も；～は
                bolsar
          i§ayγu6ト1ar
語註101参照
        一taqi 査工奇n－1包rig
yiγip
yiγmi§
yirmi§
yiγmi§
y工iγm1王§
y γmi菖
yiγturZun
yi1
yi（1）q（i）
yingaq
yiZun
yiZOn
yig
yi1工1
yi工
yi工
yir
yi工
yir
yi工
y 工ig
yirI舳
yi工1註■ig
yir一脇工ig
yiti
yiZgu
ym邑
ym包
ymki
k胴r（z識n）
tutZun
yiγip k1立工（zOn）
qaVriγ一qa t註gZOn
bo1zun ota6i oq玉p
iSinm証S虹砒yuZ
n直6包da qaIiu qiIγu
yg［工m1i qang1i qami§
I（iv）buγday－ning
yir suv uk雌060（n）
y口z§iγs6kti
bu yリz§iγsδkti
bo1sar u6yuz qiynqa
（Su）Vq・γtim註・On
suv Okii§ u60（n）
suv1ar itg廿qumar bars
舳菖i七6rt ming y口z bi§
suv iki i§ ayγu6i（1ar）
suv baγbor1uq savinga
kδntirOP bun t廿§ing証
n包6包ba工 査rs乞］＝az Okii……
uz i七〇■むp t廿§in a§z1ユn
u6ki§i＿k証birzせn
（§）玉γkijn6it
qaturZun
ilki【d到（k）【il
XrOXanトSZ］kirm乱Zun
6oエP’SPK bir臓ba§ta
y「γan
y工1iγ
yumu蜥
yリk
yμZ
  裁判官；保安官
124       tOyin a】＝qasinta
  詔，御命令
68   bolsar tngエi mo享ak
  伝令，使い走り
95     i1imγa totoq－qa
96 qumar bars t工qan－qa
  荷，積荷；積荷の束
116        （b）ir kiin bir註r
117         iki kOnt註bir
  百
35     yi正tii§i t6rt11ユing
39             bi§
40    taqi qa1mi§t6rt
          73 ＿ning sδkti＿si bo1ur iki
          74          bu iki
          74              s6ktid註
          75         ud＿1aτyiziin
          76    k盆v査1＿1註1＝i yizOn bu
          99       aγduq qi1sar 世6
         108  yiγmi§isinm註s批舵
         119      a§i yig bolsa］＝u6
Ziγ舳    綱匠（P）
         122     k註diz6i oγul ba1＝s
洲nkim    絨錦
          99  qiyn－qa t註gzOn bi1＝ar
，YWRX，NY52     asγsuvsusuγ
          60   qamγaエaqi oγ1an
          64            tngエi＿1包rka
         105         sayu 棚査z高n
DWM’N   23
LYS・   115        k盆dtuγmi§
M’NK／W／110    k06gOn barzun
MX～   111    tonga inisi bir1奇
P，§PK   101        ymki6or
S，こN，NKW65    tuzd雌9廿工z廿n
T，Y’TSY   70     tngri1包r－ning iki
TWTW．  23
TWYR．／ 37 manistan一士aqi1nalt包g
yfγan
y］＝1i（γ）工SZ1
yumu蜥
yumu§6（i）
yリk
yリk
yリZ
yリZ
yリZ
yμZ
yリZ
yリZ
ypZ
yリZ
yuZ
y口Z
yuZ
・iγ舳一1a・
如nkim
，YWRX，NY
，YWRX，NY
，YWRX，NY
，YWRX，NY
DWM’N
LYS（．）
M’NK／W／
MX亨
pl§PK
S，CN，NKW
T Y TSY
TWTW（．）
TWYR（．）／
cupan yaqmazun
XrOXanlar i§ayγu6i－lar
kiさigi qutadmi§yg査n
（k）回6igi i1k6rmi§
otung k1O工dr
otung k1OrOr
bi§otuz quanpu
quanpuda 奇1ig quanpu
註1ig quanpu盆工査nk註
罰γbu iki y口z§iγ
§玉γs6ktid包
勇iγs6kti
§iγs6kti tngri mo乏ak＿
§iγs6kti yiγmi§tutzun
qiyn－qa t註gZiin
圧qiy］n－qa t包g【Zu］（n）
qiynqa t註gZむn
mun6a ki§i manistan七a
125
（．）／YCW（K）Y bir1包qizγut
ZM’§TYK＿k批註gエil tiiz
ZM，§TYKq（a）tapinγu6i
ZM，§TYK＿k奇t註gi仙zu
ZM，§TYK§axan qy－a－la工
§abi k61＝tI色bg tur
Sangun Oγ1ani
ky一色。γIani
bi工1包ba§ta turup
tngriI射nwydmak註baエsar
suvsu馴nga mo孝ak亀vtadan
126
X，XWCY   l
YWNKL／／／／／20    ／／／i§胤zOn
ZM§TYK 52 suvsu§uジYWRX，NY
       60araqi oγlan，YWRX，NY
       64      ，YWRX，NY
       105sayu脆zOn，YWRX，NY
X，XWCY－1ar  kirz廿n
YWNKL／／／／／  bir1包士utzun
多M’§TYK＿k枇註g団 亡廿z t註g｛エ廿p a．nta．kin
ZM’§TYKq（・） t・pi・γ・6iblg世10kqi1ip
ZM，§TYK＿k註   t註gi士Ozi t註giirz亡n
ZM，§TYK     §axan qy＿a＿1ar ig1包s批
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第3章 西ウイグル王国におけるマニ教の繁栄と衰退
一マニ教寺院経営令規文書の歴史的位置付け一
策1節
第2節
第3節
第4節
第5節
マニ教寺院経営令規文書の性格
会規文書の上限：ソルミ（Solmi）問題
トゥルファン・敦煤文書に反映する西ウイグルのマニ教
令規文書の下限：マニ教の衰退と仏教の台頭
イスラム史料の伝える西ウイグルのマニ教
第1節マニ教寺院経営令規文書の性格
 前章で扱ったトゥルファン出土マニ教寺院経営関係文書は，誰が，誰に対し，何のために発
布したものであろうか。そのことを知るためにまず文書に押された朱色印に注目してみよう。
 さて11ケ所に押された公式の朱色印（縦10．m，横9．5．m）の存在は，それ自体で本文書が公
的なものであることを物語る。その朱色印の印文は漢字（纂書）であり，本文書の最初の紹介
者である黄文弼によってr（1）大福大回鵠（2）國申書省門下（3）……（4）宰相之賓印」と解読された1）。
取氏は史樹青氏の協力を得て3行目を「韻子（？）迦思諸」と読み，ほぼ全体の意味を掘むのに
成功した，cf．r初釈」p．498。但し，取氏が「毎行字数不等」というのに疑問を抱いて私が実
見したところでは，2行目の中書と門下の間の「省」字は無い。つまり各行ともすべて5文字
ずつに揃っているのである。それに中書省と門下省が並列されているならともかく，r中書省
門下」では文意が通じない。これに対してr中書門下」なら唐宋代の官制に矛盾しないばかり
か，唐宋遼金の四代のみに「中書門下之印」が使用されたことが知られている2）。また3行目
のr干」はむしろr於」であるように見えた。それぞれの中古音はr子＊伽（G∫月97a）」，r於
＊’伽（G∫沢61e）」であるが，10世紀～11世紀初に西ウイグル国王から国内の仏教界を束ねるよ
うに委ねられた高僧の名称r骨都禄沓密地鳴瓦伊難文都統」の場合も同じウイグル語（6g註／Og包）
を写すのにr於」と同音の「鳴」（G∫五61d）が使われていた3）。結局，この印文はr（1）大福犬
回鵠（2）国中書門下（3）韻於迦思諸（4）宰相之賓印」と読むのが正しく，全体の意味はr大いなる福
をもつ大ウイグル国の，（漢語で言えば）中書門下，（ウイグル語で言えば）韻於迦思たる宰相たち
の宝印」ということになる。韻於迦思まγ林’mo一物一5台（G∫五393r＋61e＋15＋973a）は東ウイダ
1） 『吐魯番考古記』p．63．
2）cf、和田清『支那官制発達史』（東京1942）P．147；諸橋，巻1，p．303；董学増／高乗心「《中書
 門下之印》小考」『文物』1984－9，pp，77－78．董／高両氏によって宋代のものと判定された「中書門
 下之印」の実物の大きさは，縦7．5cm，横7．mあり，当然ながら禁書である。
3）P3672Bis．of．森安1987，PP．59，6ユ、
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ル可汗国時代からある有名なウイグルの称号“i16g証Si／むg益Si”r国の顧問」の音写である4）。
そのランクは極めて高く，おそらく宰相クラスと考えられてきたが，それはこの印鑑で中国の
r中書門下」に対応していることからも確認される。つまり本文書はそのようなウイグル国政
府中枢から発布された公文書なのである。
 ではこのウイグル国とはモンゴリアに本拠のあった東ウイグル可汗国か，それとも東部天山
地方に移った後の西ウイグルヨE国のいずれであろうか。それはもう言うまでもなく後者である。
漢字の朱色印を用いるなどというのは，漢文化の強い影響を被った結果であり，恐らく漢文に
よる文書行政に馴染んだ人々が国家組織の中に多く含まれていたことを示唆している。漢字以
外の文字で書かれた公式の文書に漢字の朱色印が押され（しかもその文書がたとえ横書きであって
も漢文と同じく縦書きとみなして押され）た例として，我々はウイグル文書以外には敦煙出土のチ
ベット語文書（9－！0世紀）とコータン語文書（ユ0世紀）を知るだけである5）。チベット語文書は，
吐蕃が支配した時期もそれ以後も漢語が有力であった河西地方に於いて作成されたものである
し，コータン語文書の方は，唐の安西四鎮による西域支配の時代に漢文による文書行政が行な
         てんわれた経験を持つ予闘王国の国王から出された書簡である。っまりいずれも漢字の朱色印が使
用されるに至る十分な歴史的背景がある。翻ってウイグルの歴史を考えるに・漢文による文書
行政の伝統という条件を備えて同じような現象を生起できたのは，唐のトゥルファン漢人社会
の伝統を受け継ぐ大量の漢人を治下に抱え込むに至った西ウイグル王国6）に於いてであって，
決して東ウイグル可汗国ではない。先に言及した西ウイグル仏教界の高僧r骨都禄沓密地鳴瓦
伊難文都統」はウイグル語の称号を持ってはいるが恐らく漢人であり，彼は漢文で書いた敦僅
宛ての書簡に「恩賜都統」の朱色印を押していた7）。ここにも同国に於ける漢文文書行政の伝
統の一端が窺われる。そしてその朱色印の大きさ（縦4．5．m，横4，3．m）が我々のマニ教寺院文
書のものよりもかなり小さいという事実は，逆に本文書の発布者が西ウイグル仏教界のトップ
よりもさらに上位の者であることを意味し，先にそれを西ウイグル王国政府中枢とみなしたこ
ととも矛盾しない。
 本文書の発布者は西ウイグル王国政府であることが判明したので，次にその文書発布の目的
と受け取り手について考察したい。そのために今一度文書全体の構成を振り返ってみよう。冒
頭にかなりの欠落があるらしいことは前章第1節に触れた通りであるが，残存部を逐条的に整
理してみると，次のようになる。
4）ci．Uigurica II，PP，93－94（“i1世gesi”＝「国の栄光」）；Chavannes／Pe11i〇土1913，pP・181－182：
 E以P．101：羽田1957，PP・218－219；Mackenas1972，P・155（n・156）＆index（Hsiehy廿一。hia－
 s馴）；森安1979，PP・202－209・
5）cf．森安1980b，p，56．もちろん元代のパスパ文・モンゴル文や清代の満州文のもの等は除く。
6）cf．森安1985a，pP，54－56：森安1989b，pp．51－54，
7）森安1987，PP・58－60・
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0〃．1－23
 国家からマニ寺経営の経済的側面を全面的に支援する為に派遣された2人の幹事（i§ayγ一
u6i）が，管轄下の田地を東西に責任分担しながらも時に協力し合い，それぞれに所属する人
民から租税を徴収し，共同管理下の倉庫に保管しておく。束西の分担領域その他は以前の規
定の通りであり，東の幹事はTaγay Bars財務都督，西の幹事はQumar Barsタルカンで
ある。任務に支障を来した場合には2人に刑罰が加えられる。
（⊃〃．24＿25
 綿布の交換に関する項だが，文脈不明。
O〃．26－34
 毎月80石の小麦，7石の胡麻，2石の豆，3石の粟を僧侶用の食糧として幹事が管理して
いる倉庫からマニ寺に配給する。マニ寺側でそれを受け取る責任者は呼嘘喚である。（呼薩
喚は月ごとの当番制ゆえ固有名詞は特定されない。）マニ寺で働く職人用の食糧に関しても
幹事と呼櫨喚が責任を持つ。これらの任務に支障を来したら，僧侶たる呼薩喚はソルミのマ
ニ寺へ追放（ないし左遷）となり，俗人官僚たる幹事には刑罰が課される。
O〃．34－36
 （毎年？）4，125（単位の）官布を国庫からマニ寺に支出する。
O〃．36－38
 マニ寺の俗務はいかなるものであれ呼瞳喚が幹事と協同して差配する。
O〃．38－41
  （恐らくマニ寺所属の）醸硝の収入500（単位の）官布のうち，50はその管理人に与え，450
はマニ寺の寺男・侍男・侍女たちの冬の衣服・靴用とする。
○〃．41＿43
 夏の衣服用の綿布の記事だが，文脈不明。恐らく〃・24－25と関係あり。
O〃．43－53
 マニ僧にとって重要な聖務たる食事の準備は，月毎に1人の呼瞳喚と1人の幹事がペアを
組む当番制で行なう。不足したり質が悪かったりしたら，その月の呼瞳喚と幹事は共に罰せ
られる。（僧である呼櫨喚さえ罰せられることに注意。）食卓で給仕を差配するのは呼瞳喚だ
けである。
O〃．54－58
 マニ寺の管長（最高責任者）たる幕閣に上奏する時には呼瞳喚と幹事は常にペアで幕閣の
部屋に入り，単独で入ってはならない。
○〃、58－61
 食事の時の給仕に当る者たちの指定。
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 ○〃．62－73
  マニ僧たちの特別の飲料や食料の製造や分配についての規定。
 ○〃．73－77
  牛馬の飼料となる1年分のフスマ200石についての指示。
 ○”．78＿82
  マニ僧の最重要食品たるメロンの栽培と配給についての規定。この責任者たるyiγmi§は
 配給に支障を来したら罰せられる。
 O〃．83－85
  葱董の配給に関する指示。
 ○”．85＿94
  マニ寺所属で小作にやるべき田地は両幹事が共同で管理し，収益を上げる努力をせよ。業
 務が悪化した場合には両幹事は刑罰に就く。この件に関してはマニ僧たる幕閣・沸多誕も呼
 嘘喚も干渉してはならない。
 ○〃．95－97
  両幹事に1人ずつ付く伝令小姓の指定。
 ○”．97＿100
  幹事への賞罰規定。
 ○〃．100－104
  幹事がYimkiこ。r P’§PKを介してマニ寺所属の寺男たちを使役して行なうべき仕事の指
 示。
 ○η．105－109
  病僧が出た場合の処置をYiγmi§に指示。処置が不手際の場合，Yiγmi§は罰せられる。
 ○〃．110－114
  綿花の供給に関する規定。
 ○〃．114－119
  薪柴の供給に関する規定。薪不足で僧侶の食物が生煮えの時は責任者は罰せられる。
 ○〃．120－123
  マニ寺に常駐すべき医者と，マニ寺で働く職人たちの指示。
 ○”．ユ23＿125
  国家がマニ寺の特権を擁護・保障する文言。
 本文書発布の対象となっているマニ寺が一つなのか二つなのか，はたまた三っ（高昌，ヤー
ル，ソルミ）なのか，それともこれは西ウイグル国のマニ教団全体に対して与えられたものな
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のか，これまで意見は分れて来た。また二つと見る場合も，高昌の大小雨マニ寺とする考えと，
高昌の大マニ寺とヤールの小マニ寺とする考えがある。幹事の管轄する東西両城を高昌周辺の
東西両区域とみるか，トゥルファン盆地全体の東西区分とみるか，それとも東城を高昌，西城
をヤール（交河城）とするかによって，見方はさらに複雑になる。本文書の出土地点が不明な
ことも問題解決に困難さを増す要因の一つとなっている。
 ソルミ（＝焉者，カラシャール）にマニ寺があったことは他にも直接・間接の証拠があり8〕
確実であるけれども，食糧その他の諸物資の補給体制のことなどを考慮すれば，ここでは除外
すべきであろう。それに”．32－33のソルミのマニ寺の記事は語註32bのように解すことが出
来た。ソルミのマニ寺を除外することになれば必然的にこれを西ウイグル国内全体のマニ教団
に宛てたものとする考えも排されることになる。次節に見るようにソルミは西ウイグル王国の
重要拠点の一つであり，これを無視することはできないからである。ではウイグル時代のトゥ
ルファン盆地内にはどれだけのマニ寺が存在したのであろうか。まず考古学的発掘によって知
られたのが，高昌故城の遺跡（寺院祉）Kと遺跡（寺院‡止）αである9〕。次に第1章でその存在を
明らかにしたベゼクリクのマニ寺がある。さらにマニ教関係文書や美術品の出士状況によりヤ
ール，ムルトゥク， トヨタ，セソギムーアグスにもマニ寺が存在したことが推測されてきた
が1o），本文書，2・112の記事によってヤールにマニ寺が存在したことは確証された。その他に
は，西ウイグル時代になって初めて姿を現し，元代を経て明代以後にトゥルファン盆地内の首
邑となったトゥルファンにもそれがあったことが指摘されているH）。もちろん当時の首目高昌
には遺跡K・α以外にもマニ寺があったと思われるし（K・α以外の地点でもマニ教文献が出土し
ている）12〕，ルクチュンやトクスソその他にそれが存在した可能性も否定されたわけではない。
 トゥルファン盆地内にいくつものマニ寺が存在し，本文書”．85－86のmanistanに複数語
尾一1arが付いていることから，本文書をドゥル7アゾ地方のr複数の」マニ寺に与えられた
ものとする考え（例えば，孫1988，p・24）が出てくるのも無理はない。しかしその複数の寺院
がそれぞれの管長に幕閣を戴いた独立のマニ寺とみることは，慕闇というものの性格上許され
8）直接の証拠としては有名なマニ教讃美歌集のコロフォン（またはイントロダクション）がある，
 cf，M辿m互mag，〃。160－227；Hemin91938，p・566；Boy㏄1975・pp・52－53；森安1979，pp．211
 －212。間接的状況証拠としては，森安1977，PP．112－121で提唱したウイグル西遷直後（9世紀後
 半）の可汗の居所（首都）は焉誉であるとする新説がその一つに挙げられよう。この時代はまだウイ
 グル支配者階級に仏教は浸透しておらず，ほとんどがマニ教徒であり（cf、森安ユ989a，pp．15－21；
 Moriyasu！990），可汗の牙帳のあった焉着地方にマニ寺が営まれなかったはずはないからである。
g） cf．8〃づ。〃，pp．26＿27，55＿73；C乃。兆。ゐ。．pp．6＿9．p1s．67，69：M〃，pp．23＿31，p1，A；MaiI1ard
 1983．pp．199－203；MメC，pp．23－26，pIs，II－V。大きい方の遺跡Kについて日本語で簡単にその概
 要を知るには，ルコヅク（木下龍也訳）『中央アジア秘宝発掘記』（角川文庫2167）pp160－69が便
 利である。
10） cf・Mルτ，pp・31－33；M／C，pp・26－27；Lieu1985，p，199，
11） cf・8τr V，P．48．
12） cf．Boyce，C〃〃。em，pp．xv＿xvi．
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ない。私は本文書の分析を通して，これが発布される対象となったマニ寺はトゥルファン盆地
内の基幹寺院，即ちおそらく西ウイグル国内に唯一人，たとえ複数いたとしてもトゥルファン
盆地内では唯一人の慕闇を筆頭に戴く高昌随一のマニ教寺院であろうとの考えを強くしている。
メ目ソの配給システム（”．78－82）のことを考慮しても大小雨マニ寺が高昌とヤールに分れて
いたのでは，余りに不都合である。同じトゥルファン盆地内といっても両者の距離は50km近
くある。私の考えでは大マニ寺はその規模から見ても立地条件（高昌故城のほぼ中央で大通り
に面する）から見ても遺跡K以外にありえない。それに対して小マニ寺の方は高昌城内のどこ
か（遺跡αも候補の一つ），あるいは高昌からそれほど離れていないベゼクリク石窟やトヨタ
石窟にあったマニ寺に当るのであろう。いずれにせよ大小雨マニ寺は独立した二つの寺院では
なく，一人の幕閣に統轄された一つの寺院であったのではなかろうか。そのように考えれば，
メロンに限らず，大量の穀物にしても官布にしてもそれらをひとまとめにして計上している理
由が氷解するのである。もし独立会計を持つ二つの寺院にこれらを配給するので華れば，当然
計上される額も二つに分けられていなければなるまい。”．110－114に高昌のマニ寺と並んで
ヤールのマニ寺への綿花配給のことが指定されているのは，これだけが例外であって，それゆ
えに特にヤールのマニ寺が言及され，その結果本来なら必要のない高昌の名までが引きずり出
されたと考えられる。 ソルミのマニ寺も特別な場合の言及であったI3）。因みに言うが，“iki
an6mn”r両教団」とは決して2つの寺院とか僧院に属する僧侶たちの意味ではなくして，あ
る一定のまとまりの「全僧侶」の意であり，2という数が3や4に増えるという性質のもので
は全くない14）。また”．43－51の記事には一ヶ月交替で呼瞳喚と幹事が1人ずつ当番となり，
全僧侶の食事作りの監督をすることが規定されている。呼瞳喚は初めから誰とは指名されてお
らず，次々に任命されたかもしれないが，本文書にみえる幹事は2人だけであり，それ以上い
た可能性もない。もしこの文書が2つのマニ寺を対象としているのなら，2人の幹事は毎月ど
ちらかのマニ寺で当番に立っていることになり，当番制の意味が薄れてしまう。本文書にみえ
る幹事の業務は多種多様で，恐らく多忙を極める15〕がために両幹事制をとり，重要な食事作り
の監督に当る月と，それ以外のことに重点を置く月とを交替で設定したとすれば，やはり対象
となるマニ寺は会計単位としては一つであるべきではなかろうか。
 さて最後は本文書発布の目的ないしは本文書の性格である。既にこれまでの行論の中でほぼ
明らかになっていると思うが，これは西ウイグル政権が文書の受け取り手たるマニ教寺院を国
13）孫振玉ユ988，p．23がソルミのマニ寺を高昌マニ寺の別名とするのは無意味である。本章第2節
 を参照。
14）cf．Tonger1001981，pp，271－272（ウイグル文）：81TB6011～2（ソグド文，未発表）。
15） 2人の幹事の持つ称号である「財務都督」と「タルカソ」にどれ程の重みがあったのか定かでな
 いが，やはり政府の役人としての任務をかなり有していたとみるべきであろう。マニ寺の管理・経
 営業務との両立がどのようにして可能であったかは，今後の検討課題である。
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家的に保護するためのものである。その点にはいささかの疑念もない。ただその保護の仕方が，
一般的にr国教」的地位を獲得した宗教の事例といささか様子が違うのである。
 国家が宗教を保護する手段としては，寺院に土地・財産を寄進したり，寺院所有の土地・財
産の所有権その他の権利の保障，さらには新たな特権（例えば免税特権）の付与などのやり方
                           こ昔ど吉がまず常識的に予想される。国家が寺院経営の内側まで細々と指示するのはやや異常である。
では西ウイグル王国やその周辺の国々では，それは別段異常ではなかったのであろうか。その
ことを知るために，次に敦煙の仏教寺院に沙州帰義軍節度使政権から与えられた文書（漢文）と，
ムルトゥク（Murtuq＜Muru士一1uq）の仏教寺院に西ウイグル政権から与えられた文書（ウイグ
ル文）とを見てみよう。
r敦煤仏教寺院常住安堵状」（P2187，9－10世紀）16）
 今や，（帰義軍）管内は安穏となり，遠方の外蕃ともも帰義軍の下に帰服し来った。善能の者が強
勇の者を制御して，龍族は波帯して投降し，達訥似は呼びかけられない先からやって来た。昔は娘心
の敵国であったものが，今は帰義軍の民の奴隷となっている。この故に三宝四王の力の広大無辺なる
ことが知られるのであって，われらは一層仏法を遵奉し心を致すべきであり，何として一朝一夕たり
とも解怠心を生じ得ようそ。此のほど二部の人々が節度使の役所に訴へ出て，節度使殿に向って事件
の根源に遡って一切来由を申述べた。敢て人々の意志に従はない者があれば，節度使の帖牒を煩はし
て，一々丁寧に事件を処分し，証書類には印を押し指揮を下し，その書類はまとめて，保存しておき，
永久の証拠とすることになってい乱
 すべての管内の寺院は，以前に天子が勅令を以て置かれたものか或いは賢哲が勧請建立したもので
ある。寺院の内外の舎宅，荘田は信者の仏に対する信心から施入して以て僧たちの食に充てんがため
のものである。また寺院所隷のすべての戸口，家人時院に隷属せる奴隷］は檀家がその寺院に献納
し，寺院の永代の使役に充てたものである。世人はこれらのものを供薦し，功徳を顕彰すべきであっ
て，侵凌すべきものではない。これらのものを益々増加し，資益崇修すべきであって，陥傾すべきで
ない。而して，これらを「常住」と名づけて，これに関する一切のことは，万事旧例に従ひ，山の如
く決して改修してはならないものである。先に故太保［張議潮等が一般に布告して，放免状を出し
良民とした者以外の奴隷や，寺で管理している資荘・水硝一泊梁などは，従前と同様に寺院が管理し
て自由に経営すべきである。今より以後，凡てこれらの常住の物は一針一草に至るまで，また奴隷は
老人より小児に至るまで，権勢を笠に着て妄に之を侵奪したり入質・売却したりなどしてはならな
い。この規定に従はない者があったら，然るべき手続によって状を具して役所に申告すれば，その者
には重く刑罰を加え，侵害を被った常住の物は寺に返し，それを買取るために支払った価格は買主の
損失と定める。寺院の「常住」の奴隷たちの婚姻の礼はその部落内相互の間で結ばせ，一般人民と婚
を結ぶことは許されない。着しこの規定に違反して常住の男子が一般人の女子と私通したならば，そ
の間に生れた子は常住戸に編入し，永久に奴隷とする［「山容出限」の意義不詳］，その外の時院隷
属の］男児丁口はそれぞれ寺院がその旧例に従って使役し・・…・は許されない。
16）引用した和訳は藤枝晃氏の訳である，cf．藤枝1942，pp．96－98。さらにこの文書の性格付けにつ
 いては，cf・仁井田ユ962，PP．79－81，88－90。
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TIIIM205c（U5319）17）
 1．y／〃γ一1（γ）ki§i u舳n a（yaγ）一qa t査gim1ig－ning
       の人のために 尊  者  の
 2． yigdi勇一i   pintso tutung（一qa）・ligui tutung－qa tu七uz一
   異父兄弟たるピソツォ 都統  （と）リグイ 都統 に  委任
 3．一up・ayaγ一qa t乞gim1ig一値basa・nlurut－1uq
   して、尊 者より後，ムルトルク
4． aryadan－iγ・1igui tutung・9uitso勇i1avanti・Pintso
  阿蘭若 を リグイ都統 ， グイッォ 律師  ，ピソッォ
5．tutung bir1註舵註g血ig註I包ziin titimz ・ bu s6z枕．
  都統 あわせて3人が 主宰せよ と我等は言った。 この命令の通り，
6．ayaγ一qa t包gim1ig－t査song・ligui tutung ba§in
   尊者より後，リグイ都統を頭とする
7．u植g道・muエut＿1uq aryadanイa悦p沌m註din turup．
 三人が  ムルトルク 阿蘭着  から移動することなく留まって（常住して），
8．yay qi勇bk6an o1urup・niyam ku§alapk§qi1ip・bizk盆
 夏も冬も安居（～）して，冥想と善行を行ない，我等に
9． buyan birip o1u］＝zun．bu aエyadan＿qa sanHγ
  福徳を与えて居住せよ。この阿蘭若  に 属する
10．yi卜ing註・bo］＝1uq＿inga．・§azin ayγuさi il b査g註d」註エi．
  田地と ブドウ園に対し．沙津アイグチや郷村のベグたちを
11．ba§Iap kim kim qati1mazun・bu舵quvraγoq
  はじめ 誰  も   干渉するな。この三つの僧団こそが
12．包エksinzOn．ayaγ＿qa tagim1ig＿ning．lin＿in．piryan＿
  管轄せよ。尊 者 の 独房（トカラ語）
13．＿in pintso tutung ig昼脆z廿n．adin kim盆rsaエ
  をピソツォ都統が所有せよ。他の誰であれ
17）Zi・me1981割，pp・254－258，pl・XXIIにテキストとドイツ語訳註と写真がある。また小田（壽）
 1987，PP．68－69にも言及がある。ベルリンで実見したところ，縦26cm，横35cm，冒頭（左）
 が欠けている他は完全，色は明るいべ一ジュ色（beige c1air），中手の紙を2枚貼り合わせて厚手
 にしてある（BrT V，pl・XLVII，U5525と同じやり方）。裏面は空白。折り跡あり。末尾5行分
 の下方に朱色印（縦9．8．m，横9．6．m）が押されているが，かすれていてよく読めない。しかし
 それでも各行5文字で全4行あり，ユ行日の上から3文字目は「大」，3行目のトップの文字は「韻」，
 4行目の最後尾の2文字は「之印」であることは判読できた。我々のマニ教寺院文書に押されてい
 たものと同種であることはほぽ確実であるが，大きさがわずかに違うし，且つ末尾には「之賓印」
 と「之印」という明白な違いがあるので同一印ではない。本文はやはり「半楷書体」で，語末の尻
 尾の長短による一q／一γの区別も明確にあるので，我々のマニ教寺院文書に近い時代に同じく西ウイ
 グル政府中枢から発布されたものと思われる。
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14．qatilmazun・1igui tutung－qa・quv工aγ一tan igi1－t註n
  干渉するな 。リグイ 都統に対し 僧団からも 俗人集団からも
15．n査gu m4i§k舵siqi§註mg独t乞gOrm互din asirayu
   何らの税も夫役も 課すことなく世話をし
r漢字朱印」
 （公印）
16．turzun・anin bu tuta t岨γu bitig bir他エ側mせz．
  続けよ。それゆえにこの保持すべき文書を我等は授与させた。
T III M205（U5317）＝0∫戸8818）
 1．半年戒月二十八日，ムルトルク
 2．阿蘭若を，QadIr Bilg包丁肋g・i Ilig殿が，僧団に属する
 3．．．．．．．．．．．．、．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．、．．．1．．．．．．．．．1．．．．．．．．．．。．．．新たに
 4．．1．．．．．．．．．1．．．．．．．1．．．．．．．．．．．1．．．．．．．．．．．．．．．．．1．売価を取らせて
 5．
           （欠）
6．
7．
8．
9．
10．
11．
12．
13．
14．
15．
16．
I7．
18．
I9．
20．
居住している人たるテノツォ尊者，ファプツォ律師を
はじめとする律師たちに，寄進物のままで（～），彼等の田地と
ブドウ園に対し，．．．．．．をはじめ如何なる税も
課されないように，無期隈に有効の勅命を授与せしめ賜った
のであった。その教書が無効になる（P）前に，律師たちは
その心の中へ仕事が（向いて）いることを理解し賜い，ムルト
ルク阿萌若を，僧団に属するブドウ園と田地と
共に，我等の殿が所有させ賜い，どこまでも郷村（i1）の
仕事（夫役？）はなく，．．…・説もなく，田租（tintSuy）もなくならせて，
まずは我等の殿へ，次いで郷村（i1）や国家（ulu§）へ
福徳を与えよと言って，ファプツォ律師，トイソ
律師，クタドミッシューアパ律師，ノムダシュ律師，
ブヤソチョク律師をはじめとする律師たちに，新たに
委託して，ブドウ園と田地と共に寄進物とした（～）
ままで，ムルトルク阿醐若に居住している律師
18）Zieme1981a・pp・243－253・p1・XX－XXIにテキストとドイツ語訳註と写真がある。また小田（壽）
 1987，pp．70－73，81－82にまとめと文書の性格付けに対する新しい提案がある。小田氏はツィーメ
 氏に倣って本文書の日付（羊年戒月二十八日）を1259／1260年に比定する。この文書についてはベ
 ルリソで実見する余裕がなかったが，写真で見る限り「半草書体～草書体」であり，語末の一q／一γの
 区別も乱れている。文書分類番号の一致からも内容からも容易に推測されるように，T III M205
  とT III M205cの2文書は時代を隔ててお上から同一の寺院（ムルトルク阿蘭若）に宛てて与えら
 れた特権認可状であり，一緒に大切に保管されていたものに違いない。文書番号はこれらがドイツ
 の第3次トゥルファン探検隊によってムルトゥク（＝ムルトルク）で収集されたことを示している。
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21、たちの小姓（三沙弥？），シェリ（＝学生？）たちは，僧団からも
22．郷村の俗人からも失役にかり出さないように
23．させなさったのだ，我等は。今日より以後，ムルトルク
24、阿蘭若を我等の殿が所有させて，寄進物のままにして
25．おかせられる人（となり），僧団に属するブドウ園と田地を共に，ファプツォ
26、律師をはじめとするムルトルクに居住している律師
27．たち，シェリたちが管理して，入ってくる収益により
28．阿蘭若を増築・補修し，増加したものを（で～）協議レ合って
29．経営せよ。都城（baliq）にある寺院（vrxar）の様子をレた寺主（sangisdv・i）
  ・f．小田（藷）1987，p・71：r城市にある寺院にいるような上座ツェリとなって，徒食すべからず。」
30．シェリとなって（？），食糧を食べるべからず。これらの律師たちが
31．いる限りは，これらの者が文句を言い，管理せよ。
32、これらの者より後（も）まさにこのような阿醐若に常
33、住する律師たちやシェリたちが管理せよ。都城（bauq）
34．や国家（u1u…）に留まっている僧団は干渉するな。これらの（阿禰若に）居庄している
35．律師たちやシェリたちに於いても，後に都城や国家
36．に留まって，ムルトルク阿蘭若を管理し（管理したとしても1），
37、常住する者たちの心に仕事を
38．持ち込むな。このムルトルク阿蘭若のブドウ園に対する
39．革袋税としての綿布，田地に対する田租を
40．倉庫管理人（tsan96i aγi軌r収税吏」…ツィーメ）たちは徴発するな。．．．．．。人税（としての1）
41．官布や・ゴマ・綿花・ワイン・ナツメをはじめとする租
42．税（irtbirt）を取らず，夫役（i§k06）を課すな。ムルトルク
43，a1＝yadan－ta・turγu6i §昼1i－1包1＝一k邑 ba1iq  arqa－sintin
   阿蘭若 に  常住せる シェリたちに対し，都城の衆からも
44．勇azin－tin quv工aγ一tin・basiγt盆§ig tむtOn・qoyni  tudun
   僧    衆 からも  b舶iT，t査§ig．舳廿n（戸税亨）の羊，t廿t苗nの
45．uti ba§1ap・qayu yma i§k舵t註g阯m盆din・bor1uq
  牛をはじめ 如何なる税も課すことなく，そのブドウ園
46．一inga・6g註n k包sg此i一工包r・suv6i kirm包din・asγu廿z
   に  渠を 掘る人 や水師は入ることなく．ブドウ欄の（享）
47．一um i…iγtirgOk ym包a1mazun anin bu tuta
  綱や支柱（に対する税～）も 取るな。それゆえにこの 保
48．turγu bitig yr1γ birt山u y工1qdmz・
  侍すべき 詔 書を授与させなさったのだ，我等は。
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 以上の3文書は，あらゆる面で西ウイグル王国と密接な関係を有していた敦煙の帰義軍節度
使政権に於いても，さらには西ウイグル王国それ自体に於いても，仏教寺院に対する国家的保
護のやり方が常識的な予想を越えるものではなかったことを窺わせる。
 東ウイグル可汗国時代から「国教」的保護を受けてきたマニ教の，しかもトゥルファン地方
の首目高昌にあった基幹寺院であれば，先の仏教寺院の例以上に，大土地を所有し，より広範
囲な各種特権を享受して，全てを自主的に管理していて然るべきである。ところが実際には，
我々の対象としたマニ教寺院文書には余りに細かいことまで指示されていた。不輸不入権を認
める「本領安堵状」的な性格のものであればもっと短くて済むはずであるし，上引の仏教寺院
関係3文書はいずれも短いものであった。しかし，だからと言って，我々のマニ寺文書が「本
領安堵状」的な性格を全く持っていなかったとすることもできない。特に末尾（”．123－125）に
あった一項は，TIII M205c（U5319）の末尾（〃．14－16）やTIII M205（U5317）の末尾の
文句と通じるものがある。
 では何故に我々のマニ寺文書は，それと比較するに値する内容を持つ仏寺文書に比べてはる
かに長大なのであろうか。それに対する私の解答は，実は既に前章の語註のあちこちに用意さ
れていた。即ち，マニ教では土地の所有とか経営が教義上許されておらず，その実務はマニ教
を護持する国家ないし国王権力が肩替わりすることになるため，実務担当者の任命からその業
                       こ音ごま務内容，さらに業務怠慢の際の処罰規定に至るまで細々と指示せざるを得なかったからである。
それ故に一方で本領安堵状的な性格を持ちながらも，項目別に細かい命令や規定が列挙される
「会規集」の如き様相を呈しているのである。「マニ教寺院経営令規文書」と題したゆえんで
ある。
 本節の結論を繰り返せば，本文書は西ウイグル王国政府が高昌随一のマニ教寺院（おそらく高
昌故域の遺跡K）とその支院（候補はいくつもあるが特定できない）に宛てて発布したものであり，
その目的は，建前上一切の経済活動を許されないマニ教の寺院と僧侶に替り国家がその財政と
経営面を担当することを保証し，実務担当の会規を定めると共に，従来当マニ寺が享受してき
た諸特権を引き続き擁護していくことを宣言することにあった，ということになる。
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 マニ教寺院経営令規文書の第32行目にソルミ（SO1mi）という地名が見えることは，本文書
の年代を考える上での一つの大き一な手掛かりとなる。
 この地名については所謂トカラ語名称問題とからんでやや複雑な研究の歴史がある。私は
1972年度に東京大学文学部の榎一雄教授に提出したゼミーレポート「SOImi（Su1釧）に就いて」
に於いて，羽田亨博士の提唱以来，安部健夫『西ウィグル国史の研究』を経て，松田壽男／森
鹿三『アジア歴史地図』（平凡杜）にまで受け継がれてきた説，即ちこれをビシュバリク（北
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廃）東方のバルクル付近に比定する説を退けていた。そしてさらにこれを基に，トカラ問題に
関する研究史の整理も含め，結論的には，積極的根拠はないが消去法的なやり方でウイグルの
重要都市ソルミをカラシャールに当てたヘニング説をより発展させる新しい論文の出版を準備
し，それを予告しておいた19）。ところが1980年，歌世民／張広達両氏がr唆里迷考」（r歴史研
究』1980－2）を発表し，私とほぼ同じ構想の上に，さらに中国で新たに発見されたウイグル語
仏典Mα伽45伽彬のコρフォンという決定的証拠を添えて，rソルミ＝焉者＝Ark／Argi＝阿者
尼＝カラシャール」説を不動のものとしてしまった。それまでに出版されていた中央アジア出
土の〃α物45切〃写本のコロフォンでは本経典がインド語からトカラ（tOXri）語へ，そして
トカラ語からトルコ語へ訳されたこと，そしてインド語からトカラ語への翻訳者がrAgni（焉
者）国出身の人Aryacandra」であることが知られていたが20〕，新出写本（ハミ本）ではこの
A工yacandraをSO1miの人と明言していたからである2I）。これによって羽田亨博士が提唱し，
ペリオの支持を受けて長く信じられてきたバルクル説22〕は過去のものとなり，私が準備してい
た論文も発表の機会を失った。そ札故ここでは研究史も含めて詳細は全て歌／張両氏の共同論
文に譲り，最小限必要な史料のみを引用することにする。
 11世紀に活躍したイスラムの学者カーシュガリーal－Kashgha工iは，出身地カラハン朝に隣
接していた西ウイダルヨ三国について次のような記述を残している23）。
  ’UYTUR llWlIr The name of a principa1ity（ω吻yα）composed of ive cities，
which Du－1Qamayn built when he made peaoe wi七h the king of the Turks，I
w・・t・ldbyNi担m・d－Di・1・・独1T・r互・T・gi・，・。・。fMψ・mm・d6・qi・T・・q・
Kh肋，on士he authority of his fa七her，who said：When⊇u－1Qamayn arrived in
the vicinity of the pエincipality of Uighur，the Kh5q互n of the Turks sent toward
him four士housand men．Tbe wings of their caps were1ike the wings of fa1cons，
and they cou1d shoot backward and forward equa11y、
               （中  略）
  This principality consists of ive cities whose people are the strongest of the
in丘dels and the best shooters．They are：SULMY slllmi which⊇u－I Qamayn
bui1t；士hen：QリvJUv q破。；十hen：JANBALIQ janbaliq；then：BエY§BALIQ
19） cf．M・Hamada，“Bib1io9■aphie de trav舳x turco1ogiques japonais”，τ〃。4ω9－2＆10．
 1978，p，229．
20） cf．M舳er／Sie91916．P，414；Henningユ949，PP．160－161・
2ユ）敢／張1980，PP・153一ユ55・cf、多魯坤／斯拉非ホ／克由木1985，P・79；Geng／Klimkeit／Eimer
 ／Laut1988，p．52．
22）羽田1957（1930），PP・552－557；羽田1958（193ユ），PP・335－337；Pe11iotinTP28．1931，PP．
 493＿494；Banguo暮u11958．pp．90，98，
23） CTD，Paエt1，pp・139－140．
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腕きb81iq二then：YANKY B全LYQ ya珂i b81iq．24）
 カーシュガリーはその著『トルコ語総覧』に当時の世界地図を付載しているので，次にその
関連部分を模式化してみる25）。
      タラス O  ○  ○  ○
シャーシュ    O O
       ベ        ラ       サ   バ        グ   ル
サ       ン  ス
マ          ○   ハ
ル      ○        ソ
カ  ○         O
ン
ド
O
 O         O
  ○
○ビシュバリク
           ○ジャンバリタ
     ○
         ウイグル国
             ○ ○
           ○
O   O   （）
           ○高昌
ウッチ   クチャ     ○ソルミ O   O  O
  ハルマン      O
○     ○ヤルカンド d ○   カシュガル ○ Oコータン  O
 既にソルミ＝焉者という結論は出ているのであるから，以上のカーシュガリーの記事によっ
て11世紀に於いても焉着地方が西ウイグル国の重要都市の一つであったことは承認される。で
は焉者をソルミと呼ぶようになったのはいっからであろうか。
 So1miがウイグルの地名であることを最初に発見したのは羽田亨博士である。その発見のき
っかけとなったのは京都大学所蔵のウイグル文マニ教徒祈願文の解読であった26）。そのマニ教
徒祈願文にはSO1miの他にもQam1とK脳nという重要な地名が見え，同博士はこれらが
漢文ではようやく元代になって唆里迷，恰密（合迷里・合木里・感木曾，その他），出先（昔
24） これら五都市については，cf．Mino工sky，押切d，p．272；安部1955，pp．287－29！。475－479；
 Hami1tOn1958，pp．144，147－148．ただしソルミに関する安都の比定は羽田説の踏襲であり，誤り
 である。
25）CTD，Part1，pp・82－83に折り込まれた地図，ないしは安部1955，pp・480－481に挿入されて
 いる地図が参照に便利である。
26） その解読論文は「吐魯番出土回韻文庫尼教徒祈願文の断簡」『桑原博士還暦記念東洋史論叢』（東
 京1931）PP－1345－1368，斗1pl、（仏訳：Haneda1932）であるが，ぽぽ同時に発表された「大月氏
 及び貴霜に就いて」『史学雑誌』41－9．1930，PP・ユー30（仏訳：Haneda1933）と内容的に一体のも
 のである。SO1miをバルクル付近に比定した点こそ誤ったが，SO1miが『元史』巻124・吟束1j亦姶
 赤化魯（Qa・a Iγa6Boy正a）伝に見える唆里迷国であることを初めて指摘したこと，さらにK廿s航
 をクチャに当るトルコ語の地名と決定し，トカラ語名称問題の解決に貢献するなど，この2論文の
 価値はいささかも減じていない。ただ私はこの2論文の価値をより一層高めるために，テキストの
 瑠璃を正した改訂版を美麗なカラー写真（文書自体が4色使用しているので）と共に発表する必要
 を感じていた。今その機会が与えられたので，これを付録2として掲載する。尚，本稿で引用する
 これら2論文のべ一ジ数は『羽田博士史学論文集』に再録されている方である。
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先）という字面で現れるものの，その実トルコ人間では唐代から使われていた地名であろうと
推定した2フ）。その推定は今でも基本的には正しいと思う。ただ残念ながらその後に発表された
敦煙やトゥルファン出土の史料によっても，SolmiやKOs昼n（＝クチャ）やQam｛1の名は
10世紀なら確実であるが28），9世紀にそれが使用されたことまでは証明されない。
 ウイグル文ないしソグドーウイグル混漢文以外の中央アジア出土史料の中でソルミの名を伝
えているのは，有名なコータンーチベット両語文書（所謂Staさ1－Holstein文書）のコータン
語版のみであり，その年代は925年と考えられている29）。私自身はこの925年説にいささかの
疑念を抱くようになってはいるが，それでもその年代はせいぜい10世紀後半に下るだけであり，
逆に925年以前に測る可能性は考えられない。ところでこのStaε1－HO1stein文書にはArk／
A■gi系統の名も現れている30）。これは一見矛盾するように思われるかもしれないが，多民族
の混住する中央アジアにおいては同じ都市がいくつもの名称を持っていることは決して珍しい
ことではない。例えば高昌は西川ともQ06o（トルコ語）とも6in肋j－kath（イラン語）とも
呼ばれたし，北庭はBi§一ba1iq（トルコ語）ともPanji－kath（イラン語）とも呼ばれた。11世
紀末～12世紀前半に活躍したマルワジーの書にもSO1min（ママ）とArkの両方が現れている3I）。
さらにStaさ1－HOIstein文書の注目される点は，現在の新彊ウイグル自治区の首都ウルムチと，
トゥルファン盆地の名の由来である首邑トゥルファンの両方の名が史上初めて現れていること
である32）。羽田博士はマニ教徒祈願文に見えた3つの地名Qaml，So1mi，Kus包nを唐代から
トルコ人間に使用されていたものと推定したが，私はこの考えをさらに一歩進め，ウイグル人
の大量移住と西ウイグル王国の成立により，それまで小寒村にすぎなかったものが都市に成長
したり，旧来の都市に新たなトルコ語の名称が付されたりしたのであろうと推測する。つまり
これらの新しい地名が籏生した時期を9世紀後半とみなすのである。
 拙稿rウィグルの西遷について」（森安1977）の主張点の一つは，西走ウイグル十五部を率
27） 羽田工958，PP．334－341．
28） K廿s註nについては，cf・CBBMp．P・123；Zieme1976b，P．248；Zieme1977，P．164．Qami1に
 ついては，of・M0τH，Nos・26．28．So1miについては，cf．①欺／張1980，P．154＝多魯坤／斯
 拉非ホ／克由木1985，p・79＝Geng／Klimkeit／EimeエノLaut1988，p・52；②Sims－Wmiams／
 Hami1ton1990，P．28（A8）。①のハミ本M”州舳が西暦1067年のものであることは，cf．森
 安1989a，p．21。②はソグドウイグル混濡文で書かれた毛織物（褐子）取引関係の商業文書で，
 その中にソルミから来たソグド人（～）が現れる。
29） これに関する研究論文の主なものはかって列挙したことがある（森安1977，pp．129－130，n，70）
 ので今は繰り返さない。ソルミの現れる箇所の解釈は様々であるが，Hemin91938，P，558または
 Hami1tonユ977．PP・516－517にあるものが優れているようである。
30）cf．H㎝ning1g38．p，565：BaiIeyユg51，pp．3，14：Hami1ton1958，p，149；森安1977，P．124，
31）cf・Mino正sky，M舳m毎，PP、ユ8，30，71、またマルワジーにはこin加jkathとQo6oも同時に現わ
 れる，cf・Minorsky，Mαm帆P・18．SOlminが焉者であると解決した今は，安部氏がマルワジー
 の記事に対して抱いたような疑問（安部1955，pp・221－222）は不要となった。
32） cf・Bailey195！、pP・14，15；HamiIton1958．PP・149，150；Zieme1976b，p．248；MOTH，P．91．
           第2節 会規文書の上限：ソルミ（SoI舳）問題          141
  帽ういた鹿テギンを中心とする支配者集団が，東ウイグル可汗国時代よりその勢力圏であった東部
天山地方を完全に掌握して初めて西ウイグル王国と呼べる態勢を取った時の拠点，即ち西ウイ
グル時代最初期（9世紀の第3四半世紀）の首都が，高昌でも北庭でもなく焉者であるとした
点であった。この主張は漢文史料とペルシア語のガルデイージーの書Zψm側扁舳励のトク
ズグズ（くToquz Oγuz＝九姓）の条とを結び付けることによってなされたものであった。ただ
この焉者説が成り立つためには，ガルディージ＿が伝えるトクズグズ可汗（三西ウイグル可汗）
の都城の地理的環境（cf．森安1977，p．114；Martinez1983，pp．133－134＝本章第5節，史料
E），即ち周辺で狩りができ，その時期に「水攻め」されるほどに水量が豊富であるという条件
を焉誉が備えていなければならない。この点，私自身も論文発表の時点ではやや不安があった
が，1987－1988年の現地調査で北庭，高昌，焉着地方を踏査し，地理的環境や故城の立地など
を実際に見た結果，自説に一層の確信を得るに至った。狩りの季節といえば秋から冬にかけて
の渇水期（雪融け水の少ない時期）であるが，その時期にも都城をr水攻め」できる程の水量
があるのは焉着地方だけであり，且つこの地方は狩りの獲物が多いことでも際立っているから
である。また，10世紀のペルシア語の地理書物〃♂α五一‘〃切m『世界境域志』にはArkのそ
ばにKhOIand一γ口nという河が流れていたことが記されているが33），このようなイスラム側の
文献に東トルキスタ1／の河川が固有名詞を伴って挙げられるのは特別の場合（余程の大河）と
考えてよい。このArkを焉者に，そしてKh匝1and一γ肋を現在も大ユルドゥズ渓谷からの大
量の水を集めて一気にボスタソ湖に流れ込むKhaidu－go1（開都河）に比定したのはヘニング
であった34）。また1980年に発表されたレニングラード所蔵のソグド語の手紙L44（sJ Kr Iv
／706）はArk／Argi（焉者）のπ獅n（可敦）よりマニ教の師に宛てて出されたものである35）。
可敦とは可汗の妻であり，彼女が焉者にいたという事実も我々の推定に極めて有利である。
 西ウイグル王国最初期の首都が焉者であったという自説を再確認した上で，マニ教寺院経営
令規文書に戻ろう。その〃・32－33に見える“SO1mi manistan”は首都のマニ寺にふさわし
い扱いを受けているであろうか。答えは否である。その理由は既に前章の語註32bに述べた
通り，それは高昌マニ寺の役僧が任務に過失を犯した場合の追放先または左遷先として言及さ
れているからである。本文書がまだソルミに首都があった時代に発布されたものと仮定するな
らば，r地方」である高昌のマニ寺で罪を犯した者が「首都」のソルミのマニ寺へ追放ないし左
遷されるということになり，余りに不自然である。ましてこの文書が発布された時代はまだマ
ニ教が国教的地位を保っていたのである。さらに本文書の発布先である高昌のマニ寺には幕閣
がいた。幕閣（mo乏ak）とは大西洋から太平洋に至る全マニ教世界でも12人以内と決められてい
33） cf，Minorsky，草ωd砺δ，pp．94，207，273＿274．
34） Henning 1938，pp．564＿565．
35）cf．Par03a1980，pp．35－36：Sims－Winiams1981b，pp．235－236．
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た最高位の僧侶である36）。8世紀の牟羽可汗の改宗前後にパミール以東に置かれていた「大主
教区」は“hwar互san pay9δs”（東方教区）唯一つであり，それを統轄する幕閣も1人だけで
あったと推測される37）。もしこの体制が西ウイグル時代になっても続いていたなら，幕閣を擁
する高昌のマニ寺は必然的に全ウイグルーマニ教徒の中核となる寺院でなくてはならない。
 以上より私は本文書の年代を，焉着地方の首邑を指すSo1miという新地名の出現以後で，
且つそれが西ウイグル王国の首都としての地位を失って以後のものと考える。ただし焉者が西
ウイグルの首都であった時期は短かく，せいぜい20～30年間であった38）。つまり本文書の年代
上限に9世紀末葉は含まれることになる。しかし可能性からいえばやはりこれを10世紀に入っ
てからとみなす方が真実に近いであろう。
第3節 トゥルファン・敦煙文書に反映する西ウイグルのマニ教
 牟羽可汗の改宗に始まり，懐信可汗以後には国教的地位を獲得して栄えた東ウイグル可汗国
時代のマニ教（第ユ章第9節参照）が，西ウイグル王国時代になっていつまで隆盛を続けたかに
ついては，従来二つの説がある。一つは，西遷当初はともかくとして10世紀にはいると急速に
衰え始め，まもなく仏教に取って替わられたとする説（短期説）であり，もう一つは，相当長
期にわたって隆盛を保ち続け，モンゴル時代にまでその痕跡を留めたとする説（長期説）であ
る。短期説は，ベゼクリクや高昌故城のウイグル風仏教壁画のほとんどは10世紀以前のもので
あろうという「思い込み」（美術史家による編年に左右されたもの）と，980年代に西ウイグル国を
訪れた宋の使者・王延徳のr西川程記（高昌行記）』に，
   佛寺五十除厘，皆唐朝所賜額，寺中有大藏経・唐韻・玉篇・経晋等，居民春月多遊，豪
  聚遂樂於其間。（中略）。後有摩尼寺渡期借各持兵法，佛経所謂外道者也。
                  （『輝塵録』前録，巻4，宋代史料筆記叢刊，中華書局，p・37）
   佛寺五十除厘，皆唐朝所賜額，寺中有大蔵経・唐韻・玉篇・経晋等，居民春月歩薬聚逮
  榮於其問。（中略）。復有摩尼寺渡期借各持兵法，佛経所謂外道者也39）。
                  （『宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p．14112）
36） ci。『儀略』「五級儀第四」；石田1973（1925），P，289：Jack・on1932，P・15；Ha王。m／Henning
 1952，p．195；Widengren1965，p，98；Schmidt－G1intzeエ1987，p．73．
37） ci．Mii11er1904，P・351；〃M，P・40；Henningユ936，PP・15－16；BBB．p・ユO：Hennin91938．
 p．551：Smde正mannユ984．p，301．
38）cf．森安1977，PP・1ユ3－123・
39） 150年前に初めて圧延徳の記事に訳註を加えたジュリアン（Ju1ien1847，P．60）は「復有摩尼寺
 波斯僧各持兵法」の部分を波斯（ペルシ7）僧に管理されている摩尼寺があると解釈したが，その
 後のスコット，シャヴァソヌ／ペリオ，佐藤（圭），田坂等々多くの研究者は摩尼寺と波斯僧を並列
 するものと考えている。勿論，古くはブレントシュナイダーから近くはマリヤフキソ・リュウ氏ま
 でジュリアンと同じ見方をする学者もいる，cf．Bretschneide「1888．VO1．I．p．252；『中西交通史
 料匿篇』第四冊「古代中国与伊蘭之交通」p・155；MaハH眺m1974・p・89；Lieu，〃α例舳m4舳，p、
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とあるのを主な根拠としている40）。長期説は，北庭争奪戦の勝者は吐蕃であるからトゥルファ
ン地方から大量に出土したウイグルーマニ教関係文献や遺跡は西ウイグル時代のものであろう
という推論と，アソーナディーム，マスウーディー，ガルデイージー等のイスラム史料がトク
ズグズ（〈TOquz Oγuz＝ウイグル）4！）の顕著な宗教をマニ教としていること等によっている42）。
しかし王延徳の記事のどこにも仏教寺院の勢力がマニ教寺院のそれを凌いでいたとは書いてな
い。彼はただ未だに唐以来の中国文化の伝統を如実に留める仏教寺院に共感を覚えたためにや
や多く記し，反対に会昌年間（841－846年）以来中華帝国では禁止されている「邪教」たるマニ
教についてはその存在の事実を一言書き留めただけかもしれない。それゆえに彼の報告は，10
世紀末においても西ウイグル国にマニ教寺院が厳然と存在したことを裏付けるものではあって
も，その衰退を示す証拠にはならない。つまり短期説の絶対的根拠にならないばかりか，長期
説とさえ矛盾しないのである。一方，従来の長期説の方もその論拠は脆弱である。まず北庭争
奪戦の勝者が吐蕃ではなくウイグルであることは既に私が安部説を基礎に論証し直した通り
（第1章脚註94参照）なので，トゥルファン出土の大量のマニ教関係資料群を半ば自動的に西ウイ
グル時代のものとみなすことは出来なくなっている。またトクズグズに於けるマニ教の繁栄を
伝えるイスラム側の諸史料はいずれも編纂物であり，この種のイスラム側の編纂物の常として
その情報は編纂時期よりかなり「古い」危険性があり，これをもって直ちに西ウイグルのマニ
教が長く国教としての地位を保ち続けたと言うことも出来ない。このままでは短期説，長期説
のいずれにも軍配は上げられない。この問題に関する限り，漢文史料やイスラム史料というい
わば「外国」の史料に頼っていたのでは，結論は出ないのである。しかし，幸いにも我々には，
 199。トゥルファン出土のマニ教文書には近世ペルシア語のものさえあるので（後註50参照），この
 ジュリアン以来の考えを完全に否定し去ることは現段階ではまだできないが，「各」の字にこだわ
 ればやはり両者を分ける方がよいと思われる。ただ波斯僧がどの宗教の護持者を指すかについて
 は，これをキリスト教（景教）とするものとゾロアスター教の一派とするものに分かれていて，決
 足していない，cf．Scho士t1875．p．43；Chavames／Pe11iot1913，PP．308－309；佐藤（圭）ユ961，
 pp．126，137（n，51）：田坂1964，p．5ユ5。とはいえ，トゥルファン盆地に於けるキリスト教寺院
 趾やキリスト教文献の出土状況に鑑みれば，この波斯僧をキリスト僧と見る説が有力であろう，cf・
 C乃。お。此。，P1．7；ノレコヅク1962，PP．94－95；Mai11ard1983，PP．194－197；Miine工1913b；M棚1er
 ユ9ユ5b；Ban91926：Pig㎝1ewsky1938；Sundermam1974；Asmussen1982；熊本1984，PP．52－
 53，88；森安1985a，n，77．
40） cf．Gabain1961a，PP．20．69＝ガバイソ（鷲見訳）1965，P・33＆1970．P，38：Asmussen1965，
 P・162：山田1971，p・446：佐口1973，p・5；Hambis1977，p・110；山田1985，p・136・
41） cf．Mafquaft1914，PP．36－37，59，199－201；月Ky60BcKH筒 1947，PP，425－426，442；Minol＝sky，
 抑d棚，PP．265－268；Minorsky1948．PP・285－290，301－304；安部1955，PP・271－285；Hami1ton
 ユ962，P－30：片山1981，P．48；Ma皿肥K冊1983，PP．7－g．
42）cf・Chavames／Pe11iot1913，PP・307－309，318；YuIe／Cordie工1915，Vo1・1，P・64：羽田1958
 （1923）PP・495－496，（1930）P．341；羽田ユ931，PP．163－166；安部1955，PP・448，470；佐藤1961，
 PP・126－127；前田1964，PP．567，569；Lieuユ981，P．160；M／C，PP．8，25－26；Lieu，M伽〃m45m，
 PP・199－201．リュウ氏やグリムカイト氏になるとM112v文書や高昌故城の遺跡Kがモンゴル時代
 に係わるとする安易な思い込みも長期説の根拠に加わる。
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ウイグル人自身が書き残した第一級の生の史料がある。無論それらの多くは断簡零墨にすぎな
いが，今や研究の進捗によってそれらを駆使し，重要な情報を引き出して真相を究明すべき時
機に来ている。
 まず第一に，トゥルファン出土のマニ教徒の暦が挙げられる。これにはソグド文のものと，
ソグド≡ウイグル混清文のものとがある。ソグド文のものはヘニング（Hemi㎎1945）が発表
し，後バザン氏によってその中の4断片が西暦953，955，969－970，976－977年に比定され
た43）。ウイグル文のものにはTTT VII，N0．8（T 1601），N0．9（TM299），『吐魯番考古記』
図88の3点があり，前二者はバザン氏によってそれぞれ西暦1025年と988－990年に44），最後
のものはハミルトン・吉田両氏によって独立に西暦1003－1004年に比定された45）。この1003－
1004年の暦には“bi§in6a1tmqutluγkui－itavi§γanyi1qi li戸h，bδgubi1g註tngriiIigsani
s奇kiz”「5番目の金の気（qut）を持つ，癸（kui）ウサギの年の暦日，B6g高Bilg註天王（の
統治年）の数は8」とある。ウイグル語のkuiと1iγ三irはそれぞれChin・癸（吻ω4G∫五
605a），暦日（＊〃e為一栃妙i，0∫R858h＋404a）の借用語である46〕。癸ウサギの年とは言うまでも
なく癸卯の年であるが，現代日本人も知っている一般的な六十干支（第一式）では癸卯は「み
ずのと十ウサギ」即ち水の気であって金の気ではない。ところが本来の中国にあり，それがウ
イグルにも受け容れられたことを明らかにしたパザソ氏のいう第二式4フ）によれば，癸卯はrか
ね十ウサギ」であって見事に一致する。ウイグル＝マニ教徒の用いた暦がソグド的要素と中国
的要素から成る複合的なものであることは，年代は不明であるがマニ文字で書かれた別の暦の
断片M115を扱ったミューラーの優れた研究（M舳er1907）やそれをウイグルと結び付けた
羽田亨以来よく知られていたが48），その後に発表された年代の明らかな諸断片，特に吉田氏に
よって初めてやや詳しく紹介された『吐魯番考古記』図88の暦はそれを一層明確に証拠づけた。
この暦はマニ教徒が義務として毎年5回行なう断食の日を知るために用いたもので，新月が起
る日時が，ソグド暦と中国式のウイグル暦の両方で指示されている49）。この種の暦が10世紀後
半から11世紀初頭にかけて作成され，その破片がトゥルファン盆地からいくつも出土したこと
は注目される。またトゥルファン出土のマニ教文書の中には中世ペルシア語ではなく近世ペル
シア語で書かれたものがあり50）・このこともウイグル・マニ教が少なくとも10世紀いっぱいは
43）Bazin1974，pp．399－403．No，1（M！48）土96g－970年；No・2（T II D66a）＝976－977年；
 No．3（M147）＝955年；No．4（M796）＝953年。
44）Bazin1974，pp．351－407．ただしN0．9を989－990年に比定する考えは発表者のラフマテ4自
 身によってなされていた，cf．TTT VIII p，62．
45）M0「H・P・xvii；吉田1989，pp・165一ユ68．
46）cf，Mむ11e工1907，P，464；羽田1958（！915），P・69；∠TG，PP・107，346・
47） Bazin1974．P．300．
48）Mせue工1907；羽田1931，PP・175一ユ80．
49）吉田1989，P・165・
50） ci，Boyce1960，P．ユ50，D－87；Hennin91962：Sunde］＝mann1989．
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勢力を保っていたと見る説に有利である。
 次に敦煙文書を見てみよう。敦煙文書に2種類あることは以前専論を発表して学界の注意を
喚起した通りであるが51），ここで問題になるのは勿論有名な蔵経洞出土文書であり，その下限
はu世紀初頭（どんなに遅くても11世紀前半まで）というのが定説である。この中に含まれるウイ
グル文ないしソグドーウイグル混清文の文書は，最近10年間でほぼその全容が明らかにされた
が，そのほとんどは10世紀のものと考えられている52）。総数は約60点，そのうちの半数足らず
がシルクロード貿易の実態や人々の日常的生活の様子を伝える手紙類や商業文書を中心とする
俗文書，三分の一近くが宗教に係わる文書である。宗教関係文書には占いの書なども含まれる
のでそれを除くと，仏教関係はM0「H，Nos．1－4，13とP．t，12925ヨ），さらにロソドソ本『天
地八陽神呪経』（TTT VII），パリ本『善悪二王子経』（CBBMP）の8点，マニ教関係はM0τH，
NOs・5－10とXuastvan亘ft（Or・8212－178）54）と冬61ウラ（北京図書館）55〕の8点である。数の
上では同等であるが，敦埋蔵経洞が完全に仏教のものであるという性格を考慮すれば，このマ
ニ教文書の点数は異常である。ウイグル人問ではマニ教は依然強い勢力を保っていたと推測し
てよかろう。敦煤のウイグル仏教の担い手が西ウイグル仏教の担い手と同じであることは既に
P．t．1292の研究の際に言及したが56），『天地八陽神呪経』の敦娃本とトゥルファン本57）とを
比べてもそのことは容易に首肯される。同様に敦煙のウイグルーマニ教の担い手も西ウイグル
国のマニ教徒であった。それはマニ教一般信者用の徴悔の書であるXu互stv互niftの敦煙本と
トゥルファン本58）との比較の他，P3071v（MOrH，No．7）にビシュバリク（北庭，西ウイグル
王国の夏の首都）のavtadan（梯多誕）が現れること等からも窺われよう。
 10世紀前後における敦煙と西ウイグル王国との緊密な結び付きについては私が1980年以来の
一連の論文で論証を積み重ねてきた所であるが59），この主張はハミルトン氏の”0mの序文
に於いてもほぼ全面的に受け入れられている。氏が私の説に与する背景には当然，ハミルトン
氏自身が初めて発表した敦煙出土のウイグル文の手紙60）と，ツィーメ比等が取り上げたドゥル
5ユ）森安1985b，
52）森安1985b（但しpp．89，97に記しであるように脱稿は1980年）；森安1985a；Hami1ton，M0＝「亙；
 Sims－Wi11iams／Hami1t㎝1990・ハミルトン氏の書物のタイトル中にはいずれも9－10世紀とある
 が，中心はあくまで10世紀である。
53）cf．森安1985a．
54）cf．Le Coq1911：Asmussen1965；森安1985b，PP・34－35・
55）cf・森安1989a，p・17・これまで未発表であるので，本書の付録3として発表する。
56）森安1985a，P．37．【補註11】
57） cf．羽田1958，pp．64－137．『天地八陽神呪経』の諸写本については小日］壽典氏の一連の研究があ
 る。森安1989a，p・27の文献目録を見よ。
58） cf・Asmussen1965，PP．167，180の文献目録。テキストについては，cf，Le Coq1910；As血ussen
 1965，pp．167＿193．
59）森安1980a，pp・327，331－338；森安1985a，p・36；森安1987．【補註12】
60） M0τ冴，Nα5 （士ext4），Nos．！9－32．
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ファン出土のウイグル文の手紙61）とがその書式の上で基本的に一致するという事実がある。ま
た私は，以上のような見通しの下，それまでの美術史関係の図録でしばしば「西夏王」と説明
されてきた敦煙莫高窟第409窟壁画に描かれた人物が，実は西ウイグル王であることを述べて
おいた62）。その後，敦煤研究院を初めとする美術史学界の動向を見ていると，この考えは完全
に主流になっている63）。さらにまた，高昌故城の遺跡α出土の幡に描かれたウイグル貴人1P1．
XVIIa1のウイグル服の上にある，2羽の雁鵯類の鳥が渦巻き状に円形に組み合わされた特殊
なモチーフが，敦埋蔵経洞出土の幡の断片（上部の三角型吊り手）にも見られることが，ベサー
ル氏によって指摘された6則。この事実もやはり10世紀に於ける両国問の交流を物語るものと考
えられる。
 つまり今や我々は敦煙のウイグル文書は基本的に西ウイグル人が残したものであり，そこに
西ウイグルの宗教事情が反映していると見なせるわけで，10世紀にも西ウイグルではマニ教が
仏教に比べて少なくとも同等の勢力を保っていたと見てよいのである。敢えて難を言えば，敦
煙のウイグル＝マニ教文書8件が10世紀中のいつ頃のものなのか不明な点であるが，P3072v
6！）Te・can／Zi・me1971：BTT V，Nos・30－35・私はこれら既発表の手紙類の他に大谷探検隊将来
 ウイグル文書中の手紙，ベゼクリク新出のマニ教徒の手紙のテキスト出版と，それら全体を対象と
 する書式研究を準備している。
62）季刊『東西交渉』井草出版，1982年秋の号（第1巻第3号），p・28の書評。
63）敦煙文物研究所（編）『中国石窟敦痩莫高窟』第五巻（東京，平凡杜，！982年12月）の図版134
 －135のキャプションと図版解説（P．231）では西夏王とその王妃とする旧説を採るのに，段女傑氏執
 筆の「莫高窟晩期の芸術」p．160では回鵠（ウイグル）土とその王妃としており，未だ矛盾が見ら
 れる。しかし，1987年9月に現地で開催された敦煙石窟研究国際討論会での劉王権氏（敦燥研究院）
 の発表「関干渉州回鵠洞窟的劃分」（レジュメを，その会に出席された肥塚隆氏の御好意により入
 手）を経て，本稿執筆中に出版された敦煙研究院（編）『中国石窟 安西楡林窟』（東京，平凡杜，
 ユ990）に含まれている劉王権「沙州国鵠の石窟芸術」（pp・240－253）になるとウイグル説は決定的
 となっている。さらに驚いたことに，その図版239として初めて紹介された西千仏洞第16窟の壁画
 に描かれた人物は，先の莫高窟第409窟の人物と同様の服装をしており，しかもその人物には「廻
 鵠可汗供養」という銘文が付けられていた。西夏王説が復活する余地はもう全く残されていない。
 一方私自身は1987年9月初旬，上に言及した討論会の直前に敦煙を訪れ，敦煙研究院の孫修身氏の
 案内を受け，同じような「ウイグル」の王と王妃の肖像（もちろん供養人像）がまだ他にいくつも
 あることを知った。その際同氏より，敦煙研究院に於いて過去何年間か継続してきた，莫高窟の編
 年の中に新たに「沙州ウイグル期」を設定すべきか否かの議論の中で，私の1980年の論文「ウイダ
 ルと敦煙」が参考にされたことを伺った。ただ幸か不幸か劉論文のどこにも拙論に対する言及はな
 いので私としては責任の取りようがないが，沙州（敦煙）ウイグルの由来，沙州ウイグルと西ウイダ
 ルの関係，沙州ウイグルの仏教の系譜などについてかなりの見解の相違がみられる。私の方でも23
 窟もあるという沙州ウイグルの洞窟の絵画資料の全体が発表されるのを待って再考を加えたいと思
 っているが，敦煙研究院の方でも私が提出した諸史料や見方（特に森安1987，Pp．4．6．10－12；本稿
 第1章第9節；本稿本節及び次節の脚註82）を検証する形で論議を深めていっていただければ幸い
 である。尚，「沙州ウイグル」についてはマリヤフキソ氏に考察があり，私の説も踏まえられてい
 るが，結論は大きく異なる（M舳鵬醐Hユ983．pp・215－219）。しかし同氏の考えは，沙州帰義軍節
 度使政権の担い手であった曹氏一族はその姓からみてソグド人であるというソ連の学界に広まって
 いる「偏見」を前提としたものであり，到底受け入れられない。敦娘の曹氏が漢人であったことは
 世界の敦煙学界では常識であり，議論の余地はない。【補註13】
64）J・正a－B・・ard1978・ただし年代についてはベサール氏と私は考えが異なる。
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（MOrH，No．8）にはオモテの漢文仏典の所蔵者を示す「乾明寺蔵経」印が押されている。土
肥義和氏の研究によれば敦煙の乾明寺は979年以後に初めて出現したという65）。その説に信を
置けばこのマニ教文書は，979年以後，一旦は蔵経印を押されて新設の寺院に備えられたこの
仏典（大般若波羅蜜多経・巻第四百八十一）が，何らかの事情で不要になり廃棄された後に書かれ
だに違いないから，10世紀末～11世紀初頭のものということになる。この1例を以て全体の年
代を推測することはできないが，十分参考とするに値しよう。
第4節会規文書の下限：マニ教の衰退と仏教の台頭
 ！985年に歌世民／クリムカイト両氏の「トゥルファンのマニ教寺院の破壊」と題する短い論
文（Geng／K1imkeit1985）で発表されたM112ウラ文書は，本節の主題にとってのみならず，
                                     オ毛テ本章さらには本稿全体にとっても極めて重要である。このトゥルファン出土文書は，表が，中
央アジアのあるマニ僧団（あるいは中央アジア出身のマニ僧）からおそらく高昌にいたと思わ
れる高僧（慕闇か）に宛てて出されたマニ文字・ソグド語の手紙であることと，裏に草書体の
ウイグル文字が書かれていることだけは早くにヘニングによって紹介されたが66），その後は長
く顧みられることなく放置されてきた。それが近年になってようやく脚光を浴び，まずズソダ
ーマソ氏が表のソグド文のテキストと独訳を発表し（Sunde工mnn1984），続いて秋氏とクリ
ムカイト氏が共同で裏のウイグル文書を初めて学界に公表したのである。ソグド語の手紙の内
容は，8世紀に西アジアで起こったマニ教会のミフル（Mihr）派とミクラース（Mik1互s）旅へ
の大分裂の余波が東方教区にも及んだことを示すものであり，書かれた時代は9世紀頃と考え
られている67）。問題のウイグル文書はその紙背を利用して書かれたものであるから，当然その
年代は9世紀以後である。先ずテキストと和訳を掲げるが，そのテキストは写真1Pl．XXXIVl
と共にツィーメ氏より恵与されたものに，若干の修正を加えたものである。本文書はベルリン
の国立図書館Staatsbibli〇七hek（SBPK）に所蔵されているので（筆者未見），ツィーメ氏は歌
比等とは別にかねてよりこれに注目して研究されていたのである。ここに本人が改めて発表す
る前にそのテキストの引用を許された同氏に深く感謝したい。但し解釈は私の責任においてな
されたものである（〃・15－16の部分的解釈だけは，Zieme1980・p・216による）。秋世民／クリムカ
イト両氏のものとはテキストも解釈も相当に違っているが，いちいち注記しない。書体はやは
り私の言うr半槽書体」で，語末の一q／一γの区別もあるが，一qの尻尾は多くのマニ教文献の
場合のように（縦書きと見て）真下に伸びているのではなくて，斜め右下方向に伸びている。半
楮書体がややくずれ始めていると見てよいであろう68）。
65）土肥1980，PP．361－362．
66） Henning 1936，PP．16－18．
67） Henning 1936，pp，16＿18；Sundermann 1984，pp．300＿304．
68）ヘニングはこのM112vの書体を「真に厭うべきウイグル草書体」と言い，これをモンゴル時代
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 M112v
  1． ／／／／／／／／／／／／／／／（・・）γδngd匝1n－k（i）／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
               東   の
  2． ／／／／／ノ／／ 工b註］diz1ig qisγa 工6n］9［d］O（n）／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
        飾りのある短い  東
  3．／〃／〃／／〃／／／ノmunta－ta ulati・aγir／／／／／／／ノ／／／／／／／（・）u1a（ti）／／／／／／
             そのあと 、重い ………・・・・・……・… など（をはじめ）…
  4．／／／／／／／／／／／／1dg uz qo6o＿ta yoq TYK／／／／／／／／／／／／S（…）＿ig idti［r］／／／／
            匠が高昌にはいない …………・・・・・・・・……・・・・…  を 作らせ………
  5．／／／／／／〃／／包mi§・iki yuz乞1ig TWY／／〃／／／／／／／／／／LWP．an6an／／／／
         であった。二百五十・・…・・…・・・・・…………・……・・…  ヲ
  6－ul（γ）ur－inta・kidin，DWNY t6z1高g TS〃／／／／／／／N aγu yign包K／／／／／
     時に，西（後亨） ～ 根をもつ一・・…・・・・・・・・・・・・・… ～ 針
  7・／／／／／nom1uγ尋r七uq bk qatiγk［irtgun】（6）kgng血1（6）［ritip］／／／／／〃／
      教えをもち，さらに 堅 固 な   信 仰   心 を ［起こして］…・……
  8，ta§qo§tr k査d oru1qo§tr ba§1ap PY（．．）KW i1包dgOsin，WK（．．．．．）T（…）
    Ta百等長，K巨d0γuI尊長 をはじめ， 一…・・ 共同体の良いものを…・・・・・・………
  9， t6エ七〇n6i1bi1g包tngri i1ig uγrinta qap baエs yi1－in k1ip din七ar bolup
    4番目のI1BHg盆天王の時に＝甲寅年に来てマニ僧になって
  10。誠un t盆g§並rs註エ・ang ki6igi mn PWD，N VY，N k包d oγul§axan qy－a
    世界が変わる（生まれ変わる）ならば（と思い～），最も小さき者だる私PWDINVYINK邑d0γu1§a畑nQy’aが
  11．bu iduq ta§mnistan－iジWP’X qy－a SY－YN k廿舳m yitmi§一6包ky一色itip
    この神聖な外マニ等 を P  ～  ～ 私の力が無くなってしまう程までに復興し（…）
  12．（i）g註1盆yu turur批k包n．kyw’n pγr＿1iγkuu qoyn yi1＿in七6r七世n6餌slan
   支え（ヲ）続けるうちに，土 星のいる癸未年に4番目のA・昌1an
  13． （bi）1g註七ngri i1ig sOng廿1iig qaγan－ning yr1iγinga・tllk盆n士igin
    Bi1g査 天王たるSO口g舳g可汗の 御命令により，丁五rk萱n王子
 14．tngrim－ning註ski i6baliq－ningδng（1On（y）ingaq idmi§雌6nggur－1ur
    殿下 が 旧内城 の 東 方（に）建てた三塔（～）のある
 15．vrxar＿iγk6舶rup．蔓stud vrzint m〇三［a】k uγエin士a mnistan＿iγbuzup
    仏寺 を移転させ， Astud F閉・end慕 闇  の時代に  マニ寺  を破壊して
 16．vrxar itip・亀r－a－taqi i6tinki PYN（．）／〃K QWNKDUV KYRW C，KY mnistan一
   仏寺を 建て， … にある 内側の ・………一…    ～     …   ヲ  マニ寺
  にまで下げ，クリムカイト氏もそれに従うが，いずれも正しくない，of．H㎝nin91936，pp．17－18，
  n・4；K1imkeit，Be8e8舳〃8，P・45。その理由は本文のすぐ後で明らかになろう。
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17．工一n1ing idigin ym益sδkup alip vrxar－q（a）（o）n仙rむp i1tip ・bu iduq u1uγ
    の  装飾 をも 剣き取って 仏寺 に据え付けようと（亨）運び，この神聖な 大
ユ8．mnis±an－n五㎎u1uγδz包n一触i t6p高LWQTW SW1aγb昼diz yangin alip
  マニ寺  の  大中心部にある上部が ～ 塑像をもつ（…）装飾 模様を取って
19．vエxa卜iγid舳エti・bu6土ig＿k益aγu＿1uγk盆d oγuI artuqraq umaγu
  仏寺 を飾らせた。この書きつけに  言  雌d0γu1は非常に （がまん）できない
20．値g 包mg独 tgip umadin manistan－n五ng yang士n批s批ym註 bitiyin kinki
  ような苦しみが至り，できなくなる前にマニ寺  の  様子を  ば  又 （私は）書こう。後の
21．（ki）6ig1包r ym註uqzun＿1ar tip azqy＿a bitiyu 悦gintim tngエim：
  小者も理解せよ！と．いささか（私は）書き奉った。神よ！
 不明な箇所はままあるが（J．10の重・x・・qy－aについては，・f。第2章語註105），マニ教寺院
（maniS亡an）が破壊され，仏教寺院（VrXar）がそれに取って替わりつつあることを伝える実に
生々しい史料であることは疑いない69）。そしてこの由々しき事態がウイグル支配者階級の承認
の下に進行していることも，文脈から窺える。それだけでもこの文書の価値は極めて高いが，
さらに幸い且つ重要なことに，’．9と仏12－13には六十干支の紀年と統治者の名前が記されて
いる。特に後者の紀年は単に六十干支の「癸未年」だけでなく，それに“kywIn pγr－1iブ即
ち「土星のいる」フ。）という形容句が付いている。西ウイグル時代の「癸未年」は863，923，983．
1043年以下13世紀まで六十年毎にある。そこでこれらの候補について「土星のいる癸未年」が
特定できるかどうかを，アジアの暦に詳しい京都産業大学教授の矢野道雄氏にお伺いしたとこ
ろ，インドの暦には年々の支配星（Skt．abdapa「年の支配主」）という考え方があり，例えば
6世紀に作られた天文学書Pmcα∫mゐ励舳δの第1章第17－21節の記述に基づいて計算する
と，土星が支配星であるのは983年だけになる，との明確なお答えをいただいたフ］）。同氏の学
 69）後にはmanistanが仏寺の意でも使われるようになるが，本文書ではイラン語起源のmanis亡an
   は「マニ寺」，サンスクリット起源（Skt，vih奇「a）のwxarは「仏寺」とはっきり区別されている。
   この点はツノーメ氏が本文書の〃・15－16の新しい読みと共に指摘した，cf・Zieme1980，p・216．
 70） この読みはツノーメ氏の発見である。kyw’nはソグド語「土星；土曜」，pγ正は「惑星」を指す
   ソグド語であり，これにウイグル語の接尾辞．11γ「～を持つ，～のある」が付いている。吉田氏に
   よればpγ工は正しくはpπrであるが，ここではツ4一メ氏の表記のままにしておく。
 71）Pα碗α5棚肋棚肋の計算式は当然インドのシャカ暦による年数を用いているが，これを西暦の
   年数に変えて矢野氏に作っていただいた式は次のようになる。
         abdapa；［3x（AD年数一505）十1］mod7
                 ＊mod7とは7で割った余りを求めるという意味
   この余り1，2，3，4，5，6，0がそれぞれ順に目，月，火，水，木，金，土に対応する。計算の結
   果は，863…余り4巨水；923…余り2＝月；983…余りO＝土；1043…余り5；木；1103…余り3一火；
   1163…余り1白日；1223…余り6＝金となり，60x7‘420年で一周する。従って983年の次の癸未年
   で土星が支配星となるのは1403年で，問題とならない。但し，年頭が違っていればこの計算は狂っ
   てくるが，西ウイグルの暦は中国の暦とほぼ平行しており（cf・Taqi・adeh1943，P・46；Ba・in1974，
   P・310），中国の暦とインドの暦は1ヶ月のずれがある（インドの1月が中国の2月に当る）だけな
   ので1この計算に大きな支障はない。
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殖に改めて畏敬の念を表し，御教示に深く感謝したい。すぐ後にみるように，同時代のウイグ
ルの暦にはインドの暦のナクシャトラnak§atraの概念が導入されている事実があるから，M
112v文書に見える「土星のいる癸未年」の前半部を，インドの暦のabdapaの概念で解くこ
とには何の問題もない。またこの答えは，私が古代トルコ（ウイグル）語仏典の出現の経過を
考察レた論文（森安1989a：Moriyasu1990）の結論を踏まえ，この癸未年を983年か1043年
のいずれかであろうと質間前に予想していたところとも見事に一致した。
 さて’．12のr癸未年」が983年と決まれば，’．9の「甲寅年」はそれ以前でしかも同一人の
一生の間でなければならないから，必然的に954年となる。この文書を書いたK鮒Oγulな
る人物が活動した10世紀の後半において，もはや西ウイグル国のマニ教は全盛期を過ぎ，衰退
の傾向にあったということになる。そこで思い出されるのが高昌故城の遺跡αから出土したウ
イグル文の所謂r棒杭文書」（第一棒杭）である72）。遺跡αはその構造1Figs・ユ9，201と出土
文物から見てフ3），第！章で考察したベゼクリクの仏教一マニ教r二重慶」と同様の運命を辿っ
た仏教一マニ教「二重寺院」遺跡である。そしてここに新たに仏教寺院を建てる際に，その檀
越（施主）となったウイグル貴人の男女一組（おそらく夫婦）が仏教に帰依し，この寺院建設
を推進する功徳により未来に弥勒仏と遜遁するようにとの願文を書いて奉納したのが，この第
一棒杭であった。かつて私は漢文で書かれた第二棒杭文書の訳註を行なった際に，この第一棒
杭の発掘状況の紹介と全文和訳をも試みたが74），ここに改めて必要な部分を引用する。但し旧
72）Piahl・，pp・6－13：森安1974，pp・38－41・これまでに出土した「棒杭文書」は4本（3本はウイ
 グル文，1本は漢文）あり，全て仏教寺院建設にあたり，その施主となった人物が福徳を願う祈願文
 を書いて奉献したものである。それが棒杭である理由（使用目的）に関する諸説については既に紹介
 した，cf・森安1974，PP・38－39。形状については，cf・Pfah1・付載のP1ate（〃紬m｛∬e IIIに再
 録）；『新彊出上文物』Pl・199：山田ユ985．P・ユ37（ただしここに付されたキャプシ目ンのみは森安の最近
 の考えを採用していただいた）。第一棒杭の出土状況については，ci・G地nwede1，B〃古舳，P－60；森安
 1974，pp．38－39。尚，第一棒杭の出土地点はFi9－19ではGの記号を付けられた部屋の中の黒点
 で，Fi9・20ではP狗”の指示のある白丸で示される。
73） ci・3〃4c似PP・55－73；αo枇乃。，P・6；MM，PP．28－31，Pl・A；Mai11a工d1983，P．200；MメC，
 Pp．25－26，pls．III－V。遺跡α出土のマニ教文献は相当な数に上り （cf．Boyce，C切刎08m，pp．x－
 xiii．xxxiii．67－79），その中には細密画のあるものや絹絵も含まれる，ci・MM，pls・2，4b，4d，5a（？）・
 6a，7b；M／C，Nos・23，27．43．49，51，53。またM〃，p1．8，a＝M／C，Nos．21，22もα出土と言
 われており，本書のP1s．XV，XVIaはその一部である。α出土のマニ教壁画としては，MM，p1．
 1b！M／C，No．11（但しここの図版は表裏逆転している）だけが有名であり，本書のFi9，21はグ
 リュソヴェーデルによるそのスケッチであ乱これに対してα出土の仏教壁画はやや数が多く，そ
 れらは本節本文を読み進めば明らかになるように1008年に描かれたかそれ以降のものであるから，
 今後の比較研究の重要な基礎となろう，・f・3〃｛・〃，p1s・VI・IX：β∫ノIII・p1s・24，25；8∫メV，
 pL20；B“VI．p1．29；H奇rte口982，Nos．93，94。ルコヅクからヘルテルに至るまでこれらを9
 世紀前後に編年してきたが，彼らのベゼクリク仏教壁画に対する編年が改められるべきであった
 （・f・第1章第9節）のと同様，この高昌の遺跡αの仏教壁画の年代も下げるべきである。α出土の
 仏教文献はあちこちに散在しているのでいちいち注記しないが，Be肝励｛、p，7！＆p1．XII＝H註rtel
 ユ982，No・133は明らかにモンゴル時代に下るもので，興味深い。
74） 森安1974，pp．38－4I、
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訳には不備があったので，ここには修正訳を掲げる。
  r幸いなる土の気をもつサルの年に，選ばれしよい時に，幸いなる時に，第九月の二十四
  目に，P耐va－Ph互1guni星の時に，我等のKOnAiT註ngrit註g Kus奇nさig Kδrt1包Yaruq
  T直ngri B6g壮丁註ngrik註n即ちKδ1Bilg註天三E（tngri ilig）が御位に叩きし第二の年に，
  我等，三宝（＝仏教）に対しゆるぎなき確かな純粋な心をもった優婆夷丁包ngrik盆n Tigin
  Si1ig T査rk包n Qun6uy T盆㎎rimと優婆塞KO胴g inan6沙州将軍との我等二人は，経典
  に精通した賢き博士たちから次のように聴いた：『もしある人がクルミの殻ほどの大きさ
                                      か店 L  の寺院（V工Xar）を建てれば，小麦の粒ほどの大きさの仏像を装備（？）すれば，芥子（0r
  え ご 吉  荏胡麻）の粒の七分の一ほどの大きさの舎利を安置すれば，針（yign包）のようなストゥー
  パ（や相輪？）を立てれば，完全な功徳を見つけることになる』と。『その功徳の力によ
  り，上方の天道に於いて（も），下方の人間道に於いて（も），心にあるような喜びが先ず到
  来し，後に仏果と栄光とによりて浬繋の境地に住することになる』と。このような素晴ら
  しいことどもを聴いた時に，我等二人は平らかな心を持つものになって，この寺院を建造
  するために§a七樹を打ち立て奉った。この功徳の力によりて後世に気高ぎ弥勒仏と避遁
  しますように。（以下省略）」
冒頭にある紀年についてかつては様々な説があり，極端な場合は統治者の称号中に含まれる
Bδg高を単純に牟羽可汗の名前と結び付けてこれを東ウイグル時代のものとするものさえあっ
た75〕。これに対しバザン氏は，トルコーウイグルの暦に使われる第二式の六十干支によれば「土
サル年」は「戊中年」に当り（偶々第一式でも同じ），それにナクシャトラ（ここではPOrva－
phaIguni星）の計算を加えればこの紀年は948年と決定され，わずかに1008年の可能性も残
るとしたフ6〕。このパザソ説は確かに画期的なものであった。しかしその後私はこの第一棒杭文
書を歴史学的に取り上げ，その男性の施主の持つ「沙州将軍」なる称号に着目しつつ考察を加
えた結果，948年よりも1008年の方がはるかに当時の情勢に合致するとの見解に達し，初めて
1008年説を提唱したη）。ただこの段階で私自身はナクシャトラ（Skt・nak§at正a）の計算法を知
らず，一抹の不安を拭い去ることが出来なかったが，現在ではやはり矢野氏に精密な計算をし
ていただき，バザン氏の計算と違って948．1008．1068．1128．1188年はいずれも同程度の可
能性があるとの回答を得ている。他方，ハミルトン氏も私の説に言及しつつ，改めてフランス
のインド学者ビヤール氏にナクシャトラの計算を依頼した結果として，以前の氏自身の948年
説を撤回し，1008年説に与している78）。今や1008年説は不動のものになったと言ってよいであ
75）cf、森安1974，p．38．田坂氏はこの棒杭文書を仏教徒のものではなくマニ教徒のものとみなすと
 いう誤りを犯している，cf．田坂1941，pp．241－242（n．105）。
76） Bazin1974，pp．326＿330．
77）森安1980a，p．334．但しここでは第一棒杭文書を棒杭文書④と呼んだ。
78） 』”0τH，p．xvii、
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ろう。さらに，もしズソダーマソ氏が推測するように，このM112文書自体が第一棒杭と同じ
く遺跡αから出土したものであるならフ9），K註d Oγu1なる人物が維持に努めたこのマニ寺α
（おそらくJ．11の外マニ寺。これに対して”．17－18の大マニ寺は会規文書と同じく遺跡Kを指すのであ
ろう）80）は，983年には仏教徒の攻撃にさらされながらもまだ確かに存在していたこととなるが，
これは第一棒杭の紀年を1008年と断定した我々の考えと矛盾しない。歪むしろこの時間的な整
合性は，逆にズソダーマソ氏の推測を傍証するとも言えよう。
 さて，遺跡αが983年にはまだマニ寺であったこと，黙るにウイグル貴人夫妻がそこに仏寺
を建てさせたことを示す第一棒杭が1008年のものであることが確定したからには，まさしくこ
の1008年こそが遺跡αの下層を成すマニ教寺院が意図的に破壊されて仏教寺院に取って替わら
れた年と考えてよいであろう。単に下層がマニ教寺院，上層が仏教寺院であるという考古学的
事実だけでは，マニ教寺院が一旦放棄されて廃蛙になった後，新たにその敷地を利用して仏教
寺院が建てられたのだという可能性を否定できず，おそらくそれ故にこそこの遺跡αが「二重
寺院」であるという事実が従来それ程重視されてこなかったのであろう。しかし私は，983年
にはマニ寺であり，1008年には仏寺であった寺院αが辿った運命は，そのような悠長なもので
はなかったと考える。我々がM112v文書によって初めて知ることができたような，10世紀
後半に具体化してきたマニ教徒にとって真に憂慮すべき事態は，どうやら10世紀の末から11世
紀初頭にかけて一気に破局的局面を迎えたようである。というのは同じく仏教寺院建立に関わ
る第二・第三の棒杭文書の存在がその見方を強力に支持してくれるからである。まずウイグル
文の第三棒杭であるが，第一棒杭の作成年代が1008年と決まった今，かつて別稿で述べたよう
な理由から第三棒杭の年代も1019年と決定してよい81〕。それはつまりこの年にもウイグルの支
配者階級の一家（主人はTardu§Tapmi§Yayatγar長史）によって一つの仏教寺院が建設さ
れたことを意味する82）。一方，漢文で書かれた第二棒杭文書の方は983年の作成であること
が既に定説となっており，その本文からは，西ウイグル国の王子「臭利耶櫨地蜜施天特銀
（＊I1Yarutmi§丁盆ngri Tigin）」とその妻r天公主居邪蜜施登林（＊丁盆ngri Qun6uy Kむs註mi§
79） Smderma・m1984，p・291，n，7．
80） 但し，たとえM112が遺跡αより出土したものであっても，寺院αが「外マニ寺」でなかった
 可能性もある。その場合は「外マニ寺」はベゼクリク石窟あるいはトヨタ石窟にあったマニ寺かも
 しれない。因みにta§maniStanのta…は「外」の他に「石」の意味もあるので，「石マニ寺」と
 解釈して石窟に結び付けることもできる。
81）cf．森安1980a，pp，334－335，337（n．55）．ここでは棒杭文書⑮と呼んだ。最近出版された『西
 北史地』（1990－1）の中で，萌萌氏は私の説を全面的に受け入れているが（萌萌1990，P・39），孫
 振玉氏の方はバザン説にも私の説にも気付いておらず，相変わらずかつての安部説を踏襲している
 （孫1990，P，24）。
82）cf．Pfah1．，pp．22－24．さらに1019年の時点で西ウイグル国が沙州（敦煙）を支配していたことが
 確実となり，本章の脚註63で述べた「沙州国鵠」の問題に重大な手がかりを与える，cf．森安1980a，
 pp．334＿335。
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Tang工im）」が施主となってセソギム地方に仏教寺院を建てた事が知られる83）。このウイグル
王子夫妻による仏寺建設の動きは，M112v，J．12以下に示されたArs1an BiIg包丁五ngri Ilig
4世ヨ・SOng廿脆g可汗の命令により別の王子が関与した「土星のいる癸未年」巴983年以降の
一連の事件と無関係ではありえない榊）。
 以上のように，M112と3本の棒杭文書の検討を通じて，ウイグルのマニ教は10世紀の後半
には早くも衰えを見せ始め，！0世紀末～11世紀初頭には主要なマニ寺が仏教側の勢力によって
破壊されるという事態を招いたことが判明した。この結論は，私が古層のウイグル仏教（O／n一
言語）文献の出現の歴史的背景を考察した二つの論文（森安1985a；森安1989。）で既に達してい
た見通しとよく一致する。今それ．らを総合して，8－13世紀のトゥルファンを中心とする東部
天山地方の宗教事情を整理し直せば次のようになる。
 東部天山地方に於いて唐代から西ウイグル時代≡初期まで仏教を支えてきたのはトルコ（ウイ
グル）人ではなく，主にトカラ人と漢人であった。一方，8世紀末の北庭争奪戦以後この地方
に影響力を持った東ウイグル可汗国の支配層の宗教は，ソグド人が伝えたマニ教であり，9世
紀中葉の西遷直後のウイグル人の宗教も無論マニ教であった。ところがウイグル治下に入った
仏教徒のトカラ人や漢人は支配者の言語であるウイグル語を習得し，それ以前に成立していた
  83）cf．Piahl．，PP．18－20；森安1974，pp．41－50、支配者たるウイグルの王子の奉献になる第二棒杭
   文書が，西ウイグル国内の被支配者たる漢人の言語（漢文）で書かれた言語文化史的背景については
   既に述べた，cf・森安1985a，pp，55－56．
 84）遺跡αについては本文に見た通りであるが，マニ教寺院祉としてはさらに重要な遺跡Kについて
   も，血なまぐさい大事件のあったことが，ルコック隊の発掘によって明らかになっている。まず遺
   跡中の東方に位置するBib工io士bek（書庫，図書室）の北側にある扉の前〔Fi9．22の書庫の北側の
   X印地点〕では，血まみれの黄色い法衣（仏僧のもの）を着た成人男性のひからびた死体を発見し
   た，cf．Mルτ，PP．25－26；Le Coq1926（1974），p．47＝Le Coq1928（1985），P・61＝ルコヅク 1962，
   p．66。そして遺跡中の北方に位置する建物の一部からは，赤や黄色の法衣をまとった仏僧を含む
   ミイラ化した死体の山が発見された，cf．M〃，P，24；Le Coq1926（／974），P，48賞Le Coq1928
   （1985）・p・62＝ルコック（木下龍也訳）1962，p・69。以下に木下氏の訳を引用する：「南側の円蓋建
   簗の一つを，私たちが『死体の問』と名づけたが，そこで発見したのは，身の毛のよだつような光
   景であった。建物の外房は壁でふさがれ，円蓋が一部分くずれ落ちた上に新たに円天井を架した床
   面を作り，その上に後世の仏教寺院が建てられていた。壁もごくひくい部分しか残っていなかった
   が，その壁上には，ラマ教時代の，主に悪鬼を描いた仏像壁画が遺っていた。 綿密な調査のうえ
   で，床をこわしてみると，古い円蓋の屋根の残りが見つかった。すると不意に，少なくとも数百人
   にのぼる惨殺死体が乱雑にづみ重ねてあるのにぶつかった。服装から判断すると，仏教徒である。
   上積みの屍体はなんら手がづいていなかった。皮膚，毛髪，ひからびた眼，死因となったひどい傷
   はたいてい手をつけてないので，よくわかった。なかでも頭蓋の一つは，てっぺんから歯に達する
   まで，刀でざっくり割られていた。」ルコヅクはこのような恐るべき大事件の発生を，9世紀中葉の
   有名な「会昌の法難（仏教迫害）」と結び付けているが，その頃には唐朝の威令はトゥルファン地方
   には及ばなくなっていたことを知っている現在の我々にはもはや容認できる考えではない。これに
   対し最近のグリムカイト氏やリュウ氏は，この事件をモンゴル時代にまで下げたり，イスラム化の
   波及と結び付けようとするが（〃ノC，P・24：Lieu，M舳舳m6sm，P・20），これまた単なる思いつき
   にすぎない。出土状況が今一つ明らかでないので確かなことは言えないが，私にはこの死体の山は，
   マニ教徒と仏教徒が主導権を争って激しく対立した10世紀後半の情勢を象徴するように思われてな
   らない。
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マニ教トルコ（ウイグル）語並びにマニ教トルコ（ウイグル）語文献を手本にして仏教トルコ（ウ
イグル）語文献を作り出し，マニ教徒ウイグル人を仏教に改宗させるため積極的な働きかけを
行なった。その結果，この地方で根強い伝統をもつ仏教は新来のウイグル人間にも徐々に浸透
することとなった。そして10世紀も後半に入るとそれまでマニ教徒であったウイグル王族をは
じめとする支配者階級の間に仏教が流行し，第一棒杭文書に見られたような仏僧側からの教
唆85）を受けて仏寺建設に積極的に乗り出す者が現れ，そのヴォルテージが昂じて遂にはそれま
でマニ寺であったものを破壊して仏寺を建てるという衝撃的な事件さえ発生するようになった。
また，この時代には，マニ教トルコ（ウイグル）語文献の圧倒的影響の下に仏教トルコ（ウイグ
ル）語文献が産み出された前代とは逆に，仏教側の影響を蒙ったマニ教典（TTT，III＆IX＝
POm－BOok）が作られたり，仏教の三帰依文「南無仏，南無法，南無僧」を含んだマニ教文書
（P3071v＝MOrH，N0．7）が出現しているが，このような現象は「単に「シンクレティズム」
が進んだためというより，むしろ西ウイグル三E国宮廷の仏教への傾斜という歴史的現実に直面
して危機感をつのらせたマニ教徒側が，積極的に仏教に接近し，仏教徒をも取り込もうとした
（かって唐でも同じ事を試みた）結果とみるべきであろう」（森安1989・，n．77）。第1章で扱ったベ
ゼクリクのマニ教窟が仏教窟に変えられたという事実も，当然このような流れの中で理解すべ
きである。こうしたトラスティックな変化を経て，西ウイグル国内の仏教勢力はマニ教勢力に
取って替わり，当地の仏教は名実共に「ウイグル仏教」となっていったのである舶）。それ以後
13世紀まで，仏教が国教的地位を保ったことは言うまでもない。
 ところで，先の王延徳の記事を除けば，西ウイグル国の情勢について五代～宋の漢文史料が
伝えるところは微々たるものである。そもそもウイグルに関する史料が少ない上に，その中の
多くは，当時の中国人にとってより身近な存在であった河西の甘州ウイグル国に関わるものだ
からである。また，同一史料中に西ウイグルと甘州ウイグルの記事が混在（時には混乱）してい
るという事実もある。その中から，西ウイグル87）の宗教事情を反映している可能性のある記事
を拾い集めてみれば，次のようである。
85）第一棒杭文書，〃・5－9・上掲の修正和訳を参照のこと。
86）cf・森安ユ989a，pp・15－21・尚，クリムカイト氏がベゼクリクの二重窟に触れつつ，「ツルクロー
 ド地帯では9／10世紀から仏教がマニ教を凌駕していった」（励9e8舳mξ，P．45）と言うのは，あま
 りに漠然とした曖昧な表現である。
87）私は10一ユエ世紀の西川回鵠，阿薩蘭回鵠，亀蕊回鵠，さらに高昌，和州，北庭等々は全て同じも
 の（西ウイグル）を別々の角度から見たものとする桑田六郎，王日蔚，安部健夫の説に従う。10世
 紀末に高昌ウイグルが亀籔ウイグルに併合されたとする藤枝・代田両氏の説は様々の問題を投げが
 けるが，いずれも西ウイグル王国全体の国内問題として解決すべきである。c｛、桑田1928，pp．120，
 129；正目蔚1936，pp・40・43－44；安部1955，pp・359－365・455－456・482－484・終章pp・4－6；藤枝
 ユ942b；代田1976，PP．259－260。田坂1964，Pp．511－512では，藤枝説を紹介して暗示に富むと
 しながらも，「但し，これに全面的に賛成することはできない」と言う。ハミルトン氏も私と同じ
 考えのようである，cf．M0τH，P・xvii。
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A：闘帝鷹胴元（934）年正月，賜廻鵠入朝摩尼八人物有産。
             （『宋本冊府元亀』巻976・外臣部・褒異3，中華書局1989年版，p．3887）
            （明本『冊府元亀』巻976・外臣部・褒異3，中華書局1960年版，p・11469）
B11周廣順元（951）年二月，遣使井摩尼貢玉團七十有七，白麗・紹皮・養中尾・薬物等。
                （『旧五代史』巻138・外国伝・回鵠之条，中華書局版，p・1843）
1B2：［廣胴元年二月1辛丑，西川回鵠遣使買方物。（中略）［丁巳1廻鵠遣使買方物。
                （『1日五代史』巻111・周書太祖紀，中華書局版，pp・1468．1469）
1B3：［劇頂元年］二月辛丑，西川回鵠使都督來。（中略）1丁巳1回鵠使摩尼來。
                     （『新五代史』巻11・周太祖紀，中華書局版，p・112）
正14：周太祖劇頂元年二月，西川廻鵯遷都督來朝貢玉犬小穴團・一国碧・琉珀九斤・白麗布
一千三百二十九段・白褐二百八十段・珊瑚六樹・白紹鼠良二千六百三十二・黒紹鼠良二百
五十・青紹鼠皮万百三・替紹鼠裸子四・白玉原子・碧玉原子各一・鐵鏡二・玉帯鋏具六十
九・玉帯一・諸書薬。構是。廻鶴遣使摩尼貢玉團七十七，白蟻段丘百五十・青及黒紹鼠反
共二十八・玉帯・玉鞍轡鋏具各一割・捧中尾四百二十匹1・犬琉塊明本作殆二十穎・紅麗三百
斤・胡相律明本作涙三百九十斤，硯砂二千一百斤明本無，除薬物在敷外。
             （『宋本冊府元亀』巻972・外臣都・朝貢5，中華書局1989年版，p・3861）
            （明本『冊府元亀』巻972・外臣部・朝貢5，中華書局ユ960年版，p．11425）
C1：乾徳三（965）年十一月，西川回鵠可汗遣借法淵献佛牙・琉璃器・琉珀謹。
                 （『宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p・14110）
C2：瞳億三年1＋一月，遺像法淵貢佛牙及琉璃器・瑳珀蓋。
                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p・7714）
C3：［乾徳三年十一月］丙子，回鵠遣暦法淵來買方物。
                   （『続資治通鑑長編』巻6・太祖紀，中華書局版，p．159）
C4：腱隆三年（但しこれは乾徳三年の誤り）1＋一月，高昌國遣信法淵，戯蹄支佛牙玉器。
                        （『仏祖統紀』巻43，『大正』巻49，P．395a）
D1薙煕元（984）年四月，西川回鵠與婆羅門信永世・蓮塑外道阿里姻同入貢。
                  （『宋史』巻490・外国伝・回鵠之条，中華書局版，p．14114）
D2 ［太平興国1九（984）年五月，西川回鵠興婆羅門及渡期外道阿里煙朝貢。錫賛有産。舘
於薩賓院。西川進奉使易難具道本國主穣號・服飾・習筒・風俗・城邑・道里，一州霜籔國。
                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・高昌，中華書局版，p・7アユ9）
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D3太平興国元雑の年五月，西川霜籔遣使星襲與婆羅門・塑野外道來貢。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p・7720）
D4永世二・阿里煙，太平興国力（984）年與西川回鵠同來。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・天竺，中華書局版，p・7758）
D’ 圧延樹自［太平興国］六（981）年五月離京師，七年四月至高昌。所歴以詔賜諸国君長
襲衣・金帯・鱈高。八年春，與其謝恩使凡百除人，復循蕾路面還，薙煕元（984）年四月至
 京師。            （r宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p．14113）
E：賦苧1六（10C3）年六月六日，霜籔國信義修來猷梵來・菩提印葉念珠・舎利。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀滋，中華書局版，p・7720）
F1：［景徳元（1004）年］［五月1壬寅，西川回続遣使來買方物。（中略）［六月1戊辰，西川回続
遣使金延福來貢。（中略）畝七月］己丑，上調侍臣日，r近頗尤早，有両州入貢捌曾88），自
書善呪龍祈雨。険金精舎中試真術，果有符麿。事錐不経，然爲民救早，亦無所避也。」
             （『続資治通鑑長編』巻56・真宗紀，中華書局販，pp．1237．1240．1244）
F2：景徳元年五月，遣使白高進來貢。六月，遣使金延幅來。十一月，度霜籔國石報道爲健，
從其請也。三年五月，以白高進爲懐化司犬。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p・7720）
F3：［景徳元年五月］十日，西川轟籔國回言乞白高進來貢。（中略）。［六月］十五日西川回鵠遣
 使金延幅來貢。玉海是年六月高昌貢良玉名馬。
                （『宋会要輯稿』199冊・蕃夷7・歴代朝貢，中華書局版，p．7847）
G 大中群符三（ユ010）年閏二月，國壬可汗遣使李延勝，副使安幅等貢（中略）。信管圓貢琉
 珀四十五斤・楡右四十六斤。   （丁来会要輯稿』ユ97冊・蕃夷4・亀裁，中華書局版，P．7720）
H ［天樹五（1021）年七月，殿直白高進上言，r昨霜籔使延幅等皆詐爲外使，遼翼恩賞，及
 乞賜経蔵金像等物。」詔秦州曹璋詰問延幅，具高進所陳。詔冤罪，所賜物納官，自今西川
 ・甘砂州進華人使，更一二年，不詳赴閥。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀蛮，中華書局版，p．7721）
88） ここにわざわざ「胡僧」とあるのは，この僧が漢人でないことを表わしている。当時の西ウイダ
 ルの仏教僧で漢人でないとすれば，それはトカラ人かウイグル人に違いない，cf。森安ユ985a，pp．
 55－56，60；森安1989a，pp，6，16，18－20。そろそろウイグル人自身の間から仏教僧が出てきても
 よい時期ではあるが，トカラ人である可能性も大いに残っている。敦煙文書p3672Bisに見える
 西ウイグル仏教界の高僧の持っていた称号「賞紫金印検校廿二城胡漢僧尼事…都統大徳」をも想起
 せよ，ci。森安！987，pp．59，61－62。
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11乾興元（1022）年五月，霜籔國信奉嚴自西天至，以佛骨舎利楚來爲献仁室。
                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀藪，中華書局版，p7721）
I2：瞳興元年五月1内申，翁裁國信奉嚴自西天以佛骨舎利焚書來献。
                  （『続資治通鑑長編』巻98・真宗紀，中華書局版・p・2281）
I3：［乾興元年］，霜薮國信奉嚴來。進佛骨舎利梵経。賜紫服。
                        （『仏祖統紀』巻44，『大正』巻49，p．406c）
J1：［景茄四（1037）年正月1庚子，賜霜薮國佛径一藏。
                  （『続資治通鑑長編』巻120・仁宗紀，中華書局版，p・2820）
J21自大聖（1023－1032）至景祐四（1037）年，入貢者五，最後賜以佛径一藏。
                  （『宋史』巻490・外国伝・亀盈之条，中華書局版，p・14123）
K1：辞宗煕寧元（1068）年七月二十九日，回鵠國可汗遣使来貢万物，且言乞賞金字大般若経。
 詔特賜墨字犬般若経一部。    （r宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，P，7718）
K2：煕寧元年，入貢，求買金字犬般若経，以墨本賜之。
                  （『宋史』巻490・外国伝・回鵠之条，中華書局版，p・14！17）
 このうちAは，五代のウイグルのマニ教についての最初の言及であるが，一般にはこれは甘
州ウイグルに関するものと考えられている。五代～宋では単にウイグルと言えば甘州ウイグル
であり，西ウイグルなら西川ウイグル（あるいは単に西川，高昌）とか亀荻ウイグル（あるい
は単に亀薮）というはずであるという立場からすれば疑問は残るが，一方で両者の問にはまま
混乱も見られるのであるから，A・Bのマニ僧を西ウイグルからの使者とみなす余地は十分に
ある。ハミルトン氏はAを従来通り甘州ウイグルとしながらも，Bを甘州ウイグルとみなすシ
ャヴァソヌ／ペリオ説を誤りとして退け，こちらは西ウイグルのものであるとし，ピソクス女
史もそれを支持した89）。しかしながら私は，甘州ウイグルで10世紀までマニ教が信奉されてい
たことを示す確かな証拠が現れるまでは，A・Bとも西ウイグルのマニ僧の活躍を伝えるもの
と考えておきたい。甘州ウイグルでは「漠北時代と同様摩尼教が引続き信仰されていたが後に
は仏教が勢力を得たことが，中国への遣使の状況から察せられることを指摘しておけば十分で
あろう」という田坂氏の言90）に代表される従来の考え方はいささか安易すぎよう。敦煙文書そ
の他に甘州ウイグルのマニ教信仰を裏付けるものは何一つないのである。とはいえ，A・Bか
ら言えるのは，10世紀の中葉にマニ僧が西ウイグルの国使として任命・派遣された可能性があ
89）Hamilton1955，PP．77，86，88，133，137；Pinks1968，PP．115，ユ94（n．683）．但し，その見方
 は早くに正目蔚が到達していた所と同じである（三E日蔚1936，PP・27，40）。
90） 田坂工964，P．515．この田坂説はシャヴァソヌ／ペリオの見方に引きずられた結果かもしれない。
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る，ということだけである。これに対して。～Jからは，10世紀後半より11世紀にかけて西ウ
イグル国で仏教が優遇されていた様子を伺い知ることができる。特にC・F1・Gは西ウイグ
ルの可汗が中国に仏僧を使者として派遣したことを示レているようである。Kはどちらのウイ
グルか字面だけからでは判定できないが，私の考えでは西ウイグルとみて誤りない9i）。11世紀
前半の西夏の勃興によって甘州ウイグル国は存亡の危機に立たされ，1068年の時点では恐らく
国家としては滅亡していたと思われることからも02），この見方は支持されよう。もしA・Bに
関する私の推定が当っているなら，このA・BとC～Kとの間にある載然たる区別は，マニ教
から仏教へと次第に重心が移っていく西ウイグル国の宗教事情を如実に反映したもの，と言え
るのである。たとえ百歩譲ってA・Bは甘州ウイグルのことであるとしても，C～Kの方が，
10世紀後半以降，西ウイグル王国では仏教が国教的地位を獲得していくという我々の説の有力
な傍証となることに変わりはない。
 さて，以上の考察から我々は容易に，西ウイグルのマニ教団がマニ教寺院経営令規文書に示
されたような特権的地位を享受できたのはせいぜい10世紀半ばまでである，という結論を導き
出すことができよう。つまり会規文書の下限はその頃ということになる。もちろん前節に見た
通り，10世紀末～11世紀初頭まで西ウイグルのマニ教徒は敦煙に出かけたり，独自の暦を作成
するなどの活動を続けているから，11世紀以降はウイグルからマニ教が完全に一掃されたと考
えるわけにはいかない。それどころか，ごく細々ながらウイグルのマニ教徒がモンゴル時代に
まで生き延びたことを示す徴証すらある93〕。つまり11－12世紀（少なくともユ1世紀）にも西ウ
91）森安1985a，pp．60－6ユ．但し，既に桑田1928，p．125でもこれを「西川回鵠かと思ふ」として
 いた。
92）ci・藤枝1942，p・54；前田1964，pp・558・563；岡崎1972，pp・270－27ユ・また『宋会要輯稿』
 蕃夷4＆7，『旧五代史』，『新五代史』，『冊府元亀』外臣部，『五代会要』，『遼史』その他から甘州
 ウイグルの存在が知られるのは1020年代までである，cf・藤枝1950，pp・832－836：安部1955，
 PP．359－360；Hami1ton1955，PP．143－144；前田ユ964，PP．437－440；Ma朋服HHユ974（イソデヅク
 スで「aHbwOycKHe y肘yPblを見よ）；代田ユ976，p．257；高白厚1983；蘇／周1987．
93）モンゴル語からの借用語を含み，モンゴル時代に成立したと思われるウイグル文の頭韻四行詩形
 式の仏典エ悦舳m－5mm（もちろん偽経）の中に，“mar mi雪aXa”「主メシア」，“maTyam”「マリ
 ア」，“mxamat”「マホメソト」，“ya1割va6”「預言者」，“tanispinパa蔓man”「答失蛮（ダニシュ
 マゾ）」などと並んで“apidatan”，“mo§ak”，“qo§di正an6”が見える，ci．TTT III．pp．7！－73；
 Zi・me1982，p．267。これらがそれぞれマニ教のavtadan（沸多誕），mo乏ak（慕闇），qo§tiran6
 （本稿第2章の脚註136にみたqo…trの女性形）を指すことは疑いない。員口ち，モンゴル時代まで
 マニ教徒専用の術語が生き延びただけでなく，仏教側から見てキリスト教やイスラム教と並列され
 る程の「重み」が残っていたことを示している。一方，かつてシャヴプソヌ／ペリオ両氏は，『長春
 真人西遊記』に，チンギス汗の命を受けて西行中の長春真人（邸処機）がビシュバリク城に至った
                                      畠か 時（1221年）の描写として，「王宮土庶僧道数百，威儀を具えて遠くまで迎う。僧は皆緒の衣，道士
 の衣冠は中国と特に異れり。」（王国維『蒙古史料四種』正中書局版，民国51年，p，35a＝p，295；
 Waley1931，PP・80－81；岩村1961，P・336）とある中の道士をマニ僧と解釈した，cf．Chavames／
 Pe11iot19ユ3，PP．317－318。しかしこの解釈には俄かに従うことはできない。両氏はまた，フラン
 ス国王ルイ9世と教皇イノセソト4世の命を受けてモンゴルに派遣されたフランシスコ会修道士ル
 ブルックが，カラコルムのモンケ汗の宮廷で公開の宗教論争が行なわれた際に相手の仏教僧（テユ
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イグル国にマニ教徒が存在したことは，これを認めねばならないであろう。しかし，だからと
言って，会規文書の下限に11世紀を含めるのは行き過ぎである。第2章第1節の末尾において
我々はとりあえず言語学的側面からこれを9－11世紀に位置づける歌世民氏やツィーメ氏の意
見に従っておいたが，本章の第2節～本節で行なった考察を踏まえ，私はここに改めてこれを
10世紀初頭～中葉に編年するものである。
 ところで敦煙文書の中に『仏説阿弥陀経講経文』（S6551）と呼び習わされてきた非常に興
味深いテキストがある94）。実は私もこれが西ウイグル国史の重要な史料となることに気付き，
一節を設けて分析を加える予定でいたが，つい最近，張広達／栄新江両氏によって「有関西川
回鵠的一篇敦煙漢文文献一S655ユ講経文的歴史学研究」（r北京大学学報（哲学社会科学版）』1989－
2，pp，24－36）と題する素晴らしい論文が発表されたので，その必要がなくなった。両氏の論文
は，この講経文が起草される舞台となった「聖天可汗大廻鵠国」が，かつて向達が推測したよ
うな子間（コータン）国でもなければ95），はたまた漠北の東ウイグル国でも河西の甘州ウイグ
ル国でもなく，正しく西ウイグル王国そのものであること，その国には「天王／可汗天王，天
公主／郡林公主，天特葱，宰相，達干，都督，勅使（＝刺史），薩温（＝将軍），梅録，症使（＝
長史），地略」という俗的支配機構とr都統／僧統大師，砒尼法師，法律，僧政，禅師」等々の
                                 けん仏教の僧官制度があること，その国では波新教（＝景教），摩尼教，大祓教なども行なわれてい
るが仏教が最も盛んであること，支配下の諸民族には葛禄（Qar1uq），薬摩（Yaγma），異貌達
但（Tatar），独西（Toxsi），土蕃（チベット），抜悉密（Basmi1），黙裏私（Qhqiz）がいるこ
と等，委曲を尽くして論述しており，余すところがない。ただ私は，両氏がこの講経文原文の
成立年代を930年前後と推定する点96）にだけは，疑問がある。本講経文は仏教弘布のために作
られたものであるから，仏教が君臣上下に広く尊崇されているという状況については当然誇張
があろう。それ故そこに述べられていること全てを真に受ける必要はないが，それでも仏教勢
 イソ＝トイソUi9・toyIn）がマニ教の影響を受けているとみなした（cf・Rockhi111900，p・231；
 護1965，p・271）のを真に受けている。この点はバルトリドも同じであった。のみならずバルトリ
 ドは，ルブルックがカラコルムで会ったアルメニア人のネストル僧（景教僧）もマニ教の影響を受1
 けていたという（cf・Rockhi111900，p・205；護1965，p・246）のさえ信じている，cf・Ba工七hO1d，
 T〃為彦5切m，P．389；バルトーリド1941，PP・19－20。しかしこれらは，多くの中世のキリスト教会
 の僧侶と同様，マニ教的異端に対しては敏感に反応したと思われるルブルック自身の疑惑の産物で
 ある可能性が高い，cf・Lieu1980，p．77．
94）初め三重民等編の『敦煙変文集』下巻（北京1957，PP，460－479）に収められ，最近では播重規
 編の『敦煙変文集新書』上巻（中国文化犬学中文研究所印行，敦煙学叢書第六種，中華民国73年，
 PP・147－！72）に収録されたものが参照に便利である。但し字句の校勘については張／栄ユ989，p・34・
 n・5に引用される多数の論著を見る必要がある。写真版としては川口久雄編『敦燈資料と日本文
 学（四）子開国和尚阿弥陀経諸経文』（東京，大東文化大学東洋研究所，1984，PP．1－8）収載のも
 のが美麗である。
95） それゆえ前註に引く川口氏の書のタイトルも誤りである。
96）張／栄1989，pp．27，31．
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力が西ウイグル宮廷に相当に浸透しているのは事実とみてよいであろう。それならばこの年代
を930年とするのはいささか早過ぎ，やはり10世紀後半とみるのが無難なように思われる。
 981－984年にはるばる西ウイグル王国を訪れた宋使・王延徳の眼に映ったのはやはり仏教寺
院ばかりであって，マニ教寺院にもはや昔日の面影はなかったのであろう。国賓としてのもて
なしを受けたヨ≡延徳が夏の都ビシュバリクで遊んだ所がマニ寺ではなく仏寺であった（・f．r宋
史』巻490，p．14113）のも，恐らく偶然ではあるまい。彼が見たマニ寺とは，遺跡αや遺跡Kな
ど二・三の寺だけがまだマニ寺であった時代の，その最後の姿であったに違いない。
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 第3節で紹介した西ウイグルーマニ教が長く繁栄を続けたとする長期説は，前節に於いて否
定された。しかしそれで短期説の方が完全に勝利を収めたわけでもなければ，トクズグズ（＝
ウイグル）をマニ教国であるとするイスラム側史料の情報が虚偽と断定されたわけでもない。
本稿で証明したように，西ウイグル時代に於けるマニ教団の繁栄を裏付ける寺院経営令規文書
は厳然として存在するのである。ただそれは，これまで検討してきたように，10世紀前半のも
のであった。即ち，10世紀中葉までは西ウイグル王国は確かにマニ教国であったと言えるので
ある。
 アラビア語やペルシア語で書かれたイスラム側の文献では・ウイグルはタガズガズとかトク
ズグズと呼ばれてきた。これらがトクズ・オグズ（TOquz Oγuz）に由来することは確定してい
て，疑問の余地はない。しかしながら，このトクズグズの指すところは何も西ウイグルに限ら
れているわけではなく，西遷以前の東ウイグルを指すこともある（前註41参照）。それ故，トク
ズグズの宗教をマニ教としているイスラム側の記事が，常に西ウイグルの情勢を伝えているわ
けではない。例えば，トクズグズの首都の住民の間ではマニ教（Zindiq）が一般に行なわれて
いると報告したタミームーイプソ・バフルTamim ibn B辿rのトクズグズ旅行記は，かつて
はマルカルトによって9世紀後半の西ウイグル時代のものとされたが，ミノルスキーはこれを
820年前後の東ウイグル時代のものと断定した97）。他方，東方の中央アジアから中国にかけて
の歴史・地理・風俗を記したイスラム側の編纂物には前代の文献からの「孫引き」が非常に多
いから，この点も注意が必要である。
 もしトクズグズのマニ教について伝えるイスラム史料が，たとえその編纂時期が11－12世紀
と遅くとも，もともとの情報は全て10世紀中葉以前のもので，しかも東ウイグル時代まで遡る
ものではないと断定できるなら，我々はこれらのイスラム史料を西ウイグルーマニ教史の有力
97）Minorsky1948．cf。森安1979，PP．217－218・但し，タミームが訪れたトクズグズの首都がどこ
 かについては，ミノルスキーは抑棚6の訳註（Min0正skyユ937a・PP・268－269）ではビシュバリク
 （北庭）としたが，1948年の論文ではこれをモンゴリアのオルドゥ＝パリタ（カラーバルガスン）に
 訂正している。
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な情報源として積極的に活用することができるようになるのである。そこでまず，編纂年の古
い文献の1頃に，関連部分の和訳を掲げよう。
○史料A：マスウーディー（Mas‘口di），M〃勿α’一〃肋αろ『黄金の牧場』（アラビア語），初
     版はAD．943年，最終補訂版はAD，956年98〕
 a．トクズグズはホラーサーン（イラン東部）と中国との間に位置する王国の僧都である］
K口shang9）という都市を支配している。そして今日，即ち332年（＝AD，943／944年）に於い
て，全トルコ種族の中，最も勇敢で強力であり，また最もよく統治されている。彼等の≡Eは
イル汗（i1－khan＜イリヅク汗ilig－khan）100〕の称号を持ち，これらの諸種族のうち彼等だけ
98）cf・”、III－2．1913，PP・403■404；亙”，VI－111／！12．1989，PP．784－789、『黄金の牧場』の翻訳と
  しては19世紀後半のパルビエードーメイテールとパヴェードークルテーユのフランス語訳が有名で
  あったが，現在ではベラ氏による補訂版が出されている。ここではそれを使用する。史料Aのa・
  bはそれぞれ第15章の第312節と第326節からの引用である，cf・Peuat1962・PP・119・124
99） このK亘sh互nあるいはKOs肋という都市が高昌であるか亀薮（クチャ）であるか，はたまたグ
  チェンや北庭であるか大間題であるが，いずれにせよ西ウイグル国の中心地を指すことは間違いな
  い。cf．F1Oge1，M’α伽，pp．387＿388；Bretschneider1888，Vo1．I，p．252；Chavannes／Pe11iot1913，
  P．307；羽田1957（1930），PP，557－558；羽田ユ958（1931），PP．343－344；藤枝ユ942b，PP・10－11；
  Minorsky1948，P．288；安部1955，PP．315－342，372－374；Penat1962．P・119；田坂1964，P・517；
  孫1990，PP．24－25，
100）ペラ新版（Pe11at1962，p．119）では，恐らくミノルスキー（Mino正sky1948，P・288）に従って，
  原文のi・khan（Oしノ、）を＊Uyghurkhan（Oし戸〕）と読んでいるが，irkhanはiトkhanの転
  託であると考えることも・できる，cf・安部1955，pp・316－317．iI－khanならぱそれはi1ig－khan
  と同じか，その転詑であろう。i1i9は丁阯k．i1－Iig「国を持っ者；国王」で，漢文史料に突豚第一
  可汗国の創設者の称号として現れる「伊利可汗」はi1ig qaγanの音写に違いない。イスラム学者
  がウイグルを正しくウイグルと呼ぶのは，11世紀後半のカーシュガリーや12世紀のマルワジーから
  で，それまではトクズグズと呼んでいたことも考慮して，ここでは「ウイグル汗」と読まずに「イ
  ル汗くイリヅク汗」としておきたい。因みに言うが，i工khanを＊Uyghu工khanと読み変えたのは
  バソグ（Bangユ909，P．418）の方が早いのに，ミノルスキーはこれに言及していない。また，田坂
  1964，P．517ではメイナール／クルテイユ版のみに依りながらI1iq kh肋と読み替えるが，その
  理由は記されていない。西ウイグル王国の王の称号としてはイディクート（idiqut＜iduq qut）が
  有名であるが，王国前期にはむしろ，遊牧帝国時代の伝統を受け継いで可汗（qaγan）とか汗（xan，
  khan）と称した外，イリヅク（ilig）の称号も併せて用いられたようである。そのことは出土文書
  中に散見される王号を丹念に拾い集めることによって窺われる。ここでは，本章第3節に言及した
  1003－1004年のマニ教徒の暦，第4節に引用したM112v並びに第一棒杭文書のいずれにも“tng工i
  i1ig”「天ヨ三」の称号が使われていた事だけを指摘しておきたい（付録1も参照）。ただし12世紀のマ
  ルワジーが翻訳して引用する，1020年代にウイダルヨ三からガズニ朝のスルタンーマフムードに送ら
  れた国書には，ミノルスキーによれば，“I1ig Yughu正一khan”とある，of・Min0工昌ky，Mαm伽吾，p，
  20。このウイグル（Yughur）は，ミノルスキーの断定のような甘州ウイグルではなく，安部氏や代
  田氏のように西ウイグルとみるべきである，cf．Minorsky，M舳肋，P・78；安部1955，PP・466－
  468；代田1976，PP．260，262。ミノルスキーのように西ウイグル王ならiduq qut（＞Idiquセ）の
  称号を持つはずだといぶかる必要は少しもない。また第2章の語註99b（PP．90－91）にみたように，
  このウイグル王の国書と一緒にガズニ朝のスルタンーマフムードに送られた契丹国王（遼皇帝）から
  の国書に姉nkim「絨錦」が言及されていた事も参考となろう。さらに私は，ウイグル王の手紙に
  “though the countエies be far apart，ouエheaエts are near士。 each other” （Minoエsky，Mαmm存。
  P・20）と訳される箇所があるのは，当時の西ウイグル人の手紙の決り文句“iraqyer－tinyaqin（07
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がマニ教を信じている。
 b．彼等（中国人）の王国はトクズグズの王国に隣接している。既に述べたように，彼等
（トクズグズ）はマニ教徒であり，光と間1という二原理1の存在を信じている。
○史料B：アソーナディーム（aI－Nadim），F伽45毒『フィブリスト（文献解題）』（アラビア
     語），AD．987／988年の編纂101）
 マニ教徒たちは1ササン朝ペルシアの支配が崩壊し，アラブの体制が強固になるまで，河
向こうの地（マーワラーアンナフル＝トランスオクシアナ）に留まった。それから彼等はこの国に
戻って来たが，それは特にウマイヤ朝時代のペルシアの反乱の時に顕著であった。KhaIid
ibパAbd A11互h al－Qasriは彼等を保護したが，それでもその指導者の存在はただバビロン
で認められただけであった。しかし以後はマニ教徒の1指導者は全くどこにも安全な場所を
見つけることができなくなった。
 ［アッバース朝の領内で］彼等（マニ教徒）の姿が最後に見られたのはal－Muq七adir（カリフ，
908－932年）の治世であった。というのは［それ以後1彼等は身の危険を感じてホラーサーン地
方に身をひそめたからである。生き残った者たちがこの地方を動き回る時には，誰もが自分
の身元を秘密にした。約500人の同教徒がサマルカンドに集まったが，その動きが発覚した
時，ホラーサーンの支配者（サーマーン朝の君主）l02）は彼等を殺そうとした。その時，中国の正
一私は多分それはトクズグズの君主であったと思う一が彼に使者を送って，r我が国に
は，貴殿の国内にいる我が教徒（即ちマニ教徒）よりも多くのイスラム教徒がいる」と言わせ
た。そしてまた彼（トクズグズ王）はホラーサーンの支配者に対して［次のように1断言させた：
もし彼（ホラーサーンの支配者）が彼等（マニ教徒）の中の一人でも殺したなら，彼（中国の王）は
自分のところにいる［イスラム教徒の1全員を虐殺し，そのモスクを破壊し，全国のイスラム
教徒の問に監視員を任命・派遣して，彼等を殺させる，と。そこでホラーサーンの支配者は
彼等（マニ教徒）を許し，彼等からはただ人頭税を取り立てるだけにした。
 yaγuq）kδng（u）1in”「遠くの土地より近き心で」に対応するものと考える，cf・Tezcan／Zieme
  ユ97ユ，Text C；M0τH．Nos，17，20．22，29。敦煙出土の手紙も西ウイグルのものとみてよいこと
  については，前註60とその本文（pp・！45－146）を参照。
101）cf・肌III－3．1913，pp・808－809；Dodge，醐舳，pp・xx－xxi・『フィブリスト』の当該箇所の翻
  訳としてはドソジ氏のものがもっとも新しいので，ここではそれを使用する，cf・Dodge，F伽棚，
 pP・802－803。ただしVajda1937，pp・178－！79の仏訳も参照する。また別のものからの和訳や部分
  的引用は既に発表されている，cf・羽田ユ958（1923），p・495；佐藤1961，pp・136一ユ37；ルコック
  1962，PP．31－32；田坂1964，P．523，
102） このホラーサーンの支配者は，サーマーン朝のホラーサーン侯とみるより，サーマーン朝の君主
  とみる方が的を射ていよう，cf・佐藤1961，P．137；田坂1964，P・523．Vajda1937，P．179では具
 体的に“Qui devait鮒e，d・ap正さs Ie synchエ㎝isme du F伽4“，1e deuxiさme ou1e tエ。isiさme
 prince samanide（A車mad b・Ism盆‘i1，907－913，ou Na§r b・A阜mad，913－943）1”としている。
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 イスラムの領域では彼等（マニ教徒）は少なくなったとはいえ，私は，Mu‘izz a1－Daw1ah
（946－967年にバグダードを統治）の治世にはr平安の都」（バグダード）の中で約300人の同教徒
を知っていた。レかし今この時代，ここには同教徒はわずか5人さえいない。同教徒はルス
ターク，サマルカンド，ソグド，そして特にトゥーンカットにいるのみである。
○史料C：ガルデイージー（Gardizi），z切ym〃一〃肋励『歴史の飾り』（ペルシア語），AD・
     1049－1052年の編纂103）
 トクズグズ可汗には1000人の戦士として仕える男（ぬka・）1㎝）と400人の女性奉公人とが
いる、という。これらの男たちは毎日3回，可汗に陪席して食事をする。そして好きなだけ
食べる。彼等がパン（nan）を食べる時には，ブドウで作られた酒（ワイン）を飲む。
 この可汗はめったに大衆の前に姿を見せない。彼が馬に乗って行幸する時には，あらゆる
者が宮殿から町はずれまでの道筋に歩み出て来る。随筋の家々の外壁の1到る所に綾織や壁
掛けがぷらさげられる。そして都市の長たちの一人が「控えよ！控えよ！」と言って先導し
て行く。可汗が馬から降り，…する時は，人々は皆，彼の馬が通り過ぎるまで脆いている。
 トクズグズの可汗は伝統的にマニ僧（din互vari）一〇5）の宗派に属している。しかし，彼の都
（§ahr）や領内にはキリスト教徒（tars5）も二元論者（ゾロアスター教徒）も仏教徒もいる。
彼には9人の宰相（WaZir）がいる。
 トクズグズのもとでは，ある人が盗みの答で捕まると，足椥がはめられ，手を首に縛り付
けられ，両股を200回ずつ（森安註：このままでは計400回になるが，私は片方100回ずつで計200回
であったと思う），背中を100回，棒で叩かれる。［それから1市場を引き回され，その後，鼻
と両耳と両手が切り落とされ，1触れ役に1「皆の者，これをよく見て，こいつがやったよう
なことをしないようにせよ！」と叫ばせる。
 もし誰かが処女と姦通したら，彼は300回棒で叩かれ，雌馬一頭と50両（satir）の銀で作
られたガゥソ（森安註：パルトリド訳は杯・碗であり，その方がよいと思われる）とを取り上げられ
る。もし姦通の相手が既婚の婦人だったら，両者とも王の宮廷に連れて来られ，王の命令で
103） cf．互∫，II－1．1913，PP・130－131；E∫N，II，1965，P・978；Czeg16dy1973，P．258．ガルデイージ
  一のZψ例切’一”肋励の訳註としては19世紀末のバルトリドのもの（BaPT0帖凪1973）が有名であ
  ったが，マルチネ氏によって新訳が出されたので，ここではそれを主として使用し，パルトリド訳
  と清水宏祐訳（cf．森安1977，n，33）も参照する。引用部分はMa・tine・1983，pp．134－136に対
  応ずる。
104） 甑ka正／ch盆karは単に「召使い，奉公人，奴隷」などと訳されるべきものではなく，むしろアラ
  ブのマムルーク（mam1Ok）やモンゴルのネケル（nδk枇）などに近いものと思われるので，「戦士
  として仕える者」と訳す。cf・C・I・Beckwith・“AsPects of the Ea工1y Histo正y Of the Cent「aI
  Asian Guaエd Corps in IsIam・，〃洲舳吻助m5｛m Mεm4∠m64・ユ984・pp・29－43・
105） これは『波新教残経』の「電那勿」に対応する，cf．Chavames／Pe11iot1911，PP．554－555；羽
  田1958（1912），PP．225－226；GM∫，§．1043；Ma正tinez1983．P．133，n．30；吉田1987，リスト，
  No，31
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それぞれが300回ずつ叩かれ，男の方は相手の婦人の夫に，まっさらのフェルトで作られた
テソトー式を供出させられる。1そして1姦通した婦人は相手の男と結婚させられ，その婦人
の前夫は，件の男に一人の（新しい）女性を連れて来させ，彼女への結納金も払わせる。記
しこれらは全て1姦通した男が金持ちの場合に行なわれるのであって，貧乏人の場合は単に
300回叩かれただけで解放される。
 もし誰かが人を殺したら，彼は結果的に破産するほど巨額の罰金を徴収され，1ケ月間年
につながれ，それから300回叩かれてようやく解放される。服しこれまた金持ちの場合で
ある。1貧乏人の場合は，監禁されて梶棒で打たれるだけで，放免される。
 トクズグズ可汗は城壁内の宮城に住んでいる。その敷物はフェルト製である。ただしその
上方にはイスラム産の絨椴と，中国産の錦が広げられている（森安註：これではフェルトの上に
さらに絨綴や錦が敷かれていたようにもとれるが，実際はそうではなくて，絨緩や錦は室内の壁掛けと
して用いられていたのだろう）。しかし，一般の人々は草原の民であって，皆テントに住んでい
る。王族の衣服は中国産の錦や絹で，庶民の衣服は絹や木綿（karpas）106）でできている。そ
の上衣はキルト（刺し手縫い）であり，袖はゆったりとしており，裾も長い107）。彼等の王の
帯には真珠・宝石がはめ込まれている。王が多数の人々と謁見する際には冠をかぶる。王が
騎馬で外出する時には，30，000人の騎士が従う。彼らは皆，甲冑と鎖かたびら108〕を着用し，
槍で戦う。
 彼らの所へ行く道は，バルスハソからBa術k（B．n6u1）に通じ，そこからクチャ（亀葱）
へ，そこから焉者（Ark，＊Anki）に通じ，そこから張三城へ，そこから銀山へ通じ，そして
そこから一目行程でチーナーソジカット（Cin互nj－kath，高昌）に至る109）。
 この地（高昌地方＝トゥルファン地方）はクチャ地方より小さい。そこには22の郷村があ
り，平原である。そこの冬の寒さは厳しい。雪は降るが少ない。夏には酷暑がやってくる。
そのために住民は（涼しい）地下室を作り，そこで多くの時間を過ごす。…人々は皆，帯を
しめていて，そこから小刀や短剣その他あらゆる種類の必需品を吊している110）。
106）karpasはマルチネ氏のように’1in㎝I「亜麻」ととるべきではなく，バルトリド1日課通り「木綿」
107）
108）
109）
110）
とするのが正しい。その理由としては，第2章の語註22c・quanpu並びに語註41a・k盆p乱・とを参
照せよ。cf．Gabain1973，p．131．
 ここにキルト（刺レ手縫い）とあるのは，実は刺繍のことと思われる。西ウイグルの王族が絹や
綿に花鳥文・幾何学文・波状文など様々の文様の刺繍を施した豪華な上衣を着ていたことは出土壁
画，細密画，幅より明らかである二またそれらの上衣の多くは，袖はゆったりとしており，裾も長
い。ci．P1s．I，II，V，XI，XVIIa，XXVIb；αo’5c危。，p1s．2c，30，38；B∫ノII，p1．7b；B∫ノIII，
pls．14－18；H昼正te1／Ya1diz1982，P1s．108，109．ユ10，136・尚，ウイグル人の服装については，cf．
Gabain1961a，pP，36－49；ガバイソ1969，PP．37－39，45－48；Gabain1973，PP・121－126。
 鎖かたびらの様子については，cf・P1s・I・II・XV；C尻舳。乃。・p1・48；Gabain1961a・p・22：ガ
バイソ1965，P，35；Gabain1973，PP．144－146。
 この道程に関する小節の地名比定については，cf・森安1977，pp・114－115。
 ウイグル貴人がかつての遊牧生活時代の風習のなごりを留め，帯から小刀・短剣の外，箸箱・火
打ち石袋・キリ・葦ペソ入れ・ハンカチ等の日用品を革紐でぶらさげていたことも，出土壁画や幡
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 毎日，この地の代官（’amiI）の優敷の1門のまわりには300～400人のマニ僧達（dina－
vaエiyan戸105）が集まって，大きい声でマニの教典を読謂する。1その後1彼等は代官の前に
進み出て挨拶し，圧それから1帰って行く。
○史料D：イスハーク（Is晦q ibn耳usain），λ切mα’一M’mプ物（アラビア語），11世紀111）
 トクズグズの土地の記述：Y互jOjと脆j口jの城壁にまで広がっている巨大な国である。
強力な政権と多数の軍隊を持っている。彼等は9部族から成る。彼等の三Eには，ユ年の日数
に等しい360人の女奴隷と，交替で身辺に侍らせるために選んだ1000人の男がいる。彼等の
飲み物はブドウのジュースである。民衆はその王を1年に1日だけ見る。［その剛王が外に
出て来る時には，街路は飾り立てられ，人々は2列に集合する。王が出て来る時には，彼の
           くつお宰相（WaZi工）が王の馬の轡を取る。王を見ると人々は者お辞儀をする。ヨ三国の諸事百般は宰
相と侍従たちの手にある。彼等の衣服は中国の絹であり，中国人のような服装である。王は
帯を締めている。彼等は囚人にたいして寛大であり，死刑にすることはない。彼等の宗教は
マニ教である。
 次に，史料A～Dについて，これらが確かに9世紀後半～10世紀前半のものと言えるかどう
かを検証してみよう。まずAであるが，これは本文それ自体の中に332年（＝AD．943／944年）と
明記されているし，また著述そのものが10世紀中葉になされたものであるから，何の問題もな
い。この史料に言及した多くの先学Cf・99）の誰一人としてこの点に疑問を抱いていない。
 Bについても，サーマー：ノ朝の君主と「中国の王＝トクズグズの王」とがサマルカンドのマ
ニ教徒の処遇をめぐってやり合った事件を記述する部分は，カリフa1－Muq士adir（AD．908＿932
年在位）と946－967年にバグダードを統治したMu’izz a1－DawIahとの間に置かれているので，
やはり問題はない。ヴァイダは，肋州の基になった情報にr中国の王」とあったのをrト
クズグズの王」と解釈したアソーナディームの注記を時代錯誤と批判するが112），その必要はな
い。ヴァイダのようにこれを中国の皇帝，あるいは中国辺境の一王侯とみる方が余程問題であ
る。当時の中国皇帝ないしその辺境の王侯がマニ教徒であったという歴史的事実は一切知られ
ていないばかりか，840年代の会昌の法難によって弾圧されたマニ教は，それ以後公的な舞台
からは姿を消したからである113〕。そのような状態にあった中国の王が，中間にあるマニ教国ウ
  からよく知られている。cf．P1．XVIIa；C伽枇届。，PIs・30，38；3“m．Pls．14，15，17，18；Gabain
  1961a，PP．37－39；ガペソユ962，P・99；ガバイソ1969，PP．38，45；Gabain1973，PP・135－137；
 1≡臓rtel／Yaldiz1982，p1s，108，110，136，
111） cf．Minorsky1937b，PP．141，148－150；Fエye1949．PP・90－91．引用部分はF正ye1949，PP・92－93
  よりの重訳である。
112） Vajda1937，p．179，n．1，
113） cf，Chavannes／Peuiot1913，PP．296－302；陳垣1923（1980），PP．347－350；Lieu1979，chap・
 2；Lieu，M碗〃。ゐmお刎，pp．197＿198、
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イグルを無視して，その頭越しにあのような要求をサーマーン朝の君主につきつけたとは到底
考えられない。ほぼ同時代人とも言うべきアソーナディームの注釈は大いに尊重すべきであろ
うH4）。ただし，一つだけ注意せねばならないのは，F伽45’とほとんど同じ時期の982／983年115〕
に無名氏によって編纂されたペルシア語の地誌伽6mαi一‘刀αm『世界境域志』が，
   In Samarqand stands士he monastery of the Manichaeans who are ca11ed m塘〃一
   s緬荒（“audi士。工es”）．
としてサマルカンドにマニ教徒が集まっていたとするF伽｛S毒の記事を裏付ける一方で，その
トクズグズの条（§．12）にはマニ教への言及が一切なく，かえってチーニスター1／（中国）の条
（§．9）で人々の多くはマニ教徒である（但しその王は仏教徒である）と言っていること116），並
びに1120年頃に成立したマルワジーのτ励あ’4‘α’一助ツ伽励でも，
   A11Chinese are of one faith which is the faith of M互ni，con七rary七〇the Qitay
   and Uyghu工among whom are other faiths excep七ing（only）Judaism、
と述べられているm）事実である。ミノルスキーは，これらの「中国」の宗教をマニ教とする記
事は，唐が東ウイグル可汗国の要講を受けてマニ教の伝道を許していた840年代まで（会昌の法
難以前）の情報をそのまま無批判に引き継いだものと考えたようであるが118），私はそれだけでは
なく，イスラム史料のいうr中国（C－nis士an）」の概念には唐の西域支配時代の記憶が残ってお
り，その領域には地理的に最も近い現在の東トルキスタ1／（タリム盆地）が含まれていたから
であると考えたい。実際，『世界境域志』のチーニスターンの条（§．9）にはクチャもコータンも
カダヅクも含まれ，コータンが中国とチベットの国境にあるとされてい研f・116）。8世紀末の北
庭争奪戦後，マニ教国ウイグルが一貫してこの地に勢力を保ったこと，そして10世紀以後西ウ
イグル国の冬の首都となったQ06oの別名がCinanj－kath「中国人の都市」であったことも，
誤解が増幅される原因になったのではなかろうか。
 Cのガルデイージーの歴史書は11世紀中頃の編纂物であるが，その中央アジアの記事にはム
カッファーaI－Muqa胞‘が8世紀に，イブンーフルダーズベIbn Khurdadhbehが9世紀中
葉～後半に，ジャイハー二一a1－Jayhaniが9世紀後半～10世紀初頭に編んだ書物からの引用
が豊富に含まれていることが知られているH9）。既に別稿に於いて明らかにしたように，そのト
クズグズ条にも，9世紀後半の，まだ首都が焉者にあった西ウイグル国初期の生彩ある情報が
1！4） アソーナディームは別の箇所で“Chimissaidtobe1ongto士he Tugh11zghuz．foエthe land
 OftheTughuzghuzisadjacenttoChina、”とも言う，cf，DOdge，F”似p，842，
115） c｛．Mino士sky。阜刎d栃d，p．x1i，
116）cf．Mino工sky．伽d励，pp，83－86（チーニスターンの条），94－95（トクズグズの条），1ユ3，352，
117）  Minol＝sky，M切mα2吾、P・17・
118） Mino11sky，阜md硯d，PP・226－227；Mino■sky，M切mα功，PP・63．65，67・
ユ19） cf．Mino正sky．』〃側m伽｛，PP・6一ユ0；一E刀V，II，1965，P・978；Czeg16dy1973・
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合まれていた120）。それは次のようなものである121）。
○史料E：
 そもそもトクズグズとは，その王をトクズグズ可汗と称する民族である。かつてトクズグ
ズ可汗にクルーテギン（K耐tegin）と呼ばれる人物がいた。かれの母は中国出身であった。
さて，クルーテギンにはAz出身の母122）を持っ兄である可汗がいた。兄はクルーテギンを殺
そうと思い，彼の喉を切って死体置場に捨てた。しかし，クルーテギ1ノには乳母がいた。彼女は
彼をマニ教徒たちのもとへ運んで行き，彼を治してくれるようにとマニ僧達（di餉Variy互n）
に引き渡した。彼等が薬で治療したので，彼の傷はだんだん良くなって全快した。
 その後，クルーテギンはトクズグズ可汗の首都である焉者123〕の町へ行き，そこに身を隠し
た。そして機会を見つけて計略を用い，彼の消息がトクズグズ可汗の耳に届くようにした結
果，可汗の心は和らいだ。遂に可汗は彼に，自分のもとへやって来ることを許し，その生命
を保証した。可汗は彼が自分のもとに留まることは許さなかったが，彼をパ1ノジーカット
（Panji－kath＝Bi§一baHq，ビシュバリク）の総督とした。その地で彼は強大になり，現地の
人々を味方に付け，彼等に恩恵を施しつつ，（クーデタの）チャンスを待った。
 たまたま彼は可汗が狩に出かけたとの知らせを聞いた。そこでクルーテギンは多くの軽騎
兵を集めてトクズグズ可汗を追撃した。彼等が出遭った時，戦闘が始まり，クルーテギンは
可汗の軍隊に対して勝利を収めた。トクズグズ可汗は敗走して城塞にたてこもった。クル・
テギンは城塞を水攻めするよう命じた。その結果，城壁は崩れた。次いでクル・テギンは
（敵兵で）保護を求める者は助けてやる旨を大声で布告させた。城塞の中の兵たちは飢餓で疲
労困懲していたので，皆外へ出て来て助命を嘆願した。全ての者が許された。トクズグズ可
汗は域の中に残ったので，クルーテギンは部下を城内に送り込んで彼を絞め殺させた。こう
してクル＝テギンは可汗の位に即い㍍
 これはクルーテギン建国伝説とも言うべき．ものであるが，それは決して根も葉もない「伝説」
ではない。ウイグルには別に次のような骨子を持つ，真に伝説の名に値するかなり長い有名な
120）森安1977，pp．113－115，121．尚，ここで提出した考えに対し，その後の現地調査で一層確信が
  得られた経緯については，本章第2節（p・141）を参照。
121）森安1977，pp．113－114で既に和訳を提示したが，前註103に述べたような理由で，新たに訳し
 直す。cf・Mar士inez1983，pp・ユ32－134・
122）従来は「自由人の母」と解されていたが，マルチネ氏は‘whose㎜other was f正。m the Az
  工natiOn1’とする。このAzが五diz氏（即ち跡践氏＝阿隊氏，cf．安部1955，pp194－195）と結
  び付くかどうかは，今後の検討課題である。
123） マルチネ氏は＊Arkではなく＊Ank』Akni／Agniと復原するが，いずれにせよ焉者を指すこと
  に変わりはない。
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始祖説話があって，東西の文献に伝えられている124）。
  ①モンゴリアのセレンガ・トラ両河の合流する地点にあった1本の樹に天光が注ぎ，その
   樹に痩（ふしこぶ＝buアuq／boquq）が生じ，それが妊婦のお腹のように成長し（または，
   隣接して立っていた2本の樹の問に生じた小さな塚に天光が当って成長し），臨月にな
   ると5人の赤子が生まれた。
  ②そのうちの5番目の子を人々はブクと名付けて養育した。これが成人してウイグルの君
   主となり，ブクーハソと呼ばれた。彼は東西に遠征して領土を広めた。
  ③その後，ブクーハンの子孫の時代に大事件が起こり，ウイグルはモンゴリアから東部天
   山地方に移住した。
 この所謂「ブクーハン伝説」にマニ教的色彩が濃いことは，早くにマルカルトが指摘レたと
ころである125）。マルカルトが引用したブクーハソ伝説はジュワイニーの所伝であり，それは最
も長く詳しいヴァージョンである。そこには白衣の人物も現れるので，彼はこの白衣と，天の
光，樹木などのモチーフに着目して，これをマニ教的伝説と見たのである。しかしそれはいわ
ば直感に近いものであった。これに対してアスムッセソらは，白衣や天光や樹木は決してマニ
教だけの特徴ではないとして反論した126）。一方，アスムッセソより前に，東西文献に残るこの
説話を再び取り上げて検討した山田信夫教授は，9世紀中葉の遊牧ウイグル国人の東部天山地
方への移住後，支配者ウイグルの持つ遊牧民古来の上天思想と，被支配者となったアーリア系
原住民の間に存続していた樹木崇拝思想とが結合して，10世紀以降に生まれたものであろう，
と結論し，マニ教との関係には言及されなかった12フ）。私は，その成立の場所と時代（空間と
時間）については，全く山田説に同感であるが，樹木が伝説の前面に出て来ている理由につい
ては，かってのマルカルト説を復活させたい。なぜなら，この樹こそはまさしくブクーハンを
生み育てた文字通りの「生命の樹」であったからである。マニ教では肉体を悪とみなし，生殖
行為を好ましいものと考えないので，人間や動物の母体からではなく樹木から生まれさせるプ
ロットが用いられたのであろう。また，天光や白衣，それに5人の赤子に見られる「5」とい
124） このウイグルの始祖説話を伝える東西の文献は，13世紀にモンゴルに仕えて活躍したイラン人ジ
  ュワイニー‘A1重a1－Din．At5－Malik Juwain1のTa’rikh－i Jahan－Gush至y『世界征服者の歴史』
  （ペルシア語），14世紀に建てられた漢文・ウイグル文合壁の「亦都護高昌三世勲碑」，『元史』巻
  122・巴而尤阿爾志内斤伝，郡遠平『続弘簡録』（別名『元史類編』），黄藩「遼陽等処行省左丞亦螢
  真公神道弾」（『金華黄先生文集』巻24）である。cf．B「etschneider1888，Vol．I．pP・247，254－259；
  ドーソン（著），田中華一郎（訳補）『蒙古史』（岩波文庫1389－1390a）上巻，pp・321－327；山田
  1955（山田1989に再録）；安部1955，PP．170－197，293－300：J・A・Boy1e（七r．），丁伽珊s毒。ηoア
  肋虐W〃〃一Comψ〃〃妙’〃α一〃一D伽ソ初一M伍肋∫mα4伽、Manohesteエユ958，Vol．I，pp．53＿61；
  ドーソン（著），佐口透（訳注）『モンゴル帝国史』1（平凡杜，東洋文庫110），東京1968，pp．319－
  331，
125）Ma工qua工t1912，PP，486－490，
126） As㎜ussen1965，PP．161－162，
127） 山田1955，PP．231，235＝山田1989，PP．101，104・
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う数も，マニ教との関連を示唆する。但しもし，アスムッセソが信じていたように，ウイグル
の西遷後，急速にマニ教が廃れ，仏教が勢力を得たのなら，このプクーハソ伝説をマニ教と結
び付けることはできないが，これまで述べてきた通り，西ウイグル国のマニ教は少なくとも10
世紀の中頃までは支配者層の間で根強く信仰されていたのである。本稿第1章に見たベゼクリ
クの「生命の樹」の壁画は，9－10世紀のトゥルファンのウイグル人支配者層の間に「生命の
樹」崇拝が存在したことの何よりの証拠である。
 さて，本題に戻ろう。ここに紹介したブクーハソ伝説に比べれば，史料Eには伝説的要素が
はるかに少ないとみることに異論はあるまい。やはり私が別稿で述べたように，ガルデイージ
ーの伝えた情報Eは，いくらかの伝説的要素を含みながらも，9世紀の第3四半世紀頃に初め
                    距うて焉者を首都として西ウイグル国を建国した魔テギンないしその後継者に関する史実とみなす
べきで，元の情報はジャイハー二一あるいはイブン・フルダーズベに由来するのであろう。fJ20）。
さもなければ，ほぼ同じ時代，同じ地域のウイグルに，クル三チギ1／伝説とブク・ハン伝説と
いう2つの始祖説話があったことになってしまい，不自然である。ガルデイージーのトクズグ
ズの条は，実はこの史料Eと史料Cの両者だけから成っている。Eの直後にCが接続するので
ある。それ故にCとして引用した部分も，Eと同じく，ジャイハー二一あるいはイブン＝フル
ダーズベに由来し，時代的にも9世紀後半～10世紀初頭の事実を伝えている可能性は非常に高
い128）。Eでは首都が焉者であったのに対し，Cでは高昌の記述が中心となっていてやや後の様
子を伝えているようであるから，Cの年代は9世紀末～ユ0世紀初頭に限定してよいかもしれな
い。
 ここで思い起こされるのが，第2章のマニ教寺院経営令規文書の3ケ所（〃・99，108，119）に
あったr三百叩きの刑」のことである（語註99a参照）。Cからは，ウイグルの刑罰としては棒
で300回叩くのが特徴的であったことが窺われる。既に本稿に於いて，会規文書は10世紀前半
のものであるという結論が出ているのであるから，我々はこれを，Cの年代が9世紀後半～10
世紀初頭であるとする見方の傍証としたい。さらにこの両者を結び付けて，当時のウイグルで
は木か竹の棒杖による「三百叩きの刑」が一般的であったと見ることも許されよう。
 最後に史料Dであるが，これは一読して分るように，女奴隷の数が400人より360人に，そ
してユ000人の戦士達が可汗に陪席して食事する時の飲み物がブドウ酒からブドウ汁になってい
る以外，ガルデイージーのCと本質的に変わっていない。Cではトクズグズ可汗に9人の宰相
がいると言い，Dでトクズグズは9部族から成ると言っている事実は，即座に東ウイグル時代
の次のような記事を思い起こさせる。
 128）前註119とその本文参照。実は既にヤクホブスキーも，ガルデイージーの「トゥルファン公国」
に関する記事の大部分は多分9世紀後半を対象としており，その情報源もジャイハー二一かイブン
ーフルダーズベであるとしていた，c｛、趾y6o目。K舳1947，PP．426－427。しかしそこに具体的論証
はなかった。
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   本九姓部落，一目薬羅葛，自P可汗之姓，二日朗咄葛，三日咄羅勿，四日額歌意詑，五日
  阿勿噛，六日蔦薩，七日斜聡素，八日葉勿葛，九日桑耶勿。毎一都落一都督。
                      （『旧唐書』巻195・廻続伝，中華書局版，P，5198）
   有十一都督，九姓部落。一部落置一都督，於本族中選有人望者爲之。破抜悉密及葛羅藤，
  皆牧一部落，各置都督一人，毎行止戦闘，以二客部落爲鋒。其九姓，一日延絵，二日僕固，
  三日渾，四目抜曳固，五日向羅，六日思結，七日葵芯，以上七娃部，自国初以來，著社史
  偉。八目阿布思，九日骨器屋号恐，兆二姓天賓後始與七姓齊列。
                  （『唐会要』巻98・廻続之条，世界書局民国57年版，p．1744）
このr九姓＝TOquz Oγuz1トクズグズ」の内容に関する諸史料間の矛盾については既に片山章
雄氏が解決している（片山1981）ので繰り返さないが，要するに東ウイグル国家はウイグル
（廻絵）を始めとする9つの部族から構成され，それぞれに部長がいるが，その部長は各部族を
                            ヤグラカル構成するいくつもの氏族の中の最有力氏族（ウイグルの場合は薬羅葛氏）から選ばれていたの
である。このような国家構造が西遷後も基本的には継承されたことは，亀籔ウイグル即ち西ウ
イグルについて，
   霜籔，回鵠之別種也。其国主自構師子王，戴賓装冠，著黄色衣。與宰相九人同理國事。
  毎出，其宰相著犬食國錦練之衣，騎馬前引，常以晋榮相騒。其妃名阿噺迷。著紅羅縷金之
                          パサ’ル  衣，多用珠賓，嚴飾其身。毎年一度，出宮遊看。國城有市井，而無銭貨，世一以花蘂布，牙
  換博責。（中略）。或構西川回鵠，或稽西川霜薮，又構鶉葱回鵠，其實一也。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p．7720）
                                        ハザール   霜籔，本因鶴別種。其国主自構師子王，衣黄衣，賓冠，與宰相九人同治國事。國城有市井，
  而無銭貨，以花蕊布博易。（中略）。或穂西川回鵠，或構西川霜蕊，又構翁数回鵠。
                  （『宋史』巻490・外国伝・亀蕊之条，中華書局版，p・14123）
と言われ，他方，甘州ウイグルについても，
   工大中群符］八（1015）年九月，礼賓院言睾語官郭敏自甘州回，以可汗上表來上。（中略）。至
  是表文日，忠I瞑保徳甘州回鵠外生可汗王，臣夜落続。言，「臣在州興九宰相諸部落下佳，
  興西涼府人蘇守僧門殺。見合人戸不安。（下略）」。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p．7716）
   ［犬中群符九（1016）年］十二月，甘州回鵠夜落陽騎化及賓物公主宰相索温守貴等遣使都督
  雀幅等來貢馬及玉・香藥。賜衣冠器幣縄銭有産。夜落陽鯨化表示，r父夜落綻今年三月輪。
  謝九宰相諸部落首領奉臣爲廻続王子勾當。（下略）」。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p．7717）
と言われていることより明らかである。さらに，ここに引用した『宋会要韓稿』の亀籔ウィグ
ルの記述と，西方史料たるどの「民衆はその王を1年に1日だけ見る。云々」の記事が極めて
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                          パラグラフよく一致することに刮目すべきである。これがまたCの第2小節の内容にも対応するのである。
これらが基本的に同じ事実を描写したものであることは疑いない。r宋会要輯稿』の亀薮之条
はほぼ11世紀前半に限定されるが，ウイグルに関するガルデイージーの情報はもっと古く，上
述の如く，9世紀後半～10世紀前半に遡る。イスハークはイスラム世界最西端（恐らくスベイ
ソ）の生まれであり，そこで生涯を送ったようであるから129），その中央アジア関係記事のほと
んどは孫引きに違いなく，ガルデイージーその他の書物に拠ったのであろう。既にミノルスキ
ーは，イスハークの”δmα’一”〃プ初の情報源として，9世紀後半から10世紀初めのヤーク
ーピーa1－Ya’q口bi，イブン，アル＝ファギーフIbnaI－Fa．qih，イブン，ルスタIbnRusta，ジ
ャイハー二一，そして11世紀のガルデイージーの書物などを推定しており，イスハークの独自
性はあまり認めていない130）。それ故，Dにガルデイージーより詳しい記述があるからといって
も何ら怪しむ必要はなく，それはヤークーピー，イブン・アル白ファギーフ，イブン＝ルスタ，
ジャイハー二一等に基づいていると考えればよいのである。Dもやはり9世紀後半～10世紀前
半の情報とみなしてよいであろう。
 ところで，イスラム史料にはウイグルの宗教をマニ教とするものしかないかというと，そう
ではない。アラル海南岸のフワーリズム地方に生まれ育った科学者で歴史家のピールー二一
a1－Bi工耐iI31）が10世紀末に著したπ’一λ肋励”一助吻パ伽α’一Q〃励α’一K肋卿αには，本書第
2章にもしばしば言及した如く，マニ教の教義に関する重要な記述がある。そしてその後で，
 Of his adheエen七s，some remnants that are consideエed as Manich鴉an aエe s七i11
ex±ant：they aエe scat七ered throughout the wor1d and do n〇七1ive toge七her in a．ny
particu1aエp1ace of Muhammadan coun士ries，except七he community in Samarkand，
known by the name of∫δ物刎、Asエegards non－Muhammadan countries，we have
to state七hat most of the eastern Turks，of t11e peop1e of China and Thibet and
some of曲e Hind鵬T adhere s士i11to hisユaw and doc士エine．I32〕
と，先に触れた同時代のr世界境域志』に近い記述をする一方で，仏教徒が“India，China，
and among theτα助m助m”にいたとしている133〕。このTaghazgharがTaghazghaz，即ち
トクズグズであることに問題はない1鈍）から，ピールー二一にも西ウイグルに仏教徒がいると
129） cf．Minorsky 1937b，p．141；Fエye 1949，p．90，
130）㎜…；ky1937b，PP，141，149－150，
131） cf・万∫，Vol・I，1913，pp・726－727；五∫N，VoI．I，1960，pp・1236－1238・
132） Sacbau，」B〃切mε，p，191，
133） Sachau，3〃砺弼吉，p・エ89・
134） アラビア文字のZとRは極めて混同しやすいため，T，GH．Z．GH．Zは一時下．GH．Z．GH．Rと読ま
 れてトクズーウイグル（Toquz Uighu工）と解釈されたこともあったが，今ではトクズーオグズの説
  ったトクズグズとみることで一致している。先の脚註4王を参照。
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いう情報は届いていたのである135）。
 しかし，この点に関し重要なのは，なんと言ってもカーシュガリーの記事である。この学者
は，西ウイグルの隣国カラハン朝の出身であり，その著作D物励工m助励α五一丁〃ゐ『トルコ語
総覧』は，1072一ユ077年頃にバグダードで書かれたとはいえ136），中央アジアでの実地の見聞に
よる彼自身の知識に拠っており，西ウイグルについても生の情報を掌握していたことが随所に
窺われる。例えば，彼は他の多くのイスラム学者と違い，トクズグズと言わずに常にウイグル
（Uighur）と呼ぶ137）。さらに第2章で取り上げた「官布」の形態と機能について実に的確な説
明をし（・f．PP・52－54，語註22・，脚註35），一γ／一qの区別さえある極めて正確なウイグル文字表を
載せ説），ウイグル人がウイグル文字の他に漢字をも使用していたことを伝える139〕。このよう
に西ウイグル事情に精通していた彼が，ウイグルのマニ教については一言だにせず，逆に西ウ
イグルがムスリムの唾棄すべき偶像教徒で，聖戦（ジハード）の対象であったことを如実に示
す次のようなトルコ語の四行詩を引用し，それをアラビア語で解説しているのである：140）
   ka1gin1包y廿aqtimiz    洪水が押し寄せる如く我等は流れ込みたり
   k註nd胤Oz包さiq上玉miz   彼等の町々へ我等は進出（侵略）せり
   fu工Xan註Vin yiqtimiZ   仏の館（仏教寺院）を我等は破壊せり
   bu工xan O・包si6t玉miz   仏像の上に我等は糞かけたり
Desoエibing their raid on the Uighuエ：“We came down oIl them肱e a且。od；we
went out among theiτcities；we tore down the ido1－temp1es；we shat on七he
ido1s’heads．” It is customary for the Muslims when七hey captuエe a country of
in丘dels to defecate on the heads of their idoIs in order to profane them．
安部氏は，この偶像教徒を仏教徒と見るブロッケルマンやバルトリドの説を大筋で認めつつ
も，敢えて小異を唱えてr傭像教徒のうちにはやはりマニ教徒も含まれねばならない」141）と言
うが，本章に繰り返し纏説してきた如く，ウイグルのマニ教は11世紀に入って急速に衰えてい
135） cf．Bartho1d1968，P．388，
136）cf・Bartho1d1945，PP・74－75；藤本ユ957，P・1；羽田（明）1963；〃N，VoL IV。ユ978，PP．699－
  701：CτD，Part1，pp．4＿7，
137） このことは既にバルトリドが指摘している，ci．Bartholdユ945，p．45；Ma皿朋KHHユ983，p．8，
138）CTD．Part1，P．73・これをトゥルファン出土のウイグル文字表（cf・Sims－Wi11iams1981a，
  P，351，P1．ユ）と比べよ。cf．第1章，p．33、脚註I05，
139） CτD．Partユ，p，83、ここで漢字が読めるのは「僧侶」だけであると言っているのが，仏教の僧
  侶であることは言を侯たない。cf．森安ユ985a，p・56，n・125・
140） CτD．Part1．p．270：B・㏄kelmam1923，pp．ユ0－n：安部1955，P，469；藤本1957，Pp．25－
  26。藤本氏は全文の和訳を掲げているが，ここではトルコ語の詩は私が訳し直し，アラビア語の部
  分は新しいダソコフ氏の英訳を採った。
141） 安部1955，PP．469－470．
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ったという事を勘案すれば，その必要は全くない142）。確かにマニ教徒は教祖マニの肖像を描く
ことはあったが143），『フィブリスト』が伝え多マニ教徒の十戒のトップに偶像崇拝の禁止が挙
げられているように144），彼等は決して偶像教徒ではない。当時のトルコーウイグル語でマニの
ことをmaniburxanと言うこともあるが，単にburxan／furxanと言えばやはりそれは原義
通りr仏」（・f・亙D，pp・360－361）ととるのが自然である。史上初のトルコ人によるイスラム国家
となったカラハン朝は，11世紀に東隣の西ウイグル国と何度も戦いを交えたが145），戦闘に参加
したカラハン朝の兵士たちによって歌われた四行詩が『トルコ語総覧』の中に6篇採録されて
おり工46），上掲のものはそのうちの1つである。11世紀半ば頃に各地を遍歴して見聞を広め，民
間に流布していたこれらの詩篇を採集したカーシュガリーの眼には，もはや西ウイグルは仏教
国としてしか映っておらず，そしてそれは現実に即していたに違いあるまい。
 以上によって，トクズグズの主要な宗教をマニ教とする史料A～D（さらにE）は総て西ウ
イグル王国初期の情報に基づいたものと判断され，ここに初めてこれらのイスラム史料を西ウ
イグル・マニ教史，さらにはマニ教優勢時代の西ウイグル史の有力な史料として積極的に取り
込む基盤が確立されたのである。特にガルデイージーの記事Cは，西ウイグルにはマニ教徒の
他に仏教徒やキリスト教徒も存在したことを伝えており，その信懸性は極めて高い。その具体
的で詳しく，かっ実に生き生きとした描写は，たとえ孫引きでも原史料に忠実な孫引きに違い
なく，トゥルファン出土のマニ教文書の中にある各種の祈願文などが実際に朗唱された場面を
ぼうムつ
勇髭とさせたり147），ガバイソ女史の名著『高昌ウイグルヨ≡国の生活』 （Gab・in1961・；G・b・in
1973）によって描き出されたトゥルファ1／の物質生活によりいっそう血を通わせてくれるもの
となろう。また，Cの（従ってDも含めての）高昌のウイグル可汗の様子を伝える部分が，『宋
142）安部説に従ってカラハン朝を西ウイグルから分離独立した政権と見る前田正名氏は，「本国が従
  来のマニ教を信じていたのに対し，この支国はイスラム教という，はっきりした異国の宗教を信じ，
  両者の間にはっきり宗教的対立が生じた」とか，「阿薩蘭回鵠とはアルスランーウイグルで，いわ
  ゆるカラハン王朝の攻撃を受け，危機に陥ったビシバリク政権のマニ教信者達の国家であった」と
  言う，cf。前田1964，pp，567，569。これは安部説の誤りをさらに増幅させたものである。
143） cf．G工高nwedeI，ノ〃一Kmsc伽。P・I，77＆ig・67；Le Coq，Cゐ。，8cゐ。，P1・1；M〃，Pl．1a；Puech
  1979，pp・257－258，391：Ries1970・pp・615・616・
144） Dodge，F肋〆軌P・789；Browde正・B仰伽舌・P・90・
145）ci、安部1955，pP．463－472；前田1964，Pp．565－569；代田1976，pp．265－268＆n．22，
146） B工。cke1mann1923・PP・10－111（1）＝Cτ刀・P航t1・P・270；（2）±oク・c狐，p，327；（3）＝o戸．c狐、
  p・353；（4）＝oク・助・l p・359；（5）＝CτD・Pa正t2・p・245；（6）＝0ク・c4i・・pp・271－272・この中の（1）（2）
  （4）（6）の4篇が対ウイグル戦争の時のものであることは確実である。（5）にはOγ胞qという民族名が
  見え，それが恐らく当時西ウイグル領内に含まれていたと思われるから，多分ブロッケルマンの考
  え通りでよいであろう。Oγraqについては，cf、森安「チベット語史料中に現われる北方民族一
  DRU－GUとHOR一」『アジア・アフリカ言語文化研究』14．1977，P・31。ただ（3）だけは本当に
  ウイグルに関するものかどうか疑いが残る。
147）例えば中世ペルシア語で書かれたウイグル汗K61Bilga Qanの為の祈願文M43についてのミ
  ユーラーやべ一リヅヒの推測を見よ，cf．M舳er1904，II，pp，78－79，109－110；B6h1i91978，pp。
  ユ29＿130
174         第3章西ウイグル王国におけるマニ教の繁栄と衰退
会要輯稿』及び『宋史』の亀滋之条のウイグル国主r師子王」の記事とよく一致した事実から
分る通り，やはり高昌ウイグルと亀葱ウイグルは別物ではなく，同じ西ウイグル王国を別の角
度から見ただけのもの一48）と考えるのが正しいのである。
148）前註87参照。
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 ササン朝ペルシアで創始されたマニ教が，東方の中央アジアヘ伝播していくのは3世紀のこ
とであるが，当時の中央アジアはクシャン朝以来の仏教の世界であった。その時から京伝マニ
教は常に仏教を意識し，これと対抗しつつ教線を拡大せざるを得なかった。そのために京伝マ
ニ教は表面的に様々の仏教的変容を被ったが，その一方で仏教にも少なからぬ影響を与えた。
古代・中世の歴史の中で宗教が果たした役割は，宗教の桂桔から解き放たれた近代以後とは比
較にならないくらい大きく，その意味でもマニ教は中央アジア～東アジア史の中に確かな地歩
を築いたのであるが，とりわけ中央アジアに於いて活躍した商業民族のソグド人と遊牧騎馬民
族のウイグル人の帰依を得たことによって，その歴史的意義は一層増大された。
 ユーラシアの草原に遊牧騎馬民族が出現して以来，モンゴルの世界制覇に至る約二千年間に
中央アジアに興亡した諸民族の歴史は，古代エジプト，メソポタミア，インダス，黄河の四大
文明や，近代におけるヨーロッパ諸民族の歴史に比べ，人類史上の重要性においても，華やか
さにおいても，決してひけをとるものではない。火薬革命によってヨーロッパが世界を支配す
るようになるまでの二千年間，東アジア文化圏，南アジア文化圏，西アジア文化圏，ヨーロッ
バ文化圏を繋ぐ東西文明の十字路に位置し，その圧倒的な軍事力と通信・情報網を駆使して世
界史を動かし続けたのは，まさしく中央アジアの遊牧騎馬民族国家だったのである。わけても
ウイグルの果たした役割は，それまでアーリア民族が主流であった中央アジアを「トルキスタ
ン化」し，遊牧民族が農耕民族を支配する「征服王朝」への足掛りを作り，東の契丹（遼）帝
国や西のカラハン朝・ガズニ朝（さらにはセルジューク朝）の成立にイ：／パクトを与え，モンゴル
のユーラシア制覇の先駆けをなした点で，際立っている。モンゴル帝国こそ世界史上最大の多
民族・多言語・多宗教国家であったが，そのような複雑な国家を維持していくには軍事力だけ
では不十分で，文書による行政システムと租税徴収体系の確立，シルクロード貿易の掌握と国
内市場の管理を含む商業政策，さらに宗教政策，民族・言語政策など，軍事以外のあらゆる方
面に亙って卓越した能力を発揮することが必要であった。そのような能力はモンゴルが一朝一
夕に身に付けたものではなく，その多くを先行するウイグルに依拠しているのである。ウイグ
ルこそは，それ以前の旬奴から突豚までと同じく，農耕民族に軍事的脅威を与え，略奪的に支
配する遊牧騎馬民族国家として出発しながらも（東ウイグル可汗国），ついには自らが農耕民
族の世界に入り込んでこれと共存し，遊牧国家とは比較にならないほど安定した所謂r征服王
朝」を作り上げ（西ウイグル王国），あらゆる面でモン当ル帝国の雛形となったのである。以
上のような問題意識のもとに私はこれまで中央アジア史，特にイスラム化以前のウイグル史の
研究に取り短んできた。
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 ところで，近代以降世界のリーダーとなったヨーロッパの中央アジア研究は，中央アジアを，
彼等が人類史の本流をなしてきたと考える西アジア～地中海～ヨーロッパ文化圏と，もう一つ
のどうしても無視することのできない歴史世界であるシナ（China，Chine，etc．）文化圏とを結
ぶパイプとして位置付けるものであったし，一方，明治以来急速に発達してヨーロッパの水準
に到達した我国の中央アジア史研究は，「西域史」とかr塞外史」という別名に如実に象徴され
ていたように，中華民族の書き残した漢文文献を用いる限りは，中央アジアをやはりr辺境」・
r周辺」としてしか位置付けられないものであった。即ち従来の中央アジア史研究は，かつて
榎本方雄氏が指摘したように，中央アジアをrシルクロードを中心とする東西交通路の通過地
として位置づける」1）ものであった。
 そのような学界の動向に対し，私は梅村垣氏と共に1973年の『史学雑誌』の「回顧と展望」
において，中央アジアの「それぞれの地域や民族を《東西南北との交渉・対立》の中心に据え，
その地域ないし民族自身の歴史を内側から構成していく方向」に研究を進めていくぺきである
と主張した2）。これを受けて堀川徹氏は，我々の立場をr従来のシルクロード的視点を痛烈に
批判して，中央アジアそのものを中心に見据えた研究をめざそうとするもの」であると全面的
賛意を表明しつつも，「その大上段に振りかぶった刀をどのように振り下ろすか，すなわち，
各自の問題意識を研究の上にどう具現化するかについては，決して解答が得られたとは言い難
い」との的確な批評を加えられた3）。だが幸いなことに，我々の主張が誤っていなかったこと
は，その後の我国の研究動向がそれを証明し，また1984年にそれまでの日本の中央アジア史研
究を回顧し総括した間野英二氏の文章の中でも追認されている4）。そして私自身は，堀川氏の
批判に答えるべく，その後に発表レたかなりの数にのぼる論文の中で努力してざた。
 イスラム化以前の中央アジア史研究は，史料の少ない首代・中世史研究の常として，史料が
残っている所から切り込んでいかざるをえない。一般的に言えば，中央アジア史の史料として
は量的にみて東側の漢文文献が最大であり，西側のイスラム文献がそれに次ぐが，いずれも間
接的なものである。これに対してモンゴリアの諸碑文やトゥルファン文書・敦煙文書，さらに
は高昌故城やベゼクリク千仏洞などの遺跡及びそこからの出土文物は，直接のものであるだけ
に，いかに零細なものであれ，極めて重要なのである。これらの中から，多民族・多言語・多
宗教のウイグル国家を構成した人々自身の残した貴重な史料（文献史料，美術史料，考古史料）を
探し出し，その史料自身の語りかけるところに耳を傾けるというのが，中央アジアの歴史を，
その主役であった現地の諸民族自身の視点に立って内側から構築していこうと提唱した自らの
1）『史学雑誌』79－6．1970，p．247＝史学会編『日本歴史学界の回顧と展望 ユ7内陸アジア（ユ949
 ～85）』東京，山川出版社，1988，P．252，
2）『史学雑誌』82－5．1973，p．235＝史学会編，oク．泓。P・81・
3）堀川徹「中央アジア・テュルグ民族史研究の展望」『東洋史研究』34－4．1976，p。ユ35－
4）『アジア歴史研究入門 4内陸アジア・西アジア』京都，同朋舎，1984，p・50・
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立場を貫徹するために私が採ってきた方法である。一つ一つの史料はいかに断片的なものであ
れ，それらの間にある見えざる糸をたぐり出し，可能な場合には漢文史料やイスラム史料とも
緒ぴ付け，微細な事象を扱いながらも，常に眼は中央アジア史，さらには世界史全体を見据え
てきたつもりである。
 rはじめに」で述べた通り，本書はrウイグル・マニ教史の研究」と銘打ってはいるものの，
その一方でrウイグル仏教史の研究」であり，さらにこれまでに発表した諸論文の多くを前提
とし，それらを繋ぎ合わせる役割をも果たしている。その意味で本書は，これまで私が新しい
視点と方法で構築を目指してきたウイグル史研究のまとめであるが，しかしこれが総決算であ
るわけではなく，むしろ今後の更なる研究のための一つのステップに過ぎないのである。
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補    註
【補註0】（・f．P．5）マニ教を含むイランないし西アジアの諸宗教思想と仏教との間の相互影響
 関係については古くから様々に議論されており，私もその一部を，1989年11月11目に行なわ
 れた龍谷大学創立＝百五十周年記念ンソホンウム「仏教東漸」の発表の中で紹介した。この
 シンポジウムの模様はまもなく単行本として出版され，「仏教と異宗教との出遭い」と題す
 る私の発表もその中に収録される予定である：『仏教東灘一祇園精舎から飛鳥まで』京都，
 思文閣，1991年。
【補註1】（o｛・p．19，・．43）私はかねがねT II D171文書に多大の興味を抱き，様々の角度
 から検討を重ねてきたが，Manichaica Iに付されたモノクロ写真はテキストをチェックし
 直す程に鮮明ではないため，どこかにあるはずの原文書にあたって調査する日を待ち望んで
 いた。ところが幸いにもrはじめに」で述べたような事情から本年（1990年）9月にベルリン
 （ダーレム）のインド美術博物館（Museum｛Or Indische Kunst）を訪れ，ヤルドゥズ館長の
 許可を得て収蔵庫の扉を開放していただき，自由にトゥルファン出土文書を閲覧できた際に
 これを見つけ，ようやく宿願を果たすことができた。しかしこれまでの研究蓄積と今回の成
 果を本書に組み込むことは，時間的余裕もなければ紙幅も足りないため，断念せざるを得な
 い。そこでここには，ストロボ禁止という条件下で撮影したものではあるが，そのカラー写
 真〔P1s，XIX－XX〕を掲載し，学界に資するとともに，私自身の今後の研究に備えることと
 したい。ただ一つだけ歴史学的に重要な点を指摘レておくと，ルコックが“lt10i－n（P～）tOXri
 daqi uIuγmo乏ak”と読んだ所を“t6rt tox工i daqi u1uγmo乏ak”「四トカラにいる大墓
 閣」と修正したヘニングの読み（Hemin91938，pp・551－552）は正しくなく，やはりルコッ
 クと同じくノWY－Nとすべきであった。問題の箇所はPL XXの左欄の上から3－4行目
 （緑字）で，写真はやや不鮮明ではあるけれども，3行目の末尾の語は／WY－Nであって，
 ヘニングのようにTWY－RT（γdrawled to m the1ine，i a七its end；minute traces of
 initia〕arestm perceivab1e）即ちtδ工t r四」とは読めないことだけは判別できるであろ
 う。因みにこれ以下も私の実見メモでは“／WY－N tOx同（i）一（daqi）（uI）luγ1（m）101著ak”と
 なる。ヘニングの修］］三案は，碩学中の碩学の言であるだけに，いわゆるトカラ語名称問題に
 からみ，その後の学界に多大の影響を与えてきたので，特に注意を促しておきたい。
【補註2】（・f．P．20）1990年10月に単身で再度ベゼクリクを訪れることになった吉田豊氏に，
 銘文④の読みを再確認してきていただいた。その結果は次の通りである。
   （前略）m乞（ngO）in6bolzun．mnalstl（ar）xirzla1．
  r（前略）永遠に平安でありますように！私の罪を赦し給え！」
！79
 つまり“mnaStar Xi工Za”についての私の推定が正しかったことが認められただけでなく，
 inさの前がm註㎎iguのヴァリアントであるm至nguであることまで判明した。はじめから
 この文句が判読できていれば本章の論述は自らちがった展開になっていたであろう。特に第
 4節の美術史的考察を重ねた部分では，より積極的な発言が出来たのにと悔まれるが，今は
 ただ私の考証が間違っていなかったことで満足したい。
  因みに吉田氏には私が読んだ銘文の再確認の他，私の計り忘れた様々の数字（洞窟内部や
 壁画の大きさ，距離など）の計測をも依頼した。重ね重ねの御好意に厚く感謝したい。
【補註3】（・i．p．28）吉田氏によると現在ではxir・aの部分はほとんど崩落してしまっている
 という。
【補註4】（・f．p．29）今回吉田氏は偶然に入った最新編号第8窟〔cf．Fig．1〕内のニケ所で，
 マニ文字の落書きを発見したという。その中にはalp（ウイグル語で「勇敢な」の意。人名や称
 号の一部によく使われる）と読めた箇所があるというから，この窟もまたウイグルのマニ教徒
 が係わったことがあるに違いない。私にとっては真に嬉しいニュースである。
【補註5】（・｛．p．31，n．94）北庭争奪戦ウイグル勝利説の決定的な証拠の一つであるM的m五一
 magのカラー写真も，補註1に述べたような経緯により撮影することができた。私のこれ
 までの研究に何度も引用した（本書でも引用する）重要史料であり，また全体構成も一目瞭
 然となるので，本書に併載する〔P1s．XXI－XXII〕。
【補註6】（・f．p，32，n．102） ごく最近になってH、一J．K1imkeit，Hymmm舳δ0e6物6〃
 此〃8づ。m加工づm5、〃α桃。加物〃伽舳。加〃i〃紬。乃erme6〃Mα〃。〃〃Zm棚J伽ゼ州．
 （Op1aden1989）が手元に届いた。そのp・27を見るとクリムカイト氏はいまだに北庭争奪
 戦の勝者をウイグルではなく吐蕃とする旧説（cf、第1章脚註94）に立っていることが判明
 する。氏が日本語に通じていないのは仕方ないとしても，私がフランス語で発表した論文
 （M0エiyasu1981）にさえ気付いていない（ビブリオグラフィーにも含まれない）のは遺憾と
 しか言いようがない。ただ，これで同氏が問題の壁画の年代を無理に8世紀まで遡らせざる
 を得なかった事情の一端は呑み込めた。
【補註7】（・f．P．55）つい最近ツィーメ氏によって発表された『慈恩伝』巻2の写本断片群
 （P．Zieme，“Xuan・angs Biographie und das Xiyuji in a1t仙rkischer Ober1ieferung．”
 In：J．P，Laut＆K．R6h工bom（eds・），肋〃〃5地。ゐe五m励〃4iem物7㈱6Hα8408m助4色
 伽柳桃。ゐ〃あ〃〃eプe7mm8，Wiesbaden1990，pp．75－107，十many p1ates）の中にも§iγ
 r石，斜」が見える。ツィーメ氏はこれを勇iqと読んでいる（pp・90－91）が，この写本断
 片群では語末の一qは常に尻尾を長く伸ばし（さらに二点も付し）て，尻尾の短い一γとは
 っきり区別しており，当該の語の尻尾は短いのであるから，やはり§iγと読むべきである。
 ’qの例：ba1壇（Abb．13，ム23：Abb．18，’、24；Abb．22，2．21；Abb・32，ム27）・一γの例：
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 u1uγ（Abb．15，’．23；Abb．29。’一26），adirt1iγ（Abb．18，’．23），taγ（Abb．18，’．26），tin1γ
 （Abb．21、’．21），at1γ（Abb．25，2．25；Abb．33，’．26），quv正aγ（Abb，25，’．27；Abb．28，
 ’・22），muntaγ（Abb・28．J・27）・特に最後の例muntaγでは，行末で余白があるのを埋め
 るため，ブの直前のアレフを長く伸ばしている。これは明らかに，単純に語末の一γの尻尾
 を長くすると一qと混同される恐れがあるのを見越した上での処理である。
【補註8】（ci．P．66）補註7に引用したツィーメ論文のpP・88－89により，“bunqi t註g”が漢
 文原文のr重」（again）と対応することを知った。『慈恩伝』巻2の文脈は，玄装が仏影窟
 に入って一心に礼拝したところ如来の姿が現れたが，あかり用の火を持って来させるとその
 姿が消えたので，あわてて火を消すと「重ねて現れた」というのであるから，ツィーメ氏の
 ように‘wie vOrdem’r前のように」と解釈してもよいが，rもと（原，元，本）のように」
 と解することも出来るであろう。
【補註9】（・f．P，71）Tardieu1981，PP・76－77では，第4位の僧の中にもランクがあったとす
 るが，これは本稿61頁に引用した『儀略』に「第一 阿沸胤薩，第二 呼瞳喚，第三 邊換
 健寒波塞」とあるのを誤解したためである。これらが役割分担（役職）であって，ランクでな
 いことは，脚註72（p・61）と語註54（p・72）で述べた通りである。
  ところでr波新教残経』にはr如是三日及以二夜，於具師僧乃至行者，並皆具有＿界記験」
 という一文がある，cf．Chavannes／PelliOtユ911，p．6u；『大正』巻54，p．1282b。これを
 シャヴァソヌ／ペリオは“Cestroisjoursauxque1s on ajoute1es deux nuits sont1es
 signes qu’i1y a abso1ument deux mondes，tan七pour1es mai七resエe1igieux que pour
 1essimp1esd6vOts・”と訳し，シュミット・グリンツァーは“DiesedreiTagesam七den
 1⊃eiden N註。h七en sind肺工die Leh工efp工ieste工wie肺工die ein｛achen Anh直nger Zeichen
 da肺r，daB es doエt zwei ganz eigene WeIten gibt、”とする。つまり「師僧」がマニ僧を
 指すのに対し，「行者」は聴衆（一般信徒）を指すとみなすわけである。これに対してフ才ノレ
 テ氏は『宋会要輯稿』165冊，巻21778，19a（中華書局1957年版，P．6534）に
    〔宣和二（1120）年〕十一月四日，臣僚言，一温州等虜狂惇之人自構明教號爲行者。今來
  明教行者各於所居郷村建立屋宇號爲齋堂。如測坦共有四十餓虚，並足私建無名額佛堂。
 という記事があるのを指摘して，初めはr行者」は単に聴衆を意味したが，後にはマニ僧を
 も含むマニ教徒全般を指すようになったと考えた。これらの考えは確かに合理的である。し
 かし『渡期教残経』の訳語には，それ以前に定着していた漢語の仏教用語が多く用いられて
 いることも事実であるから，この「行者」が仏教のそれと同類である可能性もある。既にシ
 ャヴァソヌ／ペリオ自身が注意した通り，1024年作の道誠の『釈氏要覧』巻上（r大正』巻54，
 No．2127，pp－266－267）では行者をr16歳以上の男子で，仏寺に住んで仏僧になろうとしてい
 るが，未だ衣鉢を得ていない老」と定義しているのであるから，マニ教のr行者」にも同様
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 の意味があり，それが’YWRX’Ny ZM’§TYKに対応するということも十分考えられるの
 ではなかろうか。cf．Chavannes／Pe11iOt1911，pp．545－546＆1913，pp．358＿359：Schmidt－
 GIintzer1987，p．83；Forte1973，pp．229＿232、
【補註10】（・f．p．87）1991年5月に来日されたズソダーマソ氏より次のような印刷中の論文の
 原稿をいただいた：W．Sundeエmann，“I正anian Manichaean Turfan Texts concemi㎎
 士he Tu工fan RegiOn”・その中で氏は未発表のソグド語俗文書断片（T II D581500トユ3881
 ／2）に言及し，その文書のタイトルを試みに
    （tγ）工七］（y）nyz一七y z－yny pw（sty・）
    ‘document about deposits brought（oエ）went awaプ
 と復元されている。もしこれが正しければ，これは正しくソグド語で書かれた出入暦の最初
 の発見ではなかろうか。断片とはいえ全文の発表が期待される。
【補註11】（・f．P．145，n．56）森安1985aの主題となった敦煙出土のウイグル文仏教教理問答
 Pt．1292の”．22－23に見える「例えば天神中の天神たる釈迦牟尼仏は千（回），ディディ
 ム（冠）をかぶった頭を，切るために与えた。」という話が10世紀にはトカラ仏教からウイ
 グル仏教に伝承されていたことを裏付けると思われる史料が，最近になって発表された：
 G．Ehlers，“Kurzf＆ssungen buddhistischer Legenden im A1tt高rkischen．”（補註7に引用
 した書のpP．1－14に掲載），PP・6，u．
【補註12】（・f．P，145，n．59）栄新江民は1990年7月に台北で開催された第二層敦建学国際研討
 会に於いてr公元十世紀沙州帰義軍今西川廻鵠的文化交往」と題する発表を行なった由であ
 る。
【補註13】（・f．p．146，n．63）『（1987）敦娃石窟研究国際討論会文集 石窟考古編』（落陽，遼寧
 美術出版社，1990年10月刊）を，校正の最終段階でようやく見ることができた。この申に収
 蔵される劉王権氏の当該論文（pp．1－29）に初めて拙稿に対する論及があることを知った。
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付    縁
付録1 東ウイグル可汗および西ウイグル国王のクロノロジー
 東ウイグル国可汗のクロノロジーは山田信夫教授の「九姓回鵠可汗の系譜」（山田195ユb）と
いう優れた研究によってほとんど解明された。そしてその記述の簡明に過ぎる部分は，羽田亨
「唐代回鵠史の研究」（羽田！957，pp．！57－324）の詳細な本文並びにその付録一「唐代の回鵠君
長治世年表」によって十分に補われる。羽田論文は同氏の博士論文の一部であり，遺稿として
出版されたのは遅いが，その執筆は山田論文よりかなり早く，且つ東ウイグル可汗国成立以前
の諸君長の系譜にまで及ぶ詳細なものである。さらにほぼ同時期に出版されたハミルトン氏の
r五代時代のウイグル民族』には，r1000年までのウイグル可汗表」が付されていて便利であ
る（0万CD，pp．139－143）。この他にマッケラス氏が以上の先行研究に依拠して作った簡単な一覧
表（M・・k・na・1972，pp．192－193）と，1988年復刻のハミルトン氏の0万CDに付されたAvertis－
Semen七も参照に値する。ここでは山田氏作成の可汗表を基に，それに現段階で必要な修正を
加えたものを提示する。
続柄 可 汗 号 瓢蓼簿在位年代
 薬羅葛                k6－bi19a qaγan（§・’U） 氏          關砒伽可汗（K．凪）懐 仁骨力斐羅744－747
皿  子 t乱n9「id乱bO1mi§i1 itmi§     bi19互qaγan（ぎ一U・）英武威遠磨延暖747＿75g
    〔登里〕躍没蜜施額騒徳蜜施     砒伽 可汗 （K．B、）    葛勒可汗
皿1 子 t註n9「id註qut bu1mi§il tu亡mi§a1P k舳9bi19註qaγan    英義建功移地健75g＿77g
     登里躍泊没蜜施韻咄登蜜地合倶録砒伽可汗 （K・B・）    牟羽可汗
 従父兄M  （通鑑）
    t邑ng1＝id註bo1mi§V  子     登里躍没蜜施
V1 子
alP qut1uγbi19a qaγan@   武義成功頓莫賀達77g＿78g
台骨咄禄砒伽可汗 （各史書）長壽天親子
 k廿脆gbilg註qaγan 忠貞多奨斯789＿790  倶録 砒伽 可汗 （K・B・）     判官アギソ
 qu土1uγbiIg邑qaγan             奉誠阿暖790－795泊咄禄砒伽〔可汗〕（K・B・）
W跡隊氏協ng「id註舳gbu1mI§a1pq皿t1uγuluγbi1g邑qaγan懐
     登里躍羽縁没蜜施 合 氾咄禄胡禄砒伽 可汗 （K・B・）
、皿？ay悦ng工id註q“tbu㎞鵜a1pbilg註qaγanﾛ     愛登里躍泪没蜜施  合砒伽可汗（K－B・）
X ？kOn腕・「id昼舳9b皿1mI§（aIp）k衙舳gbi1g邑・aγan  忠
     君登里羅羽縁没密施（合）句士録砒伽可汗（各史書）ホ
  従父弟ay t肋grid包qut bu1mエ§   a1p bi1g盆qaγanX（会要）愛登里躍氾没密施  合 砒伽可汗（各史書）昭
信骨咄禄将795＿808
 軍
義～808－821
徳？821－824
膿易薩テギン824－832
ユ83
    ay t重ngfid奇qut bulmiミ   a1p kO胴g bug盆qaγan苅 従子愛 登里躍 氾没密施  合 旬録砒伽可汗 （各史書）彰  信胡テギン832－839
双 P   ？          ／露駁チギソ839＿840          ～                        （〃堀）
備考 ① ～ は不明。 ／は該当事項なし。
  ② （喜一一U．）は§ine－Usu碑文。（K．B．）はKa・a－B・lgassun碑文。
 さて，問題は西ウイグル国の可汗ないしイディクート（亦都護くUig．iduq qut）の系譜であ
る。モゾコルに藩属してからのイディクートについては亦都議筒昌三世勲碑（・f G・ng Shmm／
Hami1土0n198！；程湖洛1983；十吟ホ・巴拉提1984）からほぼ判明しているが，9世紀後半から13
世紀初頭にまで及ぶ約350年間の独立王国時代の王統については，ほとんどが不明のままであ
ると言ってよい。その中でわずかに数名の者がこれまでに議論の対象になってきたが，そこに
はかなりの誤解も見られるので，今ここに本書で明らかになった所を踏まえて，確実な点を整
理しておこう。
 a二？一954一？：i1biI餉t加griilig4世
 b．？一981－983－984？一？1amlanbiI助悦ngrii1ig4世＝s血皿g削蛇qar3m
 第3章第4節に引用したM112v文書の考察により，この2人の王とその統治年代が初めて
浮かび上がってきた。即ち亡δr杣n6i1bilg註t盆㎎ri i1igが支配していたr甲寅年」が954年
であり，土6rt廿n6arslan bilg証七angri i1ig sung剛廿g qaγanのr癸未年」が983年である。
この点は全く疑問の余地がない。但しそれぞれの冒頭に付いているtδr舳n6「第4番目の」を
「4世」とするのは仮の解釈である。一方，『宋史』巻490・外国伝・高昌国之条（中華書局版，
ppユ4110－14ユエ3）から，太平興国六年＝981年にr西川外生師子ヨ≡阿廠蘭漢」なる者が宋朝に使
者を派遣して来たこと，それに対して造られた答礼使の王延徳が翌七年に西ウイグル国に至っ
て「師子コ≡」と会見したこと，さらに翌八年春にその謝恩使と共に帰国の途に着き．，薙煕元年＝
984年に京師に戻ったことが知られる。r師子ヨE」がarsIan i1i9の意訳，「阿廟蘭漢」がarslan
xanの音訳であることは間違いないから（・f．B・・ts・hn・ide工1888，I，p．244；桑田エ928，p．120；
Ma皿朋KHH1974，p．163，n．710；・t。。），これとbとを同一人物とみなすのは問題なかろう。
 c． 996＿1003＿？：b6g血biIg邑 t邑皿gri iIig
 第3章第3節に言及した『吐魯番考古記』図88の暦より，癸卯年＝1003年がこの王の統治の
8年目であることが判明するから，その即位は996年のはずである。この点は先にハミルトン
氏が指摘している（MOTH，p．xvii＆n．28）。r遼史』巻13・聖宗本紀の統和十四（996）年十
一月の条（中華書局版，P148）にはr回髄阿薩蘭遣使為子求婚，不許。」とあるが，これは即位
を機に遼朝と姻戚関係を結ぼうと企図した結果かもしれない。また，真宗の成平四年，1001年
に宋朝に使者を遣って来たr大回鶴亀強国安西州大都督府単子軍剋韓王禄勝」（r宋会要韓稿』
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197冊・蕃夷4，中奉書局1957年版，P．7720・）も，これと同じ人物であると思われる。bδgu bi1g註
悦㎎エiiligはその短さからみても恐らく略称であり，正式の称号中にはarS1anも「禄勝」に
当る原語も含まれていたのであろう。
 d． 1007－1008一？： k皿n ay t芭ngritag k11s巴n5ig kor1：la yar11q ta皿gri bog11 tangri－
  k三皿imiZ
 第3章第4節で訳文を引用して述べたように，第一棒杭文書が1008年のものであることは，
今や鉄案である。それがこの王の治世の第2年であると明記されているから，その即位は1007
年である。第一棒杭文書にはk61bi1g奇値ngri ilig r智恵海の如き天王」という称号も見える
が，これは一imiZで終わる先行部分とは別であり，私はこれを固有名詞ではなく，西ウイグ
ル王国の現国王を指す普遍的な称号であると考える。この点ではハミルトン氏の考えと大きく
異なる。次項e参照。
 6．？＿1017？＿1019＿1020＿1031？＿？：kiin ay悦Iigri雌 qI1t blllmi昌11111r q11t omanmi曼
   alpi皿㍍雌mini1価tmi昌a1pars1an卵1t111γk61bi1餉悦皿grixa皿
 第3章第4節に言及した第三棒杭文書が1019年に作られたことも疑いない。これはそこに見
える称号である。ハミルトン氏はこの長い称号の末尾の部分と前項dのk61bilg盆七angri ilig
とを結び付けて，両者を同一人物とみたが（MOTH，pp．xvii－xviii），これに従うことはできない。
歴代の最高権力者の称号に同じような言葉が使われるのは，東ウイグル可汗の例を見ても分る
通り自然の成り行きであり，一・二の特徴的な語の他は，月並みな語が語順や組合わせを変え
て連ねられるのが通例である。そのような観点からdとeの両者の称号を比べて見れば，似て
いる所もあるが，全体としてみれば全く別物と言うべきである。確かにハミルトン氏が言及す
るように，漢文史料に見える亀弦ウイグルの可汗王r智海」をk61bi1g註に比定したのは私で
あるが（森安1980。，pp，334－335），その時の主眼は，『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀弦（中華
書局1957年版、p．7721a）にみえる天嬉四年：1020年に朝貢して来た「可汗師子王智海」が第三棒
杭文書の人物と合致することを言うのにあったのであって，k61bi1g註即ち「智海」が特定の
固有名詞であると言ったわけでは決してない。勿論これを第一棒杭の王dと結び付けた覚えも
ない。棒杭文書の性格を考慮すれば，そこに記された支配者の称号は完全なものと見るべきで
あり，eにはars1an＝r師予」の語が含まれているのに，dにそれが無いのは，両者を区別す
る重要なポイントとなるはずである。但し，『宋会要輯稿』の同じ箇所及び199冊・蕃夷7・歴
代朝貢（pp．7850－7851）に見える天嬉元年＝1017年，天聖二年＝1024年，天聖九年＝1031年に遣
使入貢して来た亀薮王r智海」は，漢文史料の性格からして，すべて1020年の「可汗師子ヨ三智
海」と同じ人物である可能性が高い。とはいえ私はあくまで，前項で述べた様に，kδl bi1g査
値㎎ri i1ig（または狛n）とは西ウイグルの現国王を指す美称であると考えている。同時代のカ
 ーシュガリーの辞書に，“The Kh肋。f the Uighur was called：k棚bi1g直職皿meaning
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‘His inte11igence is1ike a1ake’・”（CTD，P・・t1，p・324）とあるのもその傍証になろう・cf・
p．ユ95，Aga。ハミルトン氏はM0「Hより後の1988年に出版した0万CD新版のAvertisse－
ment，p・viiiでもdとeを同一視する見方を繰り返レている。
 f． ？＿1067＿？：t直ngri b6gO i1bilg至 arsIa㎜ t邑ngri llyr11r t乞rk直皿imliz
 ハミ本『弥勒会見記（M’α舳∫4m〃）』の序章（コロフォンでもある）にそれが書かれた目付
と，国名On Uyγur I1iと，ここに掲げた王号が見える，cf、多魯坤／斯拉非ホ／克由木1985，
PP．61，80：Geng／K1imkeit／Eimer／Laut1988，PP．10－13。その紀年が1067年とみなし得る
理由については，森安1989a，pp，20－21＆n．89でやや詳しく述べたので，そちらを参照され
たい。ハミルトン氏も私と同じ考えのようである，cf．P．Zieme，0LZ85－1．1990，p．67，n．10。
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付録2 京都大学文学部所蔵 トゥルファン出土マニ教徒祈願文断簡
 本文書は羽田亨博士の研究「吐魯番出土回韻文庫尼教徒祈願文の断簡」（初出は1931年出版の
『桑原博士還暦記念東洋史論叢』。本稿でこれ以降単に羽田の略号でぺ一ジ数を示すのは羽田1958の再録版
の方である）によって世界的に有名になったものである。本書第3章の脚註26に述べたような理
由から，その改訂版をここに発表することにする。原文書の調査とカラー写真の掲載にあたっ
ては，京都大学文学部の竺沙雅章・間野英二両教授の御諒解を得た。衷心より感謝申し上げる
次第である。
 本文書は羽田，p．325に記すように同一冊子本から分離したA・B両断簡より成り，Aの最
大紙幅は16．2cm，界線間の幅は9cm，Bの最大紙幅は15．5cm，界線間の幅は7．9cmある。
このこととPl．XVIII（上がB，下がA）を参照すれば分るように，Bの中央には1cm程度
の幅の細長い破損（欠落）がある，cf、語註B7b＆B13a。両断簡は巻物の台紙にしっかりと
貼り付けられており，おそらく裏面にもあると思われるウイグル文テキストは全く見えない。
もし裏面がマニ経典であれば，羽田氏が祈願文と名付けた本文書は実は政文（コロフォン）と
いうことになる。しかレ今は通称に従っておく。
 紙は色が。hamOisα～beige c1airの中上質紙，中手～中手の薄い方で漉き縞もなさそうで
あるが，台紙に貼ってあるためよくは分らない。本文には黒，朱，澄（ないしオレンジ）の三
色が五行毎に交替で使われ，界線には紫（ないし嚥脂）色が使われている。カラー写真は既に
京都犬学文学部編『京都大学文学部博物館』と題するカタログ（京都，思文閣，1987年初版）の
p．64に発表されており，全体を見るにはそちらが便利である。同じポジーフィルムを拝借し
た本書のP1．XVIIIは文字を最大限に拡大したため，文書の周辺はカットされている。句読
点には一点，二点もあるが，黒点を朱色の卵形で囲んだもの，さらにそれを蝶緒び型に二つ並
べた特殊なもの（cf．森安1989a，n．20）がある。羽田，p，326及び京大のカタログでは本文は朱
墨二色で書かれていると説明するが，実際には燈色を含む三色であることは図版を見れば明ら
かである（テキストの各行の行頭を参照）。朱色と澄色の併用はP1．XXのT II D171文書にも
見られる。
 本文書並びに付録3の冬61ウラ文書の書体には，尻尾の長短による語末の一q／一γの区別があ
る。語頭や語中のqを表わすには二点ないしは一点を付し，そのような圏点の無いX／γと区別
している。またS／§の区別もある。そこで転写には次のような大文字を用いる。
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 ＊「自語末の尻尾の短い9ime1
＊＊X＝語頭・語中の圏点の無い帳thないしgime1
＊＊＊Q＝語末の尻尾の長い獺th（圏点の有無は関係なし）；語頭・語中の圏点の有る車εth
 以下のテキストは各行四段になっているが，最上段が筆者の転写（TRANSLITERATION），
二段目が羽田氏の提示したテキスト，三段目が筆者の再建形（士工ansc工iptiOn），そして最下段が
新しい和訳である。
テ キ ス  ト
 （A）
1TYR，K  ・WXき・XW
朱tir包k oγ§aγu
  ti工ak     oγ§aγu
  ティレック（職）のオクシャグ
2．’WXWL
朱・γ・1
  oγu1
  オグル
3．P’RS
朱 ba正s
  bars
  ハルス
4．YK’N
黒 yk註n
  yig註n
   甥
5．／／／／／／
黒
，YN，NC
inanさ
五nan6
イナソチ
，YN’NC
inan6
inan6
イナソチ
SβYK
svik
s註vik
セヴィク
，LP
・型1p（享）
a1p
アルプ
   Q’MLLr
，， qamllγ
   qamθ1bγ
，  伊吾の人
TYR，K  K，NC
士ir註k     k乞n6
tir査k   k邑n6
ティレヅク（職）のケソチ
 TyR，K  C，C，KY
 tir註k     6身6包ki
 tir査k     6査6盆ki
ティレヅグ（職）のチ主チェキ
S，NKWN  ，RLYK
S註ngOn     a1ig（～）
sa．ngun     盆r1ik
 将軍の  エルリヅク
，WRWNKW
urungu
u「ungu
ウルソグ（職）の
KWY（D），KWMWZ
kudagumuz
ku（d）註g廿m亡z
 我等の婿
◎
O
◎
／／TYK’N
 tigin・・・…
【yi1tig包n
イティゲソ
K，NαK
k乞n潴k
kan艶k
ケソチ呈ヅク人
QYβYRqMr
qMr
クヴル（身分）の
§lD・
§ada
§ada
沙陀の人
／／／／／／
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6．KWYD’／／
黒kOd註190（～）1
  kOd註［901
    婿
’L［P1
1al11Pl（？）
a11P］
アルプ
1S’lNKWN
工S到ngun
〔Sa1㎎un
将軍の
P，KS，RXrN］／／／／／
・・…@9S昼r註・・・・・…
b註g自sa1＝γ【an1・・・・・・…
ベグ＝サルガソ・………・・
71’YN’NC
黒 inanδ
  五nan6
  イナソチ
〃／〃／
［…（職）の］
P’KQ’（N）
b血gqa（～）
b註g，qa【n1
ベグ＝カゾ
／〃／〃〃〃／／
8．KWYD’KW
黒 k廿d包g廿
  kOd査g廿
    婿
（S）［，NlKWN
S庫n］9iin
（S）工an］9un
  将軍の
αβ［§WTl
qaV’．■’’
qaV〔§u士］
カプシュト
，R（S）【L，N1
a・・・・・・・・・…
餌（S）口an］
アルスラン
◎
◎
◎
TRYN
tri日
悦rin
テリソ（身分）の
g．KWYL
澄km
  kδ1
  キョル
S’ﾀCY
SaV損
SaVさi
サヴチ
TRQ’N
trqan
ta工qan
達干の
 ／／／／Y
X1M（ヲ）1r
 ／／／／y
YK’N
y蝸n
yig乞n
イゲン
   T，RYN
，， ta正in
   悦rin
，  テリン（身分）の
10．C’βY§
澄 猛Vi§
  6aVi§
PX，
bγa
b・γa
チヤヴソシュバガ
TRX’N  lQ1WL’NY
七rqan・一…  O1帥i
tarqan     ［q］ulani
達干の    クラニ
   ’YNCW
   in6む
   in舳
、  イソチュ（身分）の
11．，WRWNKW
燈 umngu
  u「ungu
  ウルング
S，NKWN
S註ngOn
Sangun
将軍の
”P，CWR
apacu「
apa＝co「
アパ白チョル
   ，YNCW  ，／／〃／
  in6立・…
   in舳  、・・…………
， イソチュ（身分）の……
12．／／／／／／／
橿
M，NKW
m註ng廿
m餉gせ
 メソグ
YK，N
y蝸n  ”
yig包n  ’
イゲソ   ，
slwlLMYL1rl
・dmilγ（・・lmilγ？）
SO㎞i1・γ
焉者の人
／／／／／
13．’LP
橿 尋1p
  alp
  アルプ
14．”ML
里 aml
  amg1
  アムル
TWTWQ
tutuq
tOtOq
都督  の
CYK§Y
6ig雪i
6ig§i
刺史の
，WYKRWNCW
6g洲n枇
6g汕n舳
オグルソチュ
MYR
mir
mir
ミ1ル
”XDY
aγdi
aγadi
アーガデイ
YK，N
y蝸n  ，，
y蝉n
イゲソ    ，
◎
o
◎
SWLMYLr
・dmilγ（・・1mi1γp）
S0㎞i1θγ
焉者の人
YK，NMZ
yk盆nmz
yigangmθz
我等の甥
KWYS，NLYK
 k識s昼n1ig
 kOs註n1ig
 亀籔の人
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15．’YC
星  i6
  i6
  イッチ
16．P’§
里  ba§
  ba§
  ノ・ヅシユ
17．
黒
18．
黒
PWYRWQ
buiruq
buyruq
プイルク
X，RY
Xari
Xari
カリ
QWTLWF
q・t1・γ
qut1uγ
クトゥルク
QYβY（R）L，R
qMr1ar
qM（r）一1ar
クヴル 達 よ／
”ML
am1
amgI
アムノレ
S，NKWN
S乱ngOn
Sangun
将軍の
”P’  8
apa  ◎◎
apa  8
アパ    、
，WXWL
0γu1
0γuI
オグル
QWTLW【r］
qut1uレ］（～）
q・t1・1γ1
  幸 い
P’CN，Y
ba6ani
P’CN’Y
  ～
圧，］YN，NC
inan6
inan6
イナソチ
8
◎o
8
◎
◎
o
KWYD，KWMWZ
 kiid奇gOn＝i廿z
 kOd査giimiiz
  我等の婿
TWTWQ
tutuq
tOtOq
都 督
Q（IRYLr）
qari……
Q（’RYLr）
  ～
【PWLZ］W（N）／／／／／／（Q）／／／／／／
【bolz】u（n）   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
 あれかし／
◎
◎
◎
 （B）
1 ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ KYR
里                       kir
       ．．．＿……………．．．……  kir
                       汚れ
2．
黒
T（W）TD，CY
tutda6i
t（u）七da6i
 保持する
3．S’DY
黒 sadi
  sadi
  数えた
4．
黒
5．
朱
T・PMY§
七apmi§
tapmi§
タプミシュ
lPr§
・rS（～…
lbla§
バソシュ
8
◎◎
8
NXW§，KL，エR］
wxu§ikla同（～）
niγ0ミ1ak1aエr］
  聴衆たち
N’ﾀTXW§T1Yl
WaVtγu§………・・
n，ﾀtxw§t【y1
 国師官
TWTWQ
tutuq
土0tOq
都 督
YWR，K
as P） yiir乞k
   y廿沌k
   ユレヅク
／／／
〃／
T／／／／
t…
T〃／／
T’N／／（Q）
 ta…q
T’N／／（Q）
  ～
／／／／／／／／／／／ノ／／／ノ／／／
［TWlTWQ
  ・tuq
【tO］tOq
都 督
PYTK，CY
bitg独
bi七k舵i
書 記
TYR，K
ti沌k
tir昼k
ティレソク
WTYK’N
qutig註n（～）
qut’yig包n
クド＝イゲソ
S，NKWN
S査ngOn
Sangun
将 軍
TYLM，CY
ti1m舵i
ti1m註6i
通訳官
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6．
朱
T／／／／／  ，YTCWR
t・・・・・・…    it6ur      ，，
T／／／／／   i卜6or
       イット白チョル。
7．WNW
朱 V舳
  WnW
  ウヌ
C）／／／／／ Dぎ（P）［T］
     ・d§a．．．■、、
O／／／／／d§a（P）［tl
ドゥシャパト
’YN’NC
inan6
inan6
イナソチ
TYR’K：
士ir註k
士ir註k
アイレソク，
CYK§Y
さig§i   ”
6ig§i
刺史    ，
Y，N  ，yN，L
yna  ina1
yan  ina1
ヤン   イテル
8．
朱
”LTエWNl S，NKWN  ／／／r
a1王・・・…    S註ngむn     ・・“重
altun  Sa㎎un  ／〃r
アルトゥン 将軍   1
TWTWQ
七utuq
totoq
都督
9．TWNK， ，WN，NY
朱tonga mani（～）
  七〇nga  ，WN，NY
   トンガ        …
／／／DR，CWR
 ・dan6u1＝（～）
／／／DR，，6or
    チョル
  P，KYK，N
  b奇gig査n（～）
  b邑g，yig乞n
，  ベグ’イゲソ
10．P’KsYK  8
棊≡ b奇gsig    o◎
  b盆gsig   8
  ペクシグ    ，
u．TwNcwR  8
員巨  tun6ur      ◎〇
  七un4or  8
   トゥン＝チ目ル  ，
M（YR）
m虹
m（ir）
ミール
CエWR口下］WNK，
6（ヲ）… ［t（～）］0nga
5［Or］  【t］0nga
チョル  トンガ
・Y§WCWR
i§0さur
i菖u，6oエ
イシュ，チョル
／／／WR
  ・ur
／／／WR
YK，N   ◎
ykan  ◎
yig註n  ◎
イゲソ   ，
8  YRwxcwR  ◎
◎◎   y「uγCu1＝      0
8   ya】＝uq白6or     ◎
，  ヤルヅク＝チ目ル 。
”PRYN
abrin
afrin
アフリソ
12．／／／  8  YC）／／wNK
黒      ◎o  y・・・・・・…ung
  〃／  8  Y（y／wNK
13．Q’Mr Q’ PW
黒qamγqa bu
  qam9γ一qa  bu
  全ての者 に  この
”／／／／  P，RS
     bars
”／／／ノ   bars
     ハルス
，D（K）［W1
註d19岱
註d（9）工也］
 善 き
8  TwN（．．．）N
◎o   tun・…
8  TwN（．．うN
エQY］LYNCエーL’R］
 qi（～）］1in6…
 〔qi11in61－lar1
  行 な い
rWYZ一’l1QWTLWr1
1首・到  ［q・tl・γ1
［によりて］  工幸い］
14．PWLZWN  QWP
黒  bolzun      qop
  bo1zun      qoP
  あれかし！   全ての
T（ ）lYRLWK1
土・・・・・・・・・・・・…．、、、．
t（δ）［r109］
 種類 の
”工D，1D，
  、da
alda1da
 災
T（W）［D，D，］
t・・・・・…．
士（u）［dada1
難  より
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15．KWYW
澄 k舳
  k七y亡
  守 ら れ
KWYZ’DW  TWTlM，QL，RY1 PWLZWN：
kδza砒    tutエmaqlari（亨）l  bolzun
kδz註砒     七u七エmaqla司    bo1zun
  保護されることに    なれかし／
16．
17．
18．1Y1M’
澄 ym註
  1yilm盆
   さて
19．M’NY
澄 mani
  mani
  マ  ニ
’W（Y）ZWT／／／／／／／／／〃／〃／／／／／／／／／〃／／／／／／／
 δZ七モ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／〃／ノ／／〃／／／／
  霊魂・・………・・・・・・・・・…
PWRX，1N1／／／／／／／／／／／／／／／／／／〃／〃／／／／／／／
burxa〔n1 ・
burxa［n］  ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
 仏
                  語    註
A1a．tir独：cf、羽田，P．330；C1auson，ED，P．543；Hamilton，MOrH，P．105（note18・8）
＆g1ossai工e・ハミルトン氏は10世紀前後のウイグル文教煙文書にみえる“e1tir独”を中国の
官称「柱国」のカルク（透写語）とみなしている。e1は「国」であり，tir盆kは「柱，支柱」
だから，この解釈に問題はないが，他方，このtiエ独だけでかなり早くからr柱国」の意味を
表していたと考えられる（cf．Ham山0n，0五C以p，157）。既に東ウイグル可汗国の牟羽可汗
（在位759－779年）や傑義可汗（在位808－821年）の時代にt0土0q（＜Chin、都督），6i9§i（く
Chin．刺史），6ang§i（＜Chin．長史），s註ng亡n／sangun（＜Chin・将軍）などと並ぶ高官の称
号としてこのtir独が現れているだけでなく（cf・M舳er1912：M削1er1913a），護民の引用
した漢文史料より突豚第一可汗国の顕官として「柱国」の存在したことが知られるからである
（cf．護1967，pp．65－67）。ただし護民はその「柱国」がトルコ語の何に当るかという点にま
では踏み込んでいないが，私はそれこそ正に七ir独であったと考える。尚，841年に宰相李徳
裕が代筆した詔により，キルギスに敗れて南足して来たウイグル人支配者層の中にr諦略」の
称号を持つ者のいたことが知られるし（cf．Chavames／PeniOt1913，p．289），また10世紀の
ウイグルの使者の中にr地略・秋略・殖歴」の称号を持つ者が見られる，cf．Hami亘ton，0石ω，
P．工57。本項執筆後に出版された張／栄1989，p．30も参照。
A1b・o浦a爬：cf』ηP．97：MOrH，91ossaire・oγ§a一には「似ている」と「愛撫する」の二
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つの意味があり，クローソン氏は後者よりの派生語とみてrペット，愛玩するもの」と訳し，
ハミルトン氏は前者よりの派生語とみて「人形」と訳す。いずれにせよここでは人名である。
ム1c．qamo1Iθr：羽田氏が諸先学の研究を挙げつつ述べた通り（羽田，P．334），Q’MLが現在
のハミ（恰密），元代の暗密力・拾迷里・合迷里・合木里・感木曾・渇密里・何模里・孕地力・
その他に当ることは間違いない。ベリオ氏は，モンゴル時代以前のこの地名の初見はソグド語
のいわゆるAncient Letters中のKm’yδであり，次は大きく離れて11世紀のガルデイージー
の記事中のQ．MWL（Q至m口I）であるとした（Pe11iOt，N0炊m MmO P0’0，I，p．154）が，
前者は読み誤りであることがヘニング氏によって指摘されたため（W・B・He㎜ing，“The Date
Of the S09dian Ancient Letセers”，BSωS12．1948，p．604），我々はベリオ説による極端な
ギャップに悩む必要はなくなった。ハミは唐代にはもっぱら中国側からr伊州」と呼ばれてい
るが，羽田氏は陶保廉の説を受け入れて『元和郡県図志』巻40・伊州の条にみえる山名の「倶
密」を後のQ’MLに対応せるもの，換言すればQ’MLという名は既に唐代中期より存在した
と推測した（羽田，pp，342－343）。安部氏はこれに賛成しつつ，さらに「それは唐代の伊再軍
のおかれた伊州の西北のはずれ，州治から三百里のところにあった恐らく倶密山に発源する甘
露［、kam－luo〕，kam－lou］川とも関係があったものであろう（新唐書，四○，地理志，伊州伊吾郡下註1
旧唐書，四〇，西北五百里，甘露州）」（安部1955，p．338）と言う。最近ハミルトン氏が公表した敦
僅出土ウイグル文書により，この地名が少なくとも10世紀まで測ることは明白となったが（cf．
MOTH，910ssaire，qamil／qama1の項），もし突蕨第二可汗国時代にルーン文字で書かれたオ
ンギソ碑文にこの地名を読み取る説が正しければ（cf・G・C1ausOn，“The Ongin InscriptiOn”，
∫五∠∫1957，P．186：J．Hami1ton，“Le nom de lieu K．6．N”，τP60．1974，P．299；Tekin，
00「，pp．255，292），それは一気に8世紀前半にまで測ることになる。オンギソ碑文で可能性
のある読みとしてはQ1ML1，10世紀の敦煙文書に在証される形はX’MYLとXM’L，11世紀の
ガルデイージーがペルシア文字で伝える形はQ・MWL（cf・Pelliot，Woie∫om M舳。〃。，I，
p．154；『講座敷煙』1，p．281），そして我々の文書にはQ’MLとあるから，その原音はqamil
でもqamalでもqamu1でもなく（勿論qOmu1ではあり得ない），qamg1ではなかろうか。
言うまでもなくこの考えは庄垣内説（庄垣内1982b）に依拠したものであり，本書の付録2・
3のテキスト中の他の9についても同じである。
A1d．ku雌g㎜m口z：cf羽田，P．330，互D，P703kudaguは「娘の夫，妹の夫，婿」の意。
A2a．o川1：cf・羽田，P．330：五D，PP，83－84；MOrH，P．104（note18・3）＆P・169（note34，19）
＆910SSaire、原義は「男の子，息子」であるが，ここでは「王子の子，若い貴族；小姓」の意
の称号として使われているという羽田・ハミルトン説に従う。
A2b．inan蚤：cf．羽田，P．330：0亙CD，P．152；ED，P，187；M0τH，91ossai工e、くimn一は「信
じる，信用する」。漢文史料では「伊難珠，伊難朱，伊難主，伊難文，困難」等と音写される。
193
Chavannes／Pe11i0土1913，PP．192－193，288では，カラーバルガスン碑文第12行目を「都督・
刺史・内外宰相・轟囹官等」と復原し，そのr親信官」がinan6に当るという。“inan6ti組k”
という組み合せはハミルトン氏引用の10世紀の漢文史料に「困難秋略」として見え（0万CD，
PP・89，152），また第三棒杭文書（ウイグル文）の2．20（cf．MO11er1915a，P，23）にもある。
A2c．蝸nさ：cf．羽田，pp．330－331；0万Cμp．152：五D，p．727，983年の第二棒杭文書（漢文）
の’．5には「見交」と音写される，cf．M冊1erユ915a，p，18：森安1974，pP．42－44（但しここ
で9包n6としたのはk芭n6の誤りなので訂正する）。原義は「若い；若者，子供」であるが，ここで
は人名である。
A2d・k舳硯k：チベット語文献『コータン国懸記』L～〃〃mg一己吻m一切に現れるGa一’jag
（＊Ganjag）をカーツユガリーの伝えるK註n6独に比定したクローソソ氏の説を引用しつつ，
それと本文書のKan6akとを初めて結び付けたのはペリオ氏である，cf PeI11ot，N0炊0”
MmcO P0’0，I，PP’2101211：πm．I，P．n8；Emme工ick1967，PP．44－47．11世紀のカーシ
ュガリーはk査n歯kを“A tribe of七he T岨ks”と伝える一方で，“Kashga工has vi11ages
in which k註n潴ki is spoken，but in士he main ci士y工they speak工Kh蚕q互ni Turkic・”とも
言う，cf・Cm，Part1，PP．357，84。コータン王VijayaSi卯haの時代にコータン国を侵略し
てかえって敗れ，コータン王の許しを得て仏僧となりShu－Iig（疏勒）に布教することとなっ
たといわれるGa一’jagの王とは，藤田豊八氏の推定した捗車の王ではなく（藤田1933，PP・307－
320），トーマス・クローソソ・ペリオ氏寺のようにカシュガル地方全体（ここには捗車即ちヤ
ルカ：／ドも含まれ得る）の王と考えた方がよい。他方ベイリー氏は早くからこのケソチェヅク
の言語をコータン語に近いイラン系の言語と推定していた（Bai1ey1937，P・913，n・ユ；Bai1ey
1958，P．131）。つまりケソチェヅク人とは，もともとカシ邑ガル地方にいたイラン系の原住民
であるが，10世紀前後よりトルコ族の支配下でトルコ語化しつつあったものとみるべきであろ
う。またこの分派は天山を越えたタラス周辺にもいたようである，cf・Cm，Part1，p・357；
Minorsky，貝m3切d，p，280，n，3．
A3a．b趾s：cf・0石CD，p・147；五D，p・368：M’0rH，g10ssaire・r豹，虎」の意で，しばしば
人名として使われるが・ここでは称号の一部と思われる。
ム3b．碗槻ki：協悦k r花」に三人称の所有語尾一iが付いたもの。「その花，此花」という人
名である。
A3c．qivir：羽田，P．331はr尊厳なる」の義とするが，その根拠は不明である。私はここに
部氏族名ないしは一定の集団や階級の名称を期待する。18行目にこれが複数語尾一1arを伴っ
て現れるところをみると，どうやらこれはA10dのin舳に匹敵するようなある集団や階級・
身分の名称であるように思われる。しかし。具体的には不明である。
A4a．yi敏n：cf．羽田，P．331；0石CD，PP．160－1611万D，PP．912－913：Zieme，BrrV，P・67，
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n．707：M0τH，P．135＆91ossai正e．本義はr娘ないしは妹の子，甥，姪」で，人名要素とし
て頻出する。ただ私は純粋に人名の一部と化しているyig註nと，原義をとどめ，古代社会の親
属集団中に於いてしばしば重要な役割を持ったyig註n，言い換えれば敬称ないしは称号として
のyig註nとを区別すべきであると考える。本文書でいえば，ここだけが後者の例であり，あと
は前者の例である。この点，ハミルトン氏やツィーメ氏の見解と異なる。
A4b・曲vik：cf．五D，P．787；M0τH，91ossaire．クローソンはs芭v舷との違いを強調するが，
私は下のAユ0aにみるように本来6aw§とあるべきところが6avi§となっていることと合せ，
s昼vikとs註vむkとはしばしば混同されたものと考える。漢文史料で「娑墨・娑旬（往々，誤っ
て婆墨・婆旬となっている）」と写されるもので，『旧唐書』巻195・廻絵伝（p．5204）では「得隣」
と意訳している。その本来の語義r愛すべきもの，いとしいもの」ゆえに女性の名称としてよ
く使われるが，男性にも用いられる，cf．Pe11iot1929，p．243；佐口・山田・護（訳注）『騎馬
民族史 2 正史北秋伝』PP．331，179，184，186，437．yig註n s乞vikという組み合せはT II D
135文書にも現れる，cf．Mωle工1912，P．211．
A46．sam卯n：くChin．将軍，cf．0万CD，P．155；Ecsedy1965，P．87；五D，P．840：MOTH，
91ossaire．もしフグト碑文（6世紀後半）に残画が見えるs（nk）〃がs舳gunなら，これが
トルコ族中で使われた最古の例であろう，cf，K1ja勇tomyj／Liv§ic1972，P．86，B2（2）。
A4d．航1ik：綴り字は’NLYKまたはN’LYKまたは”LYKであるが，試みに’RLYKと
読んでおく。その意味はr男らしさ，力強さ」である。
A4e．きada：A面に現れる人名ないし称号には冒頭（句読点の直後）に種族名・部族名・出身
地名など出自を表わす語が来る傾向があるようであるから（cf．Hennin91938，p．554），この
§adaは羽田氏の推定した通り（羽田，p．331）トルコ系の沙陀とみてよいであろう。
A5a．a1p：「勇敢な；勇者」の意で，称号や人名中に最も頻繁に使われる言葉である。ウイグ
ル文では常に’LPと書かれ，”LPと書かれることはない。c｛』D，pp・127－128；小山1977，
pp．58＿60．
A5b．u㎜皿g11：cf．亙D，p．236．皿mnguはr旗，旗幟，軍旗」の意であるが，称号として用い
られるu工u㎎uは恐らくurunγu r戦士」（cf一「G．pp．72，378）と混同していると思われる。
あるいはr旗持ち（の戦士）」のことであろうか。
A5c．yitig加：羽田，P．327ではtiginと読むが，正しくない。tigin「王子」ならTYKYN
またはT’KYNと綴られるはずであるのに，ここはTYK’Nである。Tの前に2字分の破れが
あるので，私はlyi］tig身nと補って読みたい。これならば「北斗七星，大熊座」を指し，人名
として不自然でなかろう。東ウイグルの第3代年羽可汗の即位前の名前「移地健」はこれと同
じではなかろうか。但しハミルトン氏はr移地健」をidi“seigneur”十一k包nと解している，
cf．0互CD，p．139。
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A6a．脆g一醐町an：b註gについては，cf・五D，pp・322－323；小山1977，pp・47－56：森安ユ989b，
pp．71－72＆n．53．sa工γanは植物名，cf．五μp・849。この復原は仮のものである。
A7a．脆g－qa皿：P’Kの次に二点の付いたQが続いているので，前半は前舌系，後半は後舌系
から成る複合語であることは間違いない。qanはr血」の意。P’KQR（’）即ちb鞠一qaraの可
能性も無くはない。
A8a．qav昌11t肌slan：これは全く暫定的な読みである。qav菖utについては，cf．ED，p．587。
人名や称号中に頻出するarslan r獅子，ライオン」は常に’RSL’Nと綴られる。
A8b．t舳皿：次行末のT’RYNとここのTRYNは同じもので，何らかの集団を指す言葉と思
われる（cf．五D，p．551）が，具体的には不明である。A10dのinωに匹敵するある身分の者
を指すのであろう。
ムga．k6I：cf・0万CD，p・152；Hami1ton1962，p・52，n・10；万D，p・715；M0τ∬，glossaire．
原義はr湖」。長い間kOlと写されてきた古代トルコ語に頻出する称号・人名の要素が，正し
くはk61であるとする考えはハミルトン氏により1962年に発表されたが，同時期にL．バザ
ン，護雅夫両氏も同じ考えに到達していたようである。ただしクローソソの辞書ではまだk61
とku1を別の単語として扱っている。バザン説が活字になったのは1981年のことである，cf．
L．Bazin，・Ku1Tegin ou K61Tegin P”，in∫cゐ。〃α・月e眺。〃仰五〃。m Gαろ棚伽，Wiesbaden
1981，PP，1－6．cf．付録1，pp。ユ84－185，d＆e．
Agb．savさi：cf．五D，p．785．sav r言葉」に職掌を表わす接尾辞一鏡が付いてr伝令，メッセ
ンジャー」の意。M辿m互mag，’・33にも見え，ハミルトン氏はこれと東ウイグル末期の大臣
の名r級職」とを結び付ける，cf．0石CD，p．7，n．2．
Agc．t趾qam：cf、羽田，PP・331－332；Pe1hot，“丁包ngrim＞t奇rim”，rP37．1944，PP，176－177；
護1967，PP．112，149（n・76）；五D，PP・539－540；内田吟風『北アジア史研究（鮮卑柔然突蕨
篇）』（京都，同朋舎，1975），PP，484－485，n．28；小山1977，P．47．羽田氏がこれを『新唐書』
突蕨伝に見える大臣二十八等中のr達干」に当て，さらにその起源を漢語のr達官」に求めた
ことは内外の学者によく知られている。その漢語起源説には賛否両論があるが，ペリオ氏はヵ
一シュガリーがこの語をりanやbu的anと同じくtarbanと写している点を挙げて，それが
外来語であるとする立場を堅持している。ソグド語で書かれた突蕨第一可汗国のフグト碑文に
t工xw’n（tarxwan）とあることは羽田説には有利な新材料であろう，cf．K1ja§±omyj／Liv§ic
1972，p．86，B2（2）＆p．89；護1972，pp．83－84。フグト碑文より200年以上も新しいカラ白
バルガスン碑文のソグド語面では単にtrx’nと書かれている（cf．A10b）。本文書でもここでは
tafqanであるが，次行では±aIxanであり，また10世紀前後の敦煙文書でもtarqanとtarxan
が同一文書の中に併存していて（M0「亙，NOs，24，25），発音が「揺れ」ていたことを伺わせる。
その役柄はかなり漠然としており，私は「これらタルカソとかブイルクとかいわれるものは，
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可汗のr行政幹部」を形成した官僚である」とみる講説に従う。
A10a．あvi昌：前舌の協vi§「策略，たくらみ」ではありえないので，6avu§と同じものと考
える。この6avu§について互D，P，399では‘amycommandeピと訳し，初めは可汗の下
の武官であったが，時代と共に地位が低くなっていったものという。
A10b．b町a tarqam：baγaは漢籍に頻出する古代トルコ族の称号「莫賀」に対応するもので
あることは疑いないが（cf・0万C刀、p・147），その意味は不明である。Dr∫，p．77ではソグド
                              ｝古ルキ岬ツユ語βγ「神」よりの借用とするが，これは証明されていない。恐らく突騎施のコイン銘文中の
βγiを莫賀と推定したミューラー説に引きずられたのであろう（cf．M世11er，Uigurica II，p．95）。
吉田氏によれば，βX’ではなくPX’と綴られているから，ソグド語起源ではなかろうという。
baγatarqanという例はカラ’バルガスン碑文，ソグド面2．3（P〆trx’n）及びスーゾ碑文，工・3
（B6aTRQN）にも見られる，cf．吉田1988，pp．32，38；護1975，pP．445，449：Ba・in1990，
PP・136－137。またMa互mamagに見えるmγ’trk’n（’・34）と‡’ym〆虹x’n（’・37）のm〆
はr莫賀」であり，ここにもbaγa ta正qanという結び付きの例を認めることができよう，cf・
Ma互m互mag，pp．9－10，39；Sims－Williams／Hami1ton1990，p．74．
A10c．q皿1ami：語頭の一文字Qは補って読んだ。qulanはr野生のロバ」（五D，p．622），それ
に三人称の所有語尾一iが付いた形（cf．A3b。碗協k－i）と考えられる。
A10d．in舳：羽田，p．332はこれを「真珠」（yin椥）とみなしたが，それはHennin91938－
p．554で斥けられた。ヘニング氏はこれを民族（部氏族）名でなければ’a tem for a triba1
diviミion’であろうとした。この語はウイグル文法律文書や所謂Staε1－HOlstein文書のコータ
ン語の部分に現れることもあって議論が積み重ねられてきた，cf．UHMI，pp．22－23；Bai1ey
1951，P．17；TM亙N，No．670；亙D，P．173；Ham趾。n1977，P．516，n．43。ハミルトン氏は
・vassaux dOt6s d’apanages’r封土を与えられた家臣」と解釈している。これら欧州の学者に
は気付かれていないが，in削については村上正二「元朝秘史に現はれた「奄出」（6m6u）の
意味について」（r和田博士還暦記念東洋史論叢』東京，講談杜，1951，pp．703－716）という優
れた論文があり，彼此勘案して私はウイグルのin舳を，可汗・有力王族・部氏族長などが私
的に所有した隷属民ないし従士・従者であるとしておきたい。
A11a．a脾イ。r：apaと60rの合成語である。apaはr祖先；祖父；祖母；父；母；兄；姉」
その他様々の意に使われる親属名称ないし称号である。羽田氏は『新唐書』突豚伝の阿波に当
てる，cf．羽田，P．332：0万CD，P．146：五D，P．5：MOrH，91ossaire．6orについては，cf．Pfah1，，
p．34：五D，p．427；MOrH，glossaire；Sims－Wiuiams／Hami1ton1990，p．75．
A12a．m加帥：この形で何度か人名ないし称号の中に在証されている，cf．羽田，P．332；
Dr∫，p，343：万D，pp，350－351。意味はb盆ngむ／b査nggOと同じで「永遠，永久」である。
A12b．solmi1町：rソルミの人」。ソルミが焉考（アルク，カラシャール）に当ることについて
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は，本書第3章第2節を参照せよ。
A13a．totoq1＜Chin・都督。cf・護1967，pp・81－83，187，220（n．36）；Ecsedy1965，pp・84－
86；五D，p．453：張／栄1989，p．29；Sims－Wi11iams／HamiItOn1990，p．29；本書第2章，
語註95a．
A13b．6gr並皿硫：r歓喜，喜び；喜ばしい，楽しい」。cf』D，p．113．
A14a．am①11”M’L／”ML／”MYL r静かな，柔和な，穏かな」。cf．亙D，PP．160－161：〃0τH，
glOSSai工e．
A14b．5ig曼i：〈Chin、刺史。cf．羽田，PP．332－333：護1967，PP．81－82，93（n．46），426－427；
Ecsedy1965，pp．86－87；五D，p．417、刺の中古音はW杉ではなく，この場合は＊｛5’榊であ
る，cf．G∫沢868d。貞観二十一（647）年以後トルコ族の聞に一般化したこの6i9§i号が，時代
を経て逆に中国に伝えられた時には，刺史の原義は忘れられ，「勅使」とか「職使」と音写され
るに至ったことについては，cf・張／栄1989，p・29．
A14c．mir：くSogd・myr「日曜日」。cf．BBB，P．85；0ECD，P．153；M’0τH，P．168（note
34．4）．
A14d．町adi：仏教一マニ教二重寺院祉αより出土したマニ教細密画MIK III4979の片面
〔Pl．XV〕にマニ文字で列挙されている人名中のaaγ如iiはこれと同じものであろう，cf．
MM．p．53。ヘニングは先行のmi工とともにひとまとまりのソグド語名“myr”γδy（M＝ir－
aγaδe）”記‘Sunday－wish’と解した。cf．Hennin91938，p．554（n．2）．
A14e．k血s独Iig：「キュセソの人」。所謂トカラ間題の鍵となるキュセソが亀薮（クチャ）に当
ることを明らかにしたのは羽田氏の偉大な功績である，cf・羽田，PP・337－340；羽田1957，PP．
551－558．K廿s乞nについてはさらに。f・Zieme1977，P．164；αark1982，PP，204－205．
A15a．i5b町mq：i6は「内；内の」。buyfuqはtarqanと同じく最もよく使われる可汗の
官僚の称号。漢字では「梅録」と音写される，c己羽田，p．333：護1967，pp．m－112，149
（n，76），537－538；万D，p．387；護1975，p，455：M0τH，g10ssaire。またbiruq（漢字音写は
r密録・密六・媚禄」）もこれと同じものである，c£0万ω，p・150；小山1977，p・46．iさb口yr口q
はオルホン碑文に現れ，クローソソ氏はこれを‘domestic0曲。er’と訳している。本項執筆後
に出版された張／巣1989，PP，29－30も参照。
      あた自 かしらA168．ba量：r頭；頭，長，首長」の意，cf．五D，P，375。
ム16b．珊ri：cf．羽田，P．333；0万ω，P・154；万ρP．644．
A178．q11t1町：古トルコ語の称号や人名の中で最もよく知られており，漢字ではr骨咄禄，骨
吐禄，骨禄，泊咄禄」などと音写される。厳密な意味を規定するのは難かしいが，一般にはr天
寵を負える子，幸運を持っ者」ぐらいの意味にとっておいて大過ないであろう。cf．Bombaci
1964＿1966；五耳p．60ユ；』〃0r〃，gloss包iエe．
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A17b・Q（’RYLT）：不明語。Q一以下は右半（下半）が欠けているため，Q’R Y L r
などの読みが考えられる。                    N LβR§
A18a．qivir－I趾：羽田氏に従ってQYβY（R）と読んでおいたが，もしかしたらQYβY（Z）か
もしれない。cf．A3c，qMr，
B1a・kir：物理的な汚れではなく，罪による汚れのことである，cf・五D，p・735．
B2a．tutda5i：tut－rつかむ，保つ」の未来分詞形である。
B2b．niro細klar：私も独立でこの読みに到達したが，その後で既にヘニング氏がこれを指摘
していることに気付いた，cf・Hennin91938，p・554，n・2．niγo§akが一般マニ教徒（俗信徒）
を指すr聴衆，聴聞者」であることは周知の事実である。本書第2章の語註54を参照。
B3a．sadi：名詞かもしれないが，一応ここでは動詞sa－r数える」の過去形ととっておく。
B3b．n’ρtxw削y1：1987年来目されたズソダーマソ氏より，これはn’βの複数形n’βt
‘nations’にxw§ty‘teacheゴが付いた形ではないかとの示唆を得た。一つの可能性として
受け容れ，仮に「国師～」と訳しておく。
正4a・t叩mi昌1この人名については本書第1章の銘文③⑤と脚註45（p・20）を見よ。
B4b．bitk舵i：r書記，筆耕」の意。ルーン文字ではbitk註6i／bitg包6i両様に書かれる，cf．
Thomsen lg12，pp．216＿217，IIIa，〃．1o－11＆p．219，IV，’。10．bitigやbitig6iとは関係
なく，シリア語petqε「文書」がマニ教徒の手を経て伝えられたものと考えられている，cf．
Pfah1、，pp，32－33；TTT VI，p，162；CBBMP，pp．112－113；五D，p，304．
B5a．y並r独：「心臓」の意，cf．万力，P．965．
B5b．tilm舵i：r通訳，通事」の意，cf．Pfahl．，P．33；羽田，P．333：rM五N，No．1010；五D，
P．500．
B6a．it，さ。r lアレフで新しい語が始まっていると見て’YTCWRと読んだが，あるいは前に
続けて／／／NYTCWRとすべきかもしれない。itならば「犬」の意，cf．五D，p，34．
B7a・wnw：これが’victOrieux Iという意のソグド語の人名要素であることについては，cf．
Sims－Wi11iams／Hamilton1990，p．75，G20．
B7b．d細pt：吉田氏の読みによる。人名であるが意味不明。cf。吉田rソグド語雑録（皿）」r内
陸アジア言語の研究』5（1989），1990，pp．97－98。ところで図版PL XVIIIによれば，この部
分は次の話とくっついていてD§’TYK§YあるいはD§’WYK§Yのように見えるが，実際は
中間に破損（欠落）があるのを考慮せずに，二語を一つに接続すべく文書本体を台紙に貼り付け
たために生じたものである。即ちPの上半分とCとがくっついてTあるいはWのように見える
のである。これによって断簡Bの中央には現状よりも数文字分のスペースを空けるべきである
ことが判明する。cf．B13a．
B7c・yam：「横，側」の意。あるいはyana rまた，再び」と読むべきか。
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B7d．i皿al：やはりトルコの称号である，cf』D，pp，184－185；小山1977，p．45．
Bga．to皿9a：cf。羽田，P．333：五D，P，515：Zieme1975d，P，128；M0τH，91ossai工e・「豹，
虎；勇士」の意で，人名や称号として使われた。
1≡；10a．b生9si9：cf・亙・ワ，P・329；〃0rH，91ossaiτe，
B11a．t皿皿・‘0r：tmは漢文史料で「駿」と音写されるもので，その意味はr第一の，最初の」
であろう，cf．五D，P．513；護＆c．，『騎馬民族史2正史北秋伝』（東京，平凡杜，1972），P．214．
B11b．i軸＝50r：i§uはイエス（Jesus）を指すマニ教ソグド語’y重wよりの借用語である，cf・
班r V，p・80。漢文マニ経典ではr実数」と音写される，cf・Schmid七一G1intzer1987・P・135；
吉田1987，No．97．
B11c．yam咋さ。r l yaruqはr光；輝ける」の意。但し私がウイグル語でyaruq（YRWX一）と
読んだ部分は吉田氏によれば中世ペルシア語のfrWX‘fOrtma七e’である可能性がある。
B11d．afri皿：中世ペルシア語の’fryn／’pryn r祝福，祈り，祈穣，賞賛」からの借用語であ
る，cf・BOyce1977，P・8；吉田1987，No・5。漢文マニ経典ではr阿梯胤」と音写される。も
し次行冒頭に欠落している語が6orなら，afrin6orとなり，同じ名前の者がManichaica II，
pp．7－9に見える。
B13a．鮒g血qi1i皿き一1砒：写真では’D（K）1W1のKの上部と［QY1LYNCのLとが連結してい
るが，ここに数文字分のスペースがあったことは疑いない。cf．B7b．
B14－15：この二行の復原はManichaica I，P．31＝Manichaica III，P．36，No．17との比較に
よって行なった，cf・五D，p・686。さらにk廿一k6zad一というhendiadys表現については，
cf．五μp．758；森安1985b，p．67；本書第1章第6節の銘文③（p．20）。
B15－19：この五行は初め黒字で文章を書いたのをこすり消し，その後で改めて澄色で別の文を
三行書いた。”。16－17は黒字がこすり消されたままになっている。
B18a．6z血t：この「霊魂」はマニ教教義のキーワードの一つである。付録3の語註3aを参照。
B19a．mami b皿rxan：マニをウイグル語でburxan r仏」と称する言語的背景については，cf・
Tonger1001984，pp．243＿246。
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付録3 北京図書館所蔵 敦煙出土マニ教僧手紙文断簡（冬61ウラ）
 筆者は1987年4月6日，北京大学の張広達教授らの御尽力により，北京図書館善本室に於い
て本文書を実見することができた。写真は許可されなかったので，Fig．23としてアイ・コピ
ーを掲載する。語註の最初に記すように，アイ・コピーゆえの利点もある。オモテは首欠尾完
の『天地八陽神呪経』で，長さ約2m，紙幅25cm，中手，漉き縞あり，色は。c工e fonc6（染
めてある），中上質の紙の巻子である。相当に使い込まれたため破損が激しく，ウラに修復用
の紙が沢山切り貼りされている。そのような紙片群の中の二片にウイグル文が書かれており，
解読の結果，それはマニ教僧侶が教団の高僧に宛てた手紙文の断簡であることが判明した。そ
の紙片は中手の厚い方，粗い漉き縞あり，色は。hamOisαである。ウイグル文字はr半楮書
体」である。本文書の歴史的位置付けについては，森安ユ989a，p・17と本書p・145を参照。
転写のシステムは付録2に準ずる。
テ キ ス  ト
1．YM’NWM XWTY TNKRY MYNKWSY YRWQ”Y TNKRY’RKYN SβYKYN
 yim乱 nom quti  悦ng正i  mingOsi yamq ay t昼ngri 至rkin  s盆vigin
  さて V乱h㎜乱n 神の 乗り物，輝ける月神の威力と愛とを
2．TWYK’TYKLYMNXWMY－DRW§N TNKRY，WRN’XY・S’NSZTWYM’NTWYRLWK
   tせk註tig1i   血anohmed エ6§n    士註ngエi  oエnaγi  sansθz  t廿m邑n   t6r岨g
   完成させる者、 r輝ける 智恵」 の 神 の 御座所，無数に 多くの  種類の
3．’WYZ－WTL，RYK YRWQ TNKRY YYRYNK’YYRCY YWLCY・M’NY PWRX’N
    6z雌1射ig  yaru白 悦ngri  yiring包 yir6i yo16i・ mani bu工xan
    霊魂 を  輝ける  天   国へ  導く者（導師） ， マニ  仏なる
4．YWLX’Q’WYZ－Y・PYZ－YNT’K Y’β’Z XWLWTL’R－NYNK’WYKY Q’NKy TNKRY
  y皿1γaq    δzi ・ bizint註g  yavθz   qu1ut1a］＝一ning    6gi  qa・ngi t乞ng工i
  救済者  それ白身， 我等の如き  劣等なる   しもべ達 の    母   父 ，神聖なる
5．MR XRWX§YDZ一’D’MX’YST’K QWTYNK’
 mar xwa正x§ed z証dag maxistak qutinga
 御主人様 Xw肌工畠邑d Z亘dag マヒスタク  殿 へ
                ＜この問は切断されている＞
6．                 YM（’）／／／〃／／／／／／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
                yim（註）・…・・・・・……・………・・…・・…………・…
7．         ’Y／／〃／／／〃／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
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8． K／〃／／／／／〃／／／〃／〃／／／／／／／／／／／／／／／〃／／／
9．’YR’Q YYRD’N TNKRYL’R T／ノ／／〃〃〃／／／〃〃／／／ノノ／／／／／／ノ／〃〃〃〃
ira含 yilld奇n   七註ngri1註r
遠くの地より   マニ僧たち
〈以 下 欠＞
                 語    註
 1a．yim邑：この語と次のnom，さらに次行冒頭の二語の上には別の紙片が貼り合わされて
（おおいかぶさって）おり，たとえ写真を撮ったとしても写りにくいであろう。しかし実在す
ることは確かである。yimaは普通は「そして，さらに，また」の意であるが，ウイグル文の
手紙では冒頭の発語としてもよく使われる，cf．”0「H，NOs．20，21，28。これに宛名が続く
のである。宛名は単純明快なものが多いが，修飾語として美辞麗句を連ねた数行に及ぶものも
しばしば見られる。特にマニ教徒の儀礼的な挨拶状にその傾向が強いようである。本文書もそ
の例に入り，もとの本文がとれ程の長さのものであったのか知る由もないが，完全に残ってい
る5行は全て（qutingaまで）宛名に当るのである。
 1b．mm qllti：nOmはギリシア語nOmOSよりソグド語nWmを経て，マニ教徒によって
古代トルコ（ウイグル）語に伝えられたもので，「法，教義，教法」の意，cf．森安ユ989a，
p，11；Moriyasu1990，pp．153－154。クローソソがED，p．777でnwmが仏教ソグド語とし
ても使われたと言うのは正しくない。但し同氏が別の論文で，根拠は示していないけれど，
“［mom］was brought into Turkish by the Manichaean missionaries”（Ciauson1975，p．46）
と述べていたことを付記しておく。一方のqutは‘the favour of heaven：good fo正tme，
happiness；sOul，Iife fo正。e；majesty’など様々の意味を持つが（cf．BOmbaci1964＿1966：
且D，p．594），“nomquti”と熟してマニ教の一神格を指す。クラーク氏は先行研究を勘案して
“themajesty（g10エy，sp1end0正）0fd㏄trine（law）”と訳している（C1ark1982，p．206）が，
その実体は闇（物質）の世界に奪い去られた光明索を救い出すというマニ教の人類救済神話の
最後の段階であるr第三の創造」の世界で重要な役割を果す神格の‘the Great Nomポ（偉大
なる智恵）三Vahman（ヴァフマソ神）＝VOhu Manah1ManOhmεd wuzu工9（偉大なる智恵）
＝Manohmεd rδ§n（輝ける智恵）であり，この世のマニ教の支配者／指導者／守護者であり，
場合によってはマニ教会それ自体を指すものである。cf．Wid㎝9ren1945；羽田1958，pp．
315＿316：Asmussen1965，pp．163，208，230－231；Bombaci1966，pp．25＿26；Oエt，M伽壱，
pp・13－14：Sundermann1973（Brr IV），p・89，n・6；BrτV，p・45；Asmussen1975，pp・12，
65；Boyce1975，pp．6＿7，10，144；Bδh1i91978，p．128；S口ndeエmam1979，pp．100，101，
202
122＿123，128；M／C，p．35；Klimkeit1980c，pp．185＿187；Clark1982，p．206；Brydeエ1985，
pp．114－117．マニ教には多くの神格があるが，結局は最高神と同一化される。
 1c．min帥si：mi㎎廿r乗り物」〈min一ノbin－r乗る」，cf．Manichaica II，p，5，recto，互．7；
D「∫，p，344b。三人称の所有語尾一siが付いているからming七が独立した名詞であることは
明らかである。
 1d・ya川q ay t舳gri：r輝ける月神」とは月を神格化したものであるが，マニ教では月は
r輝けるイエス，光の処女，原人」三者の乗り物とされ，それが図像的にも表現されている，
cf・α0肋加，p1・4b（高昌故城，遺跡Kの書庫の廊下より出土の彩色絹絵）：Boyce1975，p．6；
M／C，pL45（スケッチ）。この図像に対するクリムカイト氏の解釈（M／C，pp145－46）も参照
のこと。またイラン語やトルコ語のマニ教文献においては月神がしばしばマニ教のイエスと同
一視される，cf・Ban91925，PP．19－20；Wa1dschmidt／Lentz1933，PP．503－504；Hennin9
1945a，p．155：Asmussen1975，p．109：Brr V，p．33；Sundefmann1979，pp．100，101，104一
ユ05，128（n・184）：SundeTmann1981（BTrXI），p・47；Tonger1001984，p・244，n・5；MOTH，
pp，38，45。
 ところで元来遊牧民であったウイグルの可汗の称号（Cf、付録ユ）中に「月神」や「日神」が
現れるのはマニ教の影響であるとした田坂説（田坂1940，pp．229－231）は，細部に多くの誤り
を含むものの，基本的には認めてよいであろう（但し・壬、A・muss・n1965，p．163）。これに関連す
るものとして，Sims－Wi11iams／Ha1るn1980，F工ag．Eとして発表された文書は重要である。
 1e．紅kin：rその威力を」。“註工k1ig ay帷n9丁i”という表現の存在する可能性については，
cf．C1aエk1982，p．203，n．245．
 2記．tiik童tigli：t也k包t一＝（Caus．of tuk奇一）‘to b工ing to an end，comp1ete’（ED，P．479b）。
一ig1iは動詞の語幹に付いて動作主，作為者を表わす連体形，cf・ノτG，§§・111，139，
 211・mamhm刮ぷn：パルチア語でr輝ける智恵」の意。この解読は研究会ヤソトソの席
上で熊本氏より教示していただいた。転写形に「ゆれ」があることも含めて，cf．Zieme1975
（BττV），p．46：Boyce1977，pp，57，79；Sundermam1979，pp．100，122＿123；Sundermann
1981（Bτr XI），p，165a．
 3a．6z舳虹ig：δz趾r霊魂」の複数形に対格の語尾一i9が付いたもの，と解釈した。しか
し対格語尾を受ける動詞がないのは文法的におかしい。あるいは’WYZ－WTLRNYKと読ん
で6z舳包mingと解すべきかもしれない。一ningは属格（所有格）語尾である。一NYNKが
一NYKと書かれること，即ちKの前のNが脱落する現象については，cf・M0τH，PP．93，ユ03，
115，173，197。対格ととっても属格ととっても文脈は変わらない。
 マニ教教義に於ける霊魂とは，光と闇の混合物たるこの世界の物質（動物も含む）の中に含
まれる光の要素のことである。マニ教ではこの光明素を現世から救済して，月と太陽を経て最
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終的には光の国へと運んで行くことを至上の日的とする。”、6－7の“sansθz杣m註n tδr肺g
δzO舳工ig”と同様の表現として“士。lu昼雌亡（k血）§t6r1（Og）／／T’（6z）舳註rig”（Manichaica
I，pp・25－26：cf・本書PI・XX，右欄，土より11－2行目，綴字）がある。
 3b．yi商yo1きi：それぞれyir r土地」，yOl r道」に職掌を表わす語尾十6i／斗6i（cf・
ノπ，§．47）が付いたもの。単独でもhendiadysでも使われて，いずれも「道案内人，ガイ
ド」の意。参考としてBBBよりの一節（BBB，PP．20－21）の英訳（Asmussen1975，P・64）
を掲げる。
［Bεma］Hymns
エ11ユYou we wi11praise，Lord Mani，（and you）Jesus，Maiden（0f Light）and vahman
and亡he beautifu1Bεmαand the apostles・ ［121To you，Lord，I ca11，answer me・
Lord；Mar Mani，Loエd，forgive my sins，Lord． 【13】Buddha Mait正eya has come，
Mar Mani，the apostle：he bエ。ught（our）victory fro血the righteous God（i．e。，七he
Father of Grea七ness）．To yo皿，God，I pay homage，forgive my sins，save my sou1，
1ead it up to the new paradise．
 3c．mani b11r珊皿：付録2の語註B19a参照。
 4a．y111raq6zi：Manichaica III，P．15に引用されるT II D176文書にも“yulγaq6zi”
という表現が見え，これをルコックは‘Leuchte selbsポと独訳している。ノτGの§．114及
び”∫，P．278bでもyulγaqに「光明；松明（たいまつ）」の訳を与える。同根と思われる語
yulaがr松明，ランプ」の意味を持つこと（ED，p・919a）は十分参考に値しよう。しかしその
’方でT II D176のマニ教賛美歌を再解読したパソグ氏は，ノπやD「5の出版された時
点よりはるか以前に，yulγaqを’Er1δser’とする考えを発表していた（Ba㎎1925，pp．8－9，
18－19）。即ち彼はyu1－r引く，引っぱり上げる＞救済する」に繰り返しの動作を表わす語尾
一γaq（cf・亙D，p・xliv）が付いてr救済者」の意味になると考えたのである。私は一応本文を
「マニ仏なる救済者それ自身」と訳しておくが，“yaruq悦ngri mani burxan”「光明の神た
るマニ仏」（MOTH，N0．5，’．1）という表現もあるので，「マニ仏なる光明それ自身」と訳す
可能性も保留しておきたい。
 4b．bizi皿箇g：biznit盆gと同じ意味であると思われる。誤写ではなく，このような形もあっ
たのであろう。
 40．ya冊z：この語はY’βYZ／Y’βZ／Y’β’Zと綴られる。庄垣内1982bの考えに従ってyavθz
と再建しておく。原義はr悪い」。この話と，qu1「奴，僕，奴隷」ないしその複数形qu1ut
（ただし単数としても使われる，cf．BrT III，n・758；〃T V，PP・66（n・700），84；〃0rH，
P．150）とが組み合わされて，一人称の謙譲表現となる。さらにはこの前にki6i9「小さい」等
が付くこともある。cf．Thomsen1912，p．219，IV，J．11；BτT V，No．30，〃、2－3；Sundermam
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／Zieme1981，p．186，Frag．A；M’0τH，No．5，’．58．
 58．m趾：‘my10rd，iOrd’の意（cf．Boyce1977，p．57）。イラン語では様々に綴られるが，
マニ教ウイグル語では常にMRと綴られたようである，cf．ManichaicaI，pp．12（’、19），27
（’．3），28（’．20），33－37；Manichaica・II，P．10（J，4）；BrT V，No．26v，’．6；Tonge工1001984，
pp．243＿244：MO rH，No．7，〃．13＿16。
 馳．xwarx籠d z亘da9：先に筆者はこの部分を“xrux§ida ada”と読んで紹介したが（森
安1989a，P・17；Moriyasu1990，p．157），これに対してシムズーウィリアムス氏よりお手紙
をいただき（1990年9月17日付），正しくは中世ペルシア語の“xrux§id－zada（9）”r太陽の息
子」と解すべきであるとの教示を得たので，ここに訂正する。同氏の御好意に感謝したい。同
氏はまた本文書と同じ語形のXRWX§YDがM0τ∬，No．6，工．15にも見え，ウイグルには
もとの中性ペルシア語XWrX§ydとは違う語形が確かに存在したことにも注意を促している。
間ここでxwarx勇edの読みを採用してあるのは，BOyce1977，p．10ユに拠ったものである。
zadagも同書，P．103に拠る。
 5c．maxis佃k：MX’YST’Kと綴られているが，MXyST’Kと同じである。これがマニ僧
ヒエラルキー第3位の高僧であることについては，本書第2章の語註54（pp．71－72）の一覧表
を参照せよ。このr太陽の息子」という名前を持つマヒスタクが，この手紙の受取人である。
この手紙は断片であって，本文は残っていない。
 5d．叩tmga：丁寧な手紙では宛名の最後にqu七mga r～殿へ，～様へ」が来ることが多い。
これに対して普通の手紙（特に商用書簡）では単なる与位格語尾一k註ノーqaが使われる。qutinga
はqut‘the fOrtune of heav㎝：majesty；etc・’に三人称与格の格語尾が付いた形である。
cf．Tezcan／Ziemeユ971，Text A；BTT V，Nos．30，31v，32，33；M0τH，No．28．
 6－8：上部が空白になっているこの3行は，恐らく宛名より頭を下げて書かれたもので，本
来は差し出し人の名前が書かれるはずの場所であることは，他のウイグル文の手紙と比較すれ
ば明らかである，cf．Tezcan／Zieme1971，Pl，1：BrτV，Pl．40，46，49b，52a。このような
丁寧なやり方も商用書簡にはほとんど見られない。
 9a．iraq yir曲n：これは手紙の本文の書き一出し部に使われる常套句である，cf・Tezcan／
Zieme1971，Tex七C；M’0τH，Nos．20（互．3），22（互．1），28（互・5），29（i・2）。
 9b．値ngri1虹：士（包）ngriにマニ僧の意味があることについては，第二章の語註26a（pp・54－
55）を参照せよ。
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索 引
索引は【和文】（五十音順），【欧文】（アルファベット順），【漢籍】，【イスラム文献・サ
ンスクリΨト文献】，【出土文書・現地碑文】の順に配列してある。できるだけ多くの事項
を採録するように努めたが，漢唐・五代・宋・遼・金・元・明などの中国の王朝名ない
し時代名．研究機関名，現代の研究老名（ただし故人は除く）は採っていない。また，な
るべく【和文】の項に一本化したため，【欧文】の項目は少なくなっている。例えば，欧文
の人名はカタカナ表記の後ろに置いてあり，【和文】の項にしか現れない。また，【欧文】
の項は，第2章の語詮索引（pp．97－98）との重複も避けている。
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三重慶………。…＿。．．．、一。＿一一＿＿。＿．＿＿．。＿、11
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聖卓………………・…………・・・・・・・・・……一・……71
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書と悪… ・1
葱（そう）……………・・……・………・・…一………82
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実菱潭・葱呈童 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… “・“・・・・・・・・… 82，ユ30
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外マニ寺・………一・・・……・…・………・……・148，152
租庸調制…・一……・。＿．．＿．＿＿＿＿、．．．．＿＿＿53
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ゾロアスター教……
ゾロアスター教徒…
タ 行
   ・・64，145，146
    ・・12，17，23
・・T6，58■59，67，68，129
   ・…67
    …2
… 1，2，143，159
   ・・’・163
貸借関係文書，貸借契……       ・・52，82
体罰 cf．処罰……………・…        92
太陽……………一・……・…     ・・77，80，202
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タバリー・………“・・・・・・・・        …74
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